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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　プロローグ




　背せ伸のびをしなければ届かない調理台。契けい約やくしたばかりの小さな氷ひよう狼ろう。まだ幼いアリカにとって、世界は新しいことに満ちていた。世界は楽しいことに満ちていた。

　そんな世界の中で、アリカが何より熱心になったのは料理だった。

「ママ、パパ。まってぇ」

　満面の笑えみを浮うかべたアリカが、仕事に向かおうとしていた両親へと駆かけ寄よる。小さな腕うでに抱だいた大きなバスケット。だが、玄げん関かんで足を止めた両親を前に、アリカはギュッとバスケットを抱く腕に力を込めて立ち止まってしまった。

　アリカの母は王おう宮きゆうに仕つかえる魔獣食育師フードプランナーだった。父も同じく王宮に仕える料理人であり、子供ながらにアリカは両親の卓たく越えつした料理の腕前を感じていた。幼い瞳ひとみが、何度も腕の中のバスケットと両親の間を往復する。その時、小さな鼻先がアリカのお尻しりを押した。振ふり返ると氷の兜かぶとを冠かんしたパートナーが、力強い眼まな差ざしでアリカを見つめていた。

「レ、オン」

　幼い体たい軀くとは対照的な、黒くろ金こん剛ごう石せきを思わせる大きな瞳。群れを守るために、時として遥はるか巨きよ大だいなモンスターにさえ立ち向かう闘とう志しを双そう眸ぼうに秘めたレオンは、何かを訴うつたえるように愛らしい尾おっぽをゆっくりと左右に揺ゆらしながらアリカのことを見つめていた。

　パートナーに励はげまされ、アリカがキュッと一度眼を固かたく閉じる。そして、精せい一いつ杯ぱいの勇気を出して大きなバスケットを両親に差し出した。

「えっとね、きょうはね。サンドイッチ、つくってみたんだけど……」

　勇気に逆らって尻すぼみになりながら、アリカは俯うつむいて顔を赤くする。そんなアリカの頭に、ポンと大きな掌てのひらが乗せられた。見上げると、朝の光の中に、柔やわらかな笑みを浮かべる父の顔があった。その父の隣となりから伸のびるしなやかな腕。朝から完かん璧ぺきに身なりを整えた母が、アリカが制止するまもなくヒョイッとバスケットの蓋ふたを持ち上げる。

　バスケットの中には、サンドイッチが綺き麗れいに並んでいた。ただ、綺麗なのは並び方だけだった。切り方は乱雑で、押おし潰つぶされたトマトがパンにシミを作っている。マーガリンが玉になっているのかパンの端はしが異様に膨ふくらみ、卵は火の通りが悪く半熟過ぎて零こぼれていた。

　作り終わったときは達成感でいっぱいだったが、改めてみると酷ひどい出来だ。

　母の指先が蓋を弾はじき、パタンとバスケットが閉じられる。

「まだまだね」

　その言葉と共に、アリカの腕の中から重みがなくなった。持ち上げられたバスケットは、母のパートナー、《炎えん狼ろう族ぞく》アームルの背中の上に。

　その時、母が微笑ほほえんでいたのか、それとも呆あきれた笑みを浮かべていたのか、アリカは分からなかった。でも、次はもっと、もっと上手に料理が作れるようになろう、そう思った。

　この時、アリカは夢にも思わなかった。

　まさか、自分が母から王宮付きの魔獣食育師の仕事を奪うばうことになるとは……




　　　　＊




「──カ、──リカ。アリカっ！」

「んん……。エルちゃん？」

　耳を叩たたく声と揺すられる肩かたに、アリカの意識がゆっくりと浮ふ上じようする。おぼろげな夢と現実の狭はざ間まで瞼まぶたを持ち上げると、ぼやける視界を鮮せん烈れつな朱あか髪がみと煉れん瓦が色の瞳が彩いろどった。

　同どう性せいのアリカでも惚ほれ惚ぼれするような気高い顔立ちに、丁てい寧ねいに調律されたピアノを弾ひいたような凜りんとした声。健康的でスラリと長い脚あしに、燃えるような朱しゆ色の髪。ルームメイトであり親友のエルニア・Ｆ・ミレーネブルクは、他のクラスメイトには見せないであろう、柔らかな呆れ顔を浮かべながら、アリカの口元を指差した。

「眠ねむるなら、ちゃんと仮か眠みん場所で眠る方がいいぞ。机では充じゆう分ぶんな休息は取れん。それと、いくら男子が居ないとは言え、ヨダレを垂らすのは無防備すぎる」

「え、うそ!?」

　アリカが慌あわてて身体からだを起こして服の袖そでで口元を拭ぬぐい、羞しゆう恥ちに顔を赤くする。なんだか切ない夢を見ていた気がしたが、そんなものは遥か彼方かなたに吹ふっ飛んでしまった。込み上げる恥はずかしさに、アリカが唇くちびるを真一文字に結びながら「むぅ～」と頰ほおを膨らませる。

　そんなアリカを見て、エルニアは楽しむように白い歯を見せて微笑んだ。

「本当に、アリカは警けい戒かい心がないな。生まれたての《萌も狐こ》の方が、よっぽど警戒心が強いぞ。コレは心配になってくるレベルだ」

「ん～、も～～！　意地悪言わないでよぉっ！　エルちゃんのばかぁ～」

「ば、馬ば鹿かとは何だ！　馬鹿とは！　アリカがそんなこと言うのならば、次のテスト、もう勉強見てやらんぞ！」

「ぅ……。それは、困る……かな」

　切り札を切られたアリカが、本当に困った表情を浮かべながら机の上に組んでいた腕の中に口元を潜もぐらせる。エルニアの援えん助じよが受けられなかった前回の中間テストは、それは惨さん憺たんたる結果だった。大惨事と言っても過言ではない。

　自分のテストの点数が壊かい滅めつ的であることを重々承知しているアリカは、すぐにしゅんと眉まゆ尻じりを下げると、上うわ目め遣づかいに謝った。

「ごめん、エルちゃん」

「いや、今のは私も卑ひ怯きようだったな。すまない」

　エルニアはバツが悪そうに慌てて謝り返すと、取り繕つくろうように空あき皿ざらの並ぶ机を指さした。

「そ、そうだアリカ。起きがけに悪いが、みんなに軽食を作ってきてくれないか。このままだと、また暴動が起きそうだ」

「ええ！　もう食べちゃったの？」

　アリカが慌てて視線を机の方に走らせる。眠りに落ちる寸前に準備したサンドイッチやミートパイは、皿だけを残して影かげも形もなくなっていた。

「はぁ～、みんな食べるの早いよ」

「それだけ、気合いが入っているということだろ。それに、アリカの料理は美う味まいからな。みんな、アリカの料理が楽しみで教室に泊とまり込んでいるんだぞ」

「そ、そんなこと言われたら張り切るしかないよ。もぉ～」

　照れくさそうに微笑みながら、アリカが「んん～」と声を漏もらし、元気を込めるように両手を突つき上げながら立ち上がる。少し高くなった視界に、普ふ段だん講義に使っている大教室ではなく、旧校舎の教室でなにやら奮ふん闘とうしている女子生徒たちの姿が飛び込んできた。

「学園祭まであと２日か。間に合うかな？」

「無論だ。このクラスには私がいるのだぞ。間に合わないわけがない！」

　不安を漏らすアリカに、エルニアがどこまでも自信満々に胸を張る。

　アリカたちは、魔獣錬磨師モンスタートレーナー育成学園【ベギオム】の学園祭に向けた準備の真っ最中だった。学園祭の期間は４日間。様々なイベントのあるベギオムにおいても、王国、のみならず隣りん国ごくからも多数の来場者が押し寄せる一大行事である。学園祭までの１週間は完全に授業は休講となり。学園祭の準備に当てられる。アリカのクラスだけでなく、今学校中の生徒たちが学園祭に向けて、自分のクラスメイト、そしてパートナーと共に準備に励んでいた。

　ちなみに、アリカたちのクラスの出し物は、ある生徒の独断と偏へん見けんにより『お化け屋や敷しき』に決定した。各生徒の担当が決まり、準備を始めてもう５日。まだまだ完成までは程遠い。

　準備に奮闘するクラスメイトに、アリカが、自分も頑がん張ばらないと、と意気込み、その小さな身体に力を込める。アリカはお化け役──本人のぜぇぇぇったいに嫌いやだという猛もう抗こう議ぎは却きやつ下か──を任されていたが、同時に準備に奮闘するクラスメイトの食事担当も任されていた。

　アリカが「よし」と小さく気合いを込め、エルニアに向け軽く手を上げる。

「じゃあ、エルちゃん。また厨ちゆう房ぼう借りてくるから、ちょっと待っててね」

「うむ。厨房で寝ねないようにな」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだよ。行こう、レオン」

「ぐぅる」

　アリカの声に、彼女の机のすぐ傍そばで伏ふせていた一頭のモンスターが立ち上がった。氷の兜を備え、涼すずしげな青い体毛に身を包んだ狼おおかみ。《氷ひよう狼ろう族ぞく》のレオンがゆっくりと尻尾しつぽを揺らし、アリカに身体を擦すり寄せる。ちょうどその時、教室の一角、お化けの衣装を担当していた生徒たちが一いつ斉せいに沸わき上がった。どうやら、衣装が完成したらしい。衣装の材料をまかなっていた《虹にじ蜘ぐ蛛も》や、制作の手伝いをしていた小こ人びと族の《ブラウニー》をパートナーにする生徒たちが、完成を喜びながら手を叩き合う。

　そんな活気に沸く生徒たちの中から、一人の少女がひょっこりと飛び出し、アリカとエルニアに向けて手を振った。

「アリカ。朱髪。ちょっと」

　腰こしまで届く幻げん想そう的な銀色の髪。眠たげな瞼に半分ほど隠かくれた濃こい栗くり色の瞳。表情の読めない、どこか浮き世離ばなれした雰ふん囲い気きを纏まとう彼女の名はジナ・レームライト。頭上にパートナーである桃もも色のスライム、ルルを乗せたジナはアリカのもう一人のルームメイトだった。

　ジナは制服で作業をこなす生徒たちの中で、何な故ぜか空色のオーバーオールという裁さい縫ほう職人の衣装に身を包んでいた。彼女はいろいろな服を着るのが趣しゆ味みらしく、日ひ頃ごろから様々な服を自作している。そこでエルニアが衣装製作班のリーダーに推すい薦せんしたのだ。

「二人の衣装も完成。ちょっと、着てみて！」

　ジナが声を弾はずませながら、アリカとエルニアを呼び寄せる。彼女がこんなに声に感情を込めるのは珍めずらしい。よっぽど、衣装を作るのが楽しかったのだろう。普段は眠たげに半分閉じている瞼が、今は三分の二ほどまでに開いている。

　そんなジナに苦笑を漏らしたアリカとエルニアだったが、ジナが二人の衣装を持ち上げた途と端たん、その苦笑は凍こおり付いた。

「どう？　渾こん身しんの出、来！」

　衣装を掲かかげたジナが、じりっと二人に歩み寄る。

　その歩みが、エルニアとアリカには悪あく魔まの一歩に見えた。

「待て、ジナ・レームライト。まさか、それを私に着せるつもりじゃないだろうな!?」

「そ、そうだよね。ジナちゃん。それはさすがに冗じよう談だん……だよね」

　ジナが進むのと同じ距きよ離りを後退したアリカとエルニアが、悲鳴に近い声を上げながら、押し留とどめるように両手をジナに向けて突き出す。

　だが、ジナの眼は、

「ものども、確保！」

　本気の眼だった。

　ジナの号令と共に、いつの間にかアリカとエルニアを取り囲んでいた女子生徒たちが、一斉に二人に飛びかかった。迎げい撃げきしようとしたレオンが数体のブラウニーに脚を掬すくわれ、虹蜘蛛の糸にその自由を奪われる。その一いつ瞬しゆんの攻こう防ぼうに、エルニアとアリカの絶ぜつ叫きようが重なった。

「目を覚ませ、お前たち！」「エルニアさん、大丈夫。痛くしないから」「やめてぇー！」「うわ、アリカって本当に胸大きいね」「コラ。馬ば鹿か者！　どこに手を入れているのだ!?」「ダメダメダメダメダメ、そこはダメっ！」「よいではないか、よいではないか！」「ほらほら、二人とももう諦あきらめてっさ！」「そうそう。任せちゃった方が楽になるよ」

　歓かん声せいに押し潰される悲鳴。流されるままに服を脱ぬがされるアリカの目の端には、至る所で同じような悲劇が起きているのが見えた。

　そして、アリカはすぐに厨房へ逃にげなかったことを、心の底から後こう悔かいするのであった。







　　　第一章




　この世に生を受けた者は皆みんな、生まれながらにしてモンスターの紋もん章しようを宿す。その紋章に適応するモンスターとのみ契けい約やくができ、モンスターを使し役えきすることができる。

　契約したパートナーと生活を共にし、生活の糧かてを生み出し、時には敵と戦う者。

　それが魔獣錬磨師モンスタートレーナーである。

　そんな魔獣錬磨師モンスタートレーナーたちの卵が通う学園、魔獣錬磨師モンスタートレーナー育成学園【ベギオム】のある教室では、様々なモンスターとその魔獣錬磨師モンスタートレーナーが来たるべき学園祭への準備に追われていた。ゴーレムを初めとする大型のモンスターたちが仕切り用の板を持ち上げ、植物系のモンスターたちが蔦つたを生やして板を固定する。モンスターを操あやつることによる効率的な準備と運営。これが、授業を休講してでも学園祭の準備を優先する大きな目的だった。

　そんな忙せわしなくモンスターと生徒たちが準備を進める教室の一角で、その掌てのひらに最弱のモンスターであるスライムの紋章を刻むレインは、心こころ許もとない足場に登り、お化け屋や敷しきの飾かざり付けを手伝っていた。生徒たちが使わなくなったシャツを破いては天てん井じようからつり下げ、黒や赤い絵の具で塗ぬり上げる。そして、お化け屋敷のスタート地点を飾り終えたところで、古着を入れていたバケツがちょうど空からになった。

「おっと。おーい、ペムペム。次、上げてくれ」

　空のバケツを揺ゆらしながら、レインが足場の下で待機している相棒に軽く手を振ふる。

「ぴぎぃ！」

　レインの声に、足場の下にいたモンスター、涼しげな水色の身体からだをポンポンと弾はずませる相棒が任せろとばかりに元気な声で応こたえた。強さとは無む縁えんの愛あい嬌きようのあるフォルム。見ているだけでほのぼのとする、全世界で最多の固有数を誇ほこると同時に、最弱のモンスター。

　スライム

　ペムペムと名付けられたこの最弱のモンスターこそ、レインの頼たよれるパートナーだった。

　他のモンスターがその巨きよ体たいや能力を駆く使しして作業を手伝う中、廃はい材ざいを積み木のように重ねて遊んでいたペムペムは、ようやく聞こえたレインの呼びかけにウキウキと身体を弾ませると、床ゆかに置かれていたバケツの下にその身体を潜り込ませた。

「ぴぅっぎ！」

　ペムペムの元気のいい声が響ひびき、ぽーんとその身体に弾はじかれたバケツが垂直に飛び上がる。タイミング良くそのバケツを摑つかまえたレインは、続けて空になったバケツを落とした。落ちてきたバケツをペムペムは器用にその頭で受け止めて、軽く反動をつけて横に飛ばす。

　ガチャンと小気味のいい音を鳴らし、空になったバケツはすでにうずたかく積まれたバケツの一番上に収まった。

「よーし。サンキュー、ペムペム。また、頼たのむぞ」

「ぴーぎ♪」

　気をよくしたペムペムが、楽しげに鳴きながら積み木遊びを再開する。そんな相棒にレインは苦笑を零こぼしながら筆を取ると、紫むらさき色の絵具がなくなっていることに気が付いた。

「と、ペムペム。次、紫頼む」

「ぴぎっ!!」

　レインの声に、ペムペムが目を輝かがやかせながら振り向く。そして、待ってましたとばかりに身体を震ふるわせると、その口から大量の涎よだれを零しながら、『ＫＥＥＰ　ＯＵＴ』のテープが張られた一角、大量の果くだ物ものが積まれた机に向けて幸せそうな鳴き声と共に飛びついた。

「いいか、紫だぞ。紫！　あと、食べ過ぎるなよ！　分かってんな！」

「ぴぃ～ぎぅぃ～♪」

「分かってんだろうなっ！」

　明らかにレインの注意を聞いていないペムペムは、至し福ふくの表情で果物の山の中からブドウを引っ張り出すと、その口を大きく広げてひと房ふさ丸ごと頰ほお張ばった。

「ぴぎゅぃ～……」

　ペムペムの眼がトロンと緩ゆるむ。だが、まだまだ食べ盛り育ち盛りのペムペムの食しよく欲よくは止まらない。誘ゆう惑わくのまま、ペムペムが次の果物にかみつき、果物の山から引っ張り出す。

「ペ～ム～ペ～ムぅ～～っ！」

　その単たん細さい胞ぼうかつ能天気な頭に、怒いかりの声が降り注いだ。

「ぴぎっ……」

　ビクッと身体を強こわ張ばらせたペムペムが、ゆっくりと振り返る。その視線の先では、主あるじ様が頰ほおを引き攣つらせながらスッと双そう眸ぼうを細めていた。怯おびえ戦おののき後悔するが、もう遅おそい。

　節せつ操そうの無い相棒に語りかけるレインの声は、戦慄するほどの怒りに満ちていた。

「そんなに食べるなんて、随ずい分ぶんやる気満々だな。じゃ、夕方のトレーニングはスペシャルコースで行くか？　それともいつもの３倍、超ちようドＳコースにしとくか？　ああん？」

「ぴ……ぎ……」

　満面の笑みを浮うかべるレインに、顔を真っ青にしたペムペムがそろりそろりと引っ張り出した果物を山の中に戻もどす。そんなどこまでも食い意地の張ったパートナーに、レインは呆れた表情を浮かべて怒りを解くと、パレットをペムペムに向けて突き出した。

「ほら、さっさと絵具を準備しろ。──【分ぶん離り】」

　溜ため息いきを零しながら指示を出すレインに、ペムペムが慌あわてて身体を震わせて小さく力む。ペムペムの身体の一部に紫色の色素が集まり、小さな玉になって身体から分離した。

「ぴぎ」

　ペムペムが小さく飛び跳はね、紫色の玉をレインに飛ばす。レインがパレットでその玉を受け止めると、表面が弾けて、綺き麗れいな紫色の絵具がパレットを彩いろどった。学園祭の準備中に初めて気が付いたのだが、スライムは取り込んだものをこうして生成・抽ちゆう出しゆつできるらしい。戦せん闘とうにはほとんど役には立たないが、学園祭の準備でどうしても不足する絵具の補ほ充じゆうにはもってこいだ。材料の果物はクラスのみんなが出資してくれた。

　役立たずと馬ば鹿かにされがちなスライムがみんなの役に立てることは、レインにとって嬉しい限りなのだ。嬉しい限りなのだが……

「よし、いいぞ。またしばらく遊んでろ。──つまみ食いしたら、わかってるな」

「……ぴっ」

「なんだ、その不満そうな顔は!?」

　つまみ食いを常に警けい戒かいするという手間を考えれば、喜びよりも気苦労が勝っているのが本ほん音ねというところだった。

　ちらちらと、名残なごり惜おしそうに果物を眺ながめながら、ペムペムが積み木遊びを再開する。

　そんな相棒に、レインが思わず苦笑を漏もらしながら作業を再開しようとした、その時。

「やあ、レイン。お疲つかれ」

　生徒たちの喧けん噪そうが飛び交う教室の中でもよく通る、爽さわやかな声がレインの耳を撫なでた。

　レインに声を掛かけたのは、寮りようのルームメイトだった。人当たりの良い笑みに、柔やわらかな曲線を描えがく眼鏡めがね。初対面でも思わず気を許してしまう優やさ男おとこ。その柔にゆう和わな顔つきに似合わず、人をからかうのが生き甲が斐いという性格からお化け屋や敷しきの設計全ぜん般ぱんを任された彼の名は、ガゼット・ガールバレス。

　レインがその手に刻む、果てしなく人気のないスライムの紋章とは対照的に、その汎はん用よう性せいの高さから人気の高い雷かみなりの《精せい霊れい紋もん》をその手に刻むガゼットは、その肩かたに雷の精せい霊れいの女の子、ピックを乗せながら、働はたらき詰づめのレインを労ねぎらうように声を掛けた。

「悪いね。お化け役の準備があるのに、設営まで手伝わせて」

「ん、別にいいぞ。コレはコレでけっこうトレーニングになるし、それに、俺たちの方の準備はもう終わったしな」

「そう言ってくれると助かるよ。って、お化けの準備終わったの？　もう？」

　ガゼットが驚おどろいたように眉まゆを持ち上げる。男子たちの衣装はまだ完成していない。仮にレインの役が衣装を必要としないとしても、そこそこ準備はかかるだろう。

　驚くガゼットに、レインは得意げに笑って応こたえた。

「ああ、だってそんな準備するもんもなかったからな」

「えっと、レインたちって何のお化け役だっけ？」

「俺たちか？　俺たちはコレだよ。ペムペム」

　吊つるした布を染色する作業の手を止めたレインが、ペムペムに声を掛ける。レインの声に、ペムペムは「ぴぎぴぎ」と楽しげに応えると、積み上げていた積み木の隣となりに置かれた釣つり竿ざおを咥くわえながら、足場の上に飛び上がった。

　釣り竿を受け取ったレインが、糸の先せん端たんを器用にペムペムの頭の突とつ起きに結びつける。

　そして、レインは竿を持つと、棺かん桶おけを作っていた一人の生徒にあたりを付けた。

「いよっと！」

　軽い掛け声と共に、レインが釣り竿を振るう。その竿先に引っ張られたペムペムは、そのまま振り子のように足場から教室を滑かつ空くうし、

「うひゃあああ。な、なんだぁ!?」

　ぴとっ、と作業していた男子生徒の首筋に当たって、その生徒を飛び上がらせた。

「よしよし、上出来上出来」

「ぴぎ、ぴぎぴぎぴーぎ♪」

　男子生徒に謝ったレインが釣り糸を巻き戻し、ペムペムと共に笑い合う。歩いてきた客の首筋にペムペムをぶつけて驚かせるのが、レインとペムペムの役だった。衣装もない上に、準備も簡単。だから、大道具や部屋の片付けのサポートに回っていたのだ。

　実に楽しそうに釣り竿を揺らすレインに、ガゼットが呆あきれ笑いを浮かべて肩を竦すくめる。

「まったく。みんなが間に合うかどうかでピリピリしてるってのに君は相変わらずだね」

「まぁな。そう言うガゼットの方はどうなんだ。準備。たしか、吸きゆう血けつ鬼きだっけ？」

「僕の方は衣装チームに任せてあるから大だい丈じよう夫ぶ。さっき採寸もしてもらったし、特別にお願いしてピックの衣装も作ってもらえることになったしね」

　うんうんと心から満足そうに頷うなずくガゼットの鼻先で、小さな雷の蕾つぼみが音を立てて弾はじけた。

「マスター！　私は絶対に着ないぞ、あんなもの！」

「ほら、ピックもやる気満々だよ」

「マスター!!」

「なんつーか、お前も相変わらずだな」

　肩に乗せたピックを笑顔でからかうガゼットに、レインは残念なものを見るように頭を搔かきながらペムペムの釣り糸を解く。ペムペムを床に下ろして筆を取り作業を再開──と思ったところ、不意にガゼットの「そういえば」と言う声が耳を叩たたいた。

「レインは予定とか決めた？　お化け役は交代制だし。誰だれかと遊ぶ約束とかしたの？」

「ん？　いんや、別に何もねーぞ。たぶん、トレーニング場に入いり浸びたってると思うぜ」

「……[image: えだくてん]？」

　ボロい布に色を塗りながら真顔で答えたレインに、ガゼットが眼鏡をズリ落とす。ピックと顔を見合わせたガゼットは、パートナーが自分と同じ表情を浮かべていることを確認すると、目め眩まいでもするようにこめかみを指先で押さえた。

「レイン、今のはさすがに冗じよう談だんだよね。まさかトレーニング場なんて言ってないよね？」

「なーに驚いてんだよ。学園祭中なら他に生徒も来ねーし、好きなトレーニング器具が使い放題じゃねぇーか。なぁ、ペムペム。────ペムペム？」

「………………」

　返事のないペムペムに、レインが足場の端はしから下を覗のぞき込む。主あるじの恐おそろしい計画を知ったペムペムは、食べ物系の屋台の欄らんが涎でべとべとになったチラシの上で、まるで石化の攻こう撃げきでもくらったかのように口をあんぐりと開けながら固まっていた。

　ピックと共に大きな溜息を零こぼしたガゼットが、諭さとすような口調でレインに語りかける。

「レイン。君さぁ、もうちょっと学生らしく青春を楽しんだ方がいいと思うよ？」

「え？　充じゆう分ぶんトレーニングで楽しんでんだけど。俺」

「そういうことを言ってるんじゃなくて。せっかくの祭りなんだしさ、出店とか出し物とか、楽しいことはいっぱいあるだろ？　ちょっとはペムペムを見習いなよ」

「ぴぎぃー。ぴぎぴぎ、ぴっぎぃー！」

　説得するガゼットを、ペムペムがうにょーっと身体を伸のばして激しく応おう援えんする。

　そんな親友とパートナーの主張に、レインは何か納得したようにぽんと手を叩いた。

「そうか、なるほど。それもそうだな」

「気がついてくれて嬉うれし──」

「確か、無差別級参加大だい歓かん迎げいのバトル大会があったよな！　それと、モンスター用のアスレチックタイムトライアルとか。大だい寒かん大だい炎えん耐たい久きゆうレースもあったっけ!?　うんうん、いいな。やっぱり、いつもと違ちがうトレーニングが出来るのも、祭りの醍だい醐ご味みだよな」

「ブレないにも程がある！　学園祭はトレーニングのために開かれるんじゃないよ！」

「ぴぎぃいいいいいいいいいいい！」

「な、何怒おこってんだよ。おまえら？」

　声を張り上げるガゼットとペムペムに、レインが思わずたじろぐ。

　と、ちょうどその時。教室の前方の扉とびらが勢いよく開かれ、イヤにテンションの高い一人の男子生徒──クラスの出し物をお化け屋敷に決定した張本人が颯さつ爽そうと飛び込んできた。

「イヤアァァアッほい！　諸君！　お疲れ、ご苦労、いい天気！　学園祭まで、あと２日だ。さあ、みんな。お客さんの笑顔のため、このクラスの栄光のため、そして延ひいては、僕の野望のため、馬車馬のように働くの──わだだだだだだ!?」

「「「お前が働け！」」」

　お化け屋敷などという準備から運営まで果てしなく面めん倒どうくさい出し物を選びながら、しょっちゅう生徒会に呼び出されて全く作業を手伝わない学年ナンバー１のエンジェルトレーナー、ファルド・グランサンダーに向けて他の生徒たちの怒りが爆ばく発はつする。

　モンスターが躊ちゆう躇ちよなく攻撃を繰くり出し、教室に爆ばく音おんが轟とどろき閃せん光こうが弾ける。だが、その攻撃が終わり、粉ふん塵じんが収まると、ファルドは何事もなかったように扉の前に立っていた。

　ファルドの前に展開する三つの天てん輪りん、降り注ぐ嵐あらしのような攻撃の一切を弾き飛ばしたその絶対防ぼう御ぎよに、生徒たちが口くち惜おしげに舌打ちをする。それは、ファルドの契けい約やくモンスター、天てん騎き士しエルデミオールの天輪だった。どうやら、召しよう喚かんに時間の掛かる本体の代わりに連れて歩いているらしい。

　もしくは、天騎士がめんどくさい主に呆れて出てくるのを嫌いやがっているかのどちらかだ。

　王子を思わせる精せい悍かんな顔つきに、圧あつ倒とう的な才覚を漂ただよわせる藍あい色の双眸。着き崩くずした制服は彼の威い光こうを損そこなうどころか、それが正しい姿だと思わず錯さつ覚かくさせるほど様になっている。天輪を携たずさえるその姿は、知らないものが見れば彼が天使だと勘かん違ちがいするだろう。

　そんな天より全てを与あたえられたと言っても過言ではないファルドだが、中身の方は果てしなく残念だった。なんとかファルドに一いつ矢し報むくいることが出来ないかと、生徒たちがジリジリとパートナーと共にその輪を狭せばめてゆく。そんな生徒たちに、ファルドは不敵な笑みを零こぼすと、舞ぶ台たい役者のような大げさな仕草で大きく腕うでを振ふった。

「待て、諸君。そんなことをしていいのか？　君たちはもうすぐ、偉い大だいな僕の采さい配はいに歓かん喜きし、歓声を上げ、涙なみだを流して崇あがめ奉たてまつることになるのだぞ！」

「あいつは何を言ってんだ？」

「さぁ？」

　殺気立つ生徒たちをさらに煽あおるようなことを口走るファルドに、レインとガゼットが顔を見合わせる。一体あの自信はどこから来るのだろうか。

　尊大な態度で胸を張るファルドに、生徒たちの目つきがいよいよ本気になる。

　その時、今度は教室の後ろの扉が勢いよく開かれ、悲痛な悲鳴と共にお化けたちが部屋の中に押し込まれてきた。それは、お化けに仮装、というよりはコスプレをさせられたクラスの女子生徒たちだった。お化け屋敷を彩るヒロインたちの登場に、過密スケジュールに忙ぼう殺さつされていた男子たちが沸わき上がり、教室の中が嵐のような歓声に包まれる。

　男子生徒たちが狂きよう喜き乱らん舞ぶする中、頭にルルを乗せたジナがレインへと駆かけ寄よってきた。

「婿むこ様」

「ジ、ジナ!?」

　先せん陣じんを切って現れたジナに、レインが思わずバランスを崩くずして足場から転げ落ちる。間かん一いつ髪ぱつ、膨ぼう張ちようしたペムペムに受け止められたレインは、前まえ屈かがみになりグイッと顔を寄せてきたジナに思わず顔を赤くした。

「どう、だ？」

「あ、ああ。とても、いいんでないでしょか？」

　顔を寄せてくるジナに、レインがひっくり返された亀かめのように手足をばたつかせながら何とか距きよ離りを取る。褒ほめられたジナは満足したように小さく頷いて背筋を伸ばしたが、そのおかげでレインはその姿を直視することになってしまった。

　ジナは全身を包帯で巻いたモンスター、《マミー》と呼ばれるミイラの仮装に身を包んでいた。わざとボロボロにした包帯を身体からだ中に巻き、顔の部分は斜ななめがけにして片目だけを覗かせている。そんなジナに合わせてなのか、ルルもその身体を包帯で巻かれていた。

　そんな完かん璧ぺきなマミーを演じるジナに、レインは聞いたらいけないと思いつつ、思春期の好こう奇き心に負けて、思わず訊たずねてしまった。

「ジナさん。つかぬことを聞きますが、包帯の下はちゃんと付けているのでしょうか？」

「？　マミーは包帯しか身につけな、い」

　不思議そうに小首を傾かしげたジナに、一部の男子たちが鼻血を噴ふきながらファルドに殺さつ到とうし、彼のことを崇め奉る。全身に包帯を巻いているとはいえ、ジナの包帯はリアルさを追求しているのかところどころ千切れていた。必然的に、千切れた場所から雪のように白い肌はだが顕あらわになる。しかも、素肌に包帯を巻いているジナは、そのスレンダーな身体がそのまま強調され、かなり危あやうい姿になっていた。

　本人は大変に満足そうなのだが、学生の催もよおし物でコレは果たして大丈夫なのだろうか？

　レインが崩ほう壊かいしつつあるクラスの道徳観について頭を痛めていると、一人の女子生徒が悲鳴を上げながらジナに向かって飛びかかってきた。

「ジナ・レームライトォオオオおぉオオおぉ！　貴様、何というものを作るのだ!?　コレでは痴ち女じよではないかっ!?」

　羞しゆう恥ち心と怒いかりに顔を真っ赤に染めたエルニアがジナに摑つかみかかる。だが、ジナはひらりと体を躱かわすと、難なくエルニアの手を捌さばいて見せた。ジナはモンスターの攻撃の中でもお構いなしに魔獣錬磨師モンスタートレーナーへ距離を詰つめる接近戦のプロだ。エルニアの動きなど止まって見えるだろう。ジナは軽くエルニアをあしらうと、その身をすっとレインの側に寄せた。

　伸ばした手を躱されたエルニアが悔くやしげに蹈鞴たたらを踏ふみながら、ジナの逃にげる先を視線で追う。だが、再びジナを摑つかまえようとしたその手は、空中でピタリとその動きを止めた。

「あ……………………」

「……………………あ」

「ぴぎ？」

　ピクリとも動かなくなったレインとエルニアに、二人の間にいたペムペムが不思議そうに身体を揺ゆらす。重たい沈ちん黙もく。見てはいけないと分かっていながら、レインの視線が吸い寄せられるようにエルニアの足あし下もとから頭に向けて滑すべる。

　頭にぴょこんと生える、髪かみと同じ赤い猫ねこ耳みみ。腰こしのくびれやお尻しりのラインを際きわ立だたせる、赤と紫むらさきの縞しま々衣装。そして、一体どういう作りなのか、エルニアの感情を代弁するようにピンと張った長い猫尻尾しつぽ。『不思議の国のアリア』という童話に出てくる不思議猫に仮装したエルニアは、レインと目が合うや否いなや、腕を振り上げた状態で完全に停止していた。

　ようやく思考が追いつき、いつもは気き丈じような顔が羞恥心に押おし潰つぶされてくしゃりと歪ゆがむ。

「み、見るな！　レイン・エルハルト。見るんじゃないっ！」

　甲かん高だかい悲鳴を上げたエルニアは、恥はずかしさに顔を真っ赤にした勢いのままに近くにあった棺かん桶おけの蓋ふたを摑むと、レイン目め掛がけて力の限り投げつけた。

「ぅおっと!?」

　慌あわてて床ゆかを転がったレインの後ろで、棺桶の蓋が粉々に砕くだけ散る。レインはせっかく作った棺桶の蓋を粉ふん砕さいされて悲鳴を上げる生徒に同情しながら、エルニアを睨にらみつけた。

「危ねぇな。何しやがんだ!?」

「貴様が私を視し姦かんしたからだろうが！」

「人聞きの悪いことを言うな！」

　立ち上がるレインとは対照的に、エルニアが両手で自分の身体を抱だきしめながら、慌ててその場にしゃがみ込む。どうやら、本気で恥ずかしいらしい。「う～」と呪のろい殺さんばかりに睨む姿はまるで手負いの獣けものだ。下へ手たに触ふれると、本当に襲おそいかかってきそうである。

　どうやってエルニアを説得しようか。腕を組んで考えるレインの頭に、突とつ然ぜん、重厚な声が響ひびいてきた

（くく、主よ。いい格好ではないか）

「キール。貴様、主である私を笑うとは何事だ！」

　同じ声を聞いたであろうエルニアが、悔しげに眉み間けんに皺しわを寄せながら叫さけぶ。

　レインが振り向くと、普ふ段だんなら身体が大きいため教室に入ることを止められているエルニアのパートナー、馬のような体たい軀くを緋ひ色の鱗うろこで覆おおい、背中に炎ほのおを模した翼つばさを背負って《ホースドラゴン》のキールが、ユーモアを湛たたえた笑みを浮うかべて佇たたずんでいた。

　ドラゴンのように知能の高いモンスターの中には、脳に直接語りかける念話を使うものがいる。まだまだ成長期であるキールだが、その念話は見事なものだ。キールはエルニアとレインを順番に見ると、ドラゴンでありながら人間のように楽しげに眼を細めた。

（ふむ、人間とはかくも愉ゆ快かいなものだな）

「笑い事ではないぞ！」

　キールの念話に、エルニアが身を竦すくめたまま怒ど鳴なる。

　そんなエルニアに、レインは溜ため息いき交じりに頰ほおを搔かいた。

「はぁ、そんなんでお化け役が務まるのかよ」

「う、五う月る蠅さい。この私に、務まらない役があるはずがないだろう！」

「だったらせめて、堂々と立ってみろ」

「くっ！　い、イイだろう。ふん、貴様に見られたからと言って如い何かほどのことが……」

　ゆっくりと立ち上がるエルニアの膝ひざが、中ちゆう腰ごしになったところでピタリと止まる。津つ波なみの如ごとく押し寄せる羞恥心との葛かつ藤とうに顔は真っ赤に染まり、唇くちびるはヒクヒクと震ふるえていた。腕はいまだに全力で身体を抱きしめて、全くもって余よ裕ゆうがない。いつもの勇ましい姿とはほど遠い姿に、さすがのレインも気の毒になってきた。

「あ～、無理すんなよ」

（主よ、少しずつ慣らせばよかろう）

「無理などしていない。い、いいか。よく見ておけ。コレが私の……コレが私のっ……」

　ゆるゆると、まるで生まれたての《大おお角つの鹿じか》のように弱々しく立ち上がったエルニアが、顔を真っ赤にしながら全力で身体を抱きしめていた腕にさらに力を込める。

　そんなエルニアの熱を冷ますように、教室の中を強きよう烈れつな冷気が吹き荒あれた。

「な、なんだぁ？」

「ぴぎっぃ!?」

　駆け抜ぬける寒波に、ペムペムが慌ててレインの腕の中に飛び込む。レインがその視線を教室の奥に向けると、数人の生徒がものの見事に氷こおり漬づけにされていた。

　僅わずかに開いた口の隙すき間まから冷気の残ざん滓しを零すレオンが、獰どう猛もうな唸うなり声を漏もらす。

　そんなレオンの隣となりには、アリカが今にも卒そつ倒とうしそうな表情で立っていた。

　捩ねじれた黒くろ山や羊ぎの角に、大きく垂れた山羊の耳。ほっぺたに描えがかれた五ご芒ぼう星せいのペイントに、肩かたや身体の局部、そして四し肢しを覆う黒い毛皮。先せん端たんに幾いくつもの黒鈴が付けられた黒こく杖じようを持つ悪あく魔ま、バフォメットに仮装させられたアリカは、エルニアの姿を見つけると、自分を取り囲む黒ミサの仮装をした女子の輪から飛び出し、レオンと共に教室を駆け抜けた。

「う……ぅ……ぅ。エ、エルちゃぁあああ～ん」

　もはや完全に涙なみだ声ごえになっていたアリカが、エルニアに抱きつき、隠かくれるようにその身を竦ませる。アリカに抱きつかれた拍ひよう子しに自分の身体を抱きしめていた腕が解けたエルニアは、自分の姿が晒さらされたことに悲鳴を上げた。

「こ、コラ。アリカ。離はなれろ！」

「ヤダヤダヤダヤダ！　絶対に離れない！」

「ずるいぞ！　私だって恥ずかしいのだ！」

「エルちゃんは可愛いからイイよ！　似合ってるよ！」

「む、むむ。そう、なのか？」

　抱きつくアリカが、涙目になりながら褒める。その言葉に、エルニアの形の良い眉まゆがぴくんと跳はねた。何かを期待するような眼まな差ざしが、抱きつくアリカからレインへと滑る。

「──ど、どうなのだ。レイン・エルハルト」

「ん、ああ。まぁ、エルニアにしては意外だけど。いい、いい。新しん鮮せんで良いと思うぞ」

「そ、そそそ、そうか。そう言われれば悪い気もしないではないが……」

　レインからも率直な賞賛を述べられたエルニアが、満まん更ざらでもないような笑みを漏らす。

　そんなエルニアとは対照的に、その腰に抱きついていたアリカの表情がピキッと凍こおり付いた。まるでゼンマイ仕じ掛かけの人形のようなぎこちない動きで、アリカの首がゆっくりとレインへ傾かたむき、視線が現実にたどり着く。

「あれ？　レイン、くん？」

「よ、アリカ！」

　淡あわいオレンジ色の瞳ひとみを大きく見開いたアリカに、レインが軽い返事で返す。

　その隣で、ガゼットとピックが自分の耳を塞ふさいだ数秒後。

「いゃああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　まるで、魔ま神じんと遭そう遇ぐうしてしまったかのような絶ぜつ叫きようが、教室の中に木霊こだました。

　アリカがエルニアとレオンを抱き寄せながら、頭を大きく横に振ってさらに叫ぶ。

「レイン君、ダメ！　見ないでっ！」

「いや……なんでみんなそうやって俺に見られるのを嫌いやがんだ？　いい加減傷つくぞ」

　落ち込むレインに、アリカが叫ぶのを止やめ「あう……」と俯うつむく。ペムペムに励はげまされるその姿に、申し訳なさと恥ずかしさが頂点に達したアリカは今度はジナに向けて叫んだ。

「ジナちゃん。何で私こんな格好なの？　恥ずかしいのは嫌だって言ったよね！」

「大だい丈じよう夫ぶ。よく似合って、る」

「そうじゃなくて！」

「あ、そうそう。アリカ。一つ、注意」

　泣きながら抗こう議ぎするアリカに、ジナが包帯の巻かれた指をピンと立てる。

　そしてジナはアリカにトドメを刺さした。

「濡ぬれないように気をつけて。その毛皮、濡れると滑って……落ちるから」

「───────────っ！」

　今度の悲鳴は声にすらならなかった。ジナの一言に、教室がどよめく。水系のモンスターをパートナーとする男子生徒を筆頭になにやら布ふ陣じんがしかれ、ほぼ同時にアリカを祀まつる黒ミサ集団に仮装した女子が般はん若にやの如き形ぎよう相そうでアリカを守るように陣を組む。

　なにやら混こん沌とんとした教室で血みどろの戦争が勃ぼつ発ぱつしようとしたそのとき、一人の女子生徒が皆みんなをたしなめるように手をパンパンと打ち鳴らした。

「みんな。遊んでないで準備に戻もどって。時間がないんだから。あんまりふざけていると」

「ぃっやあああああーほ！　ミーア。着き替がえるのがおっそいじゃないかぁ！　ずっと君が来るのを待ってたんだよ。いや～、予想以上の出来だね。可愛いよぉ～。最高だよ！　魔ま女じよっ子ミーアたぁんんぎゃあああああああああああああああああ！」

「彼みたいになるわよ」

　突とつ如じよ空間から飛び出してきた鎖くさりでグルグル巻きにされ、天てん井じように縫ぬい付けられたファルドを冷れい徹てつな眼差しで見届けながら、レインたちのクラスの取り纏まとめ役、ミストリア・クラウリスがどこか疲つかれたように静かに告げる。

　そんなミストリアを笑うかのように、溜息を零こぼす彼女の背後にあった空間が水みず飴あめのようにぐにゃりと歪み、その裂さけ目から一体の悪魔が姿を現した。

　恐きよう怖ふを具現化したかのような２メートルを優に超こす体軀。全身に巻きつけられた漆しつ黒こくの鎖。額の両側から生える太く捻ねじれた角に、闇やみを引き千ち切ぎったかのような漆黒の翼。アリカの仮装とは訳が違ちがう。ある意味、このお化け屋や敷しきの主役とも言える本物。束そく縛ばくと解放を司つかさどる悪魔ジャンブルウは、空間の裂け目から飛び出しミストリアの隣に降り立つと、心底可お笑かしそうにその鼻を鳴らした。

「くくくくく。我がロードよ、なかなか艶つやのある格かつ好こうをしておるではないか？」

「誰だれも出てきていいなんて言ってないわよ、ジャンブルウ！」

　血の如き深しん紅くの瞳を細める悪魔に向けて、ミストリアがキッと視線を鋭するどくしながらその腕うでを振ふり上げる。バサッと音を立て、何かがジャンブルウの顔面に叩たたきつけられた。

　それは、一本の箒ほうきだった。

　つばが広く天てつ辺ぺんが折れた漆黒の三角帽ぼう子しと、普段のミストリアなら絶対に選ばないような、フリルをふんだんに施ほどこした闇色のローブ。強調された胸むな元もとで揺れる銀細工で作られた六芒星の首くび飾かざりに、腰で揺れるコミカルにデフォルメされたジャンブルウのマスコット。

　可愛らしい魔女の衣装に身を包みながら取り乱すこともなく凜りんとした雰ふん囲い気きを保つミストリアは、静かに教室内を一いち瞥べつすると、降ろした箒を小こ脇わきに挟はさみ、再度その手を叩いた。

「はい、みんな。楽しんでいるところ悪いのだけれど、もう一度集中しましょう。衣装班は男子の分。小物班は蠟ろう燭そくとランタン。サポート班は食事と買出し。男性陣は教室の準備。衣装を着ている子たちは、汚よごさないうちに早く着替えること。いいわね」

　沸わき立つ教室の中で冷静に指示を飛ばすミストリアに、中だるみし始めた気持ちを引き締しめた生徒たちが「はーい」と素直な返事を返して、各おの々おのの持ち場に戻ってゆく。

　エルニア、ジナ、アリカの三人もその流れに乗って教室を立ち去ろうとしたのだが、その時、教室にいたもう一人の悪魔の眼鏡めがねが妖あやしい光を放ち、混乱の呪じゆ文もんを口にした。

「それで、レイン。さっきの話の続きだけど。休きゆう憩けい時間、誰かと学園祭回ってきたら？」

「え～～。いいよ、別に。ペムペムとどっか適当に回ってくるから」

　何気ないその言葉に、教室の出口に向かい始めていた三人の足がピタリと止まる。

　一方、レインは吞のん気きな顔でパチンと指を鳴らすと、ガゼットへその指先を向けた。

「それなら、ガゼット。一いつ緒しよに回ろうぜ」

「僕かい？　ごめん、僕はちょっと先約があるんだ」

「先約？」

　首を傾かしげるレインに、ガゼットはにこやかな笑みを浮かべ、肩に乗るピックを指差した。

「ピックと学園祭のスイーツ廻めぐりをする約束をしててね」

「目標は全スイーツ制せい覇はだ」

　ガゼットの肩に座るピックが、普段は澄すましている相そう貌ぼうをこの上なく弛し緩かんさせながら、雷かみなりを模した羽をパタパタと羽ばたかせる。かと思うと、突如その双そう眸ぼうを厳しくして、雷らい鳴めいのような鋭い声こわ色いろで続けた。

「私のスイーツタイムを邪じや魔まする者は何なん人ぴとたりとも焼やき払はらう」

「だそうだけど。どうする、レイン？」

「どうぞ。俺のことなんて気にせず心行くまで楽しんできてください」

　指先でバチバチと放電を見せつけるピックに、レインが何かを悟さとったかのような穏おだやかな笑みを浮かべながら静かに頷うなずく。しかし、これで完全にレインは誘さそう相手がいなくなってしまった。トレーニング場に入いり浸びたるレインは、自じ慢まんではないが交友関係が広くない。話をするくらいのクラスメイトはいるが、学園祭に誘うほど親しい仲の者はいなかった。

　とほほ、と肩を落としながら、レインが両手でペムペムを持ち上げて向かい合う。

「しゃーない。やっぱり俺たちはトレーニング系の露ろ店てん廻りでもするか。な、ペムペム」

「ぴぎぎ!?」

　そこは食べ物屋廻りだろうと言わんばかりに、ペムペムが激しく抗議する。そんなペムペムにレインが苦笑を浮かべていると、不意に肩がトントンと叩かれた。

　そこにはなにやら尊大な態度で腕を組むエルニアが、キールを引き連れて立っていた。

「ん？　どうした、エルニア？」

「ん、んんっ！　その、レイン・エルハルト。学園祭を一緒に回る相手がいないのか？」

「今聞いてた通りだよ」

「そうか。ふふ、お前は本当にトレーニング以外はどうしようもない奴やつだな。ならば、しょうがない。貴様の恋こい人びととして、この私が付き合ってやろうではない──っのわ!?」

「婿むこ様。私、ここ。ここに行きた、い！」

　エルニアを押し退のけたジナがいつもはどこか眠ねむたげな目を爛らん々らんと輝かがやかせ、学園祭のパンフレットをレインの前に突つき出す。包帯の巻かれた指の先には、モンスターとペアでの出場が条件のダンス大会のイベントの詳しよう細さいが書いてあった。

　興奮を顕あらわに詰つめ寄よってくるジナに、レインが意外そうに目を丸くする。

「ジナ。お前、こういうの好きなのか？」

「大、好き！」

「きゅぴ！」

　ぐっと両手を握にぎりしめるジナの頭の上で、包帯で巻かれたルルがぴょんと跳はねる。普ふ段だんから着ているコスプレ紛まがいの私服といい、ジナはあまり人付き合いが上う手まくなさそうだが、意外と目立つのが好きらしい。

　特別予定のないレインが、ペムペムと共にジナの差し出したパンフレットを見て「ふ～ん」と考え込む。いい時間潰つぶしにはなるかもしれないし、なにより、戦せん闘とうにおいてあれだけの身体能力を見せるジナのダンスに興味がないと言えば噓うそになる。

　レインは軽くその誘いを受けようとしたが、喉のどまで出かかった返事は声にならなかった。

　パンフレットの向こうでミイラと不思議猫が睨にらみ合い、激しい火花を散らしていた。

「ジナ・レームライト。貴様、誰に断ってレイン・エルハルトを誘っているのだ？」

「断る必要なんか、ない」

「ふん。そういうセリフは、私に勝ち越こしてから言うんだな」

「む……。じゃあ、今から勝負、する？」

　ジナがすっと目を細め、掌てのひらに刻まれたスライムの紋もん章しように燐りん光こうを灯しながらエルニアを挑ちよう発はつする。もちろん、プライドの高いエルニアが、その挑発を受け流すはずがない。それが引き下がれない相手からの挑発ならばなおのこと。

　そんな今まさに教室を焦しよう土どと化そうとし始めた二人を横目に、ガゼットはそそくさとアリカの隣となりに移動すると、その二の腕をそっと叩いた。

　──さぁ、アリカ。今のうちにレインをデートに誘うんだ！

　──ガっちゃん！　そ、そんなことできるわけないでしょ！

　──大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。ほら、レインも、この間のランキング戦で看病してくれたお礼をするって言ってたじゃないか。今がその時でしょ！

　──確かに言ってたけど。でも、でも。

　──ほらほら、恥はずかしがってると婚こん期きを逃のがすよ？

　──婚期って何!?

　黒こく杖じようを抱だきしめて顔を赤くするアリカに構うことなく、ガゼットが悪あく魔まの笑みを浮かべながらその背中を押す。

　そのアリカの勇気がレインに届く前に、突如として学園放送が教室に鳴り響ひびいた。

「あー、ごほんごほん……ぐうぇっほん」

　思いっきり咳せき込んだ声と、キーンと耳に痛い電子音が学園中に木霊こだまする。突とつ然ぜんの音波攻こう撃げきに教室が騒そう然ぜんとする中、「すまぬすまぬ」と仕切り直す声と共に、再び放送が響いた。

「皆の者、失礼した。して、学園祭の準備に励んでおるかのぉ」

　スピーカーから流れてきたのは、しわがれながらも不思議と耳に残る、ベギオムの学園長の声だった。突然始まったの学園長の放送に、生徒たちが不思議そうに小首を傾げながら作業の手を止める。そんな彼らが放送に耳を澄ませたのを見計らったかのように、マイクを握っているであろう学園長は、ゆっくりとその口を開いた。

「忙いそがしいところすまぬが、今から呼ぶ者は早急に西塔の学園長室に御ご足そく労ろう願いたい。では、読み上げるぞ。中等部１年Ａ組──」

　順々に、生徒の名前が淀よどみなく読み上げられていく。もしかしたら成績優ゆう秀しゆう者の名前が読み上げられているのかとレインは考えたが、知らない名前が多かった。なにか、学園祭関係の呼び出しだろうと、適当に聞き流そうとした、その時。

「高等部１年Ｅ組　アリカ・セクスレン」

「「「え？」」」

　突如読み上げられたアリカの名前に、全員の視線が一点に集中した。

「え？　え？　私？」

　全く身に覚えがないのか、アリカが一いつ瞬しゆんキョトンとしてから慌あわてた声を上げる。

　そんなアリカに、ガゼットは心配そうに眉まゆを寄せながら訊たずねた。

「アリカ。なにやらかしたんだい？」

「何もしてないよ。……たぶん」

　自信なさげに答えるアリカに、エルニアは神しん妙みようそうな顔をしながら呟つぶやいた。

「まさか。成績不ふ振しんで退学じゃないだろうな」

「怖こわいこと言わないで！」

「す、すまない。つい……」

「ついって何？　ついって!?」

「大丈夫だ、落ち着けアリカ。安心しろ。成績不振で呼ばれるならば、そこのレイン・エルハルトも呼ばれるはずだ」

「大きなお世話だっ！」

「アリカ、アリカ。急がなくていいの？　学園長し、つ」

　冷ひや汗あせ交じりに怒ど鳴なるレインの隣で、ジナが包帯の巻かれた指先を教室の扉とびらに向ける。

「う、うう。そうだね、着き替がえなきゃいけないし。じゃあ、ちょっと行ってくる……ね」

　アリカはがっくりと肩かたを落とすと、レオンと共に着替えのある旧校舎へと駆かけ出した。
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　魔獣錬磨師モンスタートレーナー育成学園《ベギオム》には様々な施し設せつがある。生徒たちが座学を学ぶ講こう義ぎ棟とう。日夜モンスターを鍛たん錬れんするためのトレーニング場や闘とう技ぎ場。さらには、学園を運営する生徒会が占せん有ゆうする生徒会棟。アリカが呼び出された学園長室のある教務棟は、教師たちの研究所などがある研究棟と共に広い学園の西側に建てられていた。

「うぅ～。呼び出しってなんだろう」

　普段は滅めつ多たに入ることのない教務棟の廊ろう下かを、アリカはレオンと共に小走りに進む。その顔には不安の色が濃こかった。成績不振があながち冗じよう談だんに思えず、足が自然と加速する。

「ま、まさかホントに。退……学……とか」

　自分で呟いた言葉に、アリカの顔がサッと青くなる。

「ガァウ！」

　そんな主を勇気付けるように、すぐ隣を並走する忠ちゆう狼ろうが力強い鳴き声を響かせた。

「レオン？」

　アリカがその大きな双眸をレオンへ傾かたむける。冷気を纏まとい風を切るレオンは、今度は吼ほえることなく、そのまっすぐな黒眸でアリカの揺ゆれるオレンジ色の瞳ひとみを受け止めた。

　アリカを見つめ返すレオンが小さく鼻を鳴らし、その双眸を廊下の奥へ向ける。キョトンとするアリカをレオンはもう見上げはしない。ただ、どんな炎えん天てん下かでも溶とけない氷の兜かぶとが、何かを訴うつたえるようにアリカの視界で揺れていた。

　力強く床ゆかを蹴けるレオンに見み惚とれていたアリカが、双眸をキュッと閉じる。レオンの励はげましに気が付かないほど、アリカは馬ば鹿かじゃない。こんな頼たよりない主なのに、レオンは励ましてくれた。

　アリカが大きく息を吸い、そのたわわな胸を持ち上げる。

「…………よし。うん、大丈夫」

　そして、目を閉じながら自分に言い聞かせるように息を吐はいた。そうだ。まだ成績不振で呼び出されたと決まったわけじゃないのだ。気弱になってもしょうがない。深く考えてもしょうがない。いや、もしかしたら、学園祭の出し物に関する呼び出しかもしれない。

「大丈夫……大丈夫……大丈夫……」

　同じ言葉を何度も繰くり返し、アリカがようやくその瞼を持ち上げた、その時。

「え……うわっ！」

「きゃあ!?」

「ガァウ！」

「ぐるるるぅ！」

　二つの悲鳴と二つの鳴き声の四重奏が、教務棟の廊下に響き渡わたった。

　廊下の角から走ってきた生徒にぶつかったアリカが、その衝しよう撃げきに大きくバランスを崩くずす。幸い、レオンがすぐに身を翻ひるがえして受け止めてくれたおかげで倒たおれ込むことはなかったが、思いっ切り尻しり餅もちを着いてしまった。

「ぅ、ぅぅ、ィ……ッタい……」

「だ、大丈夫かいっ？」

　どこか頼りなさげな、でも温かな声がアリカの耳を叩たたく。

「え？　……あっ！」

　聞き覚えのある声に、痛みに閉じていた瞼を慌てて開いたアリカが息を詰まらせた。

「ドルフ先せん輩ぱいっ!?」

「アリカ君っ!?」

　驚おどろいてアリカに伸のばしていた手を思わず引っ込めたのは、アリカと同じく魔獣食育師フードプランナーを目指す１つ上の先輩、ドルフ・ハンドルークだった。面めん倒どう見みが良さそうな若葉色の優しい双眸と、邪じや魔まにならないように軽く後頭部で結んだ瞳と同じ色の髪かみ。どこか人よりも一歩引いたような落ち着きのある物もの腰ごしに、鼻び孔こうをくすぐる仄ほのかな柑かん橘きつ系けいの香かおり。

　清せい涼りよう感を絵に描かいたようなドルフの掌には、アリカと同じ狼の紋章が刻まれていた。

　ドルフとアリカは顔見知りだった。というのも、ドルフはその調理の腕うで前まえから、ベギオムでは名の知れた魔獣食育師志望の生徒なのだ。食育調理研究部の若きエースであり、モンスター用の調理の依い頼らいには本当に丁てい寧ねいに対応してくれると評判も高く、また、それを鼻に掛かけたりもしない人徳者である。後こう輩はいの面倒もよく見る先輩であり、人見知りが激しくて食育調理研究部に入れなかったアリカにも、よく食育法の手ほどきをしてくれていた。ある意味、アリカに近づいてもレオンの迎げい撃げきを受けない貴重な人物でもある。

　思わぬ先輩との遭そう遇ぐうに、アリカの思考が停止する。

　一方、ドルフは一向に立ち上がらないアリカに慌てて引いていた手を再度差し出そうとして──その腕うでが伸び切る前に、顔を突然真っ赤に染め上げた。何かの葛かつ藤とうに歪ゆがめられた気まずそうな顔が、まるで磁石に引きつけられるかのように壁かべの方へと向きを変える。

　そしてドルフは、苦く渋じゆうの表情を浮うかべながらゆっくりと唇くちびるを開いた。

「アリカ君。その、実に言いにくいんだけど……」

「え、あ、はい？」

「────見えているよ。スカートの……が……」

「ふ……ぇ……あ………あ……。──ぃっ、いやあああぁぁぁあ！」

　悲鳴を上げたアリカが慌てて太ふと股ももを閉じ、両手で思いっ切りスカートを押し下げる。

「ちょ、アリカ君。落ち着い──のわっ!?」

　アリカを落ち着かせようと手を伸ばしたドルフは、床から突つき出した氷柱つららに慌てて飛び退のいた。いくら普ふ段だんは気を許そうとも、アリカに危害を加えるものをレオンは許さない。廊下を駆け抜ぬける冷気が窓に霜しもを下ろし、研とぎ澄すまされた氷柱の槍やりがドルフに襲おそいかかる。
















　刹せつ那な。絶対零れい度どの白銀に、鋭するどい銀影が煌きらめいた。周囲の空気を冷れい却きやくし生み出された氷柱が、窓から差し込む日差しで鈍にび色いろに輝かがやく剣けん角かくに次々と根元から斬きり崩される。

「ふ……ふぅ～。ありがとう、イーブル。助かった」

「ぐるぅ」

　冷や汗を拭ぬぐったドルフが、剣つるぎのような鋭い鋼の体毛に覆おおわれたパートナー、《剣けん狼ろう族ぞく》のイーブルの額から伸びる剣のような角に手を伸ばす。イーブルは心地ここち良さそうに鼻を鳴らして闘とう志しを静めると、アリカとレオンを諭さとすように前まえ脚あしで軽く床を搔かいた。鋼の旋せん律りつに、アリカが顔を真っ赤にしながら慌てて立ち上がり、大きく頭を下げる。

「ご、ごご、ごめんなさい、ドルフ先輩」

「いや、僕の方こそごめん」

「いえっ。悪いのは私なんです。ちゃんと前見てなかったし、それにレオンが」

　萎い縮しゆくするアリカに、ドルフがどうしたものかと後ろ髪を搔く。だが、ドルフはすぐに小さく笑みを浮かべると、柔やわらかな声こわ色いろでアリカに声をかけた。

「えっと。もしかして、アリカ君も呼び出しを受けたのかな？」

「え？　じゃあ、先輩も……。あ……す、すみません。先輩の名前、全然聞いてなくて」

「いや。いいよいいよ、気にしないで。あんな放送じゃあ、自分の名前を聞いておくので精せい一いつ杯ぱいだし。それより、急がないかい？　ただでさえ遅おくれ気味だし──なんか、このままだと、僕が怒おこられそうだし」

　切実な表情を浮かべるドルフに、アリカが「あ……」と口元を押さえる。アリカが悲鳴を上げた上に、廊下には斬り倒された氷の残ざん骸がい。教師に見つかれば、追つい及きゆうは免まぬかれない。

　アリカはドルフの提案に慌てて頷うなずくと、レオンと共に学園長室へ向けて一目散に走り出した。鈍色と白銀の狼に背中を任せたアリカが、走りながら躊躇ためらいがちに口を開く。

「あの、先輩。本当にごめんなさい、私のせいで」

「いいよいいよ、気にしてないから。それにしても、この時期に一体何の呼び出しだろうね。何人か知った名前もあったし、アリカ君も呼ばれてるってことは食育師志望生を呼び出してるみたいなんだけど」

　アリカの曇くもった顔を晴らすように、ドルフが砕くだけた口調で答える。そんな年上の気き遣づかいに感謝していると、程なくして学園長室のプレートが掲かかげられた重厚な扉が見えてきた。

「さて、どうなることやら。怒られるのだけは勘かん弁べんだね」

　穏おだやかな口調でウインクをしたドルフが、ゆっくりと扉を押し開く。落ち着きのある濃こい茶ちや色の絨じゆう毯たんが敷しかれた学園長室には、すでに十数人の生徒が緊きん張ちようした面おも持もちで壁かべ際ぎわに並んでいた。遅れて到とう着ちやくしたアリカとドルフに、生徒たちの無言の視線が集中する。

　思わず入り口で足を止めてしまった二人に、部屋の奥で自じ慢まんの髭ひげを擦こする老人、その掌てのひらに亀かめの紋もん章しようを宿し、学園長室を浮遊する、数万年の時を経へて神じん通つう力りきを宿した《万年亀》をパートナーとするドドル学園長は、楽しげに眼を細めながら張りのある笑い声を零こぼした。

「ふぉっふぉっふぉ。ようやく全員揃そろったようじゃの」

　髭の根元から毛先までをゆっくりと撫なでたドドル学園長が、実の孫を見るような穏やかな眼を生徒たちに向ける。その眼まな差ざしに、アリカは少しだけ緊張を解くことが出来た。まるで万年亀の歩みのように、学園長室の空気がゆったりと流れるような錯さつ覚かくさえする。

　生徒たちの緊張が緩かん和わしたのを確認したドドル学園長は、髭に覆われた口を開いた。

「準備で忙いそがしいところ呼び出してすまぬが、お主たちに会わせたい者がおってのぉ」

　髭をいじる手を止め、ドドル学園長が皺しわだらけの手をパンパンと叩く。

　すると、学園長室に隣りん接せつした応接間の扉が開き、全身を灼しやく熱ねつのような紅あか色の体毛に覆われた狼、《炎狼族》を引き連れた一人の女性が現れた。

「────っ!?」

　淀よどみない足取りで学園長の執しつ務む机の隣に移動したその女性に、アリカが目を大きく見開きながら思わず息を吞のむ。アリカが驚くのも無理はない。

「紹しよう介かいしよう。元王おう宮きゆうの食育師を勤め、近々創設が決まっている魔獣食育師専門学校のアドバイザーを担になわれておるリーナ・セクスレン殿どのじゃ」

「どうも、みなさん。初めまして」

　気品漂ただよう艶つややかな声と共に生徒たちへ会え釈しやくをしたのは、アリカの母だった。アリカと同じ淡あわいオレンジ色の瞳に、潔いさぎよいほどばっさりと切り纏まとめられた菫すみれ色の髪。大人の女性特有の落ち着きのある佇たたずまいに、完かん璧ぺきにアイロンがけされた皺一つないシャツと折り目がぴしっとついたズボンという服装は、どこかやり手の秘書を思わせる。

　一列に並んだ生徒たちへゆっくりと視線を滑すべらせたリーナは、最後にそのアーモンド型の双眸をアリカへと定めた。母と娘むすめ。同じ色の瞳が一いつ瞬しゆん絡からみ合い、困こん惑わくと思おも惑わくが交差する。

　だが、アリカが母の瞳からその意思をくみ取る前に、リーナはまるで何事もなかったかのように視線を逸そらすと、再びその切れ長の双眸を生徒たち全員へ滑らせた。

「単刀直入に言います。貴方あなたたちを、現在開設準備中の魔獣食育師専門学校、《プリミーナ》の試験生としてスカウトに来ました」

　形の良い唇を滑なめらかに動かすリーナに、生徒たちはどよめいた。そんな主の動どう揺ようを感じ取ったそれぞれのパートナーが、落ち着きなくその身体を揺ゆらし主の顔色を窺うかがう。

　そんな生徒たちの反応もあらかじめ予想していたのだろう。リーナはあくまで落ち着いた口調で彼らに編入の詳しよう細さいを説明した。

「開校は来年ですが、あなた方には試験生として今秋から編入をお願いしようと考えています。試験期間中の学費は必要ありません。寮りようでの生活費もすべて学園がまかないます」

　提示された好条件に、生徒たちに別のどよめきが走った。

「えっと、本当ですか？」

　生徒の一人が小さく手を上げて、おずおずと訊たずねる。

　リーナは貴婦人のような微笑ほほえみを浮かべると、小さく頷き、その生徒の質問に答えた。

「この度たびのプリミーナの創設には、幾いくつもの王国が協力して出資をしています。魔獣錬磨師モンスタートレーナーとは違ちがい、力のある魔獣食育師の人手不足は皆みなさんもよく知っていることでしょう。皆さんには、恵めぐまれた環かん境きようで、同じ志こころざしを持つ仲間と切せつ磋さ琢たく磨ま出来ることを約束します」

　淀みなく紡つむがれる言葉に、生徒たちの眼が煌きらめく。確かに魔獣食育師を目指すのならば、食育よりも戦せん闘とうや未み踏とうの地の開かい拓たくに重きを置くベギオムにいるよりも遥はるかに魅み力りよく的な話だ。

　生徒の中の一人が、思わずといった様子で声を上げる。

「あの！　恵まれた環境っていうのは？」

「魔獣用の調理に関する文ぶん献けんは、古今東西の８割方をすでに入手しています。また、調理の実技に加え、各魔獣に対する効果的な食育の講義ならびに研究も行っていく予定です。汎はん用よう性の高いモンスターフードの開発から、ある種のモンスターをさらに強化する食育法の確立。これらを、生徒と教師陣じんが一体となり行うゼミも各種用意してあります。もちろん、これら食育に関する研究の予算は各国が担うことになっています」

　リーナが語る学園像に、今度はドルフが「えーと」と口に手を当てながら声を上げた。

「そのお話だと、学校というよりは研究機関みたいなイメージですね」

「否定はしません。──あまり大きな声では言えませんが、各国が出資をする理由はそこにあります。各モンスターに適応する食育法が発見されれば大きな利益となることは、食育師を目指す者ならば説明するまでもなく理解できるでしょう。ただし──」

　強い口調で言葉を切ったリーナは、その双眸を和やわらげると、柔らかな声こわ色いろで続けた。

「あなたたちに、研究を強要するつもりはありません。純じゆん粋すいに、モンスターの笑顔が見たいという理由で食育師になる方がほとんどだと思います。むしろ、私はそんな人こそ歓かん迎げいします。そして、約束します。プリミーナに来れば、あなたたちは確実に食育師として成長するでしょう。普ふ通つうでは扱あつかえないような食材も多く扱うことができます。あなたたちは、あなたたちが思い描えがく未来のため、自分のためにどうするかを選んでください」

　熱を込めて話すリーナに、集まった生徒たちが生なま唾つばを飲む。その反応だけで充じゆう分ぶんとしたリーナは、ドドル学園長に向けて小さく頷くと、再びその視線を生徒たちへ向けた。

「編入そのものは秋ですが、受け入れ人数の調整もあります。他の学園で声をかけている学生との公平性を保つため、みなさんには大変に申し訳ないですが、１週間後には答えを出していただきたいと思います」

　リーナの告げた期限に、生徒たちに衝しよう撃げきが走った。１週間。人生の選せん択たくをするには余りに短い。しかも、その期間に学園の一大行事があるならば尚なお更さらだ。

　生徒たちの顔が、学生の顔から魔獣食育師を目指す者のそれに変わる。表情を曇らせる者、期待に胸を膨ふくらませる者。その表情は様々だ。

　だが、アリカの表情は今にも不安で押おし潰つぶされそうになっていた。

　──編入なんて、そんな……

　口に手を当てたアリカは、その大きな胸の中で小さな悲鳴を上げた。

　中等部で苛いじめを受けていた頃ころなら、アリカは喜んで編入の誘いに首を縦に振ふっていただろう。でも、今は違う。自分を信じて疑わない格好いいエルニア、ちょっと何を考えているか分からないけど話すと意外と面白いジナ、意地悪だけど頼りになるガゼットがいるこの学園を、アリカは離はなれたくなかった。皆みんなと離れたくなかった。

　そして何より、アリカはレインと離れたくなかった。

　まだ、アリカはレインに何も伝えていない。自分がどれだけレインに救われたか。どれだけレインに励はげまされたか。どれだけレインに憧あこがれているか。

　そして、どれだけ自分が、どんなふうに自分がレインのことを想っているのか。

　数えきれないほどのお礼も、日に日に増していく気持ちも、なにもかも！

　アリカは、まだ何一つレインに伝えていなかった。

　でも……

　アリカの願いとは裏腹に、アリカには編入に判を押す自分の姿が想像できてしまった。

　そもそも、戦いの嫌きらいなアリカがベギオムに通うことになったのは、好きだった料理と食育の力を伸のばすためではなく、母への償つぐないのためだった。後悔と罪悪感に翳かげる瞳ひとみが、自分の前に立つ母の右手に滑る。アリカが受け継ついだ狼おおかみの紋章を掌に刻んだリーナの右手の甲こうには、痛々しい傷が刻まれていた。一見して火傷やけどの傷きず跡あとのようだが、リーナが火か害がいに見み舞まわれるなど、彼女のパートナーである炎狼のアームルが許すはずがない。

　それは、幼いアリカが奪うばった母の居場所。

　アリカから戦う勇気を奪った過去の罪。

　震ふるえるアリカの心中を察したレオンが、心配そうにその鼻先を主に擦こすりつける。だが、いつもは主を見守る温かな双そう眸ぼうは、その眼差しに陰かげりを生んでいた。

　震えるアリカに、生徒たちに微笑みを振りまいていたリーナの視線が滑る。

　アリカを捉とらえたその双眸は、若き食育師を育てる鞭べん撻たつ者のものから母のそれに変わった。だが、それはまさに瞬またたきほどの一いつ瞬しゆん。思わずといった感じで開きかけた唇くちびるを引き結び、娘から視線を切ったリーナがその双眸を今まさに未来へ羽ばたこうとしている若鳥へ傾かたむける。

「それでは皆さん。良い返事をお待ちしております」

　初めの時と同じ、王宮仕込みの気品のある会釈をして、リーナが説明を終える。

　母と娘の再会は、一言も家族としての言葉を交わさないまま終わりを迎むかえたのだった。




　　　　＊




　様子がおかしいから送るというドルフの申し出を、アリカは半ば逃にげるように断った。

「ぐるぅ……」

「ごめん、ね。レオン。心配かけちゃって」

　前足で靴くつを叩たたくレオンの耳を、アリカが鼻を啜すすりながら指先で撫でる。

　数ヶ月ぶりの母との再会。今思い出してみれば、中等部から高等部に上がるときの春休みに実家に帰ったとき、リーナはしつこくアリカに学園での生活を聞いていた。負い目のあるアリカは聞かれる度に話を避さけていたが、まさかそのツケがこんなところで返ってくることになるとは思いもしなかった。

　俯うつむくアリカが、重い溜ため息いきを零こぼす。少し目線を上げれば、学園祭の準備に活気づく生徒とモンスターが廊ろう下かを忙せわしなく走り回っている。窓から中庭に視線を落としてみれば、カフェテラスを出し物に選んだクラスが、力の強いミノタウロスやサイクロプスといった亜人族のモンスターと共に、お洒落しやれなテーブルや椅い子すを運び出している。

　そんな賑にぎやかな声が、どこか遠くに感じるのは、アリカの気持ちがここにないからだろう。ふらふらと歩くアリカは、作業の邪じや魔まにならないように避けるのが精せい一いつ杯ぱいだった。脚あしを支えるように寄より添そって歩いてくれるレオンがいなかったら、アリカは何ど処こかの階段の隅すみで、膝ひざを抱かかえてうずくまっていただろう。

　新しい学校への転入。その言葉が、アリカの頭の中で無限に回り続ける。正直に言えば、転校なんてしたくない。だが、そのわがままを、アリカは母に告げる勇気がなかった。

　そんなわがままを言う資格なんて、アリカは持っていなかった。

「はぁ、なんて言ったらいいんだろう……」

　アリカが『ＧＨＯＳＴゴースト　ＬＡＢＹＲＩＮＴＨラビリンス』と看板が掲かかげられた自分の教室を見上げながら、大きな溜息を零す。思考の迷めい宮きゆうに迷い込んだおかげで、言葉がまとまらないまま到着した目的地の扉とびらは、どんな魔ま境きようへの扉よりも禍まが々まがしく見えた。

　沈ちん痛つうな面持ちで溜息を零こぼしたアリカが、扉に手を伸ばしては引っ込め、伸ばしては引っ込め、意を決して伸ばしてはまた引っ込める。そんなアリカを見かねたかのように、まるで幽ゆう霊れいが取っ手に手を掛かけたかの如ごとく、もの凄すごい勢いで教室の扉が横へと滑すべり──

　血相を変えたお化けたちが、我先にと慌あわてて教室から飛び出してきた。

「えええええええええ!?」

　生徒たちの波に吞まれかけたアリカが、レオンにスカートを引っ張られて横に飛び退のく。

「えっと、どうし──」

「待て待て待て待て、エルニア！　教室の中でそんな技を使うな！　ジナもそれ以上煽あおるのをやめろっつーの！」

　突とつ如じよ耳を叩いたレインの悲鳴に、アリカが恐おそる恐る教室の中を覗のぞき込む。教室の中では、ミイラと不思議猫が、その手に刻まれた紋もん章しようを輝かがやかせながら鬼おにの形相で向かい合っていた。

「私にこんな恥はずかしい格好をさせておいて、その上デートの先約とは。ずいぶんな了りよう見けんだな。ジナ・レームライト」

「先約じゃない。一日目の午前中は全部、もらう。もう、決定事項」

「きぃ～さ～ま～はぁぁあああっ!!　恋こい人びとの私を差し置いて、そんなことが許されると思っているのかっ!?」

「大だい丈じよう夫ぶ。一切、なにも、問題ない」

　所々焼やけ焦こげた包帯姿で満足そうに胸を張るジナに、エルニアが我が慢まんの限界とばかりに肉球が付いた縞しま々しまの手を天高く突つき上げた。

「そうか、そこまでして決着を付けたいのか。たしか、今は３６勝対２１勝だったな。また、私の勝ち星が一つ増えるというわけだ」

　やれやれと首を振るキールの隣となりで、高々と腕うでを振り上げたエルニアがその手に刻まれた紋章を滾たぎらせる。そんなエルニアに、ジナはムッと唇を尖とがらせると、包帯を巻いていない分ぶん裂れつ体たいのペムペムの一体を極小サイズに分散させ、教室の至る所に弾はずませた。それは、人の身でありながら巨きよ大だいなモンスターを翻ほん弄ろうし、敵の魔獣錬磨師モンスタートレーナーを討つためのジナの領域。

　宿敵を前に、ふたりは力を出し惜おしみするつもりなど毛頭なかった。

　初撃の力を溜ためる二人に、アリカが小さな悲鳴を上げる。そんなアリカの悲鳴を、こちらはこちらで制服の至る所を焦げ付かせたレインの怒ど号ごうが搔かき消した。

「だ～か～ら～っ！　お前ら、いい加減にしろよ！」

「ぴぎ、ぴぎぴぎぴーぎぃー！」

　臨戦態勢の構えを取るエルニアとジナに、ふたりから等とう間かん隔かくに距きよ離りを取ったレインが彼女たちの後を追うように魔獣錬磨師モンスタートレーナーにおける戦闘技法、【契けい約やくの絆きずな】を発動させ、その掌てのひらに刻まれたスライムの紋章を輝かせる。一気に修しゆ羅ら場ばへともつれ込む三人の闘気は、まさに迷宮の亡ぼう霊れいすら一目散に逃げ出すほどのプレッシャーとなって教室内を駆かけ抜ぬけた。闘気が風となりうねりを呼び、三人やアリカの髪かみをかき乱す。

　だが、今まさに破は壊かいし尽つくされようとしていた亡霊たちの迷宮は、三つ巴どもえの中央に降り立った天使と悪あく魔まにより仲裁された。

「貴方あなたたち。いい加減にしなさい」

「そうだ。どうせ争うなら、僕のために争わないでど──アダバビャブバ!?」

「学園祭が迫せまっていることは分かっているでしょう。貴方たちが壊こわそうとしているセットは誰だれがどれだけの苦労を掛けて作ったか分かっているの？」

　一いち瞥べつもせずファルドを黙だまらせ、ミストリアが厳しい口調でエルニアとジナを[image: ]しかりつける。突き付けられた正論に二人は慌てて闘気を収めると、本当に反省した様子で頭を下げた。

「すまない。恥ずかしいことに完全に頭に血が上っていた」

「ごめん、なさい」

「はぁ……。──そうやって素直に謝るから、貴方たちは[image: ]りにくいのよ」

　やれやれといった調子で険しい雰ふん囲い気きを霧む散さんさせたミストリアが、他の生徒への体裁上、もう一言だけ二人に注意をしてから「さぁ、作業を急ぎましょう」と手を叩く。

「はぁ～、よかった」

「ぴぃ～ぎ」

　一いつ触しよく即そく発はつの二人が不発のまま引いたことに、レインがペムペムと共に胸むねを撫なで下ろす。ジナとペムペムは他の女子たちと一いつ緒しよに再び旧校舎へ。エルニアは一緒に行こうとしたところで、キールにその襟えり首くびを咥くわえられた。振り返るエルニアが口元を歪ゆがめて、火が消えたかのようにシュンと項うな垂だれる。たぶん、キールからも念話でなにか注意を受けたのだろう。

　再び作業に戻もどった教室に入れたアリカが、他の女子たちと一緒に旧校舎へ向かう足を止め、キョロキョロと幼おさな馴な染じみの影かげを探す。

　だが、アリカが見つけるよりも早く、ガゼットの方からアリカに声を掛けてきた。

「やあ、アリカ。遅おそかったね」

「ガッちゃん。あの、あのね……」

　救いを求めるように、アリカが握にぎった手を胸に当てながら、震える唇を開く。しかし、いつもはアリカの変化に誰よりも敏びん感かんなガゼットが、今日はタイミングが悪かった。

「アリカ、ビッグニュースだ！」

　満面の笑みを浮うかべ眼鏡めがねの位置を直すガゼットが、アリカの声を打ち消す。思わず口を噤つぐんでしまったアリカの眼が、ガゼットからその肩かたで同情の眼差しを向けるピックに滑すべる。

　幼馴染みだからこそ分かる、前兆がある。

　なにか、ガゼットが良くない悪戯いたずらを仕し掛かけたに違ちがいな──

「アリカの分のレインとのデートの約束を取っておいたよ。初日の午後３時。正門のアーチで待ち合わせだ」

「ガッチャン、ナニヲ、言ッテイルノ？」

　ガゼットの仕掛けたとんでもない悪戯に、アリカの思考は容易たやすく大たい気き圏けんを突き抜けて、宇宙の彼方かなたに吹ふき飛んだ。
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　アリカが編入を告げられてから一日が過ぎ、いよいよ学園祭を明日あしたに控ひかえた夕刻。

　黄昏たそがれの中、最後の追い込みに走り回る生徒たちを生徒会棟の窓から見下ろしながら、その金色の双眸と髪を夕焼けに染めたエルニアの姉、ベギオムの現生徒会長アリエル・Ｆ・ミレーネブルクは、静かにその指先で窓ガラスを撫でた。

「いよいよ、明日ですか」

　優美な頰ほおが夕陽に照らされ、仄ほのかに赤く染まる。全ての準備は滞とどこおりなく進み、もう小一時間もすれば前夜祭が始まるだろう。出し物の準備を終えた生徒が、友人やパートナーと共に校庭に集まり、祭りの準備の話や、明日からの学園祭の話に花を咲さかせている。

　何もかもが順調で、平和で、健すこやかな景色。

　微かすかに夕陽が山に隠かくれ、暗い影が校庭に差す。それが合図であったかのように、校庭に立てられた松明たいまつに一いつ斉せいに火が灯ともった。松明で作った校紋が校庭に浮かび上がり、生徒たちが一斉に歓かん声せいを上げる。前夜祭が始まった。それはすべて予定通りに。

　にも拘かかわらず、アリエルの顔色はどこか晴れなかった。

　何かを願うように、アリエルが僅わずかに双そう眸ぼうを細めて眼下の生徒たちに目を向ける。

　そんなアリエルに、必要な手配を万ばん全ぜんの態勢で全て仕上げた黒くろ髪かみ黒眸の側近、隣りん国ごくの学園を含ふくめても屈くつ指しのドラゴントレーナーであるサラ・カミサカは、気き遣づかうような眼まな差ざしを向けながらその形の良い口を開いた。

「アリエル生徒会長、その、あまり根を詰つめ過ぎないでください」

「大丈夫よ。これくらい、なんでもないわ」

　アリエルがその視線を校庭から外し、完かん璧ぺきな微笑ほほえみをサラに向ける。その表情だけを見れば、誰もアリエルが不安を持っているなどとは思わないだろう。

　だが、そうやって実はアリエルが人一倍抱え込む人間であることを、サラはよく知っていた。器用なように見えて、アリエルはどうしようもなく不器用なところがある。それが原因で、ほんの一カ月前までは、溺でき愛あいする妹のエルニアと距離をとっていたほどだ。

　最近はだいぶ改善されて素直になったようだが、それでも抱え込む性格は直っていない。そんなアリエルを支えるのが、サラの役目だった。

「できる手は尽くしました。生徒の家族に学園内で割引が受けられるという名目の『家族証』を配布しました。これで学園・学生の関係者はかなり識別できます。また、超ちよう音おん波ぱや察知能力に長たけたモンスターを操あやつる熟練の生徒たちにも、協力を取り付けてあります。もちろん、彼らの身辺調査はぬかりありません。学園祭は死角なくカバーできるはずです。くせ者がいれば、ただちに捕とらえます」

「ええ、……そうね」

　あえてゆっくりと落ち着いた口調で話したサラの言葉に、アリエルは微笑んだまま頷うなずいた。そんなアリエルに、サラが微かに顔を曇くもらせる。アリエルとサラが警けい戒かいしているのは、数週間前に高等部一学年の生徒を襲しゆう撃げきした《楽園》を名乗る組織についてだった。

　組織について分かっていることは、大まかに二つ。

　一つは、組織が高位の紋章を持つものの血液を集めているということ。

　もう一つは、幾いくつかの軍事国家の資金提供があるということ。

　不特定多数の来場者が訪れ、それも一流の魔獣錬磨師モンスタートレーナーの卵たちが入り乱れて出店する学園祭は、まさに血液を集めるために暗あん躍やくするには絶好の場だった。

　しかし、学園祭は生徒たちにとって一大イベントである。来るかどうかも分からない襲撃者の為ために、安易に中止するわけにはいかない。その上、近隣諸国の中でも特に規模の大きいベギオムの学園祭は大きな観光イベントでもある。実際のところ、国から何度も進しん捗ちよく状態の確認が来ていた。とても、中止を切りだせるような雰囲気ではない。

　そしてもちろん、一いつ般ぱん生徒に対しては《楽園》の存在は明かせられない。軍事国家の資金提供があるということは、下へ手たに情報を持った者は危険にさらされる。

　結局、アリエルたちはほんの一部の生徒と共に、学園祭を守らなければならなくなった。乱らん闘とうなどの警備と合わせての二重警戒は想像以上に重みがある。

「サラの方こそ、大丈夫？　警備の打ち合わせで、ほとんど寝ねてないのでしょう？」

　無意識のうちに眉み間けんに皺しわを寄せていたサラに、アリエルがさらに深く微笑む。

　サラが気を遣つかえば、アリエルはさらに気を遣い、気を配る。

　だから、サラは別の角度から刃やいばを差し込んだ。

「私は大丈夫です──が。正直、どれだけ準備をしても、いつどこから行われるとも知れない襲撃を完全に抑おさえるのは難しいかもしれませんね」

「サラ？」

　珍めずらしく弱気な態度を見せるサラに、アリエルが驚おどろいたように目を見開く。

　そんなアリエルに、サラは気き丈じようで、強い笑みを浮かべながら答えた。

「ですが、如い何かなる襲撃があろうとも、如何に後手に回ろうとも、如何なる敵であろうとも、アリエル会長ならば切り抜けられる。違いますか？」

「それでは、一般の生徒に被ひ害がいが──」

「アリエル会長！」

　眉まゆを顰ひそめるアリエルの言葉を、サラは厳しい表情と言葉で遮さえぎった。

「私は、現状じよう況きようで被害をゼロに抑えられる者など一人も知りせん。ですが、有事の際には、誰よりも被害を小さくできる方を一人だけ知っています」

「──あなたって人は」

　アリエルが、幾日ぶりかの本当の笑みを零こぼす。

「何が起ころうとも、この学園祭。絶対に成功させましょう」

　力強いサラの言葉に、アリエルが頷く。

　だが、この時ふたりは大切なことを忘れていた。

　ふたりにとって大切な者が、その被害に遭あうという可能性があるということを。
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　前夜祭の松明たいまつが燃もえ尽つき、空が白しらみ始めた学園祭初日の早朝。レインを含ふくめ、誰だれひとり前夜祭を楽しむことのなかったクラスの面々は、暗幕の教室の中で歓かん喜きの声を張り上げた。

「おぉ～～……わっ、たぁ──っ！」

「ぴぃ～ぎぃ～」

　絵具だらけのペムペムを頭に乗せたレインが、背中から倒たおれんばかりの勢いで金かな槌づちとロープを持った両手を突つき上げる。張はり巡めぐらされた暗幕、天てん井じようや壁かべを飾かざる禍まが々まがしい装そう飾しよく。ほどよい暗がりを演出するランタンと蠟ろう燭そくに、目の部分がくり抜ぬかれた肖しよう像ぞう画が。今にも幽ゆう霊れいが飛び出してきそうな棺かん桶おけに、船首部分だけを組みたてたゴーストシップ。

　悪ノリのチキンレースを始めた生徒たちの異常なこだわりの末、予定を大おお幅はばに超ちよう過かしたクラスの出し物『ＧＨＯＳＴゴースト　ＬＡＢＹＲＩＮＴＨラビリンス』は、半ばやけくそとなった生徒たちの火事場の馬ば鹿か力ぢからともいえる頑がん張ばりにより、学園祭当日になんとか完成を迎むかえていた。

　お化け屋や敷しきの中央部、他よりも広めに場所が取られた墓場のエリアで、レインが大きく息を吐はく。本当に、よく間に合ったものだ。これも、全てにおいてレインの隣となりで倒れているガゼットのおかげだろう。お化け屋敷の設計を任されていたガゼットは、生徒たちの悪ノリのおかげで、新しい設計案を組み立て終わると同時に気絶していた。

　教室のそこかしこで、生徒たちがお互たがいの健けん闘とうをたたえ合う。二日間連続の徹てつ夜やのおかげで、ほとんどの生徒の目の下には隈くまが浮かんでいた。生徒だけでなく、付き合わされたモンスターたちももれなく疲ひ労ろう困こん憊ぱいだ。特にゴーストシップなどの大道具を担当していた大型のモンスターたちの疲労の色は濃こく、何体かは休きゆう眠みん状態に入っている。

　だが、祭りの本番は今日これからだ。

「ほら、ガゼット。起きろ」

「もう、無理。そんな注文……もう、聞けないよ。ああ……またそんな無茶言って」

「おい、こら。寝ぼけるな、ほら、起～き～ろ～！」

　生徒たちの注文を受ける悪夢にうなされるガゼットを無理矢理立たせ、その疲つかれ切った背中をポンと叩たたく。ガゼットはレインと違い、幽霊役に着き替がえる必要があるのだ。

　ガゼット同様、着替えに時間が掛かかる生徒たちが、メイクのためにもう一つの修しゆ羅ら場ば、エルニアとジナのいる衣装製作室へ向けて休む間もなく起き上がる。

　ちなみに、ガゼットは結局力尽きて、手近にあった棺桶の中にエスケープしていた。

　寝ね息いきの聞こえる棺桶に苦笑を漏もらしながら、レインが時間を確認する。ガゼットは今日の午前中から幽霊役が当たっているが、少しは休む時間がある。

　起こす時間を考えつつ、レインは金槌とロープを片づけると、ぐっと身体からだに力を込めた。軽くストレッチをするだけで、凝こり固まった関節が音を鳴らす。体力には自信があるが、元気が取り柄えとばかりに人一倍手伝わされたその顔はさすがに疲労の色が濃かった。

「んぁ～、さすがに疲れたな」

「ぴぎぃ～」

「こらこらこらこら！　お前はたらふく果くだ物ものを食ってただろうがっ！」

「……ぴぎ？」

　とぼけた表情を浮うかべるペムペムに、疲労と空腹で沸ふつ点てんが下がっていたレインの眉まゆ尻じりがピクッと跳はねる。危険を感じたペムペムがすぐさま飛び退のこうとしたが、時すでに遅おそし。

　逃にげようとしたペムペムを、レインが引っ摑つかむ。ゆっくりと頭からペムペムを降おろしたレインは、同じ目線になったつぶらな瞳ひとみに向けて、慈じ悲ひの欠片かけらもない笑顔を振ふりまいた。

「なんか、こうしてみると饅まん頭じゆうみたいだよな。ペムペムって」

「ぴぎっ!?」

　空腹を鳴らし、虚うつろな目で口を大きく開けるレインに、ペムペムが悲鳴を上げる。虫歯一つない歯が、怯おびえ戦おののき震ふるえる青い肌はだに迫せまる。そんなペムペムを救ったのは、学園祭の準備に頑張るクラスの強い味方、食事担当の女子たちだった。

「ほらほら、あんたたち。ご飯持ってきたわよー！」

「「「「「おおおおおぉぉぉぉー！」」」」」

　美お味いしそうな軽食の数々、そしてエプロンを纏まとった女子たちの姿に、疲れ切っていた男子が一斉に沸わき立つ。飢うえた獣けものと化した男子たちが、我先にと殺さつ到とうする。

　もちろん、空腹が限界に達していたレインがその列に並ばないはずがない。戦いの時の信しん頼らい関係が噓うそのように、レインがぞんざいにペムペムを投げ捨てる。抗こう議ぎの声を軽く聞き流したレインは、修羅の如ごとくサンドイッチを奪うばい合う生徒たちを見ながらパキパキと軽快に指を鳴らすと、軽い深呼吸と共に、生徒たちの修羅場へと突っ込こんだ。

　もみくちゃになっている生徒の間を持ち前の運動量で切り抜け最前列へと到とう達たつする。そして、ガゼットの分も合わせて取り皿にサンドイッチを確保したところで、レインの目の端はしに、怯えながらも殺到する男子たちへ丁てい寧ねいにサンドイッチを手て渡わたすアリカの姿が映った。

「よ、アリカ！　おつかれ！」

　続けてペムペムとピックのクッキーを確保しながら、レインはアリカに声を掛ける。だが、アリカはその大きな瞳にレインを映すや否いなや、何かが胸につかえたように表情を曇くもらせると、逃げるようにその視線を手元に落とした。

「アリカ？」

　明らかに目が合ったにも拘らずよそよそしい態度を取るアリカに、レインが小首を傾かしげる。考えてみれば、ここ２日、アリカとまともに声すら交わしていなかった。基本的にアリカは衣装班の手伝いで会う機会が少ない。仕方ないといえば仕方ないのだが。

　しかし、その違い和わ感を確かめようにもレインが再びアリカに声を掛ける暇ひまはなかった。後ろから「早く代われ」という怒ど号ごうと共に、服が乱暴に引っ張られて後ろの方へと引き戻もどされる。あっという間に生徒たちの壁でアリカの姿を見失ったレインは、溜ため息いきを一つ零こぼすと、しっかりと食料を抱だきかかえながらガゼットの眠ねむる棺桶の隣で腰こしを下ろした。

「おーい、ガゼット。メシだぞー」

　サンドイッチを頰ほお張ばりながら、レインがコンコンと棺桶の蓋ふたをノックする。

　微び動どうだにしない棺桶に苦笑を零しながら、レインはクッキーを相棒の方へと軽く投げた。飛んできたクッキーを器用に口でキャッチし、ペムペムがおいしそうに頰張る。そんなほのぼのとする光景に頰を緩ゆるめていると、ゴゴゴゴゴという音と共に棺桶の蓋がずれ、眠たげなガゼットがのっそりとした動きで身を起こしてきた。眼鏡めがねを僅わずかに持ち上げて目を擦こするその無防備な表情に、給仕に来ていた女子から黄色い悲鳴が湧わき上がる。

　その声を聞き流しながら、レインはお茶の入ったコップをガゼットに差し出した。

「ほらよ」

「ん、ありがとう」

　まだ全然休み足りないのだろうが、それでも幾いく分ぶん力を取り戻した声で、ガゼットがレインからお茶を受け取り口を付ける。そのとき、ガゼットの髪かみがぽこっと盛り上がり、ひょっこりと顔を出したピックが主の肩かたに舞まい降りた。

「マスター、私にも茶だ」

「はいはい、ちょっと待ってね」

　命令口調でお茶を要求するピックにガゼットが柔にゆう和わな笑みを零しながら腰こしのポーチを開け、小さなカップを取り出してお茶を分ける。

「仲いいなー、お前ら」

「羨うらやましいかい？」

「羨ましいよりも、ほのぼのする。と、ほら。サンドイッチとクッキーもあるぞ」

「悪いね」

「かまわねぇよ。それよりも、ガゼット。ちょっといいか？」

「ん？」

　サンドイッチにかじりついたガゼットが小首を傾げる。

　レインは残り少なくなったサンドイッチを取り合っている男子たちの方へ視線を流すと、「いや、大したことじゃないんだけどよ」と前置きした上で続けた。

「アリカ、なんかあったのか？」

「どうしたんだい、突とつ然ぜん？」

　アリカの名前が出たことに、ガゼットが食事の手をピタリと止める。

　レインは後ろ髪がみを搔かきながら、歯切れ悪く答えた。

「いや、なんか……よぉ。よそよそしいっていうか、避さけられてるっていうか……」

「ふ～ん、そうかい。──ピック、【ライトヴォルト】」

「了りよう解かいだ、マスター」

「え？　んあっ!?　あびゃビぃビャバダアババ!?」

「ぴぎぎぎぎぎぎぎぎぎっ!?」

　ピックの手から放たれた電でん撃げきに、レインとその頭の上によじ登っていたペムペムが悲鳴を上げる。驚おどろく生徒たちに「なんでもないよ～」という笑顔を振りまいたガゼットは、食べかけのサンドイッチをお皿に置くと、やれやれといった態度で腕うでを組んだ。

「レイン、一体アリカに何をしたんだい？　怒おこらないから言ってごらん」

「その前に、俺はお前に怒っていいか？　怒っていいよな？」

「ぴぎぃー、ぴぎぴぎ。ぴっぎぃーっ！」

　頭から煙けむりを上げるレインとペムペムが、不条理な攻こう撃げきに怒いかりの形ぎよう相そうで抗議する。だが、ガゼットは涼すずしい微笑で受け流すと、眼鏡の位置を直しながら静かな口調で続けた。

「レイン。僕は君がアリカに何してもある程度は許容、いやむしろ推すい奨しようするつもりだけど、僕の知らないところで事を進めるのはいただけないな」

「何の話をしてんだよ。お前はっ！」

「ん？　てっきり君がアリカを手て籠ごめにしようとして失敗したんだと思ったんだけど？」

　違ちがうのかい？　と首を傾げるガゼットに、レインが怒りで声が出てこないというように無言のまま握にぎった拳こぶしを震わせる。

　その時、ピックがふと思い出したようにガゼットの横髪を引っ張った。

「そういえば、マスター。昨日から、アリカのおやつが来てないぞ」

「あれ、でもそのクッキーは？」

「このクッキーは違う。別の者が作ったものだ。私がアリカのおやつを残すはずがない」

　確かにピックの小さな手に握られたクッキーは、半分も食べられていなかった。

　レインとピックの見解に、ガゼットがその涼しい微笑を曇くもらせ、眉み間けんに皺しわを寄せる。どうやら、ガゼットは今初めてアリカの違和感に気がついたらしい。まぁ、あれだけクラスメイトからの無茶な要求に応こたえつつ、なにやらレインたちのスケジュール管理までやっていれば、他に気を回す余よ裕ゆうも何もなかっただろうが。

　幼おさな馴な染じみの変化に気づかない自分を恥はじるように、ガゼットが眉間の皺を深くする。

　そんなレインたちの間に心地ここちよい冷気が滑すべり込んできた。

「レオン！」

　駆かけ寄よってきた氷ひよう狼ろうに、レインが思わず声を上げる。だが、レオンの隣に、アリカの姿はなかった。時折声が聞こえるので、まだ給仕をしていることは間違いなさそうなのだが。

「ぐるぅ」

　怪け訝げんそうに首を傾げるレインの耳を、低いうなり声が撫なでた。

「ん、お前。何咥くわえてんだ？」

　レオンが何かを咥えていることに気がついたレインが、鋭するどい牙きばが覗のぞく口元に手を伸のばす。それは、綺き麗れいに畳たたまれた紙ナプキンだった。レインは何気なくそのナプキンを開けると、突然苦にが虫むしを嚙かみつぶしたように表情を歪ゆがめた。

「ん、どうしたの。レイン？」

　不思議に思ったガゼットがナプキンを覗き込む。そして、その眼鏡にナプキンを映すと、全てを理解したような笑みを浮かべて、楽しげに頷うなずきながらレインの肩を叩いた。

　柔やわらかなナプキンには、丸っこくて女の子らしい文字でメモが書かれていた。

『エルちゃんが校門で待ってるから、遅おくれちゃダメだよ』

　今一度、メモを読み返したレインが溜息を零す。

「これ、俺行かないとダメか？」

「それはそれで面白そうだし。試してみたら？」

「……やめとく。と、メモ持ってきてくれてサンキューな。レオン。──レオン？」

　義に厚いレオンの返事がないことに、レインが不思議そうに首を回す。さっきまでそこにいたはずの氷狼の姿はどこにもなく、涼やかな冷気の残ざん滓しだけが足あし下もとを駆け抜ぬけた。

「なんか、なぁ……」

　調子が狂くるったようなもどかしさを感じながら、レインが後ろ髪を搔く。だが、そこは直情思考単たん細さい胞ぼう型がたの長所ともいうべきか、レインは軽く両頰を叩たたくと、目下の問題であるエルニアとの学園祭廻めぐりに頭を切り替かえた。代役がいくらでも利きくレインとは対照的に、お化け屋や敷しきの看板になりそうなエルニアの自由時間は非常に少ない。学園祭の初日の一発目にその休きゆう憩けいを入れることに関しては、それはもの凄すごい議論となった。最後は半ば涙なみだ目めになっていたエルニアに同情が集まり何とか休憩は取れたのだが、その時間はたったの一時間。

　もしレインが待ち合わせに遅れれば……考えるだけでも恐おそろしい。

　レインは一度、自分とペムペムの姿を確認した。学生は学園祭を学生服で回る決まりだが、レインが今着ている服はお化け屋敷の準備ですっかり汚よごれていた。ペムペムはペムペムで、絵具だらけになって、綺麗な水色の身体からだがすっかりまだら模様になっている。

「しゃーない。とりあえず、準備すっか」

　軽く弾はずみをつけたレインが、しっかりとした足取りで立ち上がる。日ひ頃ごろのトレーニングのおかげで、疲つかれても回復が早い。

「あ、レイン。お昼は皆みんなでって約束、忘れてないよね」

「分かってるって。中庭のカフェテリア、だろ」

　心配するガゼットに軽く手を上げたレインが、その足をお化け屋敷の出口に向ける。

　その背を見送ったガゼットは、肩に座るピックにだけ届く声で呟つぶやいた。

「ピック」

「分かってる。アリカのことだな」

「うん。午前中は受付だから、お昼に探りを入れてみよう」

「了解だ」

　頷くピックを眼鏡に映しながら、ガゼットはそっとその双そう眸ぼうを、男子たちの向こうにいるであろうアリカの方へと傾かたむけたのだった。
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　快晴の空。天高く打ち上げられた５色の花火。ベギオムの正門が大きくその扉とびらを開き、待ちに待った学園祭は押し寄せた来場者の大だい歓かん声せいの中で始まりの時を迎むかえていた。

　パンフレットを受け取った人々が、家族や友人、恋こい人びと、そして自分たちのパートナーと共に目当ての店に向かって歩き出す。《満み草くさ牛ぎゆう》の栄養満点な乳で作ったソフトクリーム屋に、《ハニービードル》や《ローズバタフライ》などの昆こん虫ちゆうモンスターが集めた蜜みつを使ったパンケーキ屋、家か畜ちく用に改良された《サイレントバード》のケバブ屋台など、食しよく欲よくをそそる匂においが湧わき立つ露ろ店てんに、朝早くから開門を待ち腹をすかせたお客が殺さつ到とうした。

　しかし、何も食べ物屋ばかりが出店ではない。小人族のモンスターが即そつ興きようでアクセサリーを作るアクセサリー露店や、《ガラスサボテン》を的まとに見立てた輪投げ屋など、遊ぶ店にも事欠かないのがベギオムの学園祭の魅み力りよくだ。

　また各クラスだけでなく、同種の紋もん章しようの持ち主同士が集まったサークルの出店も、学園祭の醍だい醐ご味みと言えるだろう。こちらは主おもに、紋章に対応するモンスターのお悩なやみ相談や、育て方などを紹しよう介かいしている。両親の紋章を受け継つがず、二代三代前の紋章が発現したときは親でも子供のモンスターの育て方を知らないことが多い。この手のセミナーは学生が行っているとはいえかなり人気があった。また、モンスターと契けい約やくしたての小さな子供は、親が思いつかないような技をモンスターに教えたりするので、事故を未然に防ぐ上でも説明を受けることは重要だ。毎年、このサークルセミナーを目的に来場する客も多い。

　そんな正門から流れる人の波を逆行するように、ペムペムを頭に乗せたレインはエルニアとの待ち合わせ場所である正門へ向けて一目散に駆け抜けていた。

「やっべー、遅れた！」

「ぴぎぴぎっ！」

　人波を搔き分けながら、レインが焦あせった声を漏もらす。まさか、早朝の風ふ呂ろ場ばがあんなに混んでいるとは思わなかった。どうやら、徹てつ夜や組はレインたちのクラスだけではなかったらしく、寮りようの風呂場や食堂は、これから学園祭に臨のぞむ生徒で溢あふれかえっていた。

　ほとんどシャワーを浴びるだけで済ませ、仕方なく寮の外の水道でペムペムを洗うことにしたものの、結局開門の時間には間に合わなかったのだ。

　正門にたどり着くと、レインはすぐにエルニアの姿を見つけることが出来た。

　なんですぐに見つけることが出来たか、それは言うまでもない。

　まるで罪人を裁く竜りゆう神じんの如ごとく、エルニアの側に控ひかえるキールが近づく男たちを片かたっ端ぱしから焼やき払はらっていたのだ。レインが、ゴクリと喉のどを鳴らす。ペムペムも何かしらの危険を感じ取ったのだろう、レインの頭にかじりついて「行くな行くな」とせがんでくる。

　だが、ここで逃にげれば男が廃すたる。それに、あれだけ必死に休憩時間をもぎ取ったエルニアを放っておくことなんて、さすがのレインも出来はしなかった。

「エルニア！」

　意を決して、レインがエルニアの前に躍おどり出る。

　開門から数分。遅れてきたレインを前にしたエルニアの反応は、

「お、遅おそいぞ。レイン・エルハルト。心配……したではないか」

　予想を裏切り、レインが今までに見たことがないほどの弱々しかった。

「……え？」

　てっきりキールの炎ほのおが飛んでくるとばかり思っていたレインが、ぽかんと口を開け立ち止まる。そんなレインの反応に、エルニアはハッと顔を赤らめるともの凄い勢いで弁解し始めた。

「ち、違うぞ、勘かん違ちがいするな。心配というのは、貴様がまたよからぬトラブルに巻き込まれたのではないかということで……。断じて、私を置いてジナ・レームライトの方へ行ったのではないかと危き惧ぐしたのではない……からな」

　頼たよりない声で訴うつたえたエルニアが、拗すねたような視線をレインへ投げかける。チラチラとこちらを窺うかがう姿はまるで親に置いて行かれた子供のようなのだが、そわそわと何かを期待する眼まな差ざしは年相応の女の子らしくて……

　その姿は、何一つとってもレインの知るエルニアではなかった。

　レインが眉間に深い皺を寄せ、考える。まさか、目の前のエルニアは他人になりすまして悪戯いたずらをする小こ悪あく魔ま《ドッペルゲンガー》が化けているのではないのだろうか、と。

　疑問を覚えたレインが、グイッとその顔を、全く怒おこる素そ振ぶりを見せないエルニアに近づける。「ひゃうっ!?」と、あまりにも可愛らしい悲鳴が桜さくら色の唇くちびるから漏れた。おかしい。あのエルニアが、これくらいで、しかもこんな可愛い悲鳴を上げるはずがない。

「お前、本当にエルニアか？」

　さらに疑念を強めたレインが、その眼を細め、掌てのひらをピトッとエルニアの頰ほおに当てる。途と端たんに、エルニアの顔が羞しゆう恥ちに耐たえきれないように真っ赤になった。やはり、おかしい。エルニアがこんなにも容易たやすく自分を、しかも男のレインに触さわらせるはずがない。

　レインは声を潜ひそめると、オロオロと視線を彷徨さまよわせるエルニアの姿をした何者かに、微かすかに怒りの滲にじんだ声で訊たずねた。

「おい、お前。エルニアをどこにやった？」

「なっ、何を言っているのだ？　私は正しよう真しん正しよう銘めいのエルニア・Ｆ・ミレーネブルクだぞ！」

「俺を騙だまそうったって、そうはいかねぇよ。俺の知ってるエルニアはな、自分勝手で、わがままで、短気で、強情で。間ま違ちがっても男に顔を触られて可愛い声で悲鳴を上げるような乙女おとめじゃねぇんだよ！　分かったか、ドッペルゲンガー！」

　言い逃のがれさせないと言わんばかりの剣けん幕まくで、レインがさらにグイッとその顔を目の前のエルニアの姿をした何者かに寄せる。

　しかし、このときレインは気がつかなかった。

　いつの間にか、頭の上にいたはずのペムペムが、エルニアの後ろに控えるキールの頭の上に移動していたことに。

　息が掛かかるほどの距きよ離りに立つエルニアの肩かたが、怒いかりに震ふるえていたことに。

「……そうか、よく分かった」

　そしてなにより、エルニアの右手の平に刻まれたキールの紋章が、地じ獄ごくの業ごう火かの如く赤々とした燐りん光こうを放っていることに、レインは気がつかなかった。

「貴様が私をどう思っているのか、よぉーく分かった」

「ん……えっと……あれ？」

　ついさっき可愛らしい悲鳴が漏れた唇の間から押し出される怒りの声。

（うぬ。これは、誰だれがどう見ても貴様が悪いだろうな）

　頭に直接響ひびく、キールの人間くさい呆あきれたような念話。

「ぴぎっ！」

　ペムペムの「がんばれ」と言わんばかりの励はげましの鳴き声。

　そして、ようやくレインは自分がとんでもない勘違いをしていることに気がついた。

「えっと、あっと。もしかして、やっぱり、エルニアなのか？」

「当然だ！　キール！」

（加減するのだぞ）

「うわっ！　ちょっと、待った待た待た待っ──」

「【ブレススパイラル】！」

「うぎゃああああ！」

　開門の時を告げた花火を追いかけるように、赤々とした火柱が晴天の空へと立ち昇のぼった。
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「まったく。この私を《ドッペルゲンガー》などと間違えるとは、一体どういう神経をしているのだ。貴様は？」

「だから、それは俺が悪かったって。だって、お前があんまりいつもと違ちがうからよ」

「いつもと同じでいられるか！　これは賭かけではない、初めての対等なデートなのだぞ。私は、私は楽しみにしてたんだぞ！」

「そ、そりゃ……。悪いことしたな」

　ムスッと頰を膨ふくらませるエルニアに、レインが困ったように頰を搔かく。正門で機き嫌げんを損そこねてから、ずっとこの調子だ。賑にぎやかな祭まつり囃ばや子しが何ど処こか遠くに聞こえてしまう。

　エルニアは深い溜ため息いきを零こぼすと、どこか寂さみしげに瞳ひとみを揺ゆらしながら呟つぶやいた。

「まったく。アリカといい、貴様といい。何か私に恨うらみでもあるのか？」

「ん？　アリカがどうかしたのか？」

　アリカの名前が出たことに、レインが思わず反応する。

　そんなレインに、エルニアは口をムッと尖とがらせると拗ねた声で呟いた。

「アリカが、一昨日おとといからなぜか私を避さけるのだ」

　その言葉をきっかけに、エルニアは止めどなく一昨日からのことを話し始めた。アリカが声を掛けてもよそよそしい態度を取ること。一いつ緒しよに休もうと誘さそっても、一人でいつの間にか何処かへ行ってしまうこと。

　エルニアの言葉に、レインが朝方のアリカの反応を思い出す。あのとき、やっぱりアリカはレインのことを避けていた。まるで、何かを隠かくしているようだ。

「まったく、アリカの奴やつめ。私がいないとすぐ落ち込むくせに。──寂さびしいではないか」

　小言を続けていたエルニアが、ついに本ほん音ねを零す。

「ふーん、お前でも寂しがることあるんだな」

　レインにとってそれは何気ない相あい槌づちだった。だが、その相槌に、エルニアはまるで一生の不覚とでも言わんばかりに羞恥に顔を染めると、大おお慌あわてでレインの前に回り込んだ。

「ば、ばばば。馬ば鹿か者！　今のは違うぞ。そう、あれだ！　言葉の綾あやだ！」

「だ、そうだけど。お前ら、どう思う？」

「ぴーぎ」

（レインよ。そこは敢あえて聞かなかったことにするのが、雄おすというものだぞ）

　意見を求めるレインに、ペムペムが小さく頷うなずき、キールが空気を読めと念話を飛ばす。

　そんな三者三様の意見に、エルニアは耐えられないとばかりに「くぅ～～っ！」と唸うなりながら身体からだを縮こまらせると、その長い三つ編みを大きく揺らしながら振ふり返った。

「む、無む駄だ話ばなしはここまでだ。私の休きゆう憩けいが短いのは知っているだろう。さっさと行くぞ」

　本当に怒っているのか、それとも単なる照てれ隠しなのか。肩で風を切りながらずんずんと歩くエルニアに苦笑しながら、レインとペムペム、そしてキールがその後に続く。

　しかし、エルニアは一体どこへ向かっているのだろうか。一方的に「私に付いてこい！」と促うながされたレインは、その行き先を聞いていなかった。

　いくらスライムトレーナーはモテないと諦あきらめているレインでも、学園祭の雰ふん囲い気きが手伝えば、それなりの何かを期待しないこともない。特に最近は、エルニアやジナの態度が、本気なのか冗じよう談だんなのか分からなくなってきている部分もあった。

　だが、そんなレインの期待は、

「さあ、着いたぞ！」

　エルニアが意気込んで案内した学園祭のとあるコーナーを前に、もろくも崩くずれさった。

「はは、だよな～」

　レインが乾かわいた笑いを浮うかべながら、その視線を鉄鋼で作られた仰ぎよう々ぎようしい門へと持ち上げる。『この門をくぐる者は、一切の希望を捨てよ』と刻まれた地獄の門は、学園祭の名物、トレーニング施し設せつの一部を改装したモンスターたちの腕うで試だめしコーナーだった。間違っても、気になる異性を誘うようなところではない。

「ぴぎ、ぴぎぴぎ。ぴぎー」

「大だい丈じよう夫ぶだ、ペムペム。慰なぐさめるな。泣いてないから」

　ペムペムに励まされるレインが、軟なん弱じやくな自分を笑い飛ばすかのように、悲しいまでに剛ごう毅きな笑みを浮かべて目の前の門を睨にらみつける。

　そんなレインの隣となりでは、なにやらキールが出来の悪い娘むすめでも見るような眼差しをエルニアに向けながら、主にのみに聞こえる念話を放っていた。

（主よ。何な故ぜにここなのだ？）

（ふむ。クラスの女子に男と行くならどこがいいかと聞いたら、『自分らしく振る舞まえるところが一番』と教えられてな）

（……それでここか？）

（だからここだ！）

　心配げな眼差しを向けてくるキールに、エルニアが胸を張って答える。確かに、エルニアの自分らしく振る舞える場所といえば、ここより他にはないだろう。

　だが、女が男と来る場所にここが最適かと訊ねられれば、ドラゴンのキールですら否と答えるだろう。キールがレインに同情の眼差しを向ける。キール自身、レインの鈍どん感かんさには呆れるところがあるが、この主であれば仕方ないのではと思うところもある。

　微かに炎を揺らめかせながら、キールが重い息を吐はく。しかし、その気苦労に気がつくはずもなく、早々と気持ちを切り替かえたレインはやる気に満ちた笑みを浮かべていた。

「おっし、じゃあいっちょ腕試しといくか！」

　レインが握にぎった拳こぶしを反対の掌に叩たたきつけて気合いを込める。その姿を満足げに見ていたエルニアは、得意げな笑みを浮かべながらキールの方を振り返った。

（ほれ見ろ、こ奴もやる気ではないか？）

（……おぬしらがそれでよいのなら、もはや我は何も言うまい）

　あまりにも色恋こい沙ざ汰たを知らない二人に、キールが再び溜ため息いきを漏もらす。

「では、ゆくぞ。レイン」

「おう！」

　そんな保護者と化したキールの悩なやみなど露つゆ知らず、意い気き揚よう々ようと胸を弾はずませたレインはエルニアと共にトレーニングコーナーへと脚あしを踏ふみ入れた。一帯は腕うでに覚えのある一いつ般ぱん客や学生たちで賑わっていた。攻こう撃げきの威い力りよくが数値化されるサンドバッグに、荒あらぶる《クレイジーバイソン》との猛もう牛ぎゆう綱つな引ひき。《ホワイトゴーレム》の放つ投石避よけ。遠方の的まとをモンスターの技で撃うち抜ぬく射的。モンスターの力を試す出し物がよりどりみどりだ。

「おお～、楽しそ～だな～」

「だろう。私の選せん択たくは間違いないのだ！」

　目を輝かがやかせるレインに、エルニアが満足げに頷く。

　レインはぐるりと辺りを見み渡わたすと、あるアトラクションに目を付けた。

「あれなんて面白そうだな」

　指さしたのは、《鎌かま鼬いたち》が起こす風で大きな円えん盤ばんを回し、その上で３分耐えきるバランサーというアトラクションだった。一度に数名が参加でき、待ち時間も少なそうである。

「ほぅ。確かに面白そうだな。しかし、良いのか？　貴様は高いところが苦手だろう？」

「いつまでも苦手のままにしてると思うなよ」

　珍めずらしく気き遣づかいを見せるエルニアに、レインが不敵な笑みを湛たたえて歯を見せる。確かにエルニアの言うとおり、レインは高所恐きよう怖ふ症しようだった。だが、いつまでも弱点を放っておくレインではない。ペムペムのトレーニングに併あわせて、レインはここ数週間、高所恐怖症の克こく服ふくトレーニングを積んでいた。

「特訓の成果を試すいいチャンスだ」

「ふ、なるほどな」

　意気込みを見せるレインに、エルニアが口元に手を当てて思案する。そして小さく頷いたエルニアはその指を鳴らすと、挑ちよう発はつ的な笑みを浮かべてレインに提案した。

「では、どうせなら勝負といこう。どちらが長くあの上に乗っていられるか」

「お、いいな。そっちの方が張り合いも出るし」

「ふふ、よし決まりだ。負けたときは、分かっているな」

「『勝った方の言うことを何でも一つ聞く』だろ」

　もはやお決まりとなっていた賭かけに、エルニアが満足げに頷く。スライムトレーナーのレインがドラゴントレーナーのエルニアと行うにはあまりにも分ぶの悪い勝負に思えるが、互たがいの実力を知る二人にとって、もはやこの賭以外の勝負は思いつかなくなっていた。

　学園祭を楽しむ学生の笑顔から勝負に挑いどむ魔獣錬磨師モンスタートレーナーの顔になった二人が、明らかに他の参加者とは違う温度を伴ともなってアトラクションの列に並ぶ。

　そして、あと少しでレインたちの順番が回ってこようとした、その時。

　ズドン、と重々しい響きと共にすさまじい衝しよう撃げき波はが二人の髪かみをかき乱した。

「な、なんだ!?」

（あちらだ！）

　身体を駆かけ抜けたプレッシャーに、キールが警けい戒かいするように唸りながら衝しよう撃げきの中心へとその竜りゆう眼がんを走らせる。レインも衝撃の方へ視線を走らせると、誰だれもが口を押さえながら啞あ然ぜんとしているサンドバッグのアトラクションの中心に、一人の女性が佇たたずんでいた。

　健康的に焼けた小麦色の肌はだに、降り注ぐ太陽の光を吸い込むようなダークブラウンの瞳と髪。左耳に揺れる炎ほのおの精せい霊れい石せきを加工したイヤリングに、肩かたに荒あら々あらしく刻まれたタトゥー。化け粧しようっ気けはないが目鼻立ちのハッキリとした美び貌ぼうは周囲の視線を引きつけ、タンクトップを押し上げる大きな胸が注目に拍はく車しやをかける。下は太ももまでしかないジーパンというラフな格好をした彼女は、年ねん齢れいだけでいえばレインたちより少し年上ほどの印象を受けたが、その双そう眸ぼうにはベギオムの生徒たちとは一線を画す凄すごみがあった。

　タンクトップの女性が、つまらなさそうに振り抜いた拳を引く。そこでようやく、レインは彼女の前に中央部分を大きく凹へこませているサンドバッグが転がっていることに気がついた。表面に浮かび上がるダメージ指数は９９７ポイント。

　レインが息を吞のむ。その数字は、キールの【ブレススパイラル】に匹ひつ敵てきした。おそらく、【契けい約やくの絆きずな】を発動して、モンスターの力を還かん元げんしたのだろうが、それにしても馬ば鹿かげた数値だ。ざわめく会場で、女性がグローブを嵌はめた手を軽く振る。その拍ひよう子しに、タンクトップを窮きゆう屈くつそうに押し上げる胸むな元もとで、学生の身内であることを示す家族証が大きく揺れた。

　一体誰の家族で、どんな紋もん章しようで、どんなモンスターをパートナーにしているのか、レインが好こう奇き心に輝く目を細める。その時、傍かたわらからすさまじい殺気と共に、鈍にぶい痛みがレインを襲おそった。頰ほおをつねる細い指先。一いつ瞬しゆん自分の胸元へ視線を走らせたエルニアが、なぜかもの凄く悔くやしそうな表情でレインのことを睨んでいた。

「この痴しれ者が。やはり貴様もそうなのか？　アレが好きなのか!?」

「のぁんのごぉとどぁ？」

「この……っ。察しろっ！　馬鹿者!!」

「いって!?」

　荒々しく頰をつねる指を離はなされたレインが、顔を顰しかめながらしゃがみ込む。しかし、エルニアの憤ふん激げきの理由を訊たずねる前に、整理員の生徒がアトラクションの順番が回ってきたとレインたちを急せかしたてた。

　不条理な痛みに、円えん盤ばんに飛び乗ったレインがエルニアを睨みつける。

「いっつぅ～～。くっそぉ、何すんだよ!?」

「貴様が悪いのだろうが！」

「俺が一体何したってんだよ!?」

「そんなことも分からないのか!?　貴様はどこまで鈍感なのだっ！」

「何で俺が怒おこられんだよ!?　あ～、もういい。決めた。ぜってぇーに勝って、なんでつねったか白状させてやる！」

「ふん。望むところだ！」

　半径が１０メートルの円盤の上で、レインとエルニアが睨み合う。身体が軽くてすぐに飛ばされそうなペムペムはレインの肩で制服にしがみつき、逆に馬並みの体格のあるキールはエルニアを支えるように寄より添そっている。

「ではみなさん、頑がん張ばって最後まで耐たえてください──っね！」

　司会の学生が勢いよく腕を振り上げる。その言葉を合図に嵐あらしのような突とつ風ぷうが生まれ、円盤が浮かび上がった。軽い素材で出来ていた土台が、数体の鎌鼬が起こす突風に乗り、回転し始める。吹ふき荒あれる狂きよう風ふうと流れる視界に、甘く見ていた生徒たちが次から次へと円盤の外に飛ばされ、アトラクションの周りに敷しき詰つめられたクッションへと落とされた。

「ハッ！　楽勝楽勝！」

「ふむ。なんだ、この程度のものか？」

　巨きよ軀くのキールに身を寄せるエルニアはもとより、日ひ頃ごろの鍛たん錬れんで体幹には自信があるレインが序じよ盤ばんの回転を難なく乗り越こえる。だが、それはあくまで序章に過ぎない。

　鎌鼬を操る生徒たちが声を揃そろえて叫さけぶ。

「「「【風ふう磊らい暴ぼう】！」」」

　アトラクションが次なるステージへとレベルアップする。一定の方向に流れていた旋せん風ぷうが突とつ如じよとして変則的な暴風へと姿を変え、その中で浮かぶ円盤を木この葉のように翻ほん弄ろうした。

「うおっっと!?」

「ぴぎっ！」

　不規則な回転を始めた円盤に、レインが堪たまらず身を屈かがめる。その表情に、先ほどまでの余よ裕ゆうはまったくない。狂風に巻きあげられた円盤は、レインが訓練していた高度をいとも容易たやすく突とつ破ぱした。息が詰まる恐きよう怖ふに、片かた膝ひざを立てていたレインがうつ伏ぶせになり、円盤にしがみつく。その肩では、ペムペムが荒れ狂くるう風に飛ばされまいと必死に嚙かみついていた。

「ふふん。どうやら、この勝負。私の勝ちのようだな」

　暴風にも負けず響ひびく、勝ち誇ほこった笑い声。レインが顔を持ち上げると、風が渦うず巻まく盤上でエルニアが力強く立っていた。あまりにも平然と立つ姿に、レインがぎょっと目を見開く。だがレインは、すぐにドラゴンの紋章が淡あわい燐りん光こうを放っていることに気が付いた。

「そういや、最近。【契約の絆】の出力調整が出来るようになったって言ってたな」

　得意げに話すエルニアの顔を思い出しながら、レインがさらに注意深く目を凝こらす。その視界の中で、エルニアの朱あか髪がみが暴風の中をなぜか空に向けて逆さか立だっていた。

　まるで、エルニアの立つ一角だけ、真上に向けて気流が発生しているような……

「は、なるほど。キールの熱で上じよう昇しよう気流を作ってんのか」

「ふ。貴様は本当に戦せん闘とうの時は察しがいいな」

　笑みを浮うかべて技を見み抜ぬくレインに、エルニアが不敵に頷うなずく。そう、エルニアの直立のタネは、キールが発する熱による上昇気流によるものだ。回転による遠心力はキールがそのドラゴンの膂りよ力りよくをもって耐えきり、身体からだを浚さらう風は放熱による上昇気流で巻き上げる。

　見事な応用力に、レインが高所の恐怖を忘れて笑みを漏らす。

　そして、もちろん。こんな見事な対処をされてレインが黙だまっているわけがなかった。技で魅みせる好敵手を前にレインがその頭をフル回転で作動させる。

　だが、レインがその冴さえを発揮する前に、

「きゃああああああっ！」

　突とつ如じよ響ひびいた少女の悲鳴が、トレーニングコーナー一帯を包み込んだ。

　何事かと、レインが慌あわてて声の方へ視線を走らせる。暴れ回る巨影。綱つな引ひきにかり出されていたクレイジーバイソンが暴走し、客の列へと突とつ進しんを繰くり返していた。

「んな!?　くっそ。あいつの魔獣錬磨師モンスタートレーナーはどこ行ったんだよ！」

　レインが悪態をつく。魔獣錬磨師モンスタートレーナーの強制力は強力だが絶対というわけではない。エルニアのように心の芯しんの強い者ならば遥はるか格上のドラゴンをも使し役えきできるが、未熟な者ならば契約に振ふり回されることもある。案の定じよう、一人の学生がクレイジーバイソンの背中を追いかけていた。だが、一度火が付いた暴牛はそう簡単には止まらない。

　そして今、事態を収めようと奮ふん闘とうしていた生徒たちの包ほう囲い網もうを搔い潜くぐったクレイジーバイソンの狂角の先は、パートナーと共に立ち竦すくむ、年とし端はも行かない少女へと向けられた。

「やべぇっ！　行くぞ、ペムペム！」

「ぴぎぎっ！」

　もはや、考えている暇ひまはなかった。円盤の上をレインが駆け抜ける。だが、円盤の回転のせいで思うように少女の方へ向かえない。

　舌を打つレインの傍らを、灼しやく熱ねつが駆け抜けた。

　熱風が突風を切り裂さき、円盤の回転を弱めるばかりか少女へと続く空気の道を作り出す。

「行け！　レイン・エルハルト」

「ナイスだ！　エルニア、キール！」

　力強い声に背中を押されて、レインがペムペムと共に空気の道へダイブする。一瞬遠のいた意識を気合いで呼び起こし、レインがあらん限りの力で叫ぶ。

「ペムペム。【膨ぼう張ちよう】！」

「ぴぎゅぃいいいい！」

　ペムペムがその身に蓄たくわえた水分を使い、一気にその身体を膨ふくらませる。そのまま空中でレインの身体を飲み込んだペムペムは、クレイジーバイソンに抵てい抗こうしようとした少女とそのパートナーを、タッチの差で飲み込んだ。何が起きたか分からず悲鳴を上げようとする少女を、レインが引き寄せ、抱だきしめる。一方、着地の衝撃を充じゆう分ぶんに吸収したペムペムは、今まさに暴れ牛と衝しよう突とつする寸前でその身体を弾き飛ばした。

　目標を見失ったクレイジーバイソンが街灯に激げき突とつし、鉄の支柱をへし曲げる。だが、獲え物ものを目前で奪うばわれた猛もう牛ぎゆうの暴走は止まらない。狂った牛眼が飛び退のいたペムペムを捉とらえる。

　次への突進に向けて、クレイジーバイソンが蹄ひづめを鳴らす。そんな暴れ牛の背に赤い巨影が躍おどりかかった。キールの豪ごう脚きやくがクレイジーバイソンを押おし倒たおし、鋭するどい牙きばが生えそろった顎あごが抵抗を試みる暴れ牛の首を捕とらえ、有無を言わさず押さえつけた。

「狩かられたくなければ、大人しくするのだな」

　キールに跨またがったエルニアの凜りんとした声が、事態を見守っていた観衆の歓かん声せいを誘さそう。さすがに竜りゆうと己おのれの力の差を感じ取っただろう、クレイジーバイソンは暴れることをやめると、すぐにその魔獣錬磨師モンスタートレーナーへ引き渡わたされた。

「ふぅ。とりあえず、一件落着か」

「ぴぎ」

　元のサイズに戻もどったペムペムを肩に乗せながら、歓声に軽く手を振って応こたえるエルニアを眺ながめるレインが身体の力を抜ぬく。

　そのとき、レインの袖そでが不意に誰かに引っ張られた。

　レインの袖を引っ張っていたのは、先ほどクレイジーバイソンに狙ねらわれた少女だった。

　少女は頭に被かぶった犬耳のフードを恥はずかしそうに引き下げながら、小さな声で囁ささやいた。

「おにいちゃん。あの……ありがとう」

「別にいいって。怖こわくなかったか？　怪け我がは？」

「だいじょうぶ」

「そうか、よかったな」

　少し照れくさそうに笑いながら訊たずねるレインに、少女が小さく首を横に振る。

　ひとまず怪我はないようだ。元気そうな少女にレインが胸をなで下ろす。

　まさか、このタイミングで拳こぶしが飛んでこようとは、レインは夢にも思わなかった。

「フェティを、放せぇぇぇぇええっ！」

「ぴぎぃっ！」

「え……？　うごっ!?」

　突如飛んできた拳が肩に乗っていたペムペムに突つき刺ささり、その勢いのままレインを殴なぐり飛ばした。無ぶ様ざまに倒れたレインが顔を上げる。頭を揺ゆらされた衝しよう撃げきで星が飛ぶ視界で、苛か烈れつな表情を浮かべる女性が少女を抱だき上げながらレインのことを睨にらみつけていた。

　見み間ま違ちがうはずがない。彼女は先ほど、サンドバッグを殴り飛ばしてドラゴンと同等の数値をたたき出したタンクトップの女性だった。レインが肩に乗る相棒に感謝する。ペムペムが咄とつ嗟さに身を捻ひねって拳の勢いを殺していなかったら、レインは間違いなく昏こん倒とうしていた。

「なにすんだよ、いきなり！」

　怒いかりを顕あらわに、レインが叫ぶ。

　そんなレインの怒りを、タンクトップの女性はぎゅっと少女を抱きしめながら真っ向から受け止めた。剣けん吞のんな光を湛たたえるダークブラウンの双そう眸ぼうに、レインの背筋に悪お寒かんが走る。今まで数々の猛も者さに無む謀ぼうにも勝負を挑いどんできたレインが培つちかった、ある種の野性的な第だい六ろつ感かん。

　──こいつ、強い。

　目の前に立つ魔獣錬磨師モンスタートレーナーのとてつもない力を、レインは理り屈くつではなく肌はだで感じ取った。

「ぴ。ぴぎ！」

　レインと同じく、ペムペムが警けい戒かい心を強める。ペムペムはその弱者ゆえの本能で、レインよりもさらに強きよう烈れつに敵の力を感じ取っていた。先のクレイジーバイソンなんて勝負にならない本物の強者のオーラに、レインとペムペムが身構える。

　痛いほどに張はり詰める空気。身じろぎすら許されない緊きん張ちよう。

　睨み合う両者。先に動いたのは、タンクトップの女性──に抱かかえられたあの少女だった。抱きかかえられていた少女が、不意にタンクトップの女の耳にその小さな口を寄せる。

「え、……マジ？」

　驚おどろく女性に、少女が何度も小さく頷く。

　一方、少女に何かを囁かれたタンクトップの女性は、バツが悪そうにグローブを嵌はめた手で顔を覆おおってから居い心地ごこちが悪そうに髪かみを搔かくと、突とつ然ぜんレインに向かってその頭を下げた。

「え～、と。あ～～、ごめん。なんか、勘かん違ちがいしてたみたいだわ」

「勘違いで殴られるのは勘かん弁べんなんだけどな」

　レインがどこかホッとしたように身体の緊張を解きながら、口を尖とがらせる。

　そんなレインに、タンクトップの女性はなにやら意外そうに目を見開いた。その視線の先にいたのは、いきなり殴られた恨うらみからか未いまだに警戒心を解かないペムペムがいた。

「あんた、スライムトレーナーなのか？」

「だったら、どうなんだ？」

「ふーん、名前は？　ああ、私はガリアね。ガリア・ハンドルーク」

「……俺はレイン。レイン・エルハルト。んで、こいつはペムペム」

「ぴぎぃー」

「レイン・エルハルトに、ペムペムか。ふーん」

　なにやら思うところがあるのか、ガリアと名乗ったタンクトップの女性は、値ね踏ぶみするようにレインとペムペムを一いち瞥べつする。しかし、すぐに肩を小さく竦めた彼女は、もう一度「さっきは悪かったよ」と頭を下げ、颯さつ爽そうとそのきびすを返した。

「なっ!?　お──」

　凄すさまじい鍛たん錬れんが垣かい間ま見みれるその背中に手を伸のばしたレインが、微かすかに飛び出た声を飲み込み、手を引き戻す。聞きたいことは幾いくつもあったが、うまく言葉にする自信がなかった。

「はぁ。なんだったんだよ、一体？」

　溜ため息いきを零こぼしながら、レインが振り返る。

　そして、レインはもう一人の敵が待ち構えていることを思い出した。

「私を差し置いて他の女と馴なれ合うとは。けっこうなご身分だな、レイン・エルハルト」

「いや、馴れ合うって別に俺は──」

「問答無用！」

　レインの疑問を叩たたき切ったエルニアが、ドラゴンの紋もん章しようから燃え上がるような輝かがやきを放つ手を振り上げる。だが、まるでその手が合図であったかのように、学園の時計台の鐘かねの音が、学園祭に沸わくベギオムに鳴なり響ひびいた。

（主よ、時間だ）

「むぐ！」

　キールに諭さとされたエルニアが、悔くやしげに唇くちびるを歪ゆがめる。レインの遅ち刻こくや暴れ牛の騒そう動どうも相まって、エルニアの自由時間は恐おそろしいほどに早く終しゆう了りようの時を迎むかえていた。

　もうちょっとくらい、とエルニアが口の中で零すが、彼女の強い責任感がそれを許しはしない。約束は絶対に守る。それが、エルニアの気け高だかさを際きわ立だたせる強さなのだ。

「しょうがない。覚えていろよ、レイン・エルハルト」

　何ど処こか寂さみしげに手を下ろしたエルニアが、名残なごり惜おしそうに俯うつむきながらきびすを返す。

　そして、その小さな背中が遠ざかろうとした、その時。

「あ、そうだ！　待てよ、エルニア！」

　何かを思い出したように、レインが慌あわてて声を張り上げた。

「なんだ？」

　少し拗すねたように振り向くエルニアに、レインは腰こしのポーチに手を突っ込こむと、その指先に摘つまんだ物をエルニアへと弾はじいた。

　クルクルと回転しながら飛んできた何かを、エルニアが慌てて受け止める。

　それは、ドラゴンの紋章が象かたどられたブローチだった。

「こ、これは？」

　口を半開きにしたエルニアが、驚きのあまりにブローチを持つ手を震ふるわせながらレインに視線を向ける。レインは何処か照れくさそうに視線を彷徨さまよわせると、エルニアの腰に巻かれたポーチを指さした。

「んま、迷めい惑わくじゃなかったら。な」

「貴様。──まさか、コレを買っていて遅おくれたのか？」

「さぁ～な。──ああ、でも。安もんだし。いらねぇなら別に……」

「いや、もらうぞ。もらうに決まってるだろう！」

　差し出された手からブローチを守るように、エルニアが胸に手を寄せて身体からだを捻よじる。それでもまだ不安そうな表情を浮うかべたエルニアは、慌てて腰のポーチをたくし上げると、危なっかしい手つきでブローチの留針をポーチの布に刺し込んだ。カチッという軽快な音に、エルニアがキュッと唇を引き結ぶ。ブローチが光るポーチを胸の中に抱きしめる姿はどこまでも無防備で、レインは一いつ瞬しゆん、目の前にいるのが誰だれか本気で分からなくなった。

　エルニアが、ゆっくりと顔を持ち上げる。

「──あ、ありがとう。レイン・エルハルト。一生、一生大切にするからな」

　ふやけたように赤い頰ほお。震える唇。甘い声。

　そこには、レインの知らないエルニアが立っていた。

　レインの胸がざわめく。

　もしかして、自分は今、何かとんでもないことをしてしまったのではないか。

　そんな出どころの分からない焦あせりに襲おそわれたレインを置き去りに、目を輝かせたエルニアは力強くキールの背を叩くと、辺りの人の目など気にせずありったけの声で吼ほえた。

「さぁぁぁああぁぁぁああ！　ゆくぞ、キール！　我らが力でお化け屋や敷しきの客を震しん撼かんさせてやろうではないか！」

（ふむ、我も今日は気分がよい。よかろう。ドラゴンの力、見せつけてくれようぞ！）

「お、おい。あんまりやりすぎるなよ」

　これから戦いに挑まんばかりの気合いを見せるエルニアとキールに、レインが焦った表情で声をかける。だが、舞まい上がるエルニアにその声は届かなかった。

　キールの肩に手を置いたエルニアが、軽い反動をつけてその背中に舞い上がる。軽く背の炎えん翼よくを羽ばたかせたキールが、赤い軌き跡せきを残しながら人込みの中を器用に駆かけ抜ける。

　その姿を見送ったレインは、自分の胸に手を当て、肺の空気を空にするくらいの勢いで力の限り息を吐はき出した。

「はぁ～、ビックリしたぁ～」

　目に焼きついた幸せそうなエルニアの顔に、レインが思わず赤面する。

「ふぅ～～くっそ。熱あっつ。ペムペム、わりぃ。ちょっと手伝え！　顔冷やす！」

「ぴぎぎ!?」

　頭の上にいたペムペムを引っ摑つかんだレインが、そのひんやりした身体に熱くなった顔を埋うずめる。それでも顔の熱気が抑おさえられなかったレインは、それからしばらくの間、この理由の分からない苦く悶もんと戦い続けることになるのだった。
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「うわ～、すんげぇ熱気」

「ぴぎ」

　エルニアと別れて学園の中央広場にやってきたレインは、目の前の異常な熱気に思わずたじろいだ。普ふ段だんなら授業をサボる学生や昼食を取る学生が集まる憩いこいの場が、この学園祭の時期はその姿を一変させる。中央に作られた特設ステージは、学園祭の間、様々なイベントが行われるメイン会場だった。

　会場の脇わきでは次のイベント、ダンス大会の受付が行われていた。ちょうどエントリーが始まったばかりらしく、生徒や飛び込みで参加の猛者が列をなしている。

　探していた相手はすぐに見つかった。長い人の列の中でも一ひと際きわ映はえる銀色の髪。

　レインは足早にその背に駆け寄よると、銀幕の如ごとき髪の掛かる小さな肩を軽く叩いた。

「ジナ」

「婿むこ様！」

　振ふり向いたジナは声を弾はずませて顔を綻ほころばせると、両手を大きく広げて抱きついてきた。過か剰じようなスキンシップに、周囲の人々が激しくざわめく。「婿様？」「婿様だって」「うわ～」と囁ささやき合う声と痛い視線がレインに突き刺さった。居心地が悪いことこの上ない。

「ジナ、頼たのむから離はなれろ。あと、その婿様って呼ぶの、いい加減にやめてくれ」

「なん、で？」

　レインの頼みに、ジナが不思議そうに首を傾かたむける。何でそんなに納得いかない顔をするのか甚はなはだ疑問だが、レインはそれ以上の言げん及きゆうを諦あきらめた。エルニア、アリカ、果てにはガゼットが総出で説得しても、ジナは一向に呼び方を変えないのだ。

　まぁ、エルニアのことを「朱あか髪がみ」と呼んで変えないあたり、ジナの中では「婿様」というのがレインの愛あい称しようなのだろう。こそばゆいが、こうも呼び続けられれば自然と慣れる。ジナも別段恥はずかしがって呼んでいる風もないので、それほど深い意味があるとも思えない。

　結局、苦笑いを浮かべたレインはその話題を打ち切ると、ふと無理やり引き剝はがしたジナの側にルルの姿がないことに気がついた。

「あれ、ルルは？」

　レインが首を傾かしげてジナに訊たずねる。同じ疑問を持ったのか、レインの肩かたに乗っていたペムペムも不思議そうに首を傾げた。魔獣錬磨師モンスタートレーナーとモンスターは一心同体。ファルドのエルデミオールやミストリアのジャンブルウのように、すぐに主の側に馳はせ参さんじるすべを持たないモンスターは、常に主の側にいるのが常識だ。しかも、ジナとルルは、レインが一いち目もく置くほど信しん頼らい関係が強い。側にいないのは、不思議というより怪かい奇き現象に近い。

　レインとペムペムの疑問に、ジナはなにやら「よくぞ聞いてくれました」とばかりに胸を張ると、イベント会場の客席の方に向けて声を上げた。

「ルルー」

「きゅっぴーっ！」

　ジナの声はそれほど大きくなかったが、その呼びかけは確かにパートナーへと届いた。名を呼ばれた桃もも色のスライム、ルルが観客席の最前列部分で高々と飛び跳はねる。

　ジナは得意げに頷うなずくと、レインに向けてグッと親指を上げた。

「婿様の場所取、り。完かん璧ぺき」

「ぷっ、あはははは。そうか、そうか。んじゃ特等席で見させてもらうか。ありがとな」

　思わず吹ふき出したレインが親指を上げたジナの拳こぶしにコンと自分の拳をぶつけ、その脚あしをルルが取ってくれていた席の方へと向ける。しかし、レインは数歩進んで足を止めると、振り向きざまに好戦的な笑みを浮かべながら、ジナに向けて握にぎった拳を突つき出した。

「がんばれよ、ジナ」

「!!」

　レインの声せい援えんに、ジナがその眠ねむたげな瞼まぶたを大きく持ち上げる。

　ジナはレインに向けて拳を突き出すと、小さく鼻を鳴らして応こたえた。

「がんば、るっ！　すごく、がんばっる！」

「おうっ！」

　今にも戦いに赴おもむきそうな意気込みを見せるジナに、レインがその笑みを濃こくしながら観客席へと歩を進める。レインが客席にたどり着くと、ルルが待ちかねたとばかりに身体を撓たわませ、なぜかいきなり【体当たり】をぶつけてきた。

　レインの肩に乗るペムペムに向かって。

「きゅっぴぃい！」

「ぴぎゃ!?」

　避よけるまもなく体当たりを喰くらわされたペムペムが、いっそ清すが々すがしいくらいに吹き飛ぶ。

「きゅぴ！」

　ペムペムに代わりレインの肩に着地したルルは、満足そうにその身体を揺ゆらすと、意い気き揚よう々ようとジナの方へ向けて飛び跳ねて行った。

「ぴぎぃ～、ぴぎぎぃ……」

「ああ～、よしよし。泣くな泣くな」

　入いれ替かわりにレインの胸に飛び込んできたペムペムが、涙なみだながらに理り不ふ尽じんさを訴うつたえる。

　そんなペムペムをあやしていると、程なくしてダンス大会がスタートした。

　司会を務める学生の前まえ説せつに、観客が待ってましたとばかりの歓かん声せいを上げる。しかし、レインは大会の説明よりも、ペムペムとポップコーンに熱中していた。もともと、レインはこういうイベントに興味がない。ジナに誘さそわれなければ、間ま違ちがっても来ないだろう。

　だが、レインはそんな自分の見解が狭きよう量りようだということに、すぐに気がつくことになった。

「おお、すげぇ……」

「ぴぎ……」

　レインとペムペムがポップコーンを食べる手を思わず止めて、感かん嘆たんの声を漏もらす。次々に舞ぶ台たいで繰くり広げられるダンスの数々は、レインの予想を遥はるかに上回っていた。

　モンスターとペアという制約は、ただの出場のための条件ではなかった。

　練習に練習を重ねたであろう参加者のダンスもそうだが、そのダンスを彩いろどるモンスターたちの技にレインは目を見張った。【スノーラビット】が雪の花を咲さかせ、【水みず燕つばめ】が観客席まで覆おおう水のアーチを生み出し、【ハープカナリア】の美しい声が聴く者の耳を擽くすぐり、【ロックライオン】の豪ごう快かいな曲芸が観衆の目を奪うばう。

　練り上げられた技を、敵を倒たおすためではなく観衆を魅みせるために振るうモンスター。そして、己おのがパートナーと共に日ひ頃ごろの研けん鑽さんの成果を全力で解放するダンサーたち。日頃、トレーニング場に入り浸びたるレインにとって、それはまさに別世界の光景に思えた。

　そして、その別世界に、ついにレインの知り合いが飛び込んできた。

「では、次の選手です。スライムトレーナーのジナ・レームライトとパートナーのルル選手。どうぞ！」

　大観衆の中、静かな足取りで現れるジナにレインが演目の始まる前から心を躍おどらせる。

　だが、レインとは対照的に周りの観客の熱は冷めていた。

「なーんだ、つぎはスライム使いかよ」

「せっかく盛り上がってきたのにな～」

　耳を澄すまさずとも聞こえてくる心ない言葉に、レインとペムペムの眉み間けんに皺しわが寄る。自分自身を馬ば鹿かにされるのは慣れているレインだが、それが仲間の、それも同じスライムトレーナーのジナに向けられたものならば話は別だ。しかし、レインは開きかけた口をグッと堪こらえた。いくら吼えようとも、この世界におけるスライムへの偏へん見けんは変わらない。

　──さあ、ジナ。

　だから、レインは声に出さず、心の奥底で叫さけんだ。

　──観客のド肝ぎもを抜ぬいてやれ！

　思いを乗せたレインの双そう眸ぼうが、ジナの栗くり色の瞳ひとみを真っ直ぐに射い貫ぬく。

　その気持ちが通じたのかは分からない。

　だが、ジナは確かにレインと眼を合わせると小さく微笑ほほえんだ。

　そして

　足あし下もとにルルを控ひかえさせていたジナは、何の予備動作も見せないまま突とつ然ぜんその身体からだを天高く跳ね上げた。靴くつの裏に隠かくれさせた小さな分ぶん裂れつルルの弾だん力りよくによるノーモーションの跳ちよう躍やく。観衆の驚おどろきを置き去りに、降り注ぐ太陽の光に逆らいながら宙を舞まう。

「ルルっ！　【分裂】」

「「「きゅぴぴ！」」」

　三体に分裂したルルが跳ね上がり、あっという間にジナへと追いつく。ジナは自分へ向かってきた本体のルルへ手を差さし伸のべると、器用に身体を捻ひねりながら、指先から胴どうへその桃色の身体を転がした。ジナはさらに身体を捻り、続けて飛んできた二体も同じように自分の身体の上を滑すべらせる。まるで桃色のボールと戯たわむれるようにルルを操ったジナは、そのまま自らを跳ね上げた小さな分裂体を使って見事に着地すると、軽く反動をつけて腕うでを転がっていたルルたちを跳ね上げ──

　纏まとっていた制服を一気に脱ぬぎ捨すてた。

　制服が宙を舞い、森林に湧わく泉の如き青色の衣装が顕あらわになる。

　それは、ジナが戦いの時に着る戦せん闘とう衣装。

　虚きよを突いた跳躍。スライム三体を自分の身体で転がした演えん舞ぶ。そして、突然の衣い装しよう替がえ。

　それは、スライムトレーナーと侮あなどっていた観衆のド肝を抜くには充じゆう分ぶんすぎた。

　ダンス大会始まって最高の喝かつ采さい。高まる会場のボルテージ。

「ルル。行く、よ」

「「「きゅっぴ！」」」

　その中で、ジナとルルは舞い踊った。

　キレのある動きでステップを踏ふんだかと思えば、流りゆう麗れいな拳や蹴けりが会場を沸かせる。ルルの体当たりを受ける多重跳躍で再び高々と舞い上がったかと思えば、【分散】により一気に小さな分裂体に分かれたルルの雨と共に着地する。

　他の参加者を否定するつもりはないが、ジナのそれは他のダンスとは一線を画していた。というのも、演舞というにはその繰り出される一挙一動はあまりに実じつ践せん的だった。ジナが拳を、蹴りを繰り出す度たびに、レインの身体が思わず反応する。

「ほほう、やりますな。彼女も、あなたも」

「え？」

　その声は、不意にレインの耳を叩たたいた。慌あわてて横に目を向けると、本格的な夏が近いというのに分厚いコートを羽織った初老の男が、レインに向けて楽しげに微笑んでいた。

　ニコッと、初老の男が目ま深ぶかに被かぶった帽ぼう子しのツバから覗のぞく灰色の眼を細める。意味が分からずレインが困こん惑わくしていると、男は楽しげに手て袋ぶくろをした手でレインの脚を指さした。

「戦っていますね、君たち」

　その全てを見み抜ぬいていると言わんばかりの眼まな差ざしと声に、レインの心臓が跳ね上がる。

　確かに、レインとジナは戦っていた。ジナはダンスをしながら架か空くうの敵を相手に戦闘を繰り広げていたのだ。おそらく、それはジナの鍛たん錬れん法の一つなのだろう。ジナの一族はスライムにおける独自の戦闘法を編み出していた。特とく殊しゆな鍛錬法があっても不思議ではない。

　そして、レインはそれに便乗していた。レインはジナから鍛錬法を教わっているわけではないが、野良モンスターを相手に戦いまくった経験から自然と身体が動く。レインの肩では、ペムペムも同じくジナの動きに合わせて攻撃を避よける前兆動作を繰り返していた。

　だが、まさかそれを気づかれるとは思わなかった。

「おっさん、あんた何者だ？」

　レインが声を潜ひそめて、老人に問う。すると老人は、チャーミングな口ひげを大きく揺らし、帽子のツバを押さえながら楽しげに哄こう笑しようした。

「はっはっは。なに、ただの風変わりなおじさんだよ」

「それは……否定しねぇけど」

「むむ、コレは手て厳きびしい」

　おどけてみせる老人に、レインが毒気を抜かれたように緊きん張ちようを緩ゆるめる。

　そんなレインに、老人は肩を竦すくめて笑った。

「なに。ただこの年になると、将来有望な若者を見るのが楽しみなだけさ」

「将来有望って。──スライムトレーナーの俺たちに、ずいぶんな過大評価だな」

「ふふ、そうかい？　君や彼女の眼は、そうは言っていないように見えるがね」

　皮肉を込めて笑うレインに、老人がまるで可愛い孫でも見るかのようにその表情を和やわらげる。その表情に、レインが呆気に取られていると、突然老人が大きな拍はく手しゆをし始めた。

「え？　ああ！」

　レインが慌てて声を上げる、老人に気を取られている内に、ジナの演目が終わっていた。

　ジナの視線がレインに突き刺ささる。いつもは何を考えているか分からないその眠たげな双眸は、何かを訴えるような怒いかりに満ちていた。

「やべ。ちょ、おっさん！　……おっさん？」

　ジナの視線から逃にげるように、レインが今の今まで話していた隣となりの席に視線を走らせる。

　だが、今の今まで話していた老人の姿は幻まぼろしのように消えており、誰だれも座っていない席には、いつの間にか空になったポップコーンのバケツだけが寂さみしげに取り残されていた。
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「だから、悪かったって」

「ダメ、ゆるさない」

　非難を顕あらわに目を細めるジナに、レインが「とほほ」と肩かたを落とす。気持ちだけでなく、物理的に肩が重い。頰ほおを膨ふくらませたジナが全体重をかけて背中に圧のし掛かかっているのだから当然だ。エルニアの時といい、どうにもレインは女子と一いつ緒しよに出かけると相手を怒おこらせる星の下に生まれ落ちているらしい。

　ちなみに、レインの頭の上ではジナの怒りを上乗せしたかのように不ふ機き嫌げんなルルが、相も変わらずペムペムに嚙かみついていた。

「きゅぴぴぴ！」

「ぴぎぃ、ぴぎぴぎ……」

「きゅーぴ？」

「ぴ……ぎ」

　恐こわい眼で睨にらまれ涙目になるペムペムに、レインが心の中で「すまん」と頭を下げる。

　おわびに今日の昼飯は奮発してやるかと考えたところで、きゅるるるる～と正午を知らせる腹の音がレインの背中に密着するジナのお腹から響ひびき渡わたった。

「はぁ……。アリカの料理、食べたい」

　背中にぐりぐりと顔を埋うずめ不満を訴えるジナに、レインが「ん？」と首を傾かしげる。

「アリカと同じ衣装班なら、今日の朝も食ってきたんじゃないのか？」

「アリカ、昨日も今日も料理作ってくれなかった。それに、すぐにどっか行く」

「ジナにもそうなのか……」

　エルニアと同じようなことを話すジナに、レインが首を捻ひねる。思い返せば、ガゼットも同じようなことを言っていた。ガゼット、エルニア、ジナ、そしてレイン。親しい仲──少なからずレインはそう思っている──の四人を、アリカが避さけている？

　胸に何かがつかえたかのような収まりの悪さに、レインが眉まゆを顰ひそめる。だが、レインの眉間に刻まれた皺は、再び背中に響いた可愛らしい腹の音に瞬またたく間まにほぐされた。

「婿むこ様。おなか、すいた」

「はは、だな。よし、ガゼットたちと合流すっか」

　恥はずかしがるそぶりも見せず素直な欲よつ求きゆうを口にするジナに、レインが一度気持ちを切り替かえ、肩を揺ゆらしながら待ち合わせの場所へと歩を進める。とはいえ、時刻はお昼時。ファストフードや食くい処どころを営む露ろ店てんは、軒のき並なみ客でいっぱいになっていた。あまりの混雑に仕方なくレインの背中から離はなれたジナが、居い心地ごこち悪そうにルルをその腕で抱だきしめる。

「ま、だ？」

「もう少しだよ。ほら、見えてきた」

　辛つらそうに眉尻を下げるジナに、レインが目的の店を指差す。『サンライズ』と看板が立てられた中庭のカフェテリアには、すでに多くの客が並んでいた。

「うわ～、すげぇなぁ」

　あまりのお客さんの数に、レインが思わず鼻白む。そんなレインに気が付いたガゼットが、店の看板の前から二人に向かって大きく手を振ふった。

「おーい。レイン、ジナさーん。こっちだよー」

「よお、ガゼット。エルニアに、アリカも！」

　アリカの姿があったことに、レインが声を弾はずませる。だが、「遅おそいぞ、レイン・エルハルト」と急せかすエルニアとは対照的に、アリカはレインの姿を目にするなり、なぜか逃げるようにその視線を逸そらした。

　三人と合流したレインが無言のままガゼットに視線を走らせる。ガゼットも無言のまま小さく首を横に振った。お化け役をしていては、さすがに探る時間はなかったらしい。

　レインはアリカに声をかけようとして──やめた。ガゼットと違ちがい、レインは口が上う手まくない。それに、アリカが理由もなくみんなを避けているとも思えない。何か事情があるのだろう。それが話せない事情なら、レインは無理に聞き出そうとは思わなかった。

　聞き出せないならせめて会話が弾めばいいと、レインはおどけた口調で口を開いた。

「さーて、しっかしどうする。えらく混んでるな」

「うむ、確かに困ったものだ。この後は全員出番だろう？」

　エルニアが神しん妙みような面おも持もちで頷うなずく。他のメンバーも声には出さなかったが、同じく難しそうに眉根を寄せて頷いた。午後の前半は全員お化け屋や敷しきのシフトが入っている。昼食はクラス全員が時間をズラして取ることになっていて、これだけは遅おくれるわけにはいかない。

　とは言え、目の前の現状は困難の極みだった。一人二人ならば何とかなったかもしれないが、五人もいれば話は別だ。ペムペム、ルル、ピックは小さくて場所を取らないとはいえ、それを補って余りある巨きよ体たいのキールまでいる。

　全員が頭を悩なやます中、レインはこっそりとエルニアを盗ぬすみ見た。眉み間けんに皺しわを寄せて真しん剣けんに悩むその顔を見ながら、自分の胸に手を当てる。心臓の鼓こ動どうは変わらない。どうやら、トレーニングコーナーでの動どう悸きは、レインの気の迷いか何かだったらしい。

　気づかれないように安あん堵どの溜ため息いきを零こぼしたレインが、再び目の前の困難に向けて頭を捻る。

　その時、ガゼットの眼鏡めがねが妖あやしく光ったことにレインは気が付かなかった。邪じや悪あくな笑みを搔かき消し「うん」と小さく頷いたガゼットが、小さく手を叩いてみんなの視線を集める。

「これは、三人と二人に分かれて座るしかなさそうだね」

「しゃーない。そうすっか」

　ガゼットの案に、レインは残念そうに頷いた。どうせなら皆みんなで一緒に食べたいが、こうなってしまっては仕方がない。しかし、皆が揃そろって残念がる中、ジナだけはなにやら興奮したように小さく飛び跳はねると、そのままレインの肩へ細い腕うでを巻き付けてきた。

「じゃあ、私が婿様と一緒！」

「な、コラ！　ジナ・レームライト。卑ひ怯きようだぞ！」

「早い者勝、ち」

「そんなワガママがあるか！　こら、離れろっ！」

　レインに抱だきつくジナに今度はエルニアが抱きつき、ジナをレインから引き離す。羽は交がい締じめにされたジナはぷくぅっと頰を膨らませると、剣けん吞のんな眼差しをエルニアへと向けた。

「邪じや魔ま、しないで」

「それは無理な相談だな」

　ジナの挑ちよう戦せん的な視線を、エルニアが真っ向から受け止める。このままでは、いつ本格的に戦いを始めるか分からない。

「おい、お前らいい加減にしろよ。だったら、俺とガゼットで座れば──んぐ」

　なんとか二人を落ち着かせようとしたレインの声は、突とつ如じよ口を覆おおったガゼットの掌てのひらに阻はばまれた。何すんだよと、レインが視線で抗こう議ぎする。だがガゼットは何かを企たくらむように手を離して軽くウインクをすると、パンパンと両手を打ち鳴らした。

「は～い。二人とも、落ち着いて。こんなところで戦ったら、お店の迷めい惑わくだよ」

「では、どうやって決着を付けろというのだ？」

「私、婿様とじゃなきゃ、嫌いや」

「じゃあ、二人で一緒にレインと座るかい？」

「「絶対に嫌だ！」」

　見事に息の合った二人の返事に、ガゼットがしょうがないなと芝しば居いがかった仕草で肩を竦める。だが、その顔に焦あせりはない。二人の返答はこの眼鏡の悪あく魔まの予定通りだ。

「じゃあ、さ。ここは公平に、レインはアリカと座るっていうのはどうだい」

「ガッちゃん!?」

　ガゼットの提案に、それまで一歩離れてレインたちを見守っていたアリカが思わず声を上げる。レインもその提案には思わず首を傾げた。

「え？　別に男と女で分かれればいいんじゃ──」

「レイン！」

　声を強くするガゼットに、レインが言葉を飲み込む。そして、一いつ瞬しゆんアリカへ視線を走らせてから再び向けられた眼鏡の奥の双そう眸ぼうに、レインはハッとした表情で頷いた。

　どうやら、ガゼットはレインにアリカが何を隠かくしているのか探れと言っているらしい。その裁量は悪くない。ガゼットとアリカを二人に出来れば最良だが、その場合、レインはエルニアとジナと同席になる。その結果は、火を見るより明らかだ。まず間ま違ちがいなく、本日付で『サンライズ』は営業停止の事態になる。男女で分かれる手もあるが、午前中の話を聞く限り、アリカはエルニアとジナも避さけている。そんな二人を同時に相手にするのは、アリカにはかなり辛い状態だろう。

　正直、アリカの隠し事を聞き出せる技量はレインにはない。でも、もし少しでもヒントになることが聞き出せれば、そのあとでガゼットの大きな助けになる。

「まぁ、アリカならば良いか。レイン・エルハルト。間違っても妙みようなことをするなよ」

「アリカ、いいなぁ」

　幸い、エルニアとジナも強く反発はしなかった。レインが悩んでいる間にアリカがガゼットに猛もう抗こう議ぎをしていたが、可か哀わい想そうなことにもはや懐かい柔じゆう寸前まで追い込まれていた。

　その光景を見ながら、レインがどうやってアリカから話を聞き出すかと、無い頭を振り絞しぼる。その時、不意に誰かがレインの服の裾すそをクイクイッと引っ張った。

「ん？」

　レインが不思議そうな顔をして振り返る。しかし、振り返った先には誰だれの姿もなかった。まさか、幽ゆう霊れいに袖そでを引かれたのか。サーっとレインの背筋を冷たい風が駆かけ抜ぬける。

「おにいちゃん、席探してるの？」

「お、おお？」

　その声は、レインの足下から響いてきた。レインが慌あわてて視線を下げると、そこには年とし端はも行かない少女がレインの制服の上着の裾を握にぎって立っていた。歳はおそらく１０歳ほどだろうか。春先に顔を出した新芽のような萌もえ黄ぎ色の髪かみに、見ていると吸い込まれそうな瑠る璃り色の瞳ひとみ。フリルの多い可愛らしい洋服に、人目を引く愛らしい犬耳フード。まるで童話の世界から飛び出してきたような少女は、額に虹にじ色の宝石を埋うめ込んだ子犬のようなモンスターを抱きしめながら、じっとレインのことを見上げていた。

　どこか見覚えのある少女だが、どこで見たのかすっかり忘れてしまったレインが困ったように首を傾げる。少女の袖には『フェイティア・ハンドルーク』という名で家族証が縫ぬい付けられていたが、残念ながらそれはレインの知らない名前だった。

「えっと。……お譲じようちゃん、誰？　パパとママはどうし──」

「こっち」

「うわっ、え？　ちょ、ちょっと!?」

　突とつ然ぜん裾すそを握ったまま駆け出した少女を、危あやうく転びそうになったレインが追いかける。

「おい、レイン・エルハルト！　どこへ行くのだ!?」

「それはこの子に聞いてくれっ！」

　驚おどろいて手を伸のばすエルニアたちを置き去りに、レインが謎なぞの少女に連れられるまま、昼食を楽しむ学生たちのテーブルの間をすり抜ける。

　器用に人とテーブルの間を走り抜けた少女が、唐とう突とつにその足を止める。意味も分からず連れてこられたレインが顔を持ち上げると、幾いくつもの空皿が積み上げられた大テーブルの向こうでタンクトップを着た女性が豪ごう快かいに大エビの蒸し焼きを頰ほお張ばっていた。

　その女性に、レインは見覚えがあった。トレーニングコーナーにおいて、素手でドラゴンに匹ひつ敵てきするダメージ数値をたたき出したあの女性だ。確か、名前は──

「ガリア、おねぇちゃん！」

　レインの裾を離し、少女がまだ声変わりのしていない声を張り上げる。その声に、ガリアはギョッとして咽むせ込むと、水で口の中の物を胃へ流し込み、慌てた声を張り上げた。

「フェティ！　あんた、また一人でどっか行って……て、あっ！　あんた、確か」

　ガリアはその鋭するどい視線をレインへ滑すべらせると、何かを咎とがめるように双眸を細めた。

「あんた。やっぱりフェティを攫さらおうとしたん──」

「んなわきゃあるか！」

　エルニア並みにとんでもない勘かん違ちがいをするガリアに、レインが思わず足を踏ふみ慣らす。そんなことをしていると、ガゼットたちがテーブルの隙すき間まを縫って追いついてきた。

「レイン～、どうしたんだ～い？　空いてる席が見つかったのかい？」

「ん？　ああ、いや。違う違う。ちょっと……さっき知り合った奴やつに会ったんだよ」

　駆け寄よってきたガゼットに、レインが顔の前で手を横に振る。

　そんなレインたちと足下に駆け寄ってきたフェティを交こう互ごに見比べたガリアは、「はは～ん」と鼻を鳴らすと、テーブルを叩たたくや否や、勢いよく立ち上がった。

「いいわよ、あんたたち。ここ、使いな」

　男勝まさりな笑みを浮うかべながら、ガリアが五人＋キールが場所を取っても余よ裕ゆうのある大テーブルを指さす。そのテーブルには、まだ手を付けていない食事も多くあった。

「い、いいのか？」

　突とつ然ぜんの厚意に、レインが思わず訊たずねる。するとガリアは、フェティを抱き上げながら、その大きな胸が揺ゆれるほどの大声で笑って応こたえた。

「いいっていいって。あんた、フェティを助けてくれたじゃん。そのお礼。あと値段のことは気にしなくていいよ。ここ、あたしの弟がやってる店らしくてね。全部タダでＯＫ」

「タダって、この量を？」

　すでに半分ほどの皿が空になっていたが、明らかに１０人前はあったであろう料理に、レインが会ったことのないガリアの弟に同情する。レインも姉がいるので、姉にはどうしても敵かなわない弟の立場が痛いほどよく分かった。できることなら、会ってみたいくら──

「ガリアさん。どこ行くんですか？」

　焦ったような声と共に、両手に皿を持ったコック帽ぼうの男子生徒が立ち去ろうとしたガリアの元へ駆け寄ってきた。

「やっほー、ドルフ。料理、おいしかったそー。でも、ちゃんとお姉さんて呼びな。あと、この席、その子たちに譲ゆずったから。そんじゃ、よろしく～」

「あ、え。ちょっと、そんな!?」

　軽く手を上げて颯さつ爽そうと立ち去るガリアに、ドルフが複雑そうな表情を浮かべながら打ち拉ひしがれたかのように両手に持っていた皿をテーブルに下ろす。それでも、グッと沸わき立つ感情を堪こらえたドルフは、軽く頭を振ふって爽さわやかな笑みをレインたちへ振りまいた。

「僕の身内がお騒さわがせしました。『サンライズ』へ、ようこ──」

「ドルフ先せん輩ぱい!?」

　突とつ然ぜん響ひびいたアリカの声に、レインが驚きながら振り向く。

「アリカ、知り合いか？」

「え、う……うん。２年生のドルフ先輩。私と同じ魔獣食育師フードプランナー志望で、ああ、でも私より全然料理の腕は上なんだけど」

　気き後おくれしたのか声の小さくなるアリカの言葉に、誰よりも反応したのはドルフだった。

「そんなことないよ、アリカ君。君の料理の腕だって本物じゃないか。なんてったって、今度新設する魔獣食育師育成学園の試験生に選ばれたんだからね！」

「ドルフ先輩！　それは──」

「「「「試験生!?」」」」

　アリカの上うわ擦ずった声を、レインたちの驚きの声が搔かき消す。驚くレインたちにドルフは一瞬キョトンとしたが、すぐに表情を輝かがやかせるとまるで自分のことのように声を弾はずませた。

「なんだい、君たち聞いてないのかい。アリカ君はその食育師の腕が認められて、魔獣食育師専門学校《プリミーナ》の試験生としてスカウトされたんだよ。しかも、その監かん督とくを務めるのがアリカ君のお母さんらしいじゃないか。いや～、僕も学園長室に呼び出されたときは知らなかったんだけどね。──てあれ、聞いて……ないのかい？」

　顔を真っ青にするアリカと表情を険しくして耳を傾かたむけるレインたちの反応に、ドルフがようやく状じよう況きようを飲み込んだように慌てて口を噤つぐむ。同時に、エルニアの手が跳ね上がり、アリカの腕うでを摑つかむや否いなやもの凄すごい剣けん幕まくで声を張り上げた。

「アリカ！　どういうことだ!?」

「エ、エルちゃん！　痛い。離して！」

　混乱したアリカが、怯おびえるようにエルニアの腕を振り払はらおうともがく。

「ダメだ！　アリカが詳くわしく説明するまで絶対に離さん！」

「なんでっ!?　エルちゃんには、関係ないでしょ！」

「────っ！」

　絶句。まさにその言葉がピッタリだった。

　それは思わず口走った言葉だったのだろう。だが、その効果はどんな魔獣の攻こう撃げきよりも絶大だった。エルニアの顔が今にも泣きそうなほど引き歪ゆがみ、しゃっくりを詰つまらせたように言葉を失くしながら弱々しく後ずさる。

　だが、エルニア以上にショックを受けたのはアリカだった。自分が今言った言葉を理解したアリカの顔が、卒そつ倒とうしそうなほど青ざめる。耳に痛い沈ちん黙もく。それ以上に痛む心に耐たえ切れず、アリカが無言の悲鳴を残して走り去り、その背を慌ててレオンが追い掛かける。

「アリカ！」

　レインが慌てて手を伸ばす。しかし、その手はアリカに届かず、レオンが残した冷気の残ざん滓しだけが虚むなしく指先をすり抜けた。
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　耳を叩く悲鳴。逃にげ惑まどう足音。恐きよう怖ふと混こん沌とんが渦うず巻まく迷路から外れた暗幕の裏。

　女子用の更こう衣いスペースで黒ヤギの角と耳を外したアリカは、胸を押し上げるような痛みに思わず腰こしを落とした。

「ぅ……ぅぅうう、どうしよう」

　俯うつむくアリカのくぐもった声が暗くら闇やみに飲み込まれる。座り込んだアリカは擦すり寄ってきたレオンを抱だきしめると、何もかもから逃のがれるように、その冷たい体毛に縋すがりついた。なすがままに抱きしめられたレオンが心配そうに鼻を鳴らし、主あるじの首元を鼻先で撫でる。

「レオン、どうしよぉ……」

　アリカは震ふるえる腕でさらに強くレオンを抱きしめると、固く瞼まぶたを閉じて、漆しつ黒こくの闇やみの中へと逃げ込んだ。まさか、あんな形で、みんなに転校が知られるなんて思ってもみなかった。閉じた瞼の裏に、カフェテラスの出来事が、みんなの顔が蘇よみがえる。

　なにより、エルニアの泣きそうな顔がアリカの瞼から離はなれなかった。

　あの後、何も考えずに走り続けたアリカは、いつの間にかクラスのお化け屋や敷しきに逃げ込んでいた。それからのことは、よく覚えていない。衣装を着き替がえて同じ役の子と代わって、ずっとお化けの演技に集中していた。お化けの衣装は恥はずかしかったけど、役になり切って同じセリフを読んでいれば、なにも考えなくてすんだ。何も思い出さなくてすんだ。

　でも、いくら現実から逃げても、現実は常に目の前にある。最後の交代時間が迫せまり、同じ役の子が戻もどってきてアリカは交代を余よ儀ぎなくされた。自由時間は楽しいが、それと同じくらい自分たちの出し物も楽しいものだ。いそいそと衣装を着替えるそのクラスメイトに、アリカはそれ以上のわがままを言えなかった。

　そして、今、アリカは暗闇の中ひとりで打ちひしがれていた。踏み出す勇気もなく、逃げる道も見つからず、アリカはただ暗幕の裏で震えていた。

　いったい、どれくらいそうしていただろうか？

　突とつ然ぜん更こう衣いスペースを隔へだてるベニヤ板がノックされ、暗闇の中に聞き馴な染じんだ声が響ひびいた。

「アリカ。いるかい？」

「ガっ……ちゃん？」

　レオンの背に顔を埋めていたアリカが、僅わずかにその瞼を開き、顎あごを持ち上げる。扉とびらの向こうにいる幼おさな馴な染じみは安あん堵どしたような溜ため息いきを零こぼすと、再び心配そうな声を掛けてきた。

「大だい丈じよう夫ぶかい？」

「う、ううん。どう、かな。わかんない。わかんないよ」

　ガゼットの声に、アリカは曖あい昧まいにしか答えられなかった。本当に、アリカは分からなくなっていた。いったい、どんな顔をしてレインたちに会えばいいのだろうか？　転校のことを聞かれたら、なんて答えたらいいのだろうか？

　こんなとき、アリカは自分の頭の悪さが本当に恨うらめしかった。ガゼットやエルニアのように頭が良かったら、どんな難題でもきっと最良の答えを出せるのだろう。もしくは、レインやジナのような大だい胆たんさがあれば、考えるまもなく困難に立ち向かえるだろう。

　冴さえるような頭の良さも、困難に立ち向かう勇気も、アリカには全然足りなかった。

　だが、現実は待ってはくれない。

　躊躇ためらい気味なガゼットの声が、アリカを更さらなる困難の瀬せ戸と際ぎわへと追いやった。

「──そろそろ、レインとの約束の時間だよ」

　アリカが息を吞のむ。確かに、次の休きゆう憩けい時間はレインと出かける約束だった。

「ダメ、ガッちゃん。そんなの無理！」

　お化け屋敷に響くことなんて考えず、アリカが切せつ羽ぱ詰つまった声を張り上げる。

　ガゼットは仕方ないという風に溜息を漏もらすと、もう一度ベニヤ板をノックした。

「だったら、早く着替えな。レイン、もう準備してるよ」

「ええっ！」

　もたらされた凶きよう報ほうにアリカが激しくうろたえる。悩なやんでいる暇ひまはなかった。急がないとレインが探しに来るかもしれない。今、レインに会うなんて、アリカには絶対に無理だ。

「大変！」

　一気に衣装を脱ぬいだアリカが、引っ張り出した制服に慌あわてて着替える。途と中ちゆう、勢い余って壁かべに頭をぶつけてしまったが、構っている暇はない。乱暴に頰ほおの五ご芒ぼう星せいのペイントを拭ぬぐったアリカは、レオンを呼び寄せると、脇わき目めも振らず衣装スペースから飛び出し──

「よ、アリカ。待ってたぞ！」

「ぴぎぴぎ！」

「ぇ、ぇぇぇぇええええっ!?」

　ベニヤ板の向こうに待ち構えていたレインの胸の中に、勢い余って飛び込んだ。

「な、なんで？　レイン君が？　ペムちゃんも!?　ガっちゃんは!?」

　激しく取り乱すアリカがその視線を彷徨さまよわせる。その迷える双そう眸ぼうは、お腹を抱かかえながらベニヤの壁を叩く眼鏡めがねの悪あく魔まを捉とらえた瞬しゆん間かんに、全てを悟さとって見開かれた。

「ガッちゃん！　騙だましたの!?」

　悲鳴に近い声を上げたアリカが、漆黒のマントを身に纏まとい、口の端はしから鋭するどい牙きばを覗のぞかせる吸きゆう血けつ鬼きの姿に扮ふんしたガゼットを非難の眼差しで睨にらみつける。

「ずいぶん人聞きの悪いことを言うね、アリカ」

　ガゼットは笑いすぎてズレた眼鏡を戻すと、肩かたに乗るピックに問いかけた。

「ピック。僕、何かアリカに噓うそを言ったかな？」

「いや。マスターは何も噓は言っていないだろう。むしろ、珍めずらしく親切なくらいだ。そこのスライムトレーナーが準備しているとアリカに教えてやったのだからな」

　いつもは甘えた顔でお菓か子しをねだるピックが、コウモリの翼つばさがペイントされた羽を小さく羽ばたかせながら、悪戯いたずらっぽく眼を細めて微笑ほほえむ。確かに、ガゼットは準備していると言っただけで、まだ来ていないとは言っていない。

　言ってはいないが、二人の顔を見ればその言葉がわざとだったことは明白だ。ニヤニヤと心底楽しげな笑みを浮うかべる二人に、アリカが羞しゆう恥ちで顔を真っ赤にする。

　そんな真っ赤に染まったアリカの耳を、可お笑かしげに震えるレインの声がくすぐった。

「ちょっと、アリカ。落ち着けよ」

　レインが苦笑しながら、アリカの肩にポンと手を乗せる。それでようやく、アリカは未いまだに自分がレインの胸の中にいることに気がついた。

　悲鳴を上げる暇すら惜おしみ、反射的にアリカが硬かたい胸板に手を当てる。しかし、レインは素早くその手首を摑むと、胸を押された勢いのままにその身を一気に翻ひるがえした。

「え、きゃあ!?」

　勢い余って前のめりになるアリカの眼に、自分の腕を引くレインの顔が飛び込む。

「さあ、行くぞ。アリカ！」

「え？　行くって、どこに？」

　意味も分からず聞き返すアリカに、レインは一いつ瞬しゆんガゼットに視線を飛ばすと、白い歯を見せながら躊躇いなく言い切った。

「決まってんだろ。学園祭だよ。デートだ。付き合え！」

「え？　え！　えええええええええっ!?」

　その瞬間、『ＧＨＯＳＴゴースト　ＬＡＢＹＲＩＮＴＨラビリンス』に今日一番の絶ぜつ叫きようが響き渡わたった。
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　一いつ般ぱん客が家に戻り始める夕暮れ時。学園祭の熱気が涼りよう風ふうに乗り客と共に帰路につく中、アリカは表通りから少し外れた花か壇だんにある、忘れ去られたようなベンチでへたり込んでいた。隣となりに置かれたビニール袋ぶくろからは、食べ物やオモチャがこれでもかと溢あふれかえっている。

「あれ、私。なにしてるんだっけ？」

　アリカが零こぼすように自分自身に問いかける。《華か蜜みつ羊ひつじ》のクレープを食べて、《アンサンブルドッグ》の鳴めい奏そう曲きよくを聴きいて、犬・狼おおかみ族限定のドッグレースに参加して……

　訊たずねるまでもなく、学園祭満まん喫きつである。

「うぅ～、こんなはずじゃなかったのに……」

　あれよあれよという間にレインに引っ張られ学園中を連れ回されたアリカが、足下でしっぽを抱だくように伏ふせているレオンに語りかける。レオンは「ぐるぅ」と不思議そうに喉のどを鳴らすと、抱いていた狼ろう尾びをゆっくりと揺ゆらしながらアリカのことを見つめ返した。

　涼すずしげに揺れる尾に合わせて首を傾かしげながら、表通りに続く通路へ目を向ける。

　レインは「アイスを買ってくる」と言って、アリカを残して行ってしまった。

　今なら、逃げられる。

　意を決したアリカが、疲つかれた身体からだに鞭むちを打ち僅かにその腰を浮かせる。

「ぴぎ？」

　逃とう走そう劇はビニール袋から顔を覗かせたペムペムのおかげで、あっという間に破は綻たんした。

「ペ、ペムちゃん!?」

「ぴーぎ！」

「だ、大丈夫。逃げないから、逃げないからっ！」

　怒おこったように眼を細めるペムペムに、アリカが浮いていた腰をストンと落とす。

「ぴぎぴぎ」

　逃走を断念したアリカに、ペムペムが満足げに頷うなずきながら声高らかに胸を張る。ただ、その顔はビニール袋の中でつまみ食いしていたのか、ソースがべっとりと付いていた。

　小さな監かん視し役やくの可愛らしい姿に、ここ数日ずっと緊きん張ちようしっぱなしだったアリカが思わず吹ふき出し、その頰を緩ゆるめる。

「はぁ──んもう。おいで、ペムちゃん。顔、拭ふいてあげる」

「ぴぎ、ぴぎぴぎ！」

　ビニール袋からアリカの膝ひざの上に下ろされたペムペムが、柔やわらかなハンカチで口元を拭ってもらいながら嬉うれしげな鳴き声を漏らす。

　そんなペムペムに向けて微笑を漏らすアリカの耳を、不意に柔らかな声が撫なでた。

「悪いな、アリカ。そんなことまでさせちまって」

「レイン君！」

　見上げると、夕焼けに顔を焦こがすレインが、アイスを差し出しながら立っていた。

　アリカの身体が一瞬強こわ張ばり、逃げたいという衝しよう動どうが全身を突つき抜ぬける。だが、アリカは逃げなかった。膝の上に乗るペムペムの柔らかな感かん触しよくが、アリカを押し留とどめていた。

「──う、ううん。いいの。私が好きでやってるだけだから」

「そっか。ありがとな。ほい、んじゃこれ、アリカの分。あと、こっちがレオンの分な」

「ぐるぅっ！」

　アリカにアイスを手て渡わたしたレインが、モンスター用のアイスの入ったカップをレオンの前に差し出す。そして、最後にペムペムの分のアイスを直接ペムペムの口に放り込んだレインは、さすがに疲れた様子でアリカの隣に腰こし掛かけた。

「あっついな。もうじき、夏か」

「そう、だね」

　相あい槌づちを打ちながら、アリカが渡されたアイスに舌先を伸のばす。オレンジのシャーベットのほどよい酸味が口の中に広がり、ほてった身体を冷ましてくれる。

「悪いな、連れ回して」

「ううん。いいの、楽しかったから」

　その言葉に噓はなかった。本当に、本当に楽しかった。

　頷くアリカに、レインはどこか落ち着かなさそうにアイスクリームを頰ほお張ばると、口の中で溶とけたそれを飲み込む勢いのままに、口早に言った。

「んじゃ、ガゼットにお礼言っとけよ」

「ガッちゃんに？　──あ、うん。そうだね、言っとく」

　アリカは、自分でも驚おどろくほど素直に頷いた。意地悪で、どうしようもなくお節せつ介かいな幼馴染みの顔が脳のう裏りを掠かすめる。

「んで、さ。転校、するのか？」

　躊躇いがちに口を開いたレインに、アリカは心の中で「来たっ！」と叫さけんだ。でも、不思議と焦あせりはしなかった。膝に乗るペムペムのおかげか、脚あしに擦すり寄よるレオンのおかげか、それとも口に含ふくんだアイスのおかげか。いつもはすぐに熱くなるアリカの首元は、不思議なほどに涼しかった。

　それでも、さすがにレインの眼を直視する勇気まではなく、アリカは眼を伏せると、ぼーっとアイスを見つめながら答えた。

「わかんない、よ。私、皆みんなと離はなれたく、ないけど。お母さんのこともあ──」

　零れた言葉に、アリカが慌てて口を噤つぐむ。同時に、首筋から冷ひや汗あせがどっと噴ふき出した。

「ん？」

　レインが怪け訝げんな顔をする。でも、アリカは言葉を続けることが出来なかった。本当のことを言えば、きっとレインはアリカのことを嫌きらいになる。それだけは、絶対に嫌いやだった。

　なんとか場を取り繕つくろおうと、アリカが思考を巡めぐらせる。だが、アリカが口を開く前に、アイスクリームを全部食べ終えたレインが「ああ」と納得したように手を打った。

「そういや。新しい学校、アリカの母さんが監かん督とくしてんだっけ。そりゃ断りにくいよな」

「あ、うん。──そう。そうなの……」

　罪悪感を覚えながらも訂てい正せいすることができず、アリカが苦い表情を浮かべ小さく頷く。

　そんなアリカに、レインは何ど処こか遠くを見ながら何気ない口調で呟つぶやいた。

「でも、アリカってすげーよな」

「すごい？　私が!?」

　レインの言葉に、アリカが思わず聞き返す。

「ああ。すごいよ」

　レインは苦笑しながらペムペムを自分の膝の上に移すと、迷いのない眼差しで頷いた。

「だってよ、俺、将来のことなんて全然考えてねーもん。考えてることなんて、ペムペムのトレーニングメニューと戦うことだけだし。将来のことで悩なやんでるアリカのこと、俺はやっぱりすげーと思う」

　ペムペムの頰を突つつきながら照れくさそうに話すレインに、アリカは慌てて顔を伏せた。その評価は、完全な過大評価だ。アリカは、そんな将来のことで悩んでるわけじゃない。

　アリカを悩ませているのは、今のわがままと過去の罪。

　もし、今のアリカがもっと賢かしこかったら、わがままを叶かなえる方法も思いついただろう。

　もし、昔のアリカがもっと賢かったら、こんな罪に悩むこともなかっただろう。

　どちらも、アリカの無知が招いた結果。ただの自じ業ごう自得だ。

「そんなことないよ。全部、私が馬ば鹿かだから悩んでいるだけで」

　胸の内を吐と露ろしたアリカは、思わず泣きそうになった。

「……はぁ？」

　心底不思議そうな呟きは、アリカの一番大切な部分を激しく揺さぶった。やっぱりレインも馬鹿だと思ったのだろう。実際、アリカは馬鹿だった。立ち向かう勇気も、逃にげ切る知ち恵えもない、本物の弱虫。今まで我が慢まんしていたものが、胸の痛みと共に溢あふ──

　むにゅ

「ふぇ？」

　頰ほおを摘つまむ硬かたい指先が、自責の念に埋まい没ぼつしかけたアリカの意識を現実へと引き戻もどした。

　夕日を受けた真っ赤なレインが、自分のことを見つめている。

　何処か怒ったように眼を細めたレインは、その唇くちびるを力強く動かした。

「なんで、馬鹿なんて言うんだよ。大切なことなんだろ、悩んで当たり前じゃんかよ！」

　レインの強い言葉に、アリカが思わず涙なみだぐむ。

「だって。私が馬鹿だから、悩んで──」

「ちがう！」

　そして、続くレインの言葉は、アリカの悩みを叩たたき切った。

「頭が良くても悪くても、抱かかえる悩みは一いつ緒しよだろう。悩んでいいんだよ！　──ひとりで、抱え込むなよ」

　拗すねたように口を尖とがらせるレインに、アリカが何度も眼を瞬またたかせる。

「馬鹿に、しないの？」

　思わず聞いてしまったアリカに、レインは表情を和やわらげて応えた。

「馬鹿にはしないけど、怒おこりはするぞ。俺だけじゃない。ガゼットも、エルニアもジナも。相談しろよ、水みず臭くさい。──で、アリカは転校したいのか？　したくないのか？」

　真っ直ぐに見つめてくるレインに、アリカは涙を零こぼしながら訴うつたえた。

　もしも、もしも、ちょっとだけでも、わがままを言っていいのなら。

「転校。したく、ないっ！」

「よぉしっ！」

　思いを告げたアリカに、レインが力強い笑みで応える。

　その満面の笑みは、アリカの胸につかえていたしこりをすとんと落とした。

「ありがとう、レイン君」

　目元を擦こすりながら、アリカはレインにお礼を言う。

　そんなアリカに、レインは照れくさそうに鼻を搔かくと、グッとその拳こぶしを握にぎり込んだ。

「んじゃ、皆で考えようぜ！　ペムペム。お前もアリカにいつもご馳ち走そうになってんだから、しっかりいい知恵出せよ」

「ぴぎぃ！」

　レインの意気に触しよく発はつされたかのように、膝に乗っていたペムペムが元気よく飛び跳はねる。

　しかし、アリカが自分の意志を示したことに誰だれよりも喜んだのは、その足下で二人のことをジッと見守っていたレオンだった。嬉しげに鼻を鳴らしたレオンが、アリカの膝に顎あごを乗せ、鼻先をお腹にすり寄せる。

「ごめんね、レオン。ありがとう」

　今までずっと心配掛かけたレオンに謝りながら、アリカが優しくその冷たい頰を撫でる。

　そんなアリカに、レインは安心したように笑いながら、思い出したように手を叩いた。

「そうそう。あとでちゃんと、エルニアにも謝っとけよ」

「ああ！　そうだった！」

　レインの言葉に、アリカは手をバタつかせながら立ち上がった。

「エルちゃん！　怒ってた!?」

「ていうより、凹へこんでた。でも、ちゃんと謝れば大だい丈じよう夫ぶだろ。アイツなら」

　頭にペムペムを乗せ、両手を首の後ろで組みながらレインが白い歯を見せる。その笑みは、どんな言葉よりもアリカの不安を取り払はらった。

「うん！　だよね。──だよねっ！」

　落ち込んだ身体に力が漲みなぎるのを感じながら、アリカは羨せん望ぼうの眼差しをレインへ向けた。

　自分がどんな困難にぶつかっても笑い飛ばし、他人が困難にぶつかっているなら笑ってその背中を押してくれる。

　弱い自分。馬鹿な自分。それらを全て受け止めて、レインはいつでも前を向く。

　そんな強いレインに、やっぱりアリカは憧あこがれているのだ。

「いいな。──私も、レイン君みたいに強くなりたい」

　アリカが羨望の眼差しをレインに向けながら、思わず呟く。

　そして……

「力ガ、欲ほシイカ？」

　不ふ吉きつな声と共に、困難がアリカの前に現れた。




　　　　＊




　目にした瞬しゆん間かん、レインはそれが危険な相手だと悟さとった。

「誰だ、お前ら！」

　突とつ然ぜん目の前に現れた二人組に、レインは反射的にベンチから立ち上がる。花か壇だんの前には確かにレインたちしかいなかった。広場は開けていて、人が来ればすぐに分かる。

　突とつ如じよ、何もない空間からその二人はレインたちの前に姿を現したのだ。

「ぴぎぃ……」

　ペムペムが不安を顕あらわに、か弱く声を震ふるわせる。危険で、不ふ穏おんで、不吉な気配が、目の前の二人組から放たれていた。足下まで届く漆しつ黒こくのコートに、フードから覗のぞく見慣れない文字が刻まれた面。しかも、二人の内一人は身みの丈たけ２メートルは優にありそうな大男。

　アリカを庇かばうように立ち位置を変えながら、レインが二人組を睨にらみつける。

　だが、目の前の二人はまるでレインが見えていないかのように、面に隠かくされた視線を、口元を押さえて身を竦すくませるアリカへと向けた。

「力ガ欲シイカ？」

「え、あの。なんですかっ？」

　虫の羽音のような不ふ明めい瞭りような声で問いかけながら右みぎ腕うでを持ち上げる男に、アリカが指先を震わせる。その足下では、その鼻頭に獰どう猛もうな皺しわを寄せたレオンが、警けい戒かい心を顕わに低い唸うなり声を上げて謎なぞの男たちを威い嚇かくしていた。

　緊きん迫ぱくした花壇に涼りよう風ふうが吹ふき、夕焼けに染まった花々を静かに揺ゆらす。

　その風を受けた男の右腕が、まるで弾はじけたかのように黒い霧きりと化した。

「んなっ!?　虫!?」

　目を丸くするレインへ、男の腕を形作っていた黒い虫の大群が襲おそいかかる。レインは突然の強きよう襲しゆうに一いつ瞬しゆん息を吞のんだが、次の瞬間にはすでに迎げい撃げきの態勢を整えていた。

「ペムペム、【分ぶん裂れつ】！」

「ぴぎぎ！」

　レインの指示にペムペムが二体の分裂体を生み出し、黒い虫を迎むかえ撃うつ。一体は地を這はうように飛び出し、もう一体は空中へ。無数の羽音を立てる黒い虫も遅おそくはないが、ドラゴンの攻こう撃げきをも避さけられるように鍛きたえられたペムペムの俊しゆん敏びんさは、黒い虫を翻ほん弄ろうした。

「【体当たり】！」

「「びっぎぃ！」」

　特とつ攻こうを仕し掛かけた二体の分裂体が、黒い虫の群集にその青い身体からだを撃うち出す。だが、虫たちはまるでひとつの意思があるかのように羽ばたくと、ひらりとペムペムの体当たりを回かい避ひした。ペムペムをやり過ごした黒虫が、再び壮そう絶ぜつな羽音を響ひびかせる。

　その矛ほこ先さきは、攻撃を仕掛けたレインではなくアリカへと向いていた。

「させるかぁ！」

「ぴぃんぎゅぃっ！」

　レインが叫び、着地したペムペムたちが再び虫の群集へ向けて体当たりを仕掛ける。無む駄だとも思える追つい撃げき。虫たちが再び回避するためにばらける。

　その瞬間、レインは口元に笑みを刻みながら、指を弾はじくようにその拳を開いた。

「ペムペム、弾けろ！」

「「ぴっぎゃう！」」

　レインの声と共に、二体の分裂体がその身体を弾けさせる。涼すずやかなゼリー状の飛ひ沫まつが体当たりと同等の速度で宙を駆かけ、無数の黒い虫がその粘ねん液えきに絡からめ取られた。

「なんなんだよ？　お前ら！」

「ぴぎっ！」

　レインとペムペムが虫男と大男を睨みつけ、その顔を歪ゆがめる。虫男の左腕を覆おおう袖そでが、右腕と同じく空になっていた。耳を刺さす無数の羽音は頭上から。赤い夕空に浮うかぶ黒い霧。今度は一度で捕ほ縛ばくされないように範はん囲いを広めた虫の大群が、黒い雨となってレインたちへ降り注いだ。分裂体を撃ち出す暇ひまはない。レインの口元が引き歪む。

「くっそ。ペムペム、【膨ちょ──」

「レイン君、待って！」

　膨ふくらみかけたペムペムを、アリカの声が押しとどめる。その理由を訊たずねる前に、強きよう烈れつな冷気がレインの頰を掠かすめた。

「ガゥアアアァァウッ！」

　口から強力な冷気を吐はき出すレオンが、その首を大きく頭上に向けて振ふるう。辺りの熱を一瞬にして奪うばう冷気は、降り注いだ黒い虫たちを瞬しゆん時じに凍こおり付かせた。おぞましい黒い雨が無害な黒いあられにその姿を変え、レインとアリカに降り注ぐ。

「邪じや魔まヲ、スルナ」

　耳障ざわりな声と共に、今度は男の胴どうから下が虫に変わった。その虫の数に、レインが舌を打つ。それは、まるで闇やみが広がるようだった。広こう範はん囲いの技を持つレオンがいれば大方は防げるだろうが、虫から発する並々ならぬ邪じや気きは直すぐさまレインを迎撃に駆り立てた。

「ペムペム。【体当たり】だ。そいつを弾け！」

「ぴぎ！」

　ペムペムが飛び退のき、充じゆう分ぶんなタメをもってその身をレインたちが腰こし掛かけていたベンチへと撃ち出す。強烈な体当たりを受けたベンチは、その上に乗っていたビニール袋ぶくろの中身をぶちまけながら、虫男へ向けて吹き飛んだ。これだけの虫の軍勢を操あやつるならば、本体となる虫が何ど処こかにいるはず。レインはその居場所を、形を保っている上半身へと定めたのだ。

　だが、レインの読みは、その正否を確かめる前に粉々に砕くだかれたベンチの悲鳴で搔き消された。木製のベンチが砕さい石せき機にでもぶち込まれたかのように引き裂さかれ、鉄材が歪いびつな欠片かけらとなって夕焼けを反射する。ベンチを粉ふん砕さいしたのは２メートルの大男、いや、大男とおぼしきモンスターが放った強力な爪つめの一いち撃げきだった。

　コートの袖から覗く巨きよ大だいな爪は、おおよそ人型のモンスターが持つ物からは逸いつ脱だつしていた。強力な爪を持つ狼おおかみ男ですらかすんで見えるほどの豪ごう爪そうは、大型のドラゴンに比ひ肩けんする。

　いったい、そのモンスターの正体は何なのだろうか？

　レインがその答えを知るまもなく、凶きよう爪そうをちらつかせたモンスターはコートの上からでも分かるほど筋肉を膨ぼう張ちようさせると、振りかぶったその腕を地面に叩き付けた。そのあまりの衝しよう撃げきに、大地があっさりと裂け割れる。技でも何でもない力業わざ。為なす術すべもなく、レインがアリカの手を引きながらその場から飛び退く。

「レイン君、ダメ！」

　アリカの悲鳴がレインの耳を打つ。飛び退く彼らの退路を待ち構えていたかのように、黒い虫が大きくドーム状に広がり、黄昏たそがれの夕日を遮さえぎった。間かん髪はつ入れず、無数の虫たちがレインたちへ向けて強襲を仕掛ける。レオンをもってしても、全てを凍らせるのは不可能だ。

「アリカ、レオン！　一カ所でいい、穴を開けてくれ！」

「え!?　あ！　うん！　レオン、【フリーズストライク】！」

「ガァウ！」

　レオンが吼ほえ、周囲の水分を凝ぎよう結けつさせた巨大な氷柱つららの矢を放つ。

「ペムペム。【膨張】！」

「ぴぎぃ！」

　虫のドームを穿うがつ氷の矢。その風穴から、レインたちを飲み込み膨張したペムペムが飛び出した。攻撃が空から振ぶりに終わる虫たちを尻しり目めに、レインが会心の笑みを浮かべる。

　その目の前で、レオンが放った氷の矢が爆はぜ割れた。

　夕日を受けて煌きらめく氷の欠片。その幻げん想そうを引き裂き、強力な爪がペムペムを捉とらえる。

「ぴぎぃいいいいいいい！」

「もがもが（ペムペム）！」

　耳を突つき刺すような悲鳴が、黄昏の花園に響き渡わたった。

　花壇へと落下しながら荒あら々あらしくレインたちを吐き出したペムペムが、深い傷にぐったりとしながら息を吐く。その姿にレインは凄すさまじい形ぎよう相そうで奥歯を嚙かみ締しめた。怒いかりはペムペムを痛めつけた敵ではなく、一瞬でも油断した自分へと向けられていた。

　レインはペムペムの回避能力を絶対的に信しん頼らいしていた。だが、それはペムペム単体での話だ。レインたちを飲み込んだ状態で敵の攻撃を回避するには足かせが多すぎる。

「危ない！」

「なっ！」

　風を切り裂き振り下ろされた凶きよう刃じんにアリカが悲鳴を上げ、レインの口元が引き攣つる。

「ぴぎぃ！」

　主あるじに向けられた狂きよう気きに、ペムペムが傷ついた身体にむち打ち飛び上がる。側面を弾かれた拳こぶしは、レインの制服をかすめ地面を抉えぐり取った。だが、攻撃は終わらない。地面を抉った腕が跳はね返り、唸うなりを上げた裏拳がレインを襲う。

　迫せまる危機に、レインがその掌てのひらに刻まれた紋もん章しように意識を走らせる。青白い輝かがやきと共に【契けい約やくの絆きずな】を発動。ペムペムの危機回避能力と柔じゆう軟なん性せいがレインに還かん元げんされる。

　同時にペムペムの受けた傷の痛みがレインを襲った。

「んがっ！　っつぅ！」

　焼けるような痛みに奥歯を嚙み締め堪こらえながら、レインが顔面を襲った裏拳を身を屈かがめて回避する。突とつ風ぷうを纏まといながら掬すくい上がる拳に、大おお柄がらなモンスターの身体が泳いだ。

「ペムペム、今だ！　【体当たり】」

「ぴぎいいいぃっ！」

【契約の絆】により闘とう志しを滾たぎらせたペムペムが、振り抜ぬいた腕に重心を浮かせたモンスターへと激げき突とつする。狙ねらいは振り抜いた腕の肘ひじだ。体当たりを受けたモンスターの拳がさらに加速し、その巨大な身体を引き連れる。

　その瞬間、かつてない悪お寒かんがレインを襲った。

「ぴぎゃ！」

　ペムペムの悲鳴が耳を叩たたき、凄まじい衝撃がレインの身体を吹き飛ばした。鉄板でも仕込んでいるのかと思うほどの硬かたい脛すねが、咄とつ嗟さに間に飛び込んだペムペムごとレインの身体を蹴けり飛ばしたのだ。花びらを巻き上げ花壇の上を転がるレインが、上下左右が分からなくなりながらも勘かんを頼たよりに腕をつき、なんとかその身体を跳ね上げる。

「ごっほ、がはっ。ペ、ペムペム。大だい丈じよう夫ぶか!?」

「ぴ、ぴぎ……」

　激しく咳せき込むレインの腕の中で、ペムペムが苦しげに答える。いくら単純な打だ撃げきに耐たい性せいのあるペムペムでも、傷を負った身体で受ければそのダメージは受け流しきれない。

　それでも、レインにペムペムの回復を待つ時間はなかった。

「グァアアアウ！」

　レオンの咆ほう哮こうと吹き荒あれる冷気。氷こおり漬づけになる虫を砕きながら、ペムペムを吹き飛ばしたモンスターの拳がアリカへと迫る。

「アリカァァァァアアアアアアアアアアァ！」

　レインの怒ど号ごうが、暗くら闇やみの迫った空に突き抜けた、その時。

「イーブル、【フライングダガー】！」

「グゥァウ！」

　狂気を切り裂く鋭するどい刃やいばが降り注ぎ、誰だれかがアリカの身体を攫さらっていった。

「アリカ君、大丈夫かい？」

「ドルフ先せん輩ぱい！」

　抱だきかかえられたアリカが、窮きゆう地ちを救った男子学生の名を呼ぶ。それは、昼間にカフェテリアで見た、食育師フードプランナー志望の二年生だった。

　ドルフに支えられながら、アリカが花壇の中央へと後退する。その後を、二匹ひきの狼が追いかけ、追撃を仕掛けようとした虫の大群に向けて低い唸り声を上げた。一匹はレオンだが、もう一匹は額に剣けんのような角を持つ鋼はがねの狼だった。おそらく、こちらはドルフのパートナーなのだろう。

　とにかく、相手が誰であろうと今のレインにとっては心強い援えん軍ぐんだった。ひとまず彼にアリカを任せ、前衛に立つレインが謎なぞの襲しゆう撃げき者と対たい峙じする。

　だが、目の前で獲え物ものを攫われたモンスターは、無数の刃でコートを切り裂かれその進しん撃げきを止めていた。降り注いだ銀光の一本が、モンスターの顔を覆っていた面を捉えていたのだ。ナイフほどの刃が刺さった面が縦に割れ、隠かくされた相そう貌ぼうが顕あらわになる。

　顕あらわになったモンスターの正体に、レインは場ば違ちがいにも笑みを浮かべて呟つぶやいた。

「へ、へはははは。極東の悪あく魔まがなんでこんなとこにいんだよ？」

　レインの背筋がざわめく。焼き上げられたばかりの煉れん瓦がのような赤しやく銅どう色の肌はだに、切り裂かれたコートから覗のぞく筋肉が剝むき出しになった太い腕。額から突き出した直刀のような角に、森しん羅ら万ばん象しよう一切を震ふるわせる血色の眼まなこ。

　怪かい力りき無む双そうに加え、様々な妖よう術じゆつを使う極東の上級悪魔。

《鬼おに》が、目の前に立っていた。

　予想以上の強敵に、レインが思わず身み震ぶるいする。前回のランキング戦で、レインは荒れ狂くるう悪魔ジャンブルウと一戦を交えていた。だが、目の前の鬼はジャンブルウとは本質的に何かが違ちがっていた。レインと鬼の双そう眸ぼうが一いつ瞬しゆん交差する。その一瞬でレインが感じたのは、果てしないほどの戦歴の差。一体、どれほどの修しゆ羅ら場ばを潜くぐればこんな眼になるのだろうか。

　肌でその強さを感じ取ったレインの踵かかとがジャリッと土を削けずり、手から汗あせが噴ふき出す。

　しかし、その後退は一瞬だった。

　湧わき上がる闘とう争そう心。こいつと戦いたいという馬ば鹿かげた欲よく望ぼうが、逃にげろという本能と対峙する。敵かなわないとしても、どこまで戦えるのか。それを確かめたい。

「ぴぃっぎ！」

　その戦いへの渇かつ望ぼうは、傷ついたペムペムにも伝でん播ぱした。圧あつ倒とう的に不利な状じよう況きようでありながら、ペムペムのつぶらな瞳ひとみに炎ほのおが宿る。

　だが、レインとペムペムの無む謀ぼうな挑ちよう戦せんは、

「……頃ころ合あイダ」
















　上半身だけを残した虫男の不ふ明めい瞭りような呟きに、幸運にも先送りとなった。

「な、おい。こら！」

　思わず呼び止めるレインの声を無視し、謎の襲撃者の姿が蜃しん気き楼ろうの如ごとく搔かき消える。まさに神しん出しゆつ鬼き没ぼつ。現れたときのように、一方的に攻こう撃げきを仕し掛かけてきた鬼と虫は、まるで今までの全てが白昼夢であったかの如く、その姿を暗ました。

　しかも、消えたのは襲撃者だけではなかった。砕けたベンチ、引き裂かれた大地、荒らされた花壇までもが、襲撃者が現れる前の状態に戻もどっていた。

　それはまるで、初夏の日にうたた寝ねをしたときに見た悪夢のように。

「──ふぅ……。とりあえず、もう襲おそっては来なさそうだな」

「ぴぎ」

　しばらく緊きん張ちようを維い持じしていたレインが、大きく息を吐はきながら【契約の絆】を解除する。身体からだを覆おおうとてつもない疲ひ労ろう感に大おお粒つぶの汗を流すレインは、幻まぼろしと消えた襲撃者が最後にその正体を見せつけた空間を睨にらみ付けた。

　一体、奴やつらは何者なのか。そして、なぜアリカを狙ったのか。

　疑問が脳のう裏りを過よぎったとき、レインはようやくアリカの安あん否ぴを気き遣づかう余よ裕ゆうを取り戻した。

「アリカ、大丈夫かっ!?」

　走りにくい花壇の土に足を取られながら、レインがアリカへと駆かけ寄よる。アリカはドルフと呼んだ先輩に支えられていたが、レインが駆け寄ると安あん堵どの息を吐いて頷うなずいた。

「私は大丈夫。それより、ペムちゃんは!?」

「ぴぎ……」

　アリカに撫なでられたペムペムが、辛つらそうに身体を潰つぶしながら身み動じろぎする。危険な状態ではないかと顔を青ざめさせるアリカに、レインは「安心しろよ」と強い笑みで微笑ほほえんだ

「大丈夫だよ。幸い、致ち命めい傷しようにはなっちゃいねぇし。食って寝れば回復する。それより、ありがとうな、先輩。アリカを助けてくれて」

　レインが、アリカの傍かたわらに立つドルフに頭を下げる。

「いやいや、そんな。たいしたことはしてないよ。すごい音がして駆けつけたらアリカ君の姿が見えて、後はもう無我夢中さ」

　ドルフは謙けん遜そんしながら顔の前で手を振ふるが、レインは目め聡ざとくその力量を感じ取っていた。

「そんなことないっスよ。その剣けん狼ろう、すっげぇー強そうじゃないですか」

　戦いの興奮を思い出したように、レインが目を輝かせながらドルフのパートナー、剣狼族のイーブルに目を向ける。ペムペムも傷が痛むのを我が慢まんして腕の中から覗き込んでいた。

　イーブルの体たい軀くはレオンよりもかなりがっちりしていた。特に、脚あしの筋肉の発達には目を見張るものがある。その上、僅わずかに差し込む夕暮れに照らされた毛並みは一級品だった。ただ鍛きたえるだけでは、ここまでの成長はしないだろう。

　興味深そうにイーブルを観察するレインに、ドルフは照れくさそうに頰ほおを搔いた。

「はは、そう言ってもらえると嬉うれしいな。こいつにはおいしい物を食べさせてるからね」

　ドルフの言葉に、レインがわざわざしゃがみながらイーブルの身体を観察する。美しい毛並みは、ドルフの食育の賜たまものらしい。鍛えられているのに泥どろ臭くささが感じられないのも、良質な栄養と最良のトレーニングのみで身体を維持しているからだろう。

　自分たちとはまた別の方法でモンスターを鍛えるドルフの力量に、レインが「ふむふむ」と何度も頷きながら、頭の中でペムペムの食生活面の見直しを考える。

　そんなレインに、ドルフは軽く咳せき払ばらいをすると。幾いく分ぶん緊きん張ちようした面持ちで訊たずねた。

「それより、さっきのモンスターたちは一体何なんだい？」

「それはこっちが聞きたいっすよ」

　ドルフの質問に、レインは立ち上がりながら答えた。

「いきなりアリカが襲われたから迎むかえ撃うっただけで、もうなにがなんだか」

「そうかい。それは災難だったね。一応、このことは僕が警備班に連れん絡らくしておくよ」

「ほんとっすか？　助かります！」

　苦笑を零こぼしながらレインが声を張る。正直、レインは報告の類たぐい、というよりは警備班のピリピリとした空気がどうにも苦手だった。色々と無茶することも多いので、顔を合わせると怒おこられそうで怖こわいのだ。

　レインが事の経けい緯いを一通りドルフに説明する。それが一区切りついたところで、アリカがハッとした様子で、慌あわててドルフに頭を下げた。

「あの、先輩。助けてくれて、どうもありがとうございました！」

「そんな。気にしなくていいよ」

「あの、でも。何かお礼が出来れば……」

　言葉尻じりを小さくするアリカに、ドルフが口に手を当てて思案する。アリカの顔見知りの先輩なら、彼女の責任感の強さもよく知っているのだろう。恩を受けたら、何とかして返したい。その健けな気げさが、アリカが好かれる理由だった。

　しばし考え込んだドルフは、ゆっくりとその双眸をレインへと傾かたむけた。その視線の意図を計れず、レインが不思議そうに首を傾かしげる。

　ドルフは再びその双眸をアリカに向けると、躊躇ためらいがちに訊ねた。

「アリカ君、ひとつ聞いていいかい？」

「はい？　なんでしょう？」

「君は、その……。そこの彼と、つつ、付き合っているのかい？」

「ふみゃっ!?」

　噓うそのような可愛らしい悲鳴が、もうすっかり日が落ちた花壇に響ひびき渡わたった。

「ちちちちっち、違います！　私とレイン君は、そんな関係じゃありません！」

　アリカの力強い否定に、レインが思わず肩かたを落とす。予想通りの反応ではあるが、人間、分かっていても傷つくものは傷つくのだ。一方、そんなアリカとレインを交こう互ごに見たドルフは、その柔にゆう和わな相貌を固い決意で固めながら、緊張で乾かわいた唇くちびるを開いた。

「それなら、アリカ君。明日あした、午前中。僕と。僕とデートしてくれないかい？」

「え、え？　えええええええええええええええええええええ!?」

　誠実な表情で手を差し出すドルフは、襲撃者以上にアリカを驚おどろかせたのだった。




　　　　＊




「それで君は何も言わなかったのかい？　噓だろう、レイン!?」

　この世の破は滅めつを目の前にしたような表情を浮うかべたガゼットが、夕方の一件を話したレインの耳元で思わず叫さけぶ。そのあまりの剣けん幕まくに、モンスター用の軟なん膏こうをペムペムの傷口に塗ぬっていたレインは、びくっと小さく飛び上がって振り返った。

「何も言わなかったのかって、俺に何言えって言うんだよ？」

「そこは、『俺の女に手を出すな』が決まり文句だろ！」

「んなこっぱずかしいこと言えるか！」

　バンと平手で机を叩たたくガゼットに、レインが対たい抗こうするように拳こぶしを握にぎって机を叩く。その声と衝しよう撃げきが傷に障さわったのか、胡座あぐらを搔いたレインの膝ひざの上に乗っていたペムペムが「ぴぅぎぃ……」と弱々しい抗こう議ぎの声を上げた。

「わ、悪い。ペムペム」

　慌てて謝りながら、レインが浮かせていた腰こしを落とす。普ふ段だんならば充じゆう分ぶんな栄養と睡すい眠みんを取れば大たい抵ていの傷を回復する単純構造のペムペムだが、夕方に負わされた傷はなかなか回復の兆きざしを見せていなかった。

　体力を回復するためか、抗議の声を上げたペムペムはすぐに目を閉じ、静かな寝ね息いきを立て始める。学園祭中はモンスターの宿舎に止まる校則が解除されるので、レインは今晩、ペムペムと寮りようの中で一いつ緒しよに寝ることにしていた。

　ちなみに、ガゼットの頭の上では、主あるじの髪かみを布団のようにたぐり寄せたピックが静かな寝息を立てている。先ほどの怒ど鳴なり声でも起きなかったあたり、今日のスイーツ巡めぐりは大満足だったのだろう。

　休息に入るお互たがいのモンスターを気遣い、レインとガゼットは共に声を殺しながら、先ほどの話を再開した。

「つーか、別に俺はアリカと付き合ってねーだろ。アリカにも力強く否定されたしな！」

「君は、アリカが素直に付き合うなんて言葉を言えると思うのかい？」

「ガゼット、お前はスライムトレーナーの俺が女子にモテると思うのか？」

「午前中はエルニアさんやジナさんともデートしてたんだろ。モテモテじゃないか？」

「あのな、連れ回されたのがトレーニングコーナーとダンス大会だぜ。デートなんて上等なもんじゃねぇーよ」

　眼鏡めがねの奥の双眸を細めて「本当にそれだけかい？」と訴うつたえるガゼットに、レインが厳しい眼差しで「そんだけだよ」と切り返す。

　そのレインの瞳に、それ以上問い詰つめる価値はないと判断したのだろう。ガゼットは溜ため息いき交じりに視線を切ると、レインの話した夕方の襲しゆう撃げきに話を切り替かえた。

「それにしても、物ぶつ騒そうな連中もいたもんだね。鬼おにか。僕も実物を見たことはないな」

「ああ、ありゃ化けもんだ」

　震ふるえる声でレインがぽつりと漏もらす。だが、その双眸は相手の強さを称たたえこそすれど、恐おそれてはいなかった。興奮した面おも持もちは、すぐにでも再戦を願うように燃えていた。小刻みに揺ゆれ動く手や足は、おそらく頭の中で戦せん闘とうをシミュレーションしているのだろう。もしくは、次なる戦いに備えて、ペムペムのトレーニング方法でも考えているのか。

「──たく。どっちが化けもんなんだか」

　敗北をむしろ楽しむかのようなレインに、ガゼットが呆あきれ笑いを浮かべて足を崩くずす。いや、レインにとってみれば、敗北も勝利も、闘とう争そうの全てが楽しいのだろう。普ふ通つうなら腐くさっても可お笑かしくない逆境の中でありながら、レインの瞳ひとみはやはり前だけを見ていた。しかも、膝に乗るペムペムまでもが戦いを思い出すかのように「ぴぎぴぎ」と熱の籠こもった寝ね言ごとを漏らしながら身体を震わせているのだから、本当に始末が悪い。

　恐ろしくも微笑ましい単たん細さい胞ぼうコンビに、ガゼットがその表情を崩して机の上で水面を揺らす紅茶を手に取り、静かに啜すする。安物の味にほっとしながら、ガゼットは「それにしても」と本当に何気ない口調でレインに問いかけた。

「ドルフ先せん輩ぱいが駆けつけてくれて良かったね」

「ん、ああ。全くだよ。でもよ、めちゃくちゃになった花か壇だんは元通りになったから、その点は助かったわ。まさに、奇き々き怪かい々かいってヤツだな」

「………………」

「え～、あ～。なんかごめん、ガゼット。ガゼット？」

「おかしいな……」

　慌てて取り繕つくろうレインに、ガゼットは怪け訝げんな表情を浮かべて呟つぶやいた。

「レイン。君たちが襲われた花壇があるところって、表通りに出たら近くにアイス屋があるところかい？　オレンジのシャーベットが看板商品の？」

「ん？　ああ、そうだぞ」

「んで、襲おそわれたのが夕方だろ」

「ああ。それがどうしたんだ？」

　聞き返すレインに、ガゼットは何か腑ふに落ちないのか、眼鏡を外しながら答えた。

「僕とピックも夕方そのアイス屋に寄ったけど、そんな物音は全然聞こえなかったよ」

「え……？　いや、だってすげぇー音してたはずだぜ。地割れまで起こしやがったし」

「でも、その地割れや戦いの後も綺き麗れいに復元されてたんだろ？」

「ああ。まぁ……」

「それに。そんな大きな音を聞いて先輩が助けてくれたのなら、他にも気づく生徒がいたんじゃないかな。なにより、警備班が駆かけつけないのは変だよ」

　正論を述べるガゼットに、レインが口を噤つぐむ。

　確かに、あれはまるで夢のような出来事だった。

「なんか引っかかるんだよね」

　難しそうに眉まゆ根ねを寄せたガゼットは拭ふいた眼鏡をかけ直すと、部屋にレイン以外誰だれもいないにも拘らず、声を潜ひそめて囁ささやいた。

「レイン。ひとつお願いがあるんだけど、いいかな」

「ん？」

　そして、続くガゼットの言葉に、レインの表情はこの上なく引き攣つった。







　　　第三章




　学園祭二日目。天気は快晴。ベギオムに向かう客脚あしも良好であり、初日を上回る賑にぎわいに人々の熱気が大通りを吹ふき抜ぬける。

　手を取り合うカップルもいれば、自分のモンスターと共に露ろ店てんを物ぶつ色しよくする幼い魔獣錬磨師モンスタートレーナーの姿もある。露店を切り盛りする学生たちも、二日目となればその手て際ぎわも鮮あざやかだ。人込みが苦手な小動物系のモンスターたちも今日はその愛あい嬌きようを訪れる客に振ふり撒まいている。

　耳を澄すませば談笑が絶え間なく響ひびき、道を歩けば色とりどりの飾かざりが目を楽しませる。

　そんな人たちの笑顔とすれ違ちがいながら、小走りに正門の先にあるからくり時計へ向かっていたアリカは、緊きん張ちようした面おも持もちで傍かたわらに付つき添そうレオンに声をかけた。

「うぅぅ、どうしよう。レオン。私、どうしたらいいのかな？」

「ぐ、ぐるぅ……」

　主あるじの質問に答えられず、レオンが申し訳なさそうに眉まゆ尻じりを下げながら喉のどを鳴らす。

　ドルフからデートの誘さそいを受けたアリカは、心底困こまり果てていた。先せん輩ぱいからの誘いをスマートに断れるような技量がアリカにあるはずもなく、かといってこのまま約束を破って助けてもらった恩を仇あだで返すような真ま似ねは絶対に出来ない。

　結局、アリカには待ち合わせの場所へ急ぐ以外の選せん択たく肢しが残されていなかった。このまま行けば、約束の十分前には到とう着ちやくする。待っている間に、少しでも落ち着けばいい。

　だが、そんなアリカの計画は、

「やあ、アリカ君。おはよう」

「ドルフ先輩!?」

　アリカよりも早く待ち合わせの場所で待っていたドルフの姿に、儚はかなくも崩くずれ去った。

「あ、あの。えっと。お待たせして、すみません！」

「そんな謝らなくていいよ。まだ、約束の時間になってないんだから」

「でも……」

「いいんだよ。その、待ちきれなくて早く来ちゃった僕が悪いんだからさ」

　照れくさそうに頰ほおを搔かくドルフに、アリカが顔を赤らめる。

　ただ、ドルフはドルフでよほど恥はずかしかったのだろう、すぐに「ご、ごめん。今のなし！」と顔の前で両手を振ると、誤ご魔ま化かすように軽く咳せき払ばらいをして微笑ほほえんだ。

「さ、さあ。行こうか、アリカ君。今日のデートは食べ歩きだよ。たまには、食べるだけっていうのも悪くないだろ」

　その前に放った言葉を打ち消すように、ドルフが口早に今日のデートプランを提案する。ただ、その動どう揺ようは彼のパートナーにしっかりと伝わっていた。まるで「しっかりしろ」と言わんばかりに、イーブルがその硬かたい鼻先をドルフのお尻しりに押しつける。

「こ、こら。イーブル。止やめろ！」

　ドルフが慌あわてて手を伸のばすが、イーブルは軽くその手を躱かわすと、再びその鼻先を主のお尻に押しつけた。少しでも角度が変われば額の角が刺ささりそうなだけに、アリカは気が気ではなかったが、周囲の人たちはその姿を見てクスクスと笑い声を漏もらしていた。

「……くふ、ん、あはははは」

　周りの笑い声に誘われ、アリカの唇くちびるから笑い声が零こぼれ出る。

「もう、酷ひどいよ。アリカ君」

「すみません。だって、先輩が面白いから」

　口を押さえて肩かたを震ふるわせるアリカにドルフは微び妙みような表情で眉根を寄せたが、すぐにその表情を和やわらげた。堪こらえきれない笑いを漏らすアリカは、それこそ無む邪じや気きな天使のようだ。これを見て不ふ機き嫌げんになれというのも無理な話だろう。

「ごほん。じゃあ、アリカ君の緊張がほどよくほぐれたということで。行こうか？」

「あ、はい。おねがいします」

　丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをしたアリカに、ドルフが苦笑しながら一軒目の店を指さす。

　そんな絵に描かいたようなカップルを監かん視しする、不ふ穏おんな影かげがあった。歩き始めた二人を追いかけ、不穏な影も移動する。ただ、大通りを真っ直ぐに歩く二人とは対照的に、その不穏な影は人目を気にするように、店の陰かげを伝ってこそこそと二人の後を追いかけていた。

　学生の制服にはアンバランスなキャップ帽ぼう。レンズの代わりにガラスがはめ込まれた眼鏡。あとはマスクでも付けていたなら確実に警備班の学生に声を掛かけられるであろう姿に変装したのは、他でもない、肩にペムペムを乗せたレインだった。

　店の陰に隠かくれながらアリカとドルフを観察するレインが、苦く悶もんの表情を浮うかべながら次の店の陰へと移動する。レインとて、好きでこんな格好をしているわけではない。

「くそぉ～、ガゼットのやつ。なんてことやらすんだよ」

　変装用にわざわざレンズを外した眼鏡をよこしたルームメイトを思い出し、レインが魔獣顔負けの獰どう猛もうな表情を浮かべながら低い声で唸うなる。他でもないガゼットの頼たのみでなければ、レインは間ま違ちがっても尾び行こうなんて性しように合わないことはしないだろう。

　しかも、それが普ふ段だんから仲の良い女友達のデートとなれば尚なお更さらだ。

『レイン。アリカのデートを監視していてくれないかい？』

　何を思ってガゼットがアリカの尾行を頼んだのか、レインにはよく分からなかった。というか、尾行なら自分でやってくれと言いたかったのだが、あいにく、ガゼットは午前中お化け屋や敷しきの当番を任されている。それならば親友のエルニアに頼めと言いたいが、こちらも午前中はお化け役が当たっていた。ちなみに、ジナは昨日のダンス大会予選を見事に勝ち抜き、本日の本戦に出場するため特別に休みをもらっている。必然的に、アリカを尾行できるのは、ペムペムが負傷してこんにゃく役を逃のがれたレインしかいなかった。

「はぁ、こういうの柄がらじゃないんだよな」

　罪悪感に胸を搔きむしりながら、深い溜息を零したレインが店の陰から視線を流す。歩き始めたときはまだ緊張していたのか俯うつむき気味のアリカだったが、一軒目のケバブ屋に立ち寄るや否や、料理についての話に花が咲さき、実に楽しげな表情を浮かべていた。

　可愛らしいアリカに清せい涼りよう感が漂ただようドルフ。主を挟はさむ青と鋼はがね色の狼おおかみ。理想のカップル像にレインが少しだけ羨うらやましそうに溜ため息いきを零こぼす。その肩では、大きな傷バンを貼はられたペムペムが、屋台で焼かれた烏い賊かの丸焼きに盛大なヨダレを垂らしていた。

「変なヤツもいなさそうだし。なぁ、もういいよな。ペムペム？」

「ぴぎ～……」

　視線を空に向けたペムペムが考え込む。その高度な頭脳は『アリカを追わない→レインに時間が出来る→出店のご飯が食べられる』という難解な公式を一いつ瞬しゆんにして導き出した。

「ぴぎぃいいいいいっ！」

「おおっ、びっくりした。どうした、ペムペム!?」

　今の声で気づかれたんじゃないかとヒヤヒヤしながら、レインが肩に乗るペムペムに視線を流す。ペムペムはまだ傷が完全に癒いえていないというのに、全快の時以上に肌はだを艶つやめかせながら「ぴぎぴぎぴ～ぎ♪」と、今にも小こ躍おどりを始めんばかりに歌い出した。

「お前は本当に単純だな」

　怪け我がを感じさせないペムペムに、レインが胸をなで下ろす。極東の悪あく魔まの一いち撃げきは治りが遅おそいようだが、この分だと心配なさそうだ。レインがチラリとアリカの方を確認する。あちらは、二軒目の店で《雪パンダ》の氷こおり菓が子しを注文している最中だった。

　傍はた目めに見ても、ドルフが何かを起こすようには思えない。ただ、理由はよく分からないが、ドルフに微笑みながら氷菓子を食べるアリカを見ていると、レインはどうにも落ち着かない気持ちになった。

　昨日はアリカが元気になればいいと思っていたが、仲の良い女友達がよく知らない先輩と祭りを楽しんでいるのは、たとえ本人が笑っていてもどこか面白くなかった。並んで歩いている男がガゼットだったら、きっとこんな気持ちにはならないのだろう。

　嫉しつ妬とという言葉が頭を掠かすめ、レインが慌てて首を振る。別に、レインはアリカの恋こい人びとでも何でもないのだ。余計な気き遣づかいは野や暮ぼ以外の何物でもない。

　──やっぱり、向いてないよな。

　肩を落としながらレインが頭を搔く。ガゼットには悪いが、やはり他人のデートを覗き見るのはどうにもいい気分がしなかった。

　小さな溜息と共に、レインがアリカたちから視線を切る。そして、口の中でアリカに頑がん張ばれよと呟つぶやいたレインは、その足を二人とは反対方向に向けようとして──

「ん？」

　二人の後を追う小さな影に気づき、唐とう突とつにその進路を変えた。

　トコトコと、小さな人影が人並みの間を器用に縫ぬい、アリカたちと付かず離はなれずの距きよ離りを取りながらその後を追う。看板の陰にも隠れたその少女に、レインは見覚えがあった。

　小さな悪戯いたずら心ごころがレインの心を突つき、忍しのび足に歩ほ幅はばを変えて小さな影との距離を詰つめる。

「よっ！」

「ひゃうっ!?」

　レインが勢いよく声を掛けると、小さな追つい跡せき者、ドルフの家族証を首に提げたフェティと呼ばれていた少女は、可愛らしい悲鳴を上げながら飛び跳はねた。

　よほど驚おどろいたのか、涙なみだ目めになって振り返ったフェティはキッとレインを睨ねめ付けると、小さな肩を震ふるわせて叫さけんだ。

「ぶ、無礼者！　貴様、私がフェル博士と知っての狼ろう藉ぜきか!?」

「え？　んな？　ええ!?」

　ぶるぶると小さく震えながら睨にらみ付けてくる少女に、レインが目を丸くする。萌もえ黄ぎ色の髪かみに瑠る璃り色の瞳ひとみ。小さな胸に抱だく子犬のようなモンスターに、今日は被かぶらずに背中で揺ゆれる愛らしい犬耳フード。少し気が強そうではあるが、目の前にいるのは間違いなくレインが昨日何度か顔を合わせた少女だった。

「え、え～っと。悪い。てっきり、昨日の子かと思って」

「ん？　そういうおんしは……。おお！　よく見れば昨日フェティを救ってくれた御ご仁じんではないか！　その間の抜けた顔と愛くるしいスライムは忘れるはずがない！」

　フェルと名乗った少女が、レインとペムペムを次々に指さしながら声を弾はずませる。その歯に衣きぬを着せない話し方はどことなくエルニアに似ていたが、フェルの方は大人っぽく振る舞おうと努力している様子で、エルニアよりもずっと可愛げがあった。

　自分の弟や妹たちにもおんなじような時期があったことを思い出し、レインが表情を和らげながらフェルに訊たずねる。

「えっと、じゃあ。フェル博士。さっきはごめんな」

「うむ、よい。私も淑しゆく女じよにあるまじき声を上げたことを詫わびておこう」

「そりゃどうも。それで、フェティはフェル博士の妹なのか？」

「うぬぬ。難しい質問をするな」

　レインの質問に、フェルが抱かかえたモンスターを抱きしめる。少しばかり力が強かったのか、胸に抱かれたモンスターが「キュウゥ～」と辛つらそうな声を上げた。

「おおっ。すまぬ、パラパ。と、そちらの質問に答えねばな。うぬ～、敢あえて言うならば、フェティの方が姉になるだろうな」

「双ふた子ごなのか？」

「うむぅ～ぅぅぅ。まぁ、そんなもんじゃ」

「そうか。それなら似てるわけだな」

　可愛い顔を曇くもらせるフェルに、レインはそれ以上のことは言げん及きゆうしなかった。話したくなさそうならば、無理に訊ねるのは可か哀わい想そうだ。

「邪じや魔まして悪かったな」

　レインが膝ひざを折りながら、フェルと同じ目線になってその頭を撫なでる。

　フェルは一いつ瞬しゆん驚おどろいた表情を見せながら顔を綻ほころばせたが、すぐに何か重大なことを思い出したのか、大きな声を張り上げた。

「なぁぁあああ！　しまったぁ！」

　レインの手を頭に乗せたまま、フェルがぐるりとその身体からだを翻ひるがえす。そしてその小さな頭を忙せわしなく動かすと、落らく胆たんしたように肩をガクッと落とした。

「ぬぬぬ、見失ったか」

　フェルが悔くやしげに唸る。アリカとドルフの姿は、完全に大通りから見えなくなっていた。

「ぬぅ～、おんしのせいだぞ」

「いやいや。人のせいにすんなよ。──ていうか、ダメだろ。人の後をつけたりしたら」

「おんしがそれを言えるのか。その格好。おんしも二人を追っていたとお見受けするが」

「うぐぅ」

　鋭するどい観察眼を見せるフェルに、レインが苦にがい顔をして身を引く。

　そんなレインに、フェルは勝ち誇ほこった笑みを浮かべると、その小さな手を差し出した。

「えっと、どうしろと？」

「二人を見失ったわびじゃ。今日は付き人がおらぬのでな。祭りを案内してもらおう」

「お前なぁ。家族のことを付き人なんて言ってると怒おこられるぞ」

　たしなめながら、レインはどこか楽しげに溜息をついた。生意気な年下を相手にしていると、どうにも実家のことを思い出す。

　レインは財布の中の残高を思い出しながら、その小さな手を引いた。

「あんまり高い物は期待すんなよ」

「よい。その代わり、私の話し相手になってもらうぞ」

「はいはい、よろこんで。フェル博士」

　苦笑を浮かべたレインは、そのまま飲食エリアにあるこぢんまりとした和食屋へと、小さな自じ称しよう博士の手を引いたのだった。




　　　　＊




　涼りようの情じよう緒ちよが溢あふれる甘かん味み処どころ『風ふう鈴りん』。極東の珍めずらしい和わ菓が子しやあんみつなどが人気を呼ぶその店の一席で、レインの頭はスライムの如ごとく溶よう解かい寸前になっていた。

「──であるからして。私は祖父の『闘とう争そうは流る転てんする』という理論を全て否定するわけではない。戦せん況きよう、環かん境きよう、相あい性しよう、心境に、数と質。様々な因子により、闘争は刻々と変化することは認めざるをえない。昇しよう華かという不確定要素が加わればその可能性はさらに強まるだろう。だが、しかしだ。この世にはあらゆる真理がある。必然がある。例えば、そこにおるスライムの現在の全個体数を数え切ることは困難だ。おそらく、無限に等しい数になろう。だが、その数は必ず有限であり、全固有数の明確な値あたいが存在する。これが真理だ。ならば、この世で一番強い魔獣という命題にも、明確な答えがあるはずだろう。仮にないならば、この手で作り上げるまで──て、こら。聞いているのか。スライムトレーナー！」

「ちゃんと聞いてるぞ。──理解は出来てないけどな」

　レインがカキ氷の冷えた器うつわを額に当てながら苦しげに答える。幼い声で延々と流される論述の数々。その内容は、ほとんど教授の講義だ。ペムペムは早めに聞くことを拒きよ絶ぜつし、注文してもらったくず餅もちを幸せそうに頰ほお張ばっている。ちなみに、その隣となりではフェルのモンスターがよく伸のびる蓬よもぎ餅と格かく闘とうしていた。

　羨ましそうに二匹ひきのモンスターを眺ながめるレインに、フェルはぷくぅっと小豆あずきのついた頰を膨ふくらませて、その小さな手でぱちんと机を叩たたいた。

「ぅく～～～っ！」

　強く叩き過ぎたのか、フェルが手を抱きしめて悶もん絶ぜつする。本当に世話が焼ける少女に、レインは苦笑を漏もらしながらおしぼりでその手を包んでやる、フェルは恥はずかしげに「ふんっ」と鼻を鳴らしながら、三杯ばい目のあんみつを頰張った。

「たく、嘆なげかわしい。おんしも男児ならば、最強の魔獣に憧あこがれるものではないのか？」

「はは、悪いな。俺はそんなもんに興味ないんだよ」

「ぬぬ。なんでじゃ？」

「ん？　そりゃ～。俺には、コイツがいるからな」

　レインがその双そう眸ぼうを優しく細めながら、くず餅を完食して幸せそうに身体を丸めるペムペムを撫でる。そして、レインはどこか好戦的な笑みを浮うかべると、その視線を未知との遭そう遇ぐうを果たしたかのような表情を浮かべるフェルへと戻もどした。

「それに。俺たちは魔獣錬磨師モンスタートレーナーだ。最強のモンスターは憧れるもんじゃなくて、自分で鍛きたえるもんなんだよ」

「そのスライムでか？」

「このスライムでだ！」

　子供相手にまっすぐな眼まな差ざしで答えるレインに、フェルはどこか呆あきれたように息を吐はくと、その首を小さく横に振ふった。

「はぁ、おんしといい、カルナといい。スライムトレーナーはみな、こんな単細ぼ──」

　がたんっ、と荒あら々あらしく倒たおれた椅い子すの音が、フェルの言葉を遮さえぎった。

　フェルの小さな肩かたを、レインの震える手が摑つかむ。

「カルナって、カルナ・マルナークスのことかっ!?　おまえ、あの人のことを知っているのか!?」

「お、落ち着け。スライムトレーナー。周りの者が見ているであろう。あと、痛いぞ！」
















「あ、わ、悪い……」

　フェルにたしなめられ、レインが慌あわてて椅子を起こし、その腰こしを落とす。だが、忙しなく揺れる肩は、落ち着いていないのが丸分かりだ。

　そんなレインを興味深そうに見みつめながら、フェルはその小さな唇くちびるを開いた。

「まぁ、あんみつのお礼じゃ」

「教えてくれるのか？」

「と言っても、大したことは教えられぬぞ。そもそも、私の祖父が『闘争は流転する』と説といたのは、奴やつの戦いを見てからなのじゃ。出先で盗とう賊ぞくに襲おそわれたたところを助けてもらったらしい。その時の奴の荒こう唐とう無む稽けいの戦いっぷり、しかも遥はるか格上のモンスターにも笑って戦いを挑いどんで勝利する姿に、祖父がいたく傾けい倒とうしてのぉ。それ以来、友人として何度か家に招かれたことがあったのじゃ。──まぁ、ここ数年は姿を見せておらんがの」

「そうか。じゃあ、フェルはカルナに遊んでもらっていたのか？」

「はぁ!?　なんでじゃっ!?　だれが、あんな奴とっ！」

　突とつ然ぜん怒いかりを顕あらわにするフェルに、レインが思わずたじろぐ。そんなレインを無視して、フェルは沸ふつ々ふつと沸わき上がる怒りのままに、その唇を歪ゆがめた。

「遊んでもらっていたじゃと？　ふざけるな！　私が一方的に遊ばれていたのじゃ。奴め、フェティには優しくするくせに、私にはそれはそれはおぞましいことをっ！　しかも、奴のせいでスライムの強さを見直しておった祖父は、学界の笑われ者になったのじゃ。奴は、奴は私の敵じゃ！」

　鼻息も荒あらく、フェルが何度も机を叩く。だが、集まる周囲の視線にハッと顔を赤らめたフェルは、誤ご魔ま化かすように大きく咳せきをすると、怒りの残ざん滓しが残る視線をレインに向けた。

「なんじゃ、おんしも奴に弄もてあそばれたくちか？　それとも、同じスライムトレーナーとして、奴に戦いを挑む気か？」

「あ～、それも悪くないけど。とりあえず、一言言ってやりたいかな」

「なんて言ってやるのじゃ？」

　さぞ大層な恨うらみ辛みを並べると予想したフェルが、楽しげにその双眸を細める。

　しかし、レインは恨みの欠片かけらもない晴れ晴れとした表情でスライムの紋もん章しようが刻まれた手を空高く掲かかげると、グッとその手を握にぎりしめて答えた。

「俺は、スライムトレーナーであることを楽しんでるって。そう言ってやりたいんだよ」

「はぁ……？　──はぁ。おんしも、奴も、ほとほと変わったやつじゃの」

「はは、嫌きらわれちまったかな」

「いや。カルナのことは大っ嫌いじゃが、おんしのその性格は嫌いではない。あんみつも奢おごってもらったからの」

「あ、やっぱりここ。俺持ちなんだな」

「当然じゃ」

　年相応の笑みを浮かべて、フェルがあんみつにその手を伸ばす。その様子をレインが微笑ほほえましそうに眺めていると、店の奥から現れた店員が不意に声をかけてきた。

「客が騒さわがしいと呼ばれて出て来てみれば、あなただったのですね」

　苦笑を零こぼしながら現れたのは、艶つややかな黒くろ髪かみに割かつ烹ぽう着ぎ姿が良く似合うドラゴントレーナーの女子生徒、生徒会長の側近を務めるサラ・カミサキだった。その肩に漆しつ黒こくの和竜ツクヨミを纏まとわせたサラに、レインが気まずい表情を浮かべながら慌てて頭を下げる。

「あ、サラ先せん輩ぱい！　すみません、騒いで」

「いえ、分かっていただければいいんですよ。まだ騒いでるようなら、速すみやかに御ご退たい席せきしていただくところでしたけどね」

　どこか凄味のある微笑を浮かべるサラに、レインの背筋に強力な攻こう撃げきを放たれた時のような悪お寒かんが走る。顔を強こわ張ばらせるレインに、サラは「冗じよう談だんですよ」と明らかに冗談ではない笑みを浮かべると、その視線をあんみつを頰張るフェルへと流した。

「あらあら。可愛い妹さんですね」

「いや、この子は俺の妹じゃなくて……」

「おや。では、デートですか？」

　年上の余よ裕ゆうのある笑みを浮かべて訊たずねるサラに、レインは「まさかぁ」と肩を揺ゆらして笑いながら、ふと昨日の一件を思い出した。

「そういえば、サラ先輩って警備班の仕事もしてましたよね。昨日の怪あやしい奴らのことについて、何か分かりましたか？」

「え？」

　レインの質問に、サラの表情から笑みが消えた。

「昨日のとは、何のことですか？」

「え？　ドルフ先輩が報告したはずですよね？　ほら、花か壇だんのところで、俺とアリカが黒いコートを着たやつらに襲われたって」

「私たちは、何も報告を受けてませんが」

「そんな……」

　サラの返答にレインが言葉を失くす。確かに、ドルフは自分が警備班に報告すると言っていた。──いや、むしろ。あれだけの力のあるモンスターが暴れたのだから、警備班が何かしら察知していないのはおかしい話だ。

　そして、レインはガゼットの言葉を思い出した。

『僕とピックも夕方そのアイス屋に寄ったけど、そんな物音は全然聞こえなかったよ』

　強敵と対たい峙じした時のような鋭い悪寒がレインの背筋を走る。その衝しよう動どうに突つき動かされるまま、レインは反射的に叫さけんでいた。

「ペムペム。【分ぶん裂れつ】。んで【分散】。アリカを探してくれ」

「ぴぎぎぃっ！」

　レインの指示に、ペムペムがすぐさま分裂体を生み出し、さらに細かく分散させる。単体では戦せん闘とう能力のほぼない十数体の分裂体が、一いつ斉せいに祭りで賑にぎわう学園中に飛び散った。

「サラ先輩。財布ここに置いときますんで、その子のことお願いします」

「あ、ちょっと。レイン君!?　詳くわしく話を！」

　財布を机に叩きつけてペムペムと共に走り去るレインに、サラが慌てて手を伸ばす。

「これは……。すぐにアリエル会長に報告をっ！」

　非常時の算段はすでに付けてある。サラがレインの消えて行った雑ざつ踏とうから視線を切り、店員の生徒たちに二、三指示を出して割烹着を脱ぬぎ捨すてる。

　だが、今まさに駆かけ出そうとしたところで、サラはレインの頼たのみを思い出し、その視線をレインたちが座っていた席に走らせた。

「お嬢じようさん。ごめんなさい。あなたはゆっくりしていって──て、あれ？」

　淀よどみなく動いていたサラの身体からだが、唐とう突とつにその勢いを止める。その黒眸が見つめる先には、空になったあんみつの器うつわとレインの財布だけが寂さびしく机の上に取り残されていた。
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　色いろ鮮あざやかな花が揺れる庭園。まさに昨日襲しゆう撃げきを受けたベンチに腰を下ろしながら、アリカはまじまじと花壇を眺めて呟つぶやいた。

「はぁ……。不思議だね、レオン。昨日の跡あと、全然ないよ」

　零こぼれた言葉に、伏ふせていたレオンが「ぐるぅ」と小さく唸うなりながら頷うなずく。鬼おにによって破は壊かいされた花壇やベンチは、何事もなかったかのように今日もその場所にあった。

　粉々に砕くだかれたはずのベンチを、アリカが不思議そうにその指先で撫なで、首を傾かしげる。

　だが、アリカが真実に辿たどり着つく前に、両手にアイスを持ったドルフが帰ってきた。

「やぁ、アリカ君。お待たせ」

「あ、ありがとうございます。ドルフ先輩」

　お礼を言いながら、アリカが差し出されたアイスを受け取る。ドルフが買って来てくれたのは、昨日レインが買ってくれたのと同じオレンジのシャーベットだった。口の中に広がるほどよい酸味は二度目でも飽あきることがなく、初夏の熱さを和やわらげてくれる。

　そんなアリカの隣となりに腰を下ろしたドルフは、アイスには口を付けようとせず、どこか期待を込めた口調で口を開いた。

「それで、アリカ君はもう転校のこと決めたのかい？」

「え、……あ。はい……」

　ドルフの質問にアリカがアイスを口から離はなし、ぎこちない笑みと共に答えた。

「私……。この学園に残ろうかな……と、思います。その……、確かに、食育師フードプランナーの勉強はもっとしたいけど、私、みんなと、友達と離れたくないんです」

　その口調は静かだったが、迷いのないアリカの願いだった。

　だが、そのアリカの願いは……

「本当に、それでいいのかい？」

　ドルフの口から紡つむがれた冷たく硬かたい声に、容易たやすく揺れ動いた。

「え？　ドルフ……先輩？」

　目を瞬しばたたかせながら、アリカがドルフの方へ顔を向ける。そこには、いつもの優しげな微笑みはなく、恐こわいくらいに真しん剣けんな眼差しがアリカを見つめていた。

「本当に、アリカ君はそれでいいのかい？　確かに、学生時代の友人は大切だと思うよ。でも、いつ切れるかも分からない友人との縁えんと、一生を決める自分の進路。それを、そんな簡単に天てん秤びんに掛かけていいのかな？」

「簡単にって……。私は、そんなつもりじゃっ！」

「アリカ君！」

　ドルフがアリカの反論を遮り、自らの手をアリカの手に重ねる。一いつ瞬しゆん、レオンが低い唸り声を上げたが、アリカはそんなレオンに小さく首を振った。

　ここは、レオンに助けてもらったらいけない。アリカが向かい合うべきところなのだ。

　顎あごを引くレオンに、言葉を止めていたドルフは再び熱い声でアリカに語りかけた。

「これは君の未来だ。彼らのことは考えなくていいんだよ。もし友人が大切だというなら、僕が君の友人になってあげる。なんなら、恋こい人びとにだってなってあげる。友達との思い出が大切だというなら、いくらでも僕が思い出を作ってあげる」

　ドルフの熱い言葉に、アリカが赤面しながら顔を伏せる。その視線の先には、ドルフに手を握られて落としてしまったオレンジのシャーベットが、地面にシミを作っていた。

　昨日、レインが買ってきてくれたオレンジのシャーベット。

　だが、今隣にいるのはレインではなかった。

「アリカ君、君が好きだ。中等部の頃ころ、君に会ったその日から」

　その熱い言葉の矢は、アリカの心臓を貫つらぬいた。

　加速する鼓こ動どうに、アリカがぎゅっと眼を瞑つぶり、空いた手で胸を押さえつける。嬉うれしさ、切なさ、後ろめたさに、いろんな感情のうねりがアリカの胸で渦うずを巻く。

　まっすぐに向けられた好意を突き放はなす術すべを、アリカは知らなかった。

　だが、まっすぐに向けられた好意であったからこそ、アリカは頷くことができなかった。まっすぐに胸に突き刺ささった好意であっても、アリカが育はぐくんできた想いは貫けなかった。

　頭を過よぎる、あのひたむきな姿。どんな逆境でも諦あきらめない、あの前向きな笑顔。母から逃にげ、イジメに泣き、どん底にいたアリカを励はげましてくれたのは、アリカ以上にどん底の中で、もがき、あがき、それでもなお立ち上がる、レインの果てしない強い意志。

　考えるよりも先に、心がアリカの身体を動かした。アリカの柔やわらかな髪かみが、静かに横に揺れる。震ふるえる唇くちびるから漏もれた言葉はやはり震えていたが、それでも強い想いを乗せていた。

「ごめん……なさい。でも、……わたし、ここに、残りたいです」

　出で逢あいが逆だったら、あのときアリカを救ってくれたのがドルフだったら、きっと別の言葉が漏れていただろう。でも、過去は変えられない。今のアリカの想いは変わらない。

　申し訳なくて、アリカがぎゅっと制服の裾すそを握りしめる。我が慢まんが出来なくなって涙なみだが零れる。それでも、それでもアリカは──

「お母さんのことは、いいのかい？」

　その冷たい言葉の刃やいばは、アリカの心臓を突き刺した。一瞬、アリカは本当に心臓が止まったのかと思った。冷水を浴びせられたかのように、アリカの全身から一気に熱が引く。

　俯うつむいていた顔を持ち上げると、ドルフが冷たい眼差しでアリカのことを睨にらんでいた。

「君は、お母さんの代わりに魔獣食育師になるんじゃなかったのかい？」

　ドルフが微笑む。それはアリカが見たことのない冷たい酷こく薄はくな笑み。

「君のお母さんは、君の為ために魔獣食育師を引退したんだろう？」

「どうして……そのこと──」

「君は、君が奪うばったお母さんの右手の贖しよく罪ざいのためにここに来たんじゃないのかい？」

　言葉の刃はアリカの心の鍵かぎを切り裂さき、暗い記き憶おくを解き放った。

　無色の衝しよう撃げき。飲み込まれる炎ほのお。アリカを庇かばい凍こおりついた腕うで。

　永遠に思える一瞬の光景がアリカの心を殴おう打だし、

「グゥァアアアウッ！」

「グォウッ！」

　氷の兜かぶとと鋼の角が生み出した衝撃が、アリカの身体をベンチから吹ふき飛ばした。

　悲鳴を上げるまもなく地面に転がったアリカを、素早く回り込んだレオンが身を挺ていして受け止める。全身に走る痛みに顔を顰しかめながらアリカが薄うす目めを開けると、頰ほおに細い血の筋を刻んだドルフが、鬱うつ陶とうしげにその血を拭ふき取っていた。

　情熱的だった双そう眸ぼうに揺らめくほの暗い翳かげ。

「はぁ、できればしっかりと僕に惚ほれて付いてきてほしかったんだけどね」

　口調だけがいつもと変わらず穏おだやかで、

「時間がないから、しょうがないかな。イーブル。【フライングダガー】」

　いつも優しく料理を教えていたその手は、無情な言葉と共にアリカへと突き出された。

　ドルフの指示に、鋼色の体毛を纏まとったイーブルが空高く跳ちよう躍やくする。跳躍の勢いで前方に大きく回転したその身体から、無数の刃がアリカとレオンに向けて降り注いだ。レオンが咄とつ嗟さにアリカの身体を自らの背に乗せ、その場から大きく飛び退のく。虚こ空くうを貫いた刃が次々に地面に突き刺さり、アリカが倒たおれていた場所が一瞬にして剣けん山ざんと化す。

　着地すると同時に、再びイーブルは跳躍した。晴はれ渡わたる空から降り注ぐ刃の雨。アリカを背負ってでは避さけられないと悟さとったレオンが、降り注ぐ刃を睨みつけて吠ほえる。

「ガァウ！」

　周囲を包み込む冷気。空気中の水分が凝ぎよう結けつし、分厚い氷の壁かべが非情な刃を受け止める。

「【グラディウス】」

　ドルフの声がアリカの耳を叩たたき、直後、額の角を肉厚の剣けんに変えたイーブルが氷の壁を切り裂いた。真っ二つに割れる氷の壁。魔獣錬磨師モンスタートレーナーの力を借りていないレオンの盾たてでは、魔獣錬磨師モンスタートレーナーとモンスターが一体となった攻こう撃げきには及およばない。

　砕け散る氷の中、剣けん角かくを元の大きさに収めたイーブルが肉にく薄はくする。

「レオン！」

　迫せまる危機に、アリカが咄嗟にその手を突き出す。だが、反はん撃げきはそこまでだった。アリカが迎げい撃げきを躊ちゆう躇ちよする。母を傷つけてしまったアリカは、攻撃することを酷ひどく恐れるようになっていた。ランキング戦でも、ガゼットの指示がなければ攻撃に移れないし、足止め程度に指示を下すことはあっても、積極的に攻撃することはほとんどできない。それが、レオンという優ゆう秀しゆうなパートナーを持ちながら学年ランキング下位に甘んじる理由だった。

　そして、今自分の身が危機に晒さらされている時でさえ、アリカの身体は攻撃を拒きよ絶ぜつした。

　苦く渋じゆうの表情を浮うかべたアリカが、僅わずかな意志を総動員して指示を飛ばす。

「【アイスフォール】」

「グゥアウ！」

　レオンの口こう腔こうから強力な冷気が迸ほとばしり、先ほどよりも遥はるかに厚い氷ひよう豪ごうが狂きよう気きの剣を遮さえぎる。

「あまいっ！　イーブル、【クレイモア】！」

「グゥゥウウ！」

　低い唸り声を上げたイーブルが、その額の角を身体の倍ほどもある体剣へと変形させる。大上段から降り降ろされた大剣は、レオンが作りだした氷豪を木こっ端ぱ微み塵じんに打うち砕いた。

　全く歯が立たずに呆ぼう然ぜんとするアリカに向けて、ドルフが角を通常状態に戻もどしたイーブルに「行け」と小さく指を弾はじく。突とつ進しんの勢いを乗せ突き出される鋼鉄の角。

「グォオアオアオアウッ！」

　レオンが吼ほえ、鋼鉄の矛ほこを氷の兜が受け止める。ピキッと氷の兜が悲鳴を上げた。三みつ又またの兜の一いつ端たんが砕かれ、その身体が弾き飛ばされる。花弁を巻き上げながら転がったレオンはすぐに体勢を整えたが、そこへ無数の斬撃が襲おそいかかった。朱あかい飛ひ沫まつが迸ほとばしり、鮮せん血けつが美しい花々を赤黒く汚よごしてゆく。噴き出した大量の血に、レオンの膝ひざがガクッと折れる。

「レオ──」

「おっと、そこまで。動いてはダメだよ、アリカ君」

　飛び出そうとしたアリカを、ドルフの冷れい徹てつな微笑が縫ぬい止める。イーブルの鋭するどい剣角の切っ先は、細い息を吐はくレオンの首元にピタリと静止していた。

　そして、ドルフは歩き出した、アリカへ向けて、わざとらしくゆっくりと。一歩一歩、アリカの心を挫くじくように。

「さてと。すこし、躾しつけが必要かな。扱あつかいにくい食材は、下準備が大切だからね」

「……ぃ……ぃや」

　喉のどを締しめ付けるような悲鳴にも動じず、猟りよう奇き的な笑みを浮かべたドルフがアリカの頰に手を伸のばし、親指でその唇をなぞる。

　激しい嫌けん悪おがアリカを包み、反射的に手が跳はね上がるが……

「いいのかい。大切なパートナーがどうなっても？」

「──っ──！」

　躊ちゆう躇ちよないドルフの言葉に、アリカの唇が歪ゆがむ。そんなアリカに見せつけるように、イーブルは僅かにその剣角をレオンに突つき刺した。鋭い切っ先がレオンの肌はだを切り裂き、新しい血液がその青い体毛を滑すべる。

「や、止やめてください！」

「うん。アリカ君が僕に身を委ゆだねてくれたらね」

　その言葉に容よう赦しやはなく、アリカは屈くつ服ぷくするしかなかった。

「いい子だ」

　ぬるっとしたドルフの声がアリカの鼓こ膜まくを撫なでた。思わず震えるアリカに、ドルフはさらに表情を歪めながら、ゆっくりとその指先を動かした。

　アリカの唇から、顎へ、首筋へ、そしてその大きな胸へ──

「テメェエエエェェエエ！　何やってんだああぁぁぁぁああっ！」

「ぴっ、ぎいいいいいいいいいいいいいっ！」

　天を突き破やぶるような怒ど号ごうと共に、青い砲ほう弾だんと怒いかりの拳こぶしが鋼鉄の狼おおかみと猟奇的な魔獣食育師に突き刺さった。
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「アリカ、レオン。大だい丈じよう夫ぶか!?」

「レイン君!!」

　助け起こしたアリカが、涙を湛こらえた顔でレインの腕にしがみつく。その傍かたわらに駆かけ寄よる、綺き麗れいな毛並みを鮮血で濡ぬらしたレオン。

　いろんな質問を考えていたレインだったが、答えはそれだけで十分だった。

「先せん輩ぱい。アンタだな。昨日、アリカを襲ったのは」

　疑問ではなく確信に満ちた瞳ひとみで、ペムペムを肩かたに乗せたレインがドルフを睨みつける。

　レインに殴なぐり飛ばされたドルフは、イーブルを足あし下もとに下がらせながら酷く困こん惑わくした眼でその視線を受け止めた。
















「なぜ、ここに君がいるんだ？」

「ああん？　んなもん、ペムペムがここに入っていくお前を見たから走ってきたんだよ」

「そうじゃない！　僕が言っているのは、何で君がこの場に入れたかということだ!!　契けい約やくが違ちがうじゃないか!?」

　何やら訳の分からないことを口走るドルフに、レインが怪け訝げんな眼まな差ざしを浮かべる。

　その時、小さな足音がレインの背中から歩み寄り、ドルフの疑問に答えた。

「私が招き入れたのじゃ」

　その声にレインが驚おどろいて振ふり返ると、フェルが楽しげに微笑みながら立っていた。

「お前、付いて来たのか？」

「うぬ。何やら面白そうな気配がしての」

「──いいのか。悪いけど、俺今からお前の兄ちゃんをとっちめるつもりだそ」

「あれを兄と思ったことはない。存分にやればよかろう」

　フェルが一いつ瞬しゆんドルフに視線を流しながら、鷹おう揚ように頷うなずく。酷い言い方だが、少なからずレインの胸が軽くなった。申し訳ないが、今のレインに手加減する余よ裕ゆうはないし、するつもりもない。レインが烈れつ火かの如ごとき怒りを込めた双眸でドルフを睨みつける。

　だが、レインの怒りを受け止めたドルフの双眸は、レイン以上の憤ふん怒ぬに染まっていた。

「なぜ、君は僕の邪じや魔まばかりするんだ！」

「ざっけんな！　ダチが泣かされてんだぞ！　邪魔するに決まってんだろ!!」

「ハッ！　友達だと。ふざけるな！　僕の代わりにアリカ君の隣となりに滑り込んだ男が、何を思い上がっているんだ!?」

「ああ？　何言ってんだ？」

　思わず聞き返してしまったレインに、ドルフはその柔にゆう和わな相そう貌ぼうを歪めると、苛いら立だちを込めた嘲ちよう笑しようでレインを睨みつけた。

「君は、まさかスライムトレーナーごときにアリカ君が好意を寄せたことを、偶ぐう然ぜんだと思ってるんじゃないだろうな。それは大きな勘かん違ちがいだよ。苛いじめられて塞ふさぎこんでいたアリカ君を勇気付ける役は、僕が演じるはずだった。その方がドラマチックだからね。料理と一いつ緒しよさ。下準備に手をかければ、出来上がるものは上質になる。だから、だから僕は──」

　その時、レインはアリカの耳を塞ぐべきだった。

「だから僕は、後こう輩はいにアリカ君を苛めさせたんだ！」

　目め眩まいでもするようにアリカの身体からだが大きく崩くずれ、レインの腕に掛かかる重みが増した。

「うそ……。噓うそですよね、ドルフ先輩！」

　真実を聞かされたアリカの眼から、救いを求めるように大おお粒つぶの涙なみだが零こぼれ落ちる。

　そんなアリカを無視して、ドルフはさらに言葉を紡つむいだ。

「はぁ……。君といい、アリカ君の幼おさな馴な染じみといい。どこまで僕の邪魔をする気だい？　僕が一番嫌きらいなのはね、せっかく作り上げた料理に他人が手を加えることなんだよ。それはもう、僕の求めたモノじゃない。僕の料理じゃない。それでも、何とか我が慢まんして修正しようとしたんだけど、もう限界だ。もう、一度ゼロに戻すよ。アリカ君は、言うなれば最高の素材なんだ。アリカ君の心も、未来も、僕が全て決めていく！」

　ドルフが酔よったように顔を紅潮させながら、その両りよう腕うでを大きく広げて訴うつたえる。

　その独白を静かに聞いていたレインの口から漏もれた言葉は、

「言いたいことは、それだけか？」

　天を割るような怒りに満ちていた。

　恫どう喝かつよりも迫はく力りよくのあるその声こわ色いろに、ドルフが思わず口を噤つぐむ。

　そんなドルフを見み据すえ、レインが震ふるえる拳を握にぎりしめる。それ以上の言葉は喉の奥で熱を持って出てこなかった。背中が熱い、吐き出す息が熱い、頭の奥が燃えるように熱い。その怒りを上う手まく発散する術すべをレインは知らなかった。罵ば詈り雑ぞう言ごんを叩きつけるような生き方を、レインはしてこなかった。だから、燃え立つような怒りは熱となり、焼けるように熱い双そう眸ぼうから涙となって溢あふれ出た。涙の後を追うように、次々と言葉が頭に浮かぶ。だが、どれもこれもが先立つ怒りに追いつけず、喉の奥で押し留とどまる。

　レインは袖そでで涙を拭ぬぐうと、大きく息を吸った。

　そして、その吸った息を全て吐き出すつもりで、力の限り叫さけんだ。

「アリカの未来を、テメェが決めるなっ！」

　怒りが再び突とつ風ぷうを呼び、花か壇だんの花を大きく揺ゆらす。

　だが、ドルフも黙だまってはいなかった。

「──ふ。そうだな。まずは、君の存在をゼロに戻そうか。負けて、這はいつくばって、泣なき喚わめき、命いのち乞ごいをする君を見ればアリカ君も全て忘れるだろうしね」

　冷徹な眼差しで、ドルフがレインを睨にらみ返す。

　鋼の狼を従えた魔獣食育師フードプランナー。

　最弱のスライムを従えた魔獣錬磨師モンスタートレーナー。

　その二人の掌てのひらと互たがいのモンスターに刻まれた狼とスライムの紋もん章しようが【契約の絆きずな】の発動を受けて烈火のごとく輝かがやいた。

「イーブル、【レイピア】」

「グァウ！」

「ペムペム、【体当たり】」

「ぴぎぃ！」

　剣角を刺し突とつに特化させ突進するイーブルを、その身を青い砲弾に変えたペムペムが迎むかえ撃うつ。空気を突き穿うがつ一いち撃げきをペムペムは空中で身を捻よじりギリギリで躱かわし、イーブルの鼻はな頭がしらにその身を叩たたきこんだ。相手の勢いを乗せたカウンターを決めたペムペムが、その身体を弾き出し、地面に着地するや否や再びその身を撓たわませる。

「っ！　跳とべ、ペムペム！」

　イーブルへ追つい撃げきを仕し掛かけようとしたペムペムに、レインの鋭い声が飛ぶ。ペムペムは追撃を仕掛けず、イーブルとは逆方向にその身を打ちだした。ペムペムの残像が、横よこ殴なぐりに繰くり出された斬撃に引き裂さかれる。カウンターの一撃を受けてもダメージ一つ見せず、イーブルは三日月型の曲刀を薙なぎ払はらっていた。舞まい上がる花弁。その一端を切り裂き、飛び退のくペムペムにイーブルが追いすがる。その追撃は速い。逆袈け裟さ切りに振り上げられた斬撃は地面を抉えぐりつつ、数本の花の首を斬きり飛ばしペムペムへと白はく刃じんを煌きらめかせる。銀の煌めきが花壇を躍おどり、脆ぜい弱じやくな青いスライムを切り裂かんと勢いを増した。

「ぴ、ぴっ。ぴぎぎっ！」

　加速する斬撃が肌を掠かすり、ペムペムが悲鳴を上げつつ大きく跳ちよう躍やくする。だが、ペムペムの逃にげ足の速さに、狼の健けん脚きやくは引けを取らなかった。

　それは異常な速さだった。

　飛び退いたペムペムにイーブルが一いつ足そく跳とびで追いつき、肉厚の鈍どん刀とうに変化させた角を振り降ろす。紙一重で回かい避ひしたペムペムをその風圧で翻ほん弄ろうした鈍刀は、そのまま花壇を深々と抉ると、間を置かずに振り上げられた。土がめくれ上がり、花が飛び散り、鈍にぶい切っ先がペムペムに迫せまる。死角からの一撃をペムペムは持ち前の危機察知能力で回避したが、土を力づくでめくり返したイーブルの強きよう靭じんな首に、レインともども目を見張った。

　ペムペムを一いつ旦たん下がらせながら、レインが怪訝に目を細める。トレーニングマニアのレインは、対たい峙じすれば敵のモンスターがどれだけ鍛たん錬れんを積んでいるかおおよそ察しが付く。だが見る限り、イーブルはそれほど激しい鍛錬を積んでいるようには見えなかった。

　トレーニング量とイーブルの実力の大きな開き。その異質さを肌で感じるレインを、ドルフは嘲ちよう弄ろうするかのように笑いながらその口を開いた。

「今どき、泥どろ臭くさいトレーニングなんて流は行やらないんだよ。良い物を食べさせ、最低限のトレーニングでモンスターの力を最大限に引き出す魔獣食育師の力を教えてあげよう！」

　ドルフが鋼色に輝く掌をレインに突きつける。その声に応こたえるように、最高の栄養により効率的に力を付けたイーブルは低く喉のどを鳴らす。

「へ～、なるほど。そういう育て方もあるんだな」

　レインは依い然ぜんとしてその双眸に怒りを湛えながらも、理解を示すように小さく顎あごを引いた。どうやら、トレーニング量と釣つり合わない成果は、ドルフの魔獣食育師の腕うでによるものらしい。ついでに、レインは一つ嬉うれしいことを発見した。あまり戦せん闘とうに参加することのないレオンが優ゆう秀しゆうなのは、アリカの魔獣食育師としての腕が良い証明でもあった。

　見習うべき点をアリカに見つけ、レインの口が小さく弧こを描えがく。

　また一つ、アリカをドルフに渡わたさない理由が出来た。

「やっぱり、負けられねぇな。ペムペム」

「ぴぎぃ！」

　怒ど気きを押し退け湧わき上がるレインの覇は気きに、【契約の絆】に紋章を輝かせるペムペムがどこか安心したよう頷く。先ほどまでのレインは怒りが先行し、その荒あら々あらしい怒気はペムペムのリズムを狂くるわせていた。反はん撃げきに移れず防戦一方になったのもそのためだ。

　レインの口元に笑みが浮うかぶ。本領発揮はこれからだ。

「ペムペム、【分ぶん裂れつ】！」

「「「ぴっ、ぴっぎい！」」」

　居い心地ごこちよさげに身体を揺らしたペムペムが二体の分裂体を生み出し、

「雑ざ魚こが何体増えても無む駄だだ。イーブル、【フランベルジェ】」

　イーブルが剣角を炎ほのおのような揺らめきを持った剣に変形させる。

　歪いびつな傷きず跡あとを残す怪我は治ち癒ゆが遅おそくなる。ドルフがその端たん整せいな顔を嗜し虐ぎやく的に歪ゆがめてレインを睨んだ。どうやら、自分の力を誇こ示じした上でレインをとにかく痛めつけるつもりらしい。

　その歪んだ笑みを、レインは不敵な笑みで受け止めた。

「雑魚、か。いいぜ。じゃあ見せてやる。泥臭いトレーニングを積んだ雑魚と、バトルの中で活いきる魔獣錬磨師モンスタートレーナーの戦い方をよ」

　レインがその視線を戦いの中で静かに花が揺れる花壇へ落とす。それを油断とみたドルフは、鋼色に輝くその手を力の限り振り払った。

「イーブル。そいつらを切り刻め！」

「ガアアアアアウ！」

　大気を震わせる咆ほう哮こうを上げ、イーブルが花弁を巻き上げながらレインとペムペムへ向けて突とつ進しんする。その歪んだ刃やいばは、ペムペムだけでなくレインもその間合いに入れていた。

「ペムペム。行けっ！」

「「ぴぎぎ！」」

　レインの指示に本体と分裂体の一体がその身体を撓ませて、足場の悪さをものともせず突進してくるイーブルを迎え撃つ。二体は弾はじかれたように左右に分かれると、先に分裂体の方が攻こう撃げきを仕掛けた。足下から特とつ攻こうを仕掛ける分裂体を、イーブルが首を大きく撓しならせて打うち払う。歪んだ刃に撫なで切られた分裂体が弾はじけて、その刃を自らのゼリー体で覆おおい尽つくした。身を挺ていして刃を封ふうじた分裂体の後を追い、ペムペムが渾こん身しんのタメを解放。イーブルへ向けて自らの身体を弾き出す。横っ面つらを打ち据すえられイーブルが僅わずかにその顔を顰しかめる。だが、その突進の勢いは衰おとろえなかった。イーブルが再び首を大きく撓らせ、ペムペムを振ふり払う。そして、イーブルはその鋼鉄の意志を宿した瞳ひとみに立ち尽くすレインを映した。刃に張り付いたゼリー体を振り払いながら、イーブルが無防備なレインへ突進する。

　その身体が、右前まえ脚あしが、突とつ然ぜん滑すべるようにグラついた。花壇の花を隠かくれ蓑みのに身を潜ひそめていた分裂体がその身を捻り、自らを踏ふみつけたイーブルの足を横に弾く。数週間前にペムペムが身に付けた敵の攻撃を弾く技の応用だ。

　イーブルの身体がレインの目前で倒たおれ、ドルフがその顔に驚きよう愕がくを浮かべる。倒れたイーブルの背後から、その青い身体を泥どろまみれにした分裂体が飛び出し、本体のペムペム共々剣けん狼ろうの横腹に強きよう烈れつな体当たりを叩き込んだ。イーブルの喉から、呻うめきが漏もれる。だが、イーブルは横腹を襲おそう衝しよう撃げきを利用しその身体を跳はね起こすと、空中で身体の泳ぐペムペムを、怒いかりの双眸で睨みつけた。歪んだ刀身が大気を引き裂き、ペムペムへと白刃を躍おどらせる。間かん一いつ髪ぱつ、迫る白刃よりも早く着地したペムペムは、自らを弾く時間を惜おしむかのようにその身を捻ひねって勢いの方向を変え、花弁を巻き上げつつ花壇の上を転がった。

「くぉの！　ちょこまかと！　イーブル【フライングダガー】」

　苛いら立だちに満ちたドルフが腕を振り上げ、イーブルが大きく跳躍し短刀と化した体毛を転がるペムペムに向けて振り払う。無機質な刃が花弁を刈かり取り、本体のペムペムへと迫る。第一陣じんは逃げのびたペムペムだが、第二陣はペムペムを包み込むように降り注いだ。

　巻き上がった花弁が、ペムペム本体へ向けて自らを弾いた分裂体の軌き跡せきで渦うずを巻く。

　身代わりとなった分裂体がダガーに引き裂かれ、体当たりで弾き飛ばされて包ほう囲い網もうを突とつ破ぱした本体がその勢いのままに飛び上がる。落ちてくるイーブルの腰こしへ強烈な体当たりを炸さく裂れつさせたペムペムは、再びレインの肩かたへと舞い戻もどった。

　ペムペムの体当たりを受けたイーブルが、悔くやしげな表情でドルフの側へ跳び退く。

「どうだ、雑魚も少しはやるだろ？　アリカに謝るなら今のうちだぞ」

　レインが闘とう志しを双眸に滾たぎらせながらドルフを睨みつける。

　だが、レインはまだ知らなかった。

　モンスターの発育に深く関わり、様々な食材を操る魔獣食育師の深しん淵えんを。

「どうやら、ただの雑魚じゃなさそうだな」

　侮ぶ蔑べつの表情を引き締しめたドルフが腰のポーチを開き、なにやら紫むらさき色いろの玉を取り出す。ドルフは小さく鼻を鳴らすと、手に乗せた玉をイーブルの前に落とした。

　鋼の狼おおかみはその顎を開き、音を立てて嚙かみ砕くだく。

　その刹せつ那な、レインの背筋に強烈な悪寒が走った。

「ペムペム。【体当たり】！」

「ぴぎいいいいっ！」

　レインと同じく危険を察知したペムペムが、その身体からだをイーブルへ向けて弾く。そして、青い砲ほう弾だんが鋼の狼を捉とらえようとした、次の瞬しゆん間かん。

「【ブレイブフォース】！」

　勝ち誇ほこった声と共に、鋼鉄の尾おがペムペムの身体を打ち払った。為なす術すべもなく花壇をバウンドするペムペムを、駆かけ出したレインがその身をもって受け止める。小さく悲鳴を上げるペムペムの身体は、まるでおろし金に削けずられたように痛々しい傷が刻まれていた。

「グォオアアアアアァァァォォォオオオオオオオゥ！」

　鼓こ膜まくを震わせる咆ほう哮こうに、レインが息を吞のむ。膨ぼう張ちようする筋肉、大きくせり出した剣角。身体に纏まとっていた鋼の体毛は鋭するどいとげを無数に携たずさえた堅けん牢ろうな鎧よろいへと姿を変え、レオンと同じほどだった体たい軀くが、大型の猛もう獣じゆうにも引けを取らない巨きよ軀くへと成長する。

　異様な変へん貌ぼうを遂とげるイーブルに、傷ついたレオンを抱だき寄よせていたアリカが叫さけんだ。

「まさか？　狂きよう狼ろう丸がん？」

「アリカ？　なんなんだ、その狂狼丸って？」

「狂狼丸は狼族専用の強化薬なの。でも、普ふ通つうはこれを食べると身体の方が付いていかないから、使用が禁止されてるはずなのに……」

「アリカ君。それは耐たい性せいの無い狼族が服用した場合だよ」

　口を押さえるアリカに、ドルフは柔にゆう和わな先せん輩ぱいの表情を浮かべて声軽く応えた。

「僕のイーブルをそこらの狼族と一いつ緒しよにしないでくれ。イーブルには狂狼丸に耐たえられるように、特別に調理した食事を与あたえている。その成果は、彼らに体感してもらおうか」

　微笑ほほえみの仮面を脱ぬぎ捨すてたドルフの宣告と共に、狂きよう気きに双そう眸ぼうを揺ゆらしたイーブルがその巨軀をレインに向けて走らせた。先ほどまでとは比べ物にならない強烈なプレッシャーにレインの顔が引き攣つる。咄とつ嗟さにレオンが傷ついた身体にむち打ち氷の壁かべを作りだしたが、そんなものは突つき上げられた剣角によりあっさりと打ち砕かれた。砕けた氷を引き裂き、強靭な爪つめがレインに向けて振り降ろされる。レインは喉の奥で小さく呻きながら、咄嗟に身を屈かがめた。髪かみの毛けが数本刈り取られる間に、レインが右前方へその身体を投げ出す。無ぶ様ざまに転がるレインが今までいたところを、剣角が刺さし貫つらぬいた。

　腕の中のペムペムの様子を確認しながら、身体を跳ね起こしたレインが舌を打つ。ぐったりとするペムペムが受けた傷は浅くない。

　それはペムペムの傷が伝でん播ぱしたレインも同じだった。制服の下に隠れるレインの横腹もまた、ペムペムと同じ傷を刻んでいた。動くたびに痛む傷口に脂あぶら汗あせを流しながら、ペムペムから還かん元げんされる逃げ足と危機察知能力を頼たよりにレインがイーブルと対峙する。

　巨きよ大だいな狼が首を撓らせ、倍ほどに伸のびた剣角を振り下ろす。

「レイン君！　だめぇぇえええっ、逃げてぇぇぇえ！」

　アリカの悲鳴に、ドルフの相そう貌ぼうが獰どう猛もうな笑みを作る。

「上等だよ！　来いやあぁぁあ！」

　ドルフの嘲ちよう笑しように、レインが闘志を顕あらわにより一層【契けい約やくの絆きずな】を輝かがやかせた、その時。

「はいはい。すみませんが、時間切れです。ドルフ君」

　老成した声が辺りに響ひびき、レインに向けて振るわれていた剣角がピタリと空中でその勢いを止めた。レインが思わず目を見張る。見上げるほどの筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした背。昨日レインを襲った極東の悪あく魔ま、鬼おにがイーブルの剣角を握にぎり締めていた。

　昨日の敵に窮きゆう地ちを救われたレインが、咄嗟に視線を声のした方へ流す。

　そこでは、ドルフが突とつ然ぜん勝負に割って入った初老の男、ジナのダンス大会の時にレインの隣となりに居合わせた老紳しん士しを怒ど鳴なりつけていた。

「グレイスさん。何で止めるんだ！」

「時間切れと言ったはずですよ。君との契約のためにすこし派手に動き過ぎました。──君も、今後の学園のことを考えたらリスクは減らしたいでしょ」

「くっ。じゃあ、奴やつはどうするんだ！　このまま見み逃のがすのか？」

「いえいえ、彼にも同行していただきます。どうも、フェル博士がいろいろ自じ慢まん話ばなしをしてしまったようなので」

　グレイスと呼ばれた老紳士が、困ったような表情をフェルに流す。フェルは素知らぬ顔で肩を竦すくめると、どこか興ざめといった様子で腕の中のパートナーの頭を撫でた。

「急ぐなら早くした方がよいぞ。そろそろ、神が探たん索さくに乗り出したようじゃ」

「というわけで、学園祭中にすみませんがあなたたちにも御ご一いつ緒しよ願います」

　話がついたとばかりにグレイスがにこやかな笑みを浮かべて、レインたちへ目を向ける。

「おい。何勝手に決めてん──」

「【睡すい魔まの爪】」

　傍かたわらで響く、面めん倒どう臭くさげな女性の声。突とつ如じよ響ひびいた声に驚おどろくレインへ向けて、片手でイーブルを押さえつけていた鬼が身を翻ひるがえし、その爪を振り下ろす。

　避よけるまもなく、鬼の鋭い爪が肩を掠かすめ、

「──なっ……ふぇぁ……」

　レインの意識は驚くほどあっさり飛んだ。




　　　　＊




　学園祭一日目から、お化け衣装の異常なクオリティの高さで話題になった『ＧＨＯＳＴゴースト　ＬＡＢＹＲＩＮＴＨラビリンス』。その待機室で、吸きゆう血けつ鬼きの格かつ好こうに身を包んだガゼットは、女子の待機室からわざわざやってきたエルニアとジナを前に押し殺した声で呟つぶやいた。

「アリカは、まだ更こう衣い室に来てないのかい？」

「ああ、まだだ」

　ガゼットの質問に、エルニアが心配げな表情で頷うなずく。

　その隣にいたジナが、もどかしそうに指先を弄もてあそびながらガゼットに訊たずねる。

「悪わる眼鏡めがね。婿むこ様、は」

「レインも、まだだよ」

　その返答に、ジナは落らく胆たんしたように俯うつむいた。重い空気が待機室に籠こもる。シフトの交代時間になってもレインとアリカが姿を見せないことに、三人の表情に焦あせりの色が浮うかぶ。

「まさか、また襲われたのではないのか？」

「助けに行か、なきゃ！」

　苦にがい表情で呟くエルニアに、ジナが険しい表情で腰を浮かせる。ガゼットがレインから昨日の話を聞いたように、二人もアリカから襲しゆう撃げきの話を聞いていたのだろう。

　ガゼットは小さく顎あごを引いた。先ほど慌あわただしく出て行ったファルドとミストリアのことを考えれば、その可能性は極きわめて高い。二人は学園の警備班に任命されていた。その二人が厳しい表情で出て行けば、何かがあったということは想像に難かたくない。

　その何かに関わる人物に、ガゼットは一人だけ心当たりがあった。

　ただ、ここで一つ問題が残る。ファルドとミストリアに加え、レインとアリカ、それにガゼットたちの三人まで抜ぬければ、クラスの出し物は大損失だ。補う生徒たちの負担は大きい。その負担に見合うだけのリターンをガゼットたちは背負う必要がある。

　友人と幼おさな馴な染じみの安あん否ぴと、充じゆう実じつした学園祭。

　そんなもの、天てん秤びんにかける時間すら惜しかった。

「二人とも、すぐに着き替がえてきて。代役は僕の方ですぐに呼び出す。あと、もう学園祭の間は休きゆう憩けいなしになるけど、構わないよね？」

「無論だ！」

「急、ぐ！」

　躊躇ためらいはなかった。学園祭の思い出など、レインとアリカの存在に比べたら羽よりも軽い。普ふ段だんはいがみ合っている二人が同時に振ふり返り、足早に更衣室へと消えて行く。

　その姿が完全に消えたのを見計らって、ガゼットの髪がもこっと膨ふくらみ、ピックがその小さな身体を暗くら闇やみに躍らせた。

　いそいそと着替え始めたガゼットに、空中で頰ほお杖づえを突きながらピックが双眸を細める。

「マスター。珍めずらしく良い顔をしているな」

「そんなの、当然だよ」

　漆しつ黒こくのマントを脱ぎ、ガゼットは一点の曇くもりもない眼鏡をピックに向けて微笑んだ。

「ようやく、アイスワイバーンの時の借りを返せる時が来たんだからね。ほら、ピックも早く着替えて着替えて」

「ふ、了りよう解かいだ。マスター」

　子供のように急せかしたてるガゼットに、ピックはその小さな指を弾はじいて待機室を照らす電光を生み出しながら、ジナ特製の使い魔まの衣装を脱ぎ捨てた。
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「──ぅ、いつっ!?」

　突とつ如じよ首筋に走った痛みに、レインの意識が暗い闇やみの底から引き上げられる。激しいトレーニングを終えた後のような酷ひどい倦けん怠たい感を感じながら重い瞼まぶたを持ち上げると、乱雑に物が置かれた倉庫の薄うす暗くら闇やみの中で、なにやら苦笑を浮うかべる老紳しん士しの横顔が飛び込んできた。

「卵の反応はなし。残念でしたねフェル博士。この者の才能は皆かい無むのようです」

「ふむ。ここまで見事に共鳴せぬとは……。残念じゃのぉ。見所があったのじゃが」

　老紳士の言葉に、フェルが残念そうに首しゆ肯こうする。とてつもなく失礼なことを言われている気がしたレインは、泥どろのように重たい身体からだにむち打ちながら、何とか声を絞しぼり出した。

「おい……フェル。何し……てんだ？　ここは……どこだ？　そいつは……誰だれだ!?」

「おお!?　もう意識を取り戻もどしたか。ますますもって惜おしいの。これで才能があれば」

　ペタペタと無ぶ遠えん慮りよに顔を触さわってくるフェルに、レインがその手を振ふり払おうと力を込める。そこでようやく、レインは自分が縛しばられて床ゆかに転がされていることに気がついた。

「なんだよ……これ？」

「まぁ、暴れられても困るからのぉ。すまぬが、こちらの用が済むまでそうしていてくれ。ああ、あのドルフのことならば心配するな。フェティがおんしに懐なついておるし、私もおんしのことは贔ひい屓きにしておる。手は出させんよ」

「何勝手に話を進めてん……。ド、ルフ？」

　その名を口に出した途と端たん、レインの鈍にぶっていた思考が一気に覚かく醒せいした。

「アリカ！　ペムペム、レオン！　お前ら、あいつらをどこやりやがった？」

「わとととと。これ、耳元でデカい声を出すでない。ビックリするではないか！　そやつらなら無事じゃ。ほれ、そこを見てみろ」

　耳を塞ふさいで後ずさったフェルが、その小さな指で暗闇の一角を指さす。そこにはレイン同様に縄なわで縛られたアリカと、口をキツく縛られたレオン、軟なん体たいであるが故ゆえに可か哀わい想そうなくらい縄でグルグル巻きにされたペムペムが、小さな寝ね息いきを立てて転がされていた。

　目立った外傷がないことに安あん堵どしながらも、ドルフの言動を思い出したレインがその双そう眸ぼうを鋭く細める。

「おま……。ドルフのやつ、アリカに何かしてねぇだろうな」

「それはあたしが保証してやるよ」

　レインの声に応こたえたのは、背もたれに顎あごを乗せて座っているガリアだった。その傍かたわらの闇が、突然ゆっくりと動く。低い天てん井じように角を擦こすりつけながら一歩前に進み出た鬼おにの姿にレインが身体を緊きん張ちようさせる。

　そんなレインに、ガリアは「はは、ビビるなビビるな」と軽く笑いながら続けた。

「そこの嬢じようちゃんに、ドルフの悪い手は指先ひとつ触ふれさせちゃいないよ」

「本当か！」

「ああ。あたし、ああいう女を物もの扱あつかいするような男が大っ嫌きらいだからね。悔くやしそうな顔して、イイ気味だよ。まぁ、ケンカしたいって言うならいつでも買ってやるけどね」

　レインすらも身み震ぶるいするような好戦的な笑えみを浮かべるガリアに、ドルフからグレイスと呼ばれていた老紳士は疲つかれたような溜ため息いきを漏もらしながらたしなめるように言った。

「ガリア君。君も傭よう兵へいなら、もう少し仲良くしてもいいんじゃないかな」

「やだね。契約は守るし、結界は張ってやるけど、気にくわない奴やつは気にくわない。外そと面づらを気にして店に戻ったあんな奴より、身を挺ていしてフェティを助けてくれたそいつの方がよっぽど信用できると思うけど？　才能なんかほっといて仲間に入れちまえば？」

　グレイスの頼たのみを一いつ蹴しゆうしたガリアが、何でもないような口調でグレイスに提案する。

　そこまで話を聞いていたレインは、彼らが自分に敵意がないことに少しだけ緊張を解きながら、彼らの話の違い和わ感に口を開いた。

「あんたら、ドルフの家族じゃないのか？」

　首から提げられている家族証に目を向けるレインに、グレイスが今いま更さらながらに顔を顰しかめる。どうやら、レインの指し摘てきは当たっていたらしい。

「何もんなんだ？　あんたら？」

　低い声でレインが問いかける。だが、困った表情を浮かべたグレイスがその口を開く前に、強こわ張ばった小さな手がレインの身体を優しく撫なでた。

「おにいちゃん。お腹、だいじょうぶ？」

「フェル？　いや……フェティか？　っつ！」

　どこに隠かくれていたのか、犬耳フードを被かぶったフェティが心配そうな表情を浮かべレインの顔を覗のぞき込んでいた。その指先が脇わき腹ばらの傷に触れ、レインが思わず顔を顰める。意識した途端に疼うずくような痛みが神経を逆さか撫なででした。傷がひりつき額に脂あぶら汗あせが滲にじむ。

　そんなレインにフェティは顔を曇くもらせると、自分自身に語りかけるように呟いた。

「フェル。おねがい」

「ふむ。本当にこの男に懐いておるのだのぉ」

　フェルの尊大な口調がフェティの口から漏れ、レインがぎょっと目を見開く。今の今まで不安げだったフェティの表情が、苦笑を零こぼしたような少し大人びたものに変化する。それは、レインが半日付き合わされたフェルのものだった。驚くレインに、フェルは犬耳フードを脱ぬぎながら楽しげに微笑ほほえむと、からかうような口調で応えた。

「くふふふふ。二重人格というやつじゃよ」

「二重人格!?」

　レインも噂うわさ程度には聞いたことがあるが、さすがに実物を見せられては困こん惑わくを隠しきれない。だが、フェルはからかうような口調ではあっても噓うそを言っている口調ではなかった。

「まぁ、細かい説明をしている暇ひまはない。身の上話もつまらんから、とりあえず、おんしの傷を治すとしよう。パラパ、こやつを癒いやしてやってくれ」

「ゥォ～ン」

　フェルの頼みに、腕うでに抱だかれていた子犬のようなモンスターが甲かん高だかい声で鳴き、小さな舌をレインの傷口へ伸のばす。その舌がなぞった傷口が一いつ瞬しゆんで塞がり、レインを驚かせた。

　ちりりとしたムズ痒かゆさを残して治ち癒ゆした傷きず跡あとに、レインがその双そう眸ぼうを瞬しばたたかせる。

　一方、フェルは満足そうに微笑むと、今度は寝息を立てるペムペムへ近づいた。再びその腕の中のモンスターが舌を伸ばし、ペムペムの傷口を舐なめ上げる。レインの傷と同様、ペムペムが受けたダメージもその傷跡を残すことなく完治してしまった。

「ふむ。これで、暴れ牛の貸し借りはなしじゃ。あとは、自分たちで何とかせよ。我々は、もう出発する」

「──逃にげられるなら逃げてもイイってことかよ？　いいのか？　口くち封ふうじしなくても」

「はははは。私も、そこの鬼おにも殺さつ人じん鬼きではないぞ。構わんよ。どうせ、祭りの途と中ちゆうでここを離はなれるつもりじゃ。どこかのお節介じじいが、予定より早く手を出してくれたからな」

　フェルが皮肉を込めた視線をグレイスへ向ける。その視線にグレイスが誤ご魔ま化かすように笑いながら髭ひげを弄いじると、フェルはやれやれと首を横に振りながら再びその口を開いた。

「ともかくじゃ。怖こわい連中に察知され始めた。これ以上、事は起こさんよ。──それに、我々の崇すう高こうな目的は誰にも理解されぬからな」

　深い英知と野心に満ちた瞳ひとみを輝かがやかせながら、フェルがグレイスとガリアを引き連れて倉庫の出口へと向かう。その背に、レインは最後にもう一度だけ問いかけた。

「お前らは何もんなんだ？」

「ふ、知れたこと」

　慌てて止めようとするグレイスを制しながら、フェルは確固たる口調で答えた。

「我らが名は《楽園》最強の魔獣を探求する者よ！」

　迷いのない口調で答えたフェルの小さな身体は、そのまま扉とびらの向こうに消えて行った。
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　アリカは夢を見ていた。それは、幼い日の夢。何もかもが新しいことだらけで、夢に満ちていて、何にでも挑ちよう戦せんした。料理にも、戦いにも。

　だが、無知であるが故ゆえに輝いていた世界は、無知であるが故に取り返しのつかない現実をアリカに叩たたき付けた。レオンに新しい技を教えようとして、アリカは失敗したのだ。

　初めはただの好こう奇き心しんだった。初めての【契けい約やくの絆きずな】で頑がん張ばって頑張って頑張って作った、不思議な液体を閉じ込めて作った氷の玉。アリカは喜んでその成果を母に見せに行った。

　だが、まだ力の弱いレオンが作った氷の玉は酷く脆もろく、母に渡わたす寸前で氷は溶とけ──

　次の瞬しゆん間かん、猛もう烈れつな衝しよう撃げきがアリカを襲おそった。

　何が起こったのか、分からなかった。

　気がついたとき、母は酷い凍とう傷しようをその手に負っていた。

　頑張ったアリカにもたらされたのは、母から魔獣食育師フードプランナーの職を奪うばったという残ざん酷こくな事実。

　自分が頑張れば、他人が迷めい惑わくを被こうむる。自分が勇気を出せば、他人が傷を負う。だから、アリカは何事にも勇気を出せなくなった。戦いでは攻こう撃げきが出来ない。レインに好意を抱いても、最後の一歩が踏ふみ出せない。知らない世界への一歩がとてつもなく遠いのだ。

　そして、

　過去の夢は、アリカを苦しめながら今に追いついた。




「アリカ。おい、アリカ！」

　力強い声に起こされ、アリカがその瞼を持ち上げる。横よこ倒だおしの視界の中で、縄で縛られて転がされながらも安心したように微笑むレインの顔が飛び込んできた。

「レイン君！」

　思わず声を上げ、アリカが立ち上がろうと身体に力を込める。だが、腕も、足も、全く動かなかった。ようやく、自分も縛られているのだとアリカが状じよう況きようを認識する。

　困惑するアリカに、レインは「待ってろ」と微笑むと、ごろごろとその身体を転がした。器用に身を捻よじり角度を調整したレインが、アリカの隣となりまで転がってくる。勢いを止め損そこねたレインの身体が、とんっ、とアリカの身体に当たる。

　俯うつむくアリカとは対照的に仰あお向むけで寝転んだレインは、その首を捻ひねると、アリカを安心させるように白い歯を見せて微笑もうとして……、急にその顔を顰めた。

「ぅ……。目、回った……」

　目をギュッと引き結び頭かぶりを振ふるレインに、アリカは思わず吹ふき出してしまった。小さく漏れる笑い声が何ど処こか分からない倉庫の暗くら闇やみに響ひびき、レインが恥はずかしそうに顔を背そむける。

　少し緊張が解けたアリカが倉庫の中を見み渡わたすと、自分たちと同じように縛られたレオンとペムペムの姿が飛び込んできた。

「レオン！　ペムちゃん！」

「あいつらなら寝てるだけだ。いや、眠ねむらされてんのか？　でも、とりあえず大だい丈じよう夫ぶだ」

　声を上げるアリカに、首を捻ったレインが力強く微笑む。その瞬間、アリカはレインが【契約の絆】を発動中にペムペムが攻撃を受けたことを思い出し、顔を青くした。

「レイン君。レイン君の怪け我がは大丈夫なの!?」

「それなら大丈夫。さっき治してもらったからな」

「治してって、誰だれに？」

「ん？　ああ……。話せば長くなるというか、俺もよく分かってないっていうか」

　曖あい昧まいな返事をするレインに、アリカが首を傾かしげる。だが、レインはそれ以上そのことについて話すつもりがないのか、「それよりも」と強い口調で話題を切り替かえた。

「アリカ。さっさとここ逃げ出すぞ」

「え、逃げ出すって……？」

「今なら見張りとかいねぇみたいだし。縄は、俺が何とかしてやるよ」

　白い歯を見せて笑うレインに、アリカの目に希望が宿る。だが、その希望を宿しながら、アリカは小さく首を横に振った。

「だめ……。レイン君、だけで逃げて。私は……」

　ギュッと眼を瞑つぶり、アリカがその口を引き結ぶ。勇気を出してアリカは今の学園に残ることを選んだ。だが、それが結果的にレインを傷つけた。

　もう、自分が頑張って誰かが傷つくなんて、アリカには耐たえきれなかった。

「ドルフのこと気にしてんのか？」

　心配そうなレインの声に、アリカが小さく頷うなずく。そんなアリカに、レインは声を強めた。

「あんな奴やつの言うことなんて気にすんな！　アリカはアリカのしたいことをすればい──」

「それじゃあ、ダメなのっ！」

　思わず叫さけんだアリカの声に、レインが目を丸くして押おし黙だまる。

　その言葉を発ほつ端たんに、アリカが胸に押し込めていた想いが溢あふれ出た。

「ダメ……なの。私が頑張ったら、誰かが傷ついちゃうから。お母さんみたいに……。もし、レイン君とペムちゃんが大きな怪我して、それで魔獣練磨師モンスタートレーナーが出来なくなっちゃったら、私、私もう耐えられないから！」

「ど、どうしたんだよ。アリカ。──母ちゃんと、その、なんかあったのか？」

　レインの声に、アリカが自分の口走ったことを思い出しハッとする。だが、飛び出た言葉はもう元には戻もどらない。そして、一度決けつ壊かいした我が慢まんの壁かべは、アリカの気持ちとは裏腹にその胸の中にため込んでいた後こう悔かいを吐はき出した。

「私、私。子供の頃ころ、レオンと、失敗して。お母さんに、怪我させちゃって。それでお母さん、お仕事辞やめちゃって……。私のせいなのに。私、馬ば鹿かだから、どうしたらいいか分かんなくて……」

　震ふるえる声のままに、アリカはむせび泣く。嗚お咽えつ交じりの泣き声が倉庫を満たす。

「ええっと、あ～……。こういうの何つーんだっけ」

　そのとき、俯き気味だったアリカの額に、コツンと温かい何かが重なった。

「ああ、そうだ思い出した。馬鹿の考え休むに似たりだ！」

　とんでもなく失礼な言葉が、陰いん鬱うつとした空気を吹き飛ばした。一瞬思考を停止させたアリカが、鼻先をくすぐる息と耳を撫でた声に瞼まぶたを持ち上げる。涙なみだに歪ゆがんだ視界に飛び込んできたのは、舌をちょっと出しておどけたレインの笑い顔だった。

「考えすぎだ。アリカ」

　その声は、今までアリカが聞いたレインの声の中で一番優しい声だった。

「母ちゃんのことは、まぁその、難しいことだけど。それ、今考えたってしかたねぇだろ。今は、とりあえずここを抜ぬけ出そうぜ。んで、気にしてんなら謝りに行けばいいじゃねぇかよ。くよくよしてたって、何にも始まんねーぞ」

「でも、もし逃げて、レイン君やペムちゃんが怪我したら……」

「怪我したくらいで俺とペムペムが諦あきらめるかってーの！」

　その迷いない言葉は、アリカの胸に突つき刺ささった。

「好きなことならさ、諦めなきゃ何とかなるんだよ。アリカの母ちゃんも、そうじゃねぇのか？　アリカの母ちゃんは、魔獣食育師の仕事諦めてんのか？　詳くわしいことは知らねぇけど、確かアリカの母ちゃんて王おう宮きゆう付きの魔獣食育師だったんだろ。そんなすごいところで働けるだけ腕を磨みがいたっていうんなら、ぜってぇーに諦めてねぇよ」

「でも、お母さん。お仕事辞めちゃってて──」

「んーと、それはあれだ。きっと、傷を治すのに休んでるだけなんだよ。もしかしたら、前よりもっと腕を磨いてるかもしんねぇじゃん」

　軽けい蔑べつされてもしかたがないアリカの罪を、レインは力強い笑みで受け止めた。

「断言してやるよ。本気で本気になってる奴は、ゼッてぇーに諦めねぇんだ」

　その双眸に噓はなかった。安い同情でもなければ、その場の勢いで出た言葉でもない。

　誰よりも苦しみの中で努力してきたレインは知っているのだ。夢に向かう者の底力を。だからこそ、レインは信しん頼らいしたのだ。見たことも会ったこともないアリカの母を。

　それでも、アリカにはまだ迷いがあった。当然だ。いくらアリカが馬鹿でも、この数年の間にため込んできた悩なやみを吹っ切れるわけではない。

　でも、アリカは少しだけ、少しだけ信じてみようかと思った。そして、聞いてみたいと思った。お母さんが自分のことをどう思っているのか。そう思った途と端たんに、何故か力が湧わいてきた。まだ知らない結果を考えるよりも、とにかくまだ知らない結果に向かって歩き出したくなった。

　アリカが鼻を啜すする。何も解決してないけど、解決するためには動くしかない。

「でも、レイン君。どうするの？」

　アリカが身み動じろぎする。身体からだを縛しばる縄なわは固く、とてもじゃないが簡単に解ほどけるようには思えなかった。レオンならば何とか切り抜けることも出来たかも知れないが、その口は固く縛られている上に、これだけ騒さわいでも起きる素そ振ぶりすら見せない。おそらく、ペムペムと一いつ緒しよに催さい眠みん系けいの攻撃を受けたのだろう。

　そんなアリカの心配を余よ所そに、レインは再び白い歯を見せて笑った。

「それなら俺が何とかしてやるよ。ちょっと悪いけど。アリカ。後ろ向いてくれるか？」

「え？　あ、うん。わかった」

　小さく頷いたアリカがごろんとその身体を転がし、レインに背を向ける。ごそごそと、なにやら動く気配が背中越ごしに伝わってくる。

　そして、荒あらく熱い吐と息いきが説明のないままアリカの手首をくすぐった。
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「さて、急がないと」

　腕うで時計を見下ろしたドルフは、イーブルと共に『サンライズ』へ向かう足を速めながら一人呟つぶやいた。学園祭の来客は上々。昨日のリピーターを考えれば、おそらく残してきたクラスメイトだけでは人手不足だろう。

　午後の仕事を考えれば気が重くなるが、口元には自然と笑みが浮うかんでいた。ようやく、長年望んでいた物が手に入ったのだ。これを喜ばずにいられるわけがない。予定よりだいぶ強引なものになったが、それでも手中に収めてしまえば後は料理するだけだ。

　アリカが自分を慕したうようになる過程を考え、自然とドルフの頰ほおが緩ゆるみ、足が速くなる。

　そんなドルフの足を、人込みを搔かき分けて走ってきた眼鏡めがねの男子生徒が呼び止めた。

「ドルフ先せん輩ぱい。こんなところにいたんですか！　探しましたよ！」

「き、君は！」

　自分に声を掛かけてきた男子生徒に、ドルフの声が上うわ擦ずる。見み間ま違ちがうはずがない。ドルフを呼び止めたのは、中等部に彼の計画を台無しにしたアリカの幼おさな馴な染じみ、雷かみなりの《精せい霊れい紋もん》を持つエレメントトレーナー、ガゼット・ガールバレスだった。

　ガゼットの後ろには、昨日アリカと共にいた二人の女子生徒の姿もあった。

　背中に一筋の汗あせが流れるのを感じながら、ドルフはあくまで平静を装って首を傾かたむける。

「君たちは、確かアリカ君のお友達だね。どうしたんだい？　そんなに慌あわて──」

「アリカが、まだ戻ってこないんです！　ドルフ先輩、何か知りませんか？」

　ガゼットが食い気味にドルフの言葉を遮さえぎり、焦あせった表情で身を乗り出す。そのガゼットの態度に、ドルフは気け圧おされたように身を引きながらも、心の中では安あん堵どの息をついた。

　この焦りようならば、ドルフがアリカを攫さらったことなど考えてもいないだろう。

　心に余よ裕ゆうを取り戻したドルフは、ガゼットの言葉にわざと驚おどろき目を丸くした。

「それは本当かい？　そういえば、昨日もアリカ君は不ふ審しん者に攻こう撃げきされていたね。大変だ。すぐにアリカ君を探しに行こう！」

「心当たりはあるんですか？」

「いや、すまない。それはないな。アリカ君とは三十分くらい前に別れたきりだから。襲おそわれたとしたら、その後だろうし……」

「そうですか……。そうだ！　アリカを探しに行って、レインも帰ってきてないんですけど。何処かで会いませんでした？」

「レイン？　ああ、もしかして昨日君たちと一緒にいたスライムトレーナー君かい？　ごめん。今日は一度も彼の姿は見ていないなぁ」

「そうですか……、分かりました」

　落らく胆たんするガゼットに、ドルフが必死に口元に浮かびそうになった笑みを嚙かみ殺す。

　だが、そんなドルフの安心は、

「よく分かりましたよ、先輩。あなたが噓うそつきだってことは！」

　雷のように荒あら々あらしいガゼットの口調に、瞬しゆん時じに焼き切られた。

「な、何を言っているんだ、ガゼット君。僕は、僕は噓なんかついてないよ」

　背中に大おお粒つぶの汗を流しながら、跳はね上がった鼓こ動どうを必死に抑おさえてドルフが弁解する。

「へ～、そうですか。で、どうだい。ピック？」

　ガゼットが傾けた視線に釣つられ、ドルフの視線がガゼットの肩かたに座る雷の精霊へ滑すべる。そして、そこで初めてドルフは気がついた。

　剣けん吞のんなほどに細められた雷の精霊の双そう眸ぼうが、鋭するどい紫し電でんを纏まとっていることに。

「マスター、こやつの言っていることは全て噓だ。電磁波の揺ゆらぎはごまかせない。アリカのことも、スライム馬鹿のことも、こやつは全て知っている。ついでに、アリカを襲った不審者について語るときも大きく電磁波が乱れていたぞ」

　小さな口から淀よどみなく明かされる真実に、ドルフはすぐに悟さとった。この雷の精霊はドルフの言葉ではなく電磁波を見ているのだ。それは魔獣裁判官が罪人の噓を見み抜ぬくのに使う手法で、この精霊の前にはいかなる噓も通じない。

「ドルフ先輩。二人はどこですか？」

　ガゼットの質問に、痺しびれを切らしたのか後ろに控ひかえていた二人の女子生徒がずいっと前に出る。片やドラゴンを従えたドラゴントレーナー。片やスライムを肩に乗せたスライムトレーナー。そして、なによりドルフが襲しゆう撃げきの手引きをしたことを暴いたガゼット。

　この三人を生かしておくこと、それはすなわちドルフの破は滅めつを意味していた。

「く。イ、イーブル。【友吠ぼえ】」

「ゥォオォォ～～ンッ！」

　窮きゆう地ちの主あるじを救うべく、剣けん狼ろうはその喉のどを天に向けて震わせた。
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「な!?」

　突とつ如じよ喉を震わせた剣狼に、ガゼットは肩に乗るピックを庇かばいながら咄とつ嗟さにその場から飛び退のいた。狼族の多くは、吠えることを攻撃の契けい機きとする。

　だが、剣狼から突き出されると思われた刃やいばは、一向にその燦きらめきを見せなかった。

「なんだ？　不発か？」

　訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめたエルニアが、警けい戒かいを保ちつつ呟く。

「さすがに、こんな往来のど真ん中で攻撃するほど軽率じゃ──」

　言葉を途と中ちゆうで止め、ガゼットはすぐにその考えを改めた。

【友吠え】は攻撃のためのものではなく、仲間を呼び集めるときに使う技だ。

「エルニアさん。ジナさん。油断しない──」

「はぁ。わがままに付き合うのはコレで最後だよ。【蜃しん鬼き牢ろう】」

　その面めん倒どうくさそうな声と共に、レンズ越しの世界が突とつ如じよとして歪わい曲きよくした。

　周囲の景色が一いつ瞬しゆん陽炎かげろうのように揺らめき、往来の人々の姿が搔かき消える。

「マスター。次元の召しよう喚かんだ」

　気づいたのは紫電を双眸に宿していたピックだった。相手が繰くり出した技の性質を察し、ガゼットが小さく舌を打つ。おそらく、ガゼットたちがいるこの辺り一帯の位相をズラし、幽ゆう閉へいしたのだろう。最上位悪あく魔まがよく使う手段だ。

　ガゼットの読みを裏付けるように、伽が藍らん堂どうの如ごとく静まり返った往来に三つの影かげが現れた。若い女に、初老の男に、幼女。何とも奇き妙みような組み合わせだが、彼らと共に並ぶ極東の悪魔、【鬼おに】の存在は、否応なしにガゼットの身体を強こわ張ばらせた。だが、それは同時に、ドルフがレインとアリカを攫った一派の一員であることの証明でもある。

　怒いかりに胸を焦こがしながら、ガゼットは冷静に緊きん張ちようを走らせる。レインとアリカの無事を確認しないで戦せん闘とうを仕し掛かけるのは愚ぐ策さくもいいところだ。

　──何とか情報を引きずり出さないと。

　決意に表情を硬くするガゼットとは対照的に、初老の男はこれから大きくなる新芽を愛めでるような優しい眼まな差ざしで双眸を細めると、老成した声でほがらかに笑った。

「これはこれは、将来有望そうな子たちだね。しかし、ドルフ君。一体どういう──」

「グレイスさん。手を貸してください！」

　切せつ羽ぱ詰つまった声を上げるドルフに、状じよう況きようを察したのか、グレイスと呼ばれた男が「ふむ……」と困ったように顎あごひげを撫でる。何故かすぐに返事を返さないグレイスにドルフが訝しげに眉を寄せると、突とつ然ぜんその傍かたわらにいた若い女性が肩を揺らして笑い始めた。

「あはははは。悪いことばっかり考えてるから、罰ばちが当たるんだよ」

「ガリアさん？　──どういうことですか？」

「あれ、頭のいいあんたにしては鈍にぶいね？　私たちが三人ともここにいることを、不思議に思わないのかい？」

　ガリアと呼ばれた女性の言葉に、ドルフの顔がサッと青ざめた。

「見張りは!?　彼らの見張りはどうしたんですか!?」

「さぁ～ね～。しっかり縄で縛ってあるから大だい丈じよう夫ぶじゃないの？」

　動どう揺ようするドルフをガリアが素知らぬ顔で煙けむに巻まく。そんな彼らのやりとりを観察しながら、ガゼットは口元に小さな笑みを浮かべた。どうやら、レインたちは自力で脱だつ出しゆつできる可能性があるらしい。しかも、敵は一枚岩というわけではないようだ。これなら、上う手まく分ぶん裂れつさせて戦闘を避さけられるかも知れない。

　そう、ガゼットが知ち恵えを絞しぼった矢先に、事件は起こった。

「ねぇねぇ。婿むこ様は、どこっ？」

「きゅぴ、きゅぴぴぴぴ！」

　焦じれた声が辺りに響ひびき、ガゼットが頰を引き攣つらせる。ついさっきまで側にいたはずのジナが、いつの間にか敵てき陣じんのまっただ中に立ってガリアの服を引っ張っていた。

「ちょっ!?　ジ、ジナさん!?　なにしてるの!?」

　ガゼットが激しく狼狽うろたえる。だが、それは敵陣も同じだった。

「ちょっと。あんた、何？」

　服を引っ張られたガリアが、グイッと顔を寄せるジナに鼻白む。一方、一瞬にして場の雰ふん囲い気きを塗ぬり替かえたジナは、周囲の疑問などお構いなしに更さらなる爆ばく弾だんを投下した。

「ねぇ、ねぇねぇ。婿様はどこなの？　おば、さん」

　ピキッと、空気に亀き裂れつの入る瞬しゆん間かんをその場にいた誰だれもが感じ取った。

「あんた、今、何て言った？」

　一言一言に怒ど気きを込め、こめかみを怒りに痙けい攣れんさせながらガリアがジナのことを睨にらみつける。だが、ガゼットが思わず身み震ぶるいするほどの威い圧あつ感を放つガリアに、ジナはたじろぐどころか怒おこったように頰を膨ふくらませた。

「おばさん。婿様は、どこ？」

　プチンと、今度は何かがキレる音が辺りに響き渡わたった。

「誰がおばさんだ！　私はまだ１９だ！」

　悲痛な声を張り上げたガリアが、双眸に燃えたぎる怒りを滲にじませながらジナを睨みつける。そして、その怒りを悪魔の紋もん章しように叩たたき込んだガリアは、闇やみ色に輝かがやく拳こぶしを握にぎりしめた。

「やれっ。赤あか鬼おに！」

「……御ぎよ意い」

　主の怒りに鬼の双眸が爛らん々らんと輝き、赤しやく銅どう色の腕を振ふり下ろす。その無骨な指先は軽々と地面を穿うがち、石いし畳だたみを力任せに捲めくり返した。石畳の破片が飛び散り、粉ふん塵じんが巻き上がる。その粉塵の中をルルと共に飛び出したジナに、ガリアは高々と振り上げた腕を振り下ろした。

「【鬼おに火び】！」

「……煉れん獄ごく、召しよう喚かん」

　地鳴りのような声と共に、突如大気が燃え上がった。鬼の周囲に幾いくつもの青白い炎ほのおが生まれ、酸素を食い破りながらジナへと迫せまる。

「ジナさん！」

　ガゼットが慌あわてて叫さけび、ピックに視線を走らせる。だが、紫電が大気を焦がす前に、

（淑しゆく女じよに対し、随ずい分ぶんと手て荒あらだな。極東の悪魔よ）

　諫いさめるような念話が響き、銀色の髪かみと青白い鬼火の間に朱しゆ色の鱗うろこが滑り込んだ。

「蹴け散ちらせ、キール！　【ブレススパイラル】！」

　禍まが々まがしい青い鬼火に向け、エルニアが腕うでを振り払はらう。その軌き道どうを追って螺ら旋せん状の炎が迸ほとばしり、飛来する鬼火をひとつ残らず飲み込んだ。

「ちょっと。エルニアさんまで！」

　人数の不利も考え、何とか事を穏おん便びんに運ぼうと考えていたガゼットが悲鳴を上げる。

　だが、そんなガゼットの苦く悩のうを、エルニアはその煉れん瓦が色の双眸で叩き切った。

「ガゼット・ガールバレス。そろそろ私も限界だ。奴やつらがレインとアリカを攫った犯人であることは明白。ならば、問答は無用。私の大切な者を攫った罪は万ばん死しに値あたいする」

　抑えていた怒りを爆ばく発はつさせるように、エルニアが声高らかに宣言する。そこまでレインとアリカのことを想ってくれるのは嬉うれしい限りだが、今はもう少し我が慢まんして欲しかった。

「私も、朱あか髪がみの意見に賛、成」

「ジナさんまで……」

　こんな時ばかり息を合わせる二人に、ガゼットががっくりと肩を落とす。

　耳障ざわりな鳴き声が耳を掠かすめたのは、その時だった。

　ギ、ギギギ、ギギギッギギと、まるでノコギリで金属を引き裂さくような不協和音が響き、グレイスの左ひだり腕うでの袖そで口ぐちが蛇へびのようにのたうった。

「おや？　おやおやおやおやおや？」

　なにやら楽しげな声を上げながら、グレイスが左腕を持ち上げる。その左手の袖そでの奥には、不気味な白い繭まゆが巣くっていた。

「ふむ、フェル博士。コレは」

「その、ようじゃな。まぁ、常識的に考えればドラゴントレーナーの方であろう」

　蠕ぜん動どうする白い繭にグレイスが楽しげに目を細め、フェルと呼ばれた少女が鷹おう揚ように頷うなずく。

　そんな不ふ穏おんな気配を放つ二人をよそに、ガリアは怒りを顕あらわにジナを睨みつけると、突然その長い指を打ち鳴らした。その音が合図であったかのように、鬼が作り出した異空間に亀裂が入る。蜃しん気き楼ろうのように揺らぐ景色の向こうには、人々の往来が垣かい間ま見みえた。

「ドルフ。今だけはあんたに味方してやるよ。もっと嫌きらいな奴が出来た！」

「ガリアさん。恩に着ます！」

　頭を下げたドルフが、剣狼と共に空間の裂け目へ向けて走り出す。いがみ合う中でも、共通の敵が出来れば人は協力するものだ。

「まずい！　エルニアさんっ！　ジナさんっ！」

「分かってる！」

「行かせ、ない！」

　ガゼットの叫びを受け、こちらも共通の敵の前に団結したエルニアとジナが同じタイミングで走り出す。ガゼットが予想したとおり、ドルフを飲み込んだ空間の裂け目は、再びその口を閉じ始めた。このままドルフを逃にがせば、レインとアリカが危ない。

　一番先に飛び出したのはジナだった。ルルの分裂体を踏ふみしめ、信じられない速さで空間の裂け目へと接近する。
















「行かせるか！　赤鬼！」

　赤銅色の巨きよ体たいが、ジナと空間の裂け目との間を遮さえぎった。

「邪じや魔ま！」

「それは、けっこう！　散々馬ば鹿かにしてくれたお礼、たっぷりしてやるから覚かく悟ごしな！」

　ジナの栗くり色の双そう眸ぼうとガリアのダークブラウンの双眸が、激しい火花を散らす。

　足止めを喰くらったジナの代わりに、エルニアがキールと共に空間の裂け目へ疾しつ走そうする。その進行を遮る黒い霧きり。その正体は、グレイスの袖から飛び出した大量の黒虫だ。

「押し通るぞ！　キール、【ブレススパイラル】」

　エルニアの指示にキールが応え、その口こう腔こうから迸った紅ぐ蓮れんの炎が黒い虫を一瞬にして焼やき払う。だが、炎が飲み込んだのは黒い霧の一角に過ぎなかった。難を逃のがれた虫たちが頭上へと舞まい上がり、黒い雨となって降り注ぐ。キールは強引に首を捻ひねって頭上に向けてさらに螺旋の炎を吐はき出したが、虫たちは身を焼く炎を顧かえりみず強引に特とつ攻こうを仕掛けてきた。

　そのただならぬ気配を感じ、咄とつ嗟さにキールがエルニアの襟えり首くびを咥くわえその場から飛び退く。

「すみません、お嬢じようさん。貴女あなたには少しお付き合い願いましょう」

「せっかくの誘さそいだが断る。私には……既すでに恋こい人びとがいるのでな」

　珍めずらしく言葉を躊躇ためらったエルニアが、微かすかにその頰ほおを赤らめながら指先を腰こしポーチに留とめられたブローチへと伸のばす。その何ど処こか恥はずかしげな表情を視界の端はしに捉とらえながら、ガゼットは最後の矢となって空間の裂け目へ向け駆かけ抜ぬけた。フェルと呼ばれた少女は、グレイスと共にエルニアと対たい峙じすることを選び、ガゼットの足を止める者は誰もいない。

　空間の裂け目はすでにかなり小さくなっていた。

　焦あせりに頰を歪ゆがめたガゼットが、雷かみなりの紋章が刻まれた掌てのひらを前方へと突つき出して賭かけに出る。

「ピック。【スパークアロー】」

「任せろ！　マスター」

　ピックがその羽根を羽ばたかせて三本の雷の矢を生み出し、空間の裂け目へ解き放つ。裂け目の際きわに突き刺ささった雷の矢が激しく瞬またたき、強力な電界を生み出して裂け目の収縮を妨さまたげた。その小窓ほどの大きさになった裂け目へ向けて、ガゼットが必死の形ぎよう相そうで地を蹴ける。頭から空間の裂け目へと飛び込み、受け身を取れないまま地面へと着地すると、痺しびれるような痛みに顔を顰しかめるガゼットの背後で空間の裂け目が雷の矢を飲み込み搔き消えた。

　突とつ如じよ、何もない空間から飛び出して来たガゼットに、近くを歩いていた人々が何事かと視線を投げかける。だが、そんな視線を気にしている余よ裕ゆうはガゼットにはなかった。すでに、ドルフの姿は影かげも形も見当たらない。

「ピック。電磁波で追うことは可能かい？」

「マスターの頼たのみなら、不可能でも可能にするさ！」

　力強い言葉に、ガゼットが痺れる身体からだにむち打って立ち上がる。残してきたジナとエルニアは気がかりだが、今は二人の力を信じるしかない。

「マスター。電磁波を捉えた。これならば追えるぞ！」

「さすがだね。ピック、惚ほれ直した」

「こ、こんなときに。冗じよう談だん言っている場合か。馬鹿マスター！」

　自分でも病気かなと思いながらおどけてみると、双眸を電気で瞬かせるピックが面白いように狼狽えた。それはそれで抱だきしめたいくらい可愛いのだが、やっぱり辛しん辣らつな突っ込こみはピックだけじゃ物足りない。──エルニアの言葉が耳を過よぎる。

「ごめんごめん。──さぁ、行こうか」

　眼鏡めがねの位置を直し、肩かたにピックを乗せ、ガゼットは再び力強く大地を蹴った。

　大切な友と幼おさな馴な染じみを取り戻もどすために。
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　ドルフとガゼットを吐き出した断世の檻おり【蜃しん鬼き牢ろう】。その中で、【契けい約やくの絆きずな】により掌の紋章を輝かせたジナは、その身を銀色の疾しつ風ぷうに変えていた。

「この、ちょこまかと」

「べぇ～！」

　苛いら立だちを顕あらわにするガリアに向けて、ジナがその真っ赤な舌を突き出しながらルルの分ぶん裂れつ体を踏みしめる。加速が加速を生み、ジナは右へ左へと身体を躍おどらせながら、肩に乗せたルルと共に鬼おにへと肉にく薄はくした。振り下ろされた無骨な拳に、ジナが恐おそれの片へん鱗りんすら見せずに身を翻ひるがえす。さながらダンスを踊るように振り下ろされた拳をいなし、その勢いのままにジナの身体が宙を舞った。華きや奢しやな銀色の踊り子を追い、鬼が拳を突き上げる。その一いち撃げきは直ちよく撃げきさえすれば大地すら引き裂く豪ごう腕わんの一撃だ。

「ルル、【体当たり】」

「きゅ、っぴん！」

　吊つり上がった鬼の双眸に映るジナが空中で加速する。その足でルルの分裂体の体当たりを受け止めたジナは、そのまま前方へ宙返りして鬼の拳を躱かわすと、鏤ちりばめておいた分裂体を踏みしめ、鬼の魔獣練磨師モンスタートレーナーであるガリアへと突とつ進しんした。圧あつ倒とう的な力を誇ほこるモンスターを相手取るのではなく、スライムの弾だん力りよくと自分自身の体技を活いかし、魔獣練磨師モンスタートレーナーを討うつ。それがスライムの紋章しか発現しない《血けつ命めい紋もん》を掌に刻んだ、ジナの一族の戦せん闘とう法だ。

「ここから、出してっ！」

　言葉に熱を込めながら、ジナが手しゆ刀とうをガリアに向けて打ち出す。その拳が、ジナの肘ひじに体当たりを繰くり出した分裂体の衝しよう撃げきにより一気に加速した。ジナの鋭するどい手刀がガリアの大きな胸に吸い込まれる。

　繰り出される裂れつ帛ぱくの一撃に、ガリアは突如その顔を好戦的な笑みで埋うめ尽つくすと、【契約の絆】により闇色に輝く拳をジナに向けて振り抜いた。

　その拳が放つ凶きよう悪あくなまでのプレッシャーに、ルルの危機察知能力が激しい警報を鳴らす。

「ルル、弾はじいて！」

「きゅぴぃっ！」

　反射的に叫んだジナに、肩に乗っていたルルがその身をガリアの拳へと打ち出す。振り抜かれた拳はルルの身体にめり込むや否いなや、突如気が変わったように地面へとその進路を変へん更こうさせられた。ルルがその軟なん体たいを利用し、ガリアの拳こぶしを弾いたのだ。

　だが、ガリアの拳を弾いたルルの顔は驚きよう愕がくに染まっていた。

　ガリアが身を屈かがめてジナの手刀を躱しながら、構うことなくその拳を地面へと振り落とす。その瞬しゆん間かん。まるで巨きよ大だいな鉄球でも落としたかのような轟ごう音おんが、辺りの空気を震ふるわせた。両りよう腕うでを交差させ投石を防ぼう御ぎよしながら、ジナが細い汗あせを落としつつその場を飛び退く。ガリアが振り下ろした拳は、先ほど鬼が作り出した陥かん没ぼつと変わらぬ傷きず跡あとを大地に刻んでいた。

「まさか、今のでちびっちゃってないよね。お仕置きは、ここからなんだからさ」

　不敵な笑みを漏もらしながら、ガリアが拳を掌で包み指を鳴らす。【契約の絆】により還かん元げんされた怪かい力りき無む双そうは、ドラゴンの息吹いぶきに匹ひつ敵てきする破は壊かいの拳をガリアに宿らせていた。

「さぁ、行こうか。おこちゃまちゃん」

　ガリアが不敵に唇くちびるを舐なめ、余裕のある動作でその腕を振り下ろす。

「【嶽がく土ど】」

　ほとんど反射的に、ジナはルルと共にその場から飛び退いた。突とつ風ぷうがジナの髪を靡なびかせる。空気を撓たわませながら地面に突き刺さったのは、人の頭ほどもある石球だった。ジナが瞼まぶたを大きく開いて、ルルと共に石球が飛んできた方へ視線を走らせる。まるで、そこに不可視の重力場があるのか、同じような石球が鬼を中心に渦うずを巻いていた。

　ジナの背筋に悪お寒かんが走り、ルルが咄嗟にその身体を膨ぼう張ちようさせて主の身体を包み込む。一瞬遅おくれて、十数個の石球がジナに向けて放たれた。石の砲ほう弾だんが次々にルルの身体に突き刺さる。幸い打ち込まれる石球は球体ばかりだったが、その一撃一撃が持つエネルギーに、ルルの身体は後方へと吹ふき飛ばされた。鈍にぶい衝撃と共に、ルルの身体が学棟の壁かべに激げき突とつする。退路を断たれたルルへ、無情の石球が狙ねらいを定さだめる。

　だが、その石球はジナとルルに降り注ぐ寸前で紅蓮の炎ほのおに飲み込まれ溶よう解かいした。

「大だい丈じよう夫ぶか！　ジナ・レームライト!?」

「朱あか髪がみ!?」

　ルルから吐き出されたジナの前に、炎にその髪かみの毛けをさらに朱あかく染め上げたエルニアと口から炎の残ざん滓しを零こぼすキールが並び立つ。二人が飛んできた方向には無数の黒い塵ちりが地面を覆おおい、その向こうには応戦していたはずのグレイスとフェルがなにやら興味深そうな眼まな差ざしでエルニアのことを見つめていた。

「なんで、助けてくれた、の？」

　鬼の動向を気にしながら、ジナが思いついた疑問をエルニアにぶつける。正直、ジナはエルニアが自分に、そこまで好意的な感情を持っているとは思わなかった。

　そんなジナの率直な疑問に、エルニアは顔を赤らめてそっぽを向きながら口早に答えた。

「その、なんだ。貴様がいなくなったら、張り合いがないからな」

　ジナは自分の耳を疑った。キョトンとするジナに、エルニアの顔がさらに赤くなる。

「か、勘かん違ちがいするなよ。あくまで、あくまでレイン・エルハルトは私のものだ！」

（というわけだそうだ。分かりにくい主で済まぬな。銀ぎん髪ぱつのスライム使いよ）

　ジナの頭に重厚な念話が響ひびき、首を捻ったキールが口元に苦笑のような笑みを浮うかべる。

　その笑みにつられ、ジナは思わず吹き出した。「きゅぴ？」と不思議そうに首を傾かしげるルルを肩に乗せ、ジナが再び眠ねむたげに瞼を半分閉じて言い放つ。

「意地っ張り。──かわいい」

「か、かわいいだと!?　何の冗談だ！」

「本心。──でも、婿むこ様は私のも、の」

「～～～っ！　貴様はこの期ごに及およんで！　──もういい！　さっさと奴やつらを討つぞ！」

　一層顔を赤らめたエルニアが、焦しよう点てんの定まっていない双眸をなにやら羨うらやましげな笑みを浮かべるガリアに向けて声を荒あらげる。そんなエルニアに、ジナは今度は悟さとられないように不器用に笑いながら、しっかりとした足取りでその隣となりに並び立った。

　誰だれかとこうして並び立つなんて、ジナは考えたことがなかった。

　──こういうのも、悪く、ないかも

　そう、ジナが心の中で呟つぶやいた、次の瞬間。突如、エルニアの身体がグラつき、声を上げるまもなくジナに向けて倒たおれかかってきた。

「朱髪!?」

「きゅぴぴ!?」

（主よ！　どうした？）

　ジナ、ルル、キールの三人が突如力を失ったエルニアに声を張り上げる。咄嗟にエルニアの身体を受け止めたジナは、その腕うでに伝わってきた異常な体温に息を吞のんだ。瞼の隙すき間まから微かに覗のぞく瞳ひとみの焦点は定まらず、息は浅く、そして速い。恥ずかしがっているからかとジナが思っていた顔の紅潮は、エルニアを襲おそった謎なぞの高熱によるものだった。

　腕にしだれ掛かかるエルニアに、ジナが慌あわててその身体に視線を這はわせる。すると、ジナの首筋に、何かほくろのような黒点が浮かんでいることに気が付いた。

　それはホクロではなかった。ジナの目の前で黒点が突如として脈動し、芋いも虫むしのようにうねったかと思えば一いつ瞬しゆんにして蛹さなぎの姿へ変へん貌ぼうする。それだけでは飽あき足たらず、蛹は突とつ然ぜんその身体を大きく揺ゆらすと、その背中を割って一いつ匹ぴきの蝶ちようへとその姿を変えた。

「なんと！　まさかもう成虫化するとは」

「これはこれは。恐ろしい才能だのぉ」

　耳を撫なでた声に、ジナが剣けん吞のんに目を細め、グレイスとフェルを睨にらみつけた。

「朱髪に、なにしたのっ！」

　自分でも初めてと思うほどの大声が、ジナの喉のどから迸ほとばしる。するとグレイスは、興奮気味に顎あごひげを弄いじりながら、知りたがりの孫の質問に答えるような優しい口調で答えた。

「なぁ～に。少し血を頂くついでに、お嬢じようさんの才能を見せてもらっているだけだよ」

「血？　才能？」

「ふむ。今、そちらのドラゴントレーナーさんの首に付いている蝶は【天てん隠いん蝶ちよう】といってね。私のパートナー、【魔ま皇こう蟲ちゆう】の蛹、ベルドバルに作らせた、とりついた者の才能に応じて成長するオリジナルの魔虫なのだよ。いや～、しかししかし。これほどの成長速度は希まれだね。あのスライムトレーナー君とは違ちがい、そちらの子は才気に溢あふれているようだね」

　グレイスがジナの反応を試すように、ゆっくりと黒いグローブに包まれた指先を持ち上げる。ジナが目を細めると、同色で分かりにくいが確かにその指先には小さな虫が乗っていた。どうやら、あの虫がエルニアから血を奪うばったらしい。

　しかし、いつだ。エルニアのパートナーのキールなら、主に降り掛かる虫など一匹残らず焼き捨てることなど造作もないはずだ。もちろん、エルニア自身も虫に血を吸われる隙すきを与あたえるはずもない。それは、エルニアに何度も勝負を挑いどんだジナが一番よく知っている。

　そこまで考えてジナはハッとした。

「私を助けたか、ら？」

　唇を嚙かみしめるジナに、グレイスは優しげに眼を細めながらさらに続けた。

「ふむ。最近の子にしては、とても仲間思いの子だね。おじさん、とても感動したよ。ドルフ君にも見習ってもらいたいものだ。だが、前回のデビルトレーナーの件もある。今回は、用心させてもらおうかな。ベルドバル、【パラサイトサウンド】」

「ＧＹＵＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢ！」

　グレイスの指示に、左袖そでの奥に巣くった繭まゆが激しく振しん動どうする。その音に共鳴し、エルニアの頰ほおに張り付いていた蝶が細かく振動し始めた。このままではマズイと直感したジナが、蝶を引き剝はがそうとエルニアの頰へ手を伸のばす。

　だが、ジナの手は虚むなしく虚こ空くうを摑つかんだ。

「なん、で？」

（こ、これは？）

　ジナたちが絶句する。エルニアの頰に止まっていたはずの蝶は、まるで刺青いれずみのようにエルニアの頰に同化していた。顔を青ざめさせたジナが指先を伸ばす。その柔やわらかな頰の一部がざらつく様な感かん触しよくに代わっていた。

「く、こんなの！」

　なんとかしたい。そう強く願うジナの心とは裏腹に、解決策をなにも思いつかない。エルニアは、自分を助けてくれたというのに。

　その時、エルニアの瞼が僅わずかに持ち上がり、虚うつろな煉れん瓦が色の瞳ひとみがジナの顔を映した。

「朱髪！」

　瞼を開いたエルニアに、ジナが安あん堵どの声を張り上げる。

　だが、その声は、

「……ぁ……ぁ」

　突とつ如じよエルニアの口から漏もれた不ふ鮮せん明めいな呻うめきと、

「──【ブレススパイラル】」

　その直後に発せられた無機質な声によって下された、螺ら旋せんの業ごう火かと共に焼き切られた。

「きゅっぴ！」

「朱髪！」

　ルルの体当たりで炎の射程から弾かれたジナが、灼しやく熱ねつに肌はだを炙あぶられながら叫さけぶ。だが、エルニアはまるでその声が聞こえていないのかジナを見向きもせずに立ち上がると、ふらふらとした足取りでグレイスの方へ歩き始めた。

「行かせ、な──」

「大人しくしな。おこちゃまちゃん」

　言葉に熱を込めたジナを、背後に回り込んだガリアがルルごと組み伏ふせる。その万まん力りきのような力にジナは身み動じろぎすら出来なかった。ジナの疾はやさはガリアの力と相あい性しようが悪すぎる。

　遠ざかるエルニアの背にジナが唇を嚙み、ルルが悔くやしげに呻いた、次の瞬間。

「ハッハハハハハハハハハハー。喧けん嘩かと美少女は祭りの華はな。こんな楽しいイベントに、僕を呼ばずして誰を呼ぶっ！　僕の女神に手を出すヤツは、何なん人ぴとたりとも許さンぞ！」

「ほんとに、あなたはどうしてそんな恥はずかしい台詞せりふを堂々と言えるのかしら」

　暁あかつきの如ごとき極光と闇やみの如き真しん影えいが、鬼おにの作り出した蜃しん気き楼ろうの牢ろう獄ごくを切り裂さいた。
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　魔獣錬磨師モンスタートレーナー育成学園【ベギオム】は万が一のモンスター脱だつ走そうに備え、その外枠わくを背の高い壁で囲んである。その外がい壁へきから少し外れた森の中を、肩かたにペムペムを乗せたレインは、アリカ、そしてレオンと共に学園の正門に向けて走り抜ぬけていた。

「レイン君。その……唇くちびる、本当に大丈夫？」

「大丈夫、大丈夫。心配すんなって」

　隣で心配そうな表情を浮かべるアリカに、レインは何でもないように笑い返す。だが、その唇は力強い笑みとは対照的に、赤く腫はれ上がっていた。アリカの手首の縄なわだけとはいえ、縛しばられた縄を口で解くのは結構な無茶だった。縄で擦こすれた唇がヒリヒリと痛む。

　レインとアリカが囚とらわれていたのは、森の中で忘れられたように佇たたずむ古い倉庫だった。おそらく、ベギオムの外壁を作る際に資材置き場として使われていたのだろう。申し訳程度に掛けられていた鍵かぎは、ペムペムの体当たりでいとも容易たやすく吹き飛んだ。だが、レインたちがこんなに容易に脱だつ出しゆつできたのは、見張り番が誰もいなかったからだ。レインが昨日フェティを助けた一件を思い出す。おせっかいな自分の性格も、時には役に立つらしい。

　そんなことをレインが考えていると、不意にその視界がぐらりと傾かたむいた。

「レイン君!?」

「ぴぎぎ!?」

　苦く悶もんの表情を浮かべるレインに、アリカとペムペムが不安げな表情を浮かべ立ち止まる。レインは「大丈夫だ」と笑おうとしたが、襲いかかる睡すい魔まにその笑みは歪ゆがんでしまった。アリカやレオン、ペムペムを眠らせたのはグレイスの操あやつる虫の【催さい眠みん鱗りん粉ぷん】だったが、レインの睡魔は鬼の爪つめの一いち撃げきによるものだ。ポーチに入れていた気付け薬でアリカたちは完全に回復したが、レインだけがまだ回復途中だった。

　走り出したことで再び毒が回ったのか、酷ひどい眠ねむ気けがレインを襲う。

　だが、レインたちに休んでいる暇ひまはなかった。

　いち早くその殺気を察知したのは、一番危機察知能力に優すぐれるペムペムだった。

「ぴぎーっ！」

　ペムペムが警けい戒かいの鳴き声を張り上げ、その声で攻こう撃げきを察知したレオンが氷ひよう壁へきを頭上に展開する。木こ漏もれ日を切り裂き、無数のダガーがレインたちへ降り注いだ。容よう赦しやなく降り注ぐダガーに耐たえきれず、氷壁に幾いくつもの亀き裂れつが走る。

　ダガーに続いて降り注ぐ巨影に、レインは咄とつ嗟さにアリカを抱だきかかえてその場から飛び退のいた。ひび割れた氷壁が、振ふり落とされた鋼はがねの爪つめを受け止めきれずに砕くだけ散る。氷の欠片かけらが舞まい散り、鋼の鎧よろいを纏まとった美しくも猛たけ々だけしい剣けん狼ろうを映しだす。

　飛び退くイーブルを眼で追いながら、レインは挑ちよう発はつするようにその口元に弧こを描えがいた。

「しつこい男は嫌きらわれるらしいぜ。先せん輩ぱい」

「一いち途ずな男ほど好かれるんだよ。スライム君。──さぁ、アリカ君を渡わたしてもらおうか」

「はい、そうですか。ご自由に。──なんて言うと思ってんのか？」

　卓たく越えつした食育によりモンスターの力を引き出す魔獣食育師フードプランナー、すでに狂きよう狼ろう丸がんにより変貌を遂とげたイーブルを従えるドルフに向け、レインが油断なくその双そう眸ぼうを細める。いや、レインだけではない。その肩に乗るペムペムまでもが、普ふ段だんの温厚さからは考えられない強い警戒の表情を浮かべてドルフと、一度は敗北を味わった剣狼を睨みつけていた。

　狼とスライム。自然界ならば圧あつ倒とう的な捕ほ食しよく関係にある両者の視線が交差する。ただ一つ不自然な点があるとすれば、スライム側の眼に捕食への恐おそれがまったくないということだ。

　そんなレインとペムペムの眼差しに、ドルフは苛いら立だち含ぶくみに鼻を鳴らすと、突然その双眸を優しげに細め、柔らかな動作でその手をアリカに向けて差し出した。

「アリカ君。君も本当は分かっているはずだろう。どっちがより、幸せになれるのかを。──一番、誰だれもが傷つかない方法を」

　その穏おだやかな声は、おそらくアリカのよく知るドルフの物だったのだろう。だが、その言葉は完全な脅きよう迫はくだった。断れば、レインたちを躊躇ためらうことなく傷つけるという狂きよう気きの包丁。アリカの動どう揺ようが背中越ごしにレインに伝わってくる。それでも、レインは振り向かず、アリカに声をかけることすらせず、その答えを待った。

　夏に向けて青々と茂しげる森の中を、静せい寂じやくが支配する。

「私は。私は、先輩とはいきません！　みんなと一いつ緒しよに、ここに、ここに残ります！」

　その静寂を切り裂いたアリカの精せい一いつ杯ぱいの主張と共に、

「だってよ！　先輩！」

　レインは会心の笑みをドルフに向けて叩たたきつけた。

「ぴぎぃいいい！」

「グァウ！」

　レインに続き、ペムペムとレオンが喜びの雄お叫たけびを上げる。

　一方、アリカから完全に拒きよ絶ぜつされたドルフは、これまでにないほどショックな表情を浮うかべて愕がく然ぜんとしていた。おそらく、彼の計画の中では、レインたちを守るためにアリカは必ず自分に傾くはずだったのだろう。幽ゆう鬼きのようにだらりと頭を下げ、ドルフの身体からだから覇は気きが抜け落ちる。だが、それは一いつ瞬しゆんの停てい滞たいに過ぎなかった。まるで剣けんが鞘さやから抜き放はなたれたかのようなプレッシャーが、突とつ然ぜんレインたちに突つき刺ささる。

「は、ははは、ははははは」

　森に響ひびく哄こう笑しよう。鋼色に輝かがやく狼の紋もん章しよう。

　顔を手で覆おおったドルフが、歪いびつな笑みを浮かべ狂気に揺ゆれる眼光でレインを射い貫ぬく。

「もういい。さぁ、祭りを始めよう。収しゆう穫かく祭さいだ。全部刈かり取って全てを一から作り直す」

「はっ！　やれるもんなら、やってみろ！」

「ぴぎぴぎぃ！」

　歪な笑みを、レインとペムペムが好戦的な笑みで迎むかえ撃うつ。刻まれたスライムの紋章は、すでに【契けい約やくの絆きずな】を発動し、青白い光を滾たぎらせていた。アリカが残りたいと言うなら、レインは全力でアリカの居場所を守るまでだ。

　だが、ペムペムとイーブルの相性は最悪だった。剣狼族は優ゆう秀しゆうだが、ドラゴンや悪あく魔まに比べて上位種というわけではない。ペムペムの昇しよう華かは期待できない上に、イーブルの放つ斬撃は、スライムにとってまさに天敵だった。

　レインの頰に一筋の汗あせが伝う。逆境なんて今に始まったことじゃないが、今は背中にアリカがいる。この相手にだけは、絶対に負けるわけにはいかなかった。

「さぁ。引き裂け、イーブル！　【トライデント】」

　並々ならぬ憤ふん怒ぬを込めたドルフに呼応するように、イーブルの姿が禍まが々まがしさを増し変形する。その剣角がさらに鋭するどさを増し、さらに両りよう肩かたの装そう甲こうが大ぶりの刀に姿を変える。額と両肩で三みつ又またの矛ほことしたイーブルが、周りの木々を撫なで切りながらレインへ向けて突とつ進しんした。次々に崩くずれる大木がその鋭さを物語り、突進の威い力りよくはペムペムの体当たりを遥はるかに凌しのぐ。

　アリカを庇かばうならば、下へ手たに後退は出来ない。レインが覚かく悟ごを決め、イーブルを何とか転ばそうとペムペムをその足あし下もとへ仕し掛かけると同時に──

　目を焼くような稲いな光びかりが一帯を包み込み、強きよう烈れつな雷かみなりがイーブルの身体を直ちよく撃げきした。

「このケンカ。僕たちも混ぜてもらうよ」

「ガゼット!?　ピック!?」

　思わぬ援えん軍ぐんの登場に、レインが目を見開く。

「お前らっ！　なんでここに!?　お化け屋や敷しきはどうしたんだよ!?」

「そんなもの、幼おさな馴な染じみより大切なものかい？　それに──」

　ガゼットの掌てのひらに刻まれた雷の紋章が、この時を待っていたかのように雷らい光こうを帯びる。

「レイン。アイスワイバーンの時の借り、返しに来たよ！」

　ガゼットが今までレインが見たこともないような喜びに満ちた表情で声の限り叫ぶ。

　その言葉は、否応なしにレインの口元を吊つり上げた。

「馬ば鹿か野や郎ろう！　んなもん、とっくに返してくれてるだろうが！」

「君にだけは馬鹿呼ばわりされたくないし、残念だけど、僕はまだ返した覚えはないね。さぁ、レオン。アリカを連れて下がるんだ。ここは、僕とレインが切り開く！」

　ガゼットの指示にレオンが小さく頷うなずき、戸と惑まどうアリカを背中に乗せて飛び退く。正直、アリカを戦線から離り脱だつさせられたことにレインはホッとした。前に進むことを決めたアリカだが、攻撃への恐きよう怖ふはまだアリカの心に残ってることをレインは敏びん感かんに感じ取っていた。

　だが、安堵するにはまだ早い。

「誰と誰が、何を切り開くって？」

　余よ裕ゆうを含ふくませたその声に、視線を走らせたレインの頰ほおが歪む。

　ピックの強力な雷をその身に受けたイーブルは大きく身み震ぶるいすると、いとも容易く雷の残ざん滓しを振り払はらった。地面に突き立てられていた鋼の尾お。イーブルは鋼の尾をアースの代わりにし、雷らい撃げきの大部分を地面に逃にがしたのだろう。これでは、ピックの雷撃は通用しない。

「へ～、なるほど。そういうことができるんだ」

　だが、レインの隣となりに並び立つ魔獣錬磨師モンスタートレーナー、ガゼットの双眸はこの上なく楽しげだった。

　そんなガゼットの笑みに、レインの手に刻まれたスライムの紋章が眩まばゆい光を放つ。スライムと、最弱と、出来損そこないと蔑さげすまれてきた自分たちの隣に並ぶ心強い仲間の存在が、レインの闘とう志しをかつてないほど滾らせた。

「ガゼット、試したいことがある。あいつの動きを止められるか？　あと出来れば──」

　レインがガゼットにだけ聞こえるように声を潜ひそませる。その秘策に静かに耳を傾けたガゼットは、話を聞き終わるや否や、その言葉を待っていたとばかりに吹ふき出した。

「あっははははは。まったく、君は相変わらずとんでもないことを考えるね」

「無理か？」

　不安げに眉まゆを顰ひそめたレインに、ガゼットは小さく首を横に振った。その口元に、妖あやしい笑みが浮かぶ。それは日夜、レインとアリカ、そしてピックをイジメる悪魔の笑み。

「大だい丈じよう夫ぶ、そのために僕は来たんだ！　レイン、ちょっと耳を貸して──」

　作戦を立てたガゼットがレインに耳打ちする。その様子を、ドルフは楽しげに眺ながめていた。どんな策を立てようともねじ伏せ、二人を屈くつ服ぷくさせる自信があるからだ。

　その笑みを睨にらみ返しながら、レインはガゼットに向けて力強く頷いた。

「わかった、ガゼット。任せろ！」

「ぴぎ、ぴぎぎぎぎ！」

「よし。じゃあ、行こうかピック。今日は手加減なしでいいよ。お仕置きしてあげな」

「言われなくても。アリカのお菓か子しを奪うばった罪、その身をもって償つぐなわせる」

　打ち合わせが終しゆう了りようし、その瞬しゆん間かんを見計らったように静かな風が森の中を吹き抜ぬける。

　そして、その風が吹きやむと同時に、

「ペムペム。【体当たり】！」

「ぴぎぃいいいいい！」

「イーブル。切り刻め！」

「グアアアアアウッ！」

　スライムと剣狼が、その双眸に闘志を滾らせ対たい峙じした。

　ペムペムが地面を滑すべるようにその身体を撃ち出し、イーブルへ特とつ攻こうを仕掛ける。突とつ撃げきを仕掛けた青い砲ほう弾だんを、イーブルが前まえ脚あしを支点に大きく身体を捻ひねって迎げい撃げきする。横よこ殴なぐりに振るわれた肩かたの剣を、ペムペムはその身を地面に押おし潰つぶしてギリギリで回かい避ひ。だが、振るわれたのは肩の剣だけではなかった。肩を振った勢いのままに、イーブルがペムペムに向けてその身体を転がす。迫せまる鋼の体毛は、押し潰されるどころではすまされない。切り刻まれる寸前で、ペムペムがその場から大きく飛び退く。その退たい却きやくを、狼の反射神経は容易く追つい尾びした。背中の撓しなりを利用して起き上がったイーブルが、その反動のままに空中で身体を捻ひねり、鋭い爪をペムペムに向けて振るう。

「ぴぎぎぎぎ」

　ペムペムを掠かすめ、鋼鉄の狼ろう爪そうが大地を抉えぐる。ペムペムの危険回避と逃げ足の速さは一級品だが、イーブルの作り込まれたしなやかな筋肉は、逃げるペムペムを容易く追つい撃げきした。地面に着地したペムペムを切り裂さかんと、木漏れ日を両断する剣角が振り下ろされる。しかし、振り下ろされた剣角は、またもペムペムの肌はだを掠るに留とどまった。またもや寸前で攻撃を躱かわしたペムペムに、イーブルが獰どう猛もうな唸うなり声を上げながら、容赦なく三本の剣を振り下ろす。残像を残す斬撃は地面を瞬またたく間まに細切れにし、粉ふん塵じんを巻き上げた。

「う──っつ！」

　顔を顰めるレインの頰や首に次々と裂れつ傷しようが刻まれる。【契約の絆】によるダメージの還かん元げんで傷ついてゆくレインの姿に、ドルフがさらに表情を歪ゆがめ、アリカが悲鳴を上げる。

「大丈夫だ、アリカ。こんなもんじゃ、俺とペムペムは倒たおれねぇよ！」

　そんなアリカの不安を、レインは力強い笑みで打うち砕いた。その言葉の通り、レインの身体には幾つもの裂傷が生まれるものの、一つとしてその命には届いていなかった。

　傷つきながらも倒れるそぶりを見せないレインに、ドルフが苛立ちを募つのらせる。

「何をしている、イーブル。さっさとトドメをさせ！」

「ガァッァアアウッ！」

　イーブルが剣速を加速させる。ペムペムへ高速の斬撃を振り下ろし、ギリギリで回避したところへ左肩の剣を突き刺す。それでも致ち命めい傷しようを避さけたペムペムへ、今度は硬こう質しつ化かした体毛で覆った尾を薙なぎ払い、その風圧に翻ほん弄ろうされたところへ止とどめの剣角を振り下ろす。

　それでも、イーブルはペムペムの動きを捉とらえることが出来なかった。焦あせり始めた剣は徐じよ々じよに繊せん細さいさを欠き始め、ペムペムに刻む傷は徐々に小さなものへと変わってゆく。

　荒あら々あらしく口元を歪めるドルフとは対照的に、全身に傷を負いながらもレインの表情には余裕があった。スライムの逃げ足は天下一品だ。攻こう撃げきを捨て避よけることだけに集中すれば、いかに力を増したイーブルの斬撃であろうと、避け続けることは難しくない。

　苛立ちと焦りに、イーブルの攻撃に間かん隙げきが生じる。その隙すきを突き、雷の如ごとき素早さでイーブルの懐ふところに潜もぐり込んだピックが、その掌を剣けん狼ろうの胸に押し付けた。

「【ショックボルト】！」

　ピックの掌から強力な雷撃が叩きこまれ、イーブルの身体が迸ほとばしる雷撃に跳はね上がる。だが、剣狼がその身に纏まとった鋼の体毛は全ての電でん撃げきを受け流した。再び鋼の尾が地面に突き刺さり、電流を大地へと放出する。そのまま、イーブルは鋭い眼光を懐にいたピックへ向けた。殺気に思わず動きを止めた小さな身体に、巨きよ大だいな剣角が無情にも振り下ろされる。

「【体当たり】！」

「ぴぎぃいいいいい！」

　間かん一いつ髪ぱつ。ペムペムが体当たりを仕掛けながらピックを飲み込み、イーブルにぶつかった反動で大きくその場から飛び退いた。遠ざかるペムペムへ向けて、イーブルは力の限り大地を蹴ける。反動で土砂が舞まい上がり、巨大な狼おおかみが再び跳ちよう躍やくしたペムペムへと肉にく薄はくする。

「マスター！」

　ペムペムの身体の中から飛び出し、その頭の突とつ起きにしがみつくピックが叫さけぶ。

「【ヴォルトアックス】！」

「シッ！」

　ピックが短く息を吐はき、迫るイーブルに向けて巨大な雷の斧おのを振り下ろす。だが、イーブルは寸前でその雷撃を察知すると、地面が陥かん没ぼつする勢いで大地を蹴り、その身体を大きく跳ね上げた。すでに周りの木々は切り倒され、イーブルの跳躍を遮さえぎるものはなにもない。

　大地に突き刺さる雷の斧を尻しり目めに、イーブルが力の限りその尾を振るう。

「縫ぬい止めろ。【フライングダガー】！」

　無数に降り注ぐ銀光の狭はざ間まを、ピックを背負ったペムペムが残像を残して駆かけ抜ける。地面に大きく螺ら旋せんを描えがきながら逃げるペムペムの後を追い、無数のダガーが地面に突き刺さる。だが、変へん貌ぼうを遂とげたイーブルが放つダガーの雨はその勢いを増すと、ペムペムの回避能力を嘲あざ笑わらうかのように灰色の帳とばりとなってその逃げ道全てに降り注いできた。

「弾はじけ！　【スパークアロー】」

　ガゼットの声が響ひびき、ペムペムの背からピックがダガーに向け雷の矢を解き放つ。雷の矢が銀光となって降り注ぐダガーを弾き返し、ペムペムの逃げ道の活路を開く。

　だが、力の均きん衡こうは長くは続かなかった。

「くぅっ！」

　ピックが苦しげに呻うめき、待機していた雷の矢が消失する。ピックは首の周りの電でん綿わたで電気を生成・蓄ちく積せきするが、その量には限りがあった。しかも、小こ柄がらな身体からだで体力勝負には分ぶが悪い。降り注ぐダガーを高速で回避するペムペムにしがみついているのには限界がある。

「あ……」

　小さな悲鳴と共に、ピックの手が滑る。咄とつ嗟さにペムペムが身を捻るがもう遅おそい。地面に転げ落ちたピックに標的を定めたイーブルが、容よう赦しやなくその剣けん角を振り下ろす。

「獲とった！」

　ドルフの顔に浮うかぶ勝利の笑み。

「掛かかった。ピック【地じ雷らい芯しん】」

　その笑みを、ガゼットの人を食ったような笑みが飲み込んだ。

「了りよう解かいだ。マスター」

　ピックがその小さな手を振り下ろし、密かに蓄たくわえていた電気を地面に叩たたきつける。その瞬間、イーブルが今まで地面に逃がしていた全ての電気が、激しい音を立てて帯電した。しかも、ただ帯電しているだけではない。ピックの手を支点に、電流が大きな螺旋を描く。それはペムペムが降り注ぐダガーの中を駆け抜けて作った渾こん身しんの布ふ石せき。

　螺旋を描く電流に、蓄積された強力な電圧。

　その二つの戦略は、全ての金属をひれ伏ふさせる強力な電磁力をその場に生み出した。

「イーブル!?」

　電磁場に囚とらわれて地面にひれ伏すパートナーに、ドルフが驚おどろきの声を上げる。イーブルが脚あしに力を込めるも、全身を包む鋼の体毛が仇あだとなり立ち上がることすら敵かなわない。

　だが、ガゼットの狙ねらいはその先にあった。

「レイン、ペムペム。今だ！」

「任せとけ！　行くぞ、ペムペム。【分ぶん裂れつ】！」

「「「ぴぎぎぎぎっ！」」」

　生み出した二体の分裂体と共に、ペムペムがその身を倒とう木ぼくの下に滑り込ませ、スライム特有の弾だん力りよくで空高く跳ね上げる。間かん髪はつ入れずに、次の大木へ、そしてまた次の大木へ。

「な、なにをしている!?」

　その行動の意味が分からずドルフが叫ぶ。だが、その答えはすぐに明かされた。

　ペムペムが跳ね上げた倒木には全てイーブルのダガーが刺さっていた。しかも、ピックが撃うちだした雷かみなりの矢の電気を纏った状態でだ。

　ピックがその小さな手を振り上げ、細く伸のびた雷でダガーを摑つかむ。

「さぁ、降り注げ！」

　ピックの声に誘さそわれ、強力な電磁力に引きつけられた大木がイーブルへと降り注いだ。轟ごう音おんが森を揺ゆるがし、剣狼に向けて次々に大木が落下する。重力と磁力が合わさった大木の雨に、イーブルの巨きよ体たいが微かすかに傾かたむく。しかし、剣狼は踏ふみとどまった。その身体を覆おおう堅けん牢ろうな鋼の体毛は、降り注ぐ大木の雨を受けきった。

「はっ。残念だったな。全てが命中していれば、勝てたかも知れなかったものを」

　ドルフの唇くちびるが歪いびつな笑みを作る。電磁場の中心にいるとはいえ、全ての大木がイーブルに命中したわけではない。剣狼を捉えたのは、およそ半分。残り半分はその周りで再び大地に根ざしたかのように突き刺さっていた。いや、たとえ全ての大木がイーブルを打ち据すえようと、勝負は決まらなかっただろう。ドルフにはまだ、奥の手があるのだ。

　だが、ドルフは知らなかった。

　自分の前に立つ男が計算不能な大おお馬ば鹿か者だということを。

「さぁ、勝負しようぜ。ドルフ先せん輩ぱい。俺たちの練れん磨まとあんたらの食育、どっちが上か！」

　不敵な笑みを浮かべたレインが、ドルフに向けて啖たん呵かを切る。

　そんなレインを、ドルフは口を大きく開けてせせら笑った。

「馬ば鹿かが。スライムの体当たりなんて今さら効くか。いったい何百発打ち込む気だ!?」

　確信を持ってドルフが吼ほえる。その信しん頼らいに応こたえるように、電撃と木もく牢ろうに囚とらわれたイーブルが低く喉のどを鳴らす。余よ裕ゆうには根こん拠きよがあった。鱗うろこやただの体毛ならともかく、イーブルは剣狼。その毛は鋼。それこそ何百発打ち込まれようと、ドルフは耐たえる自信があった。

　その自信に、レインは渾身の笑みで応えた。

「三発。それで充じゆう分ぶんだ！」

　ドルフに向けて突き出した、三本の指と共に。

「ふ、ふ、ふざけるな！　馬鹿にするのも、大たい概がいにしろ」

　怒いかりに目を吊つり上げたドルフが叫ぶ。確かに、馬鹿にしているとしか思えない。

　だが、ドルフの怒りにも、罵ば倒とうにも、レインの好戦的な笑みは変わらなかった。

「だったら。その身で確かめてみやがれ！　行くぜ、ペムペム。【体当たり】！」

「「「ぴっぎぃいいいいい！」」」

　三体のペムペムが一いつ斉せいにイーブルに向かって特とつ攻こうを仕し掛かける。だが、その目はドルフを狙ってはいなかった。飛びだした三体が、それぞれ別の大木に体当たりを炸さく裂れつさせる。

　そして、ペムペムは再び体当たりを打ち出した。

「「「ぎゅぅうううううっぴぃいいいい──────ぎゅっぴぴ！」」」

　イーブル──ではなく、渾身の力で身を打ち出した別のペムペムへ向けて。

「な、何をやっているんだ!?」

　ドルフは意味が分からず目を見開く。イーブルを囲い込む大木の狭間で、三体のペムペムが縦じゆう横おう無む尽じんに飛び交っているのだ。しかも、互たがいが互いに体当たりを仕掛けながら。

　攻撃の意図が分からず、謎なぞの恐きよう怖ふを感じたドルフがその視線をレインへと向ける。

　そして、ドルフはぞっとした。

　渾身の闘とう志しを【契けい約やくの絆きずな】に叩き込むレインの双そう眸ぼうには、最悪の相性の敵に立ち向かう悲観ではなく、逆境をぶちこわすことへの果てしない喜びに満ちていた。

「もっとだ！　もっとだもっとだもっとだもっとだっ！　ペムペム！　【体当たり】！」

「「「ぴぎぎぎぎ！」」」

　レインの叫びに、ペムペムが応える。そして、壮そう絶ぜつな無限加速が始まった。体当たりを受けたペムペムが加速し、その加速を乗せた体当たりをさらに別のペムペムへと打ち出す。スライム同士がぶつかったとは思えない重い音が、途と絶だえることなく森の中に響き渡わたる。

　初めは点として捉えられていたペムペムの姿が徐々に残像となり、最後には一筋の青白い光の帯へとその姿を変える。その動きを支えているのは、馬鹿げた速度の体当たりを受け止める、稲妻いなずまを帯びた木の柱。ドルフの憎にく々にくしげな視線がガゼットへと滑すべる。だが、罵ば声せいを浴びせる時間はなかった。ペムペムの体当たりがいつ発射されるとも分からない。

　ドルフの唇が歪ゆがむ。万が一にも、イーブルの敗北が脳のう裏りを掠かすめる。

「イ、イーブル。使え！　出し惜しみはなしだ！」

　ドルフの言葉に、イーブルが低く唸うなり、口の中にあらかじめ忍しのばせていた狂狼丸を嚙かみ砕くだいた。使用法を無視した狂狼丸の二重摂せつ取しゆにアリカが悲鳴を上げる。

　その悲鳴を無視し、ドルフは狼の紋もん章しようを禍まが々まがしい鋼色に輝かがやかせた。

「【アサルトフォース】」

「ヴァゥゥオオオｏｏｇｇＧＧＯＧＯＷＧＯＷｗ!!」

　肌はだを突き刺すような残ざん虐ぎやくな遠とお吠ぼえが響き渡り、イーブルの身体が蠕ぜん動どうする。筋肉がさらに肥大し、鋼の体毛の全てが剣へ精せい錬れんされる。四し肢しの関節から飛び出した歪な骨が白はく刃じんとなり、額の剣角はさらに倍ほどに膨ふくれ上がった。禍々しくも猛たけ々だけしい姿は、まさに神話に登場する神を食い千ち切ぎる魔ま狼ろうを彷ほう彿ふつさせる。

「奴やつらを蹂じゆう躙りんしろ。イーブル！」

　ドルフがレインたちへ向け、狼の紋章が鋼色に輝く腕うでを振ふり払はらう。変貌を遂げたイーブルならば、ピックの電磁場を突とつ破ぱできると考えたのだろう。

　鋼がきしむ音を響かせながら、イーブルがゆっくりとその前足を持ち上げる。

「私たちを、舐なめるなっ！　マスター!!」

「あいよ！　ピック！」

　ガゼットが雷の紋章をより一層強く輝かせる。同時に、ピックの身体に刻まれた雷の紋章が春しゆん雷らいの如ごとく鮮せん烈れつに輝いた。【契約の絆】により力を増ぞう幅ふくさせたピックが、その羽根を大きく羽ばたかせる。耳に痛い雷らい鳴めいが断続したかと思うと無数の雷の花が咲さき誇ほこった。

「散れ！　【電でん光こう刹せつ花か】！」

　ガゼットの声に誘われ、雷の花びらが舞まい落ち地面を覆い尽つくす。稲いな光びかりを放つ地面が先ほどまでよりも強力な磁力を帯び、変態した剣けん狼ろうをも地面へと叩きつけた。

　歯がみするイーブルを見み据すえながら、ガゼットはチラリとレインを盗ぬすみ見る。以前のガゼットならば、【契約の絆】をこれほど長く継けい続ぞくさせるのは不可能だった。とっくに精せい根こん尽つき果てて戦せん闘とう不能になっていたはずだ。だが今は、以前よりもずっと強力な【契約の絆】を維い持じできた。ガゼットの口元が、壮絶な戦闘の合間にも拘らずほころぶ。レインに付き合わされた基き礎そトレーニングは、間ま違ちがいなくガゼットの血となり肉となっていた。

　己を助けた最弱を助けられるほどに。

「レイン。心配しないでイイよ。思う存分、ぶっ飛ばせ！」

「ったりめーだ！」

　ガゼットの熱の籠こもった声に、レインがはなっから不安などないと言わんばかりに吼える。その雄お叫たけびに呼応し、レインとペムペムの紋章がさらに昂たかぶった。背中に守る大切な仲間。隣となりを預ける心強い仲間。その全てが、レインの心を燃え上がらせる。

　祭りに誘えるような大勢の友達がいなくても、

　自分のことを信頼してくれるほんの少しの仲間がいればそれでいい。

　何千何百という陰かげ口ぐちを叩かれても、

　ただ一言、自分を信頼してくれる言葉が聞ければそれでいい。

　ただそれだけで、

　ただそれだけで、

　レインとペムペムは、今までよりもずっと強くなれる。

　滾たぎる鼓こ動どうのままに、レインは喉を震ふるわせた。

「さぁ、ペムペム。教えてやろうぜ、先輩によ。ドラマチックな出で逢あいなんて必要ないって。凝こった演出なんていらねぇって。本当に大切なヤツを作るのに、小細工なんていらないって教えてやろうぜ！」

「ぴぎいいいいいいいいいいいいいいいいいい！」

　レインに応え、青白い光線と化したペムペムが嬉うれしげに叫さけぶ。レインもペムペムも、誰だれかに認められたくて戦ってきたわけではない。

　だが、それでも──

　仲間の信頼をその身に背負った最弱は、今までの中で最高のパフォーマンスを発揮した。

　限界かと思われたペムペムが、限界を超こえて加速する。より強く輝くスライムの紋章が、既すでに目で追えなくなった分裂体の存在を教えてくれる。ペムペムと分裂体が衝しよう突とつし、青白い光線から燐りん光こうが弾はじける。それはまるで、祭りを彩いろどる鮮あざやかな青花火。

「く、くそ。くそぉおおおお！」

　ドルフが怨えん嗟さに喉を震わせ、鋼色に輝く腕を振り下ろす。

　だが、ドルフとイーブルが何らかの反はん撃げきを試みる前に、

「いけぇ！　ペムペム。へし折ってやれ！」

「「ぴぎゃう！」」

　二つの青白い光弾が、剣角の腹に突つき刺ささった。左右から微び妙みように打点をズラして叩たたきつけられた衝しよう撃げきに、決して折れないと謳うたわれた剣狼族の剣角が荘そう厳ごんな音を響ひびかせ宙を舞う。

　回転する剣角が、啞あ然ぜんとするドルフと会心の笑みを浮うかべるレインの顔を交こう互ごに映す。

　確かに、イーブルはその全身を無数の剣けん刃じんで包んでいた。だが、ただ一点、その額だけは一本の剣角が守っていた。

　その剣角が折られた今、イーブルの額を守るものは何もない。

「これが約束の三発目だ。受け取りやがれぇぇぇぇぇえええっ！」

「ぴぎぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいぃっ！」

　レインが拳こぶしを突き出し、ペムペムが今までで最速の体当たりをイーブルの額目がけて解き放つ。その反動に耐えきれず、ピックが押さえていた大木が激しく吹ふき飛んだ。

　イーブルが身構える暇ひますらなく、ペムペムの体当たりが無防備となった剣狼の眉み間けんのど真ん中に突き刺さる。如い何かに強固な鎧よろいを纏まとおうとも、これだけの衝撃は堪たえ切れない。

「ば、馬鹿な」

　首を仰のけ反ぞらせて倒たおれるイーブル。目の前で泡あわと消えた勝利に、ドルフが後ずさりながら声を絞しぼり出す。その首筋に、小さな手が押し当てられた。

「さあ、お仕置きの時間だ」

　ピックの怒りの籠こもった声がドルフの耳じ朶だを打ち、迸ほとばしった電でん撃げきがその意識を吹き飛ばす。

　戻もどってきたペムペムを抱かかえながら、レインはガゼットに向けて笑みを漏もらした。

「相変わらず、とんでもない戦術だな。ガゼット」

「それも、君にだけは言われたくないね。レイン」

　神経を極限まで張り詰めた激げき闘とうに疲ひ労ろうの色を滲にじませながら、お互いの健けん闘とうを称たたえ合う。

　だが、その喜びは、

「やれやれ。まさがドルフ君が敗北しているとは」

　突とつ如じよ、蜃しん気き楼ろうのように揺ゆらいだ空間から現れたグレイスに、虚むなしくも搔かき消された。




　　　　＊




「あんたは……」

　突如姿を現したグレイスに驚おどろきの声を上げたレインは、続く言葉を飲み込んだ。漆しつ黒こくのコートからは白はく煙えんが上がり、帽ぼう子しは鍔つば元もとまで深く切り裂さかれている。一体レインと別れた後に何があったのか、グレイスの身体からだには激しい戦闘の傷が刻まれていた。

　そんな言葉を飲み込むレインに、グレイスは「やあ」とまるで街で友人にでも会ったかのような調子で声を掛かけると、コートに付いた煤すすを払いながら言った。

「スライムトレーナー君。君の学友は凄すさまじいね。おじさん、ビックリしちゃったよ」

「学友？　おい、学園で一体何してきたんだよ？」

「その、まぁ～。いろいろと、ね」

　含ふくみを持たせた笑みを浮かべるグレイスに、レインが調子を崩くずすように首を傾かしげる。

　そんなレインに、【契約の絆】の発動により激しい疲ひ労ろう感を滲ませていたガゼットが、警けい戒かいを顕あらわに声を荒あらげた。

「レイン！　なんで君はそんな親しげに誘ゆう拐かい犯と話してるんだい？」

「いや、だって。こいつらのおかげで俺たちは逃にげられたんだし。なぁ、アリカ」

「いや、えっと。私その時はまだ寝ねてたから……」

　同意を求めるレインに、アリカが小さく首を横に振る。

　その時、再び空間が揺らぎ三人の人ひと影かげをレインたちの目の前に生み出した。

「たく！　あのお子ちゃまスライムといい、悪あく魔ま使いといい。むかつくガキばっかだね」

　最初にその姿を現したガリアが、忌いま々いましげに口元を歪めながら悪態をつく。その背中に仕える鬼おには身体の至る所に爪つめ痕あとを刻まれ、さらにその左ひだり腕うでを漆黒の鎖くさりで縛しばられていた。

　激しい戦闘の名残なごりを見せるガリアが、その険悪な双眸を気絶したドルフへ向ける。

「んで、本当にあのガキも連れて帰るの？　置いてけば？」

　吐はき捨すてるガリアに、次に姿を現したフェルが困ったようにその小さな首を横に振った。

「なかなかそうもゆかぬ。ドルフの食育師フードプランナーとしての腕は確かじゃ。もうすぐ生まれるアレの餌えさを作ってもらわねば困る。それとも、ガリアが代わりに作ってくれるのか？」

　フェルが「ふふん」と勝ち誇った笑みを浮かべながらガリアを見上げる。ガリアはと言えば、よほど腕に自信がないのかあからさまに嫌いやな表情を浮かべながら両手を挙げた。

　レインとしては、別にドルフがどこへ連れて行かれようと、大して気にはしなかった。

　だが、最後に現れたクラスメイトだけは、レインは見過ごすわけにはいかなかった。

「エルニアっ!?」

　レインが声を張り上げる。ガリアとフェルに続いて現れたエルニアは、いつもは過激なまでに激情の籠こもった双そう眸ぼうを人形のように無機質なものにしながら、悔くやしげに口元を歪めるキールを引き連れて静かに佇たたずんでいた。

「エルニアさん？」

「エルちゃん？」

　何故か敵と行動を共にするエルニアに、ガゼットとアリカがレインに続き声を荒げる。そんな彼らの脳に、大地を揺るがすような憤ふん慨がいを込めた念話が叩きつけられた。

（皆みなの者。頼たのむ、主を、エルニアを解放してやってくれ！）

「キールか！　何があった!?」

（この男の魔虫が主の自由を奪うばっているのだ！　頰ほおの蝶ちようがそれだ。早く、早く主を──）

　突如キールの念話が途と切ぎれ、耳障ざわりな虫の鳴動が森の中に響き渡った。

「何を話しているか分かりませんが。静かにしてください、ドラゴン君」

　疲つかれの混じった笑みを浮かべながら、グレイスが不自然に波打つ左腕を持ち上げる。

「おい、お前ら。どういうことだ？　もう学園じゃ何もしないって言ったじゃねぇか！」

「すまんの」

　レインの追つい及きゆうに答えたのはフェルだった。

「確かに、あのときはそう言った。じゃが、状じよう況きようが変わったのじゃ。この娘むすめは、私の野望のために連れて行く。堪かん忍にんせい」

「野望って、お前が言ってた最強の魔ま獣じゆうってヤツか」

「そうじゃ」

「そのために、エルニアを連れて行くって言うのか？」

「そうじゃ」

　躊躇ためらうことなく頷うなずくフェルに、レインは荒あら々あらしく地面を踏ふみ鳴ならした。

「ざっけんな！　エルニアを返せ！　嫌だってんなら、力尽ずくで取り返すぞ！」

　大気を焦こがすような怒ど濤とうの覇は気きを纏うレインに、フェルが難しそうな顔をしてその唇くちびるを引き結び、助けを求めるようにガリアを見上げる。しかし、ガリアは肩かたを竦すくめて答えた。

「あたしと赤あか鬼おにはパス。あいつのことは本当に気に入ってるし、今はこの邪じや魔まな鎖を引き千ち切ぎるのに専念させてもらうよ」

「じゃな、グレイスはどうじゃ？」

「残念ですが、フェル博士。ベルドバルもそろそろ限界です。【兵へい隊たい蟲ちゆう】はさっきの戦いで打ち止め。蛹さなぎと老体故ゆえに、体力もないので」

「そうか、では仕方ないの」

　残念そうにフェルが首を振ふり、レインが僅わずかに安あん堵どの表情を浮かべる。

「出来れば、なるべく消しよう耗もうするようなことは避さけたかったんじゃが」

　だが、レインの安堵は嬉き々きとして響いた虫の鳴動とドラゴンの雄叫びに、空むなしくも搔き消された。キールが怒いかりの形ぎよう相そうを浮かべグレイスたちを睨にらみ、その傍かたわらに立つエルニアが掌てのひらに刻まれたドラゴンの紋もん章しようを無機質な朱あかい光で滾らせる。

「まだ若い芽を摘つむのは忍しのびないので、逃げることをお勧すすめしますよ」

　左腕を高々と掲かかげるグレイスの微笑と共に、キールの口こう腔こうから紅ぐ蓮れんの炎ほのおが迸った。

「くそっ。なんて学園祭だよ！」

　悪態を叫びながら、レインがアリカの手を引き、ガゼットと茂しげみの中へと飛び込んだ。地面を舐なめ焦がした炎は、その熱気だけで周囲の木の葉を発火させる。一撃げき目は脅おどしなのか、キールは追つい撃げきを加えずその双眸に憤ふん怒ぬと悲ひ哀あいを湛たたえ、悔しげに炎の残ざん滓しを吐き出した。

　その姿に、レインは胸を焼かれる思いになりながら、奥歯を嚙かみ締しめ目を凝らす。その揺るぎない眼は、迷うことなくエルニアの頰に張り付く黒蝶の姿を捉とらえた。それが、前回のランキング戦でミストリアに付いていた蝶と同じものだと、レインはすぐに理解する。だが、それ故にレインは眉まゆを顰ひそめた。ミストリアの時は頰にとまるだけだった黒蝶が、エルニアには完全に同化しているように見えるのだ。

「ガゼット！　ピック！」

「わかってる」

　素早く視線を走らせたレインにガゼットは頷くと、疲ひ弊へいした身体にむち打ち再び【契けい約やくの絆きずな】を発動させた。途と端たん、ガゼットの双眸が電気を帯びたように輝かがやきだす。ピックの力を借りることで、一時的にではあるがガゼットもピックと同じように電磁波を視認できる。ガゼットがあらゆる面で博識な分、ピックよりも得られる情報は大きい。

「どうだ、ガゼット？」

「どうなの、ガッちゃん？」

　心配そうに訊たずねるレインとアリカに、ガゼットは声を殺して答えた。

「電磁波を見る限り、同化と言うよりはエルニアさんの頰に癒ゆ着ちやくしてる感じだね」

「癒着？　無理矢理引き剝はがすのはできねぇのか？」

「難しいかもね。こういう被ひ害がいは、専門の医い療りよう機関の受じゆ診しんをお勧めするよ」

「そんな暇あるかよ！　えーっと、確かミストリアの時はどうやったんだっけ？」

　レインが頭を捻ひねり、ランキング戦の時のことを思い出す。確かあの時は、戦いの最中で急に虫が苦しみだして、最後には自ら焼やけ焦げた。ミストリアの言動が異常だったことを考えれば、もしかしたら寄生された本人の精神が深く関わるのかも知れない。

　レインは僅かな可能性に賭かけて、声を張り上げた。

「エルニア！　何そんな奴やつらにいいようにされてやがんだ、目ぇ醒さませ！」

　渾こん身しんの力を込めて叫さけんだレインに、エルニアはまるで反応を示さない。本当に人形のようなエルニアの代わりに答えたのは、袖そでの中に白い繭まゆを住まわせたグレイスだった。

「あれ、もしかして君かな。デビルトレーナー君の【天てん隠いん蝶ちよう】を自じ滅めつさせたのは」

「だったら、何だってんだ」

「いや～、すごいと思ってね。確かに、【天隠蝶】は宿主が激しく動どう揺ようすると、その心の揺らぎに耐たえきれず自滅するんだよ。でもね、それは親の【魔ま皇こう蟲ちゆう】から離はなれているときでね。今回のように宿主に癒着して、しかも【魔皇蟲】が側にいるときは──」

　グレイスの左袖が脈打ち、一ひと際きわ大きな虫の鳴動が森の中に木霊こだました。

「自滅は諦あきらめた方がイイよ」

　下された宣告はレインたちを試すような色を帯びていた。まるで、グレイスはこの状況を楽しんでいるようだった。それは、絶対的な優位性か、はたまたスライムトレーナーのレインを軽かろんじているのか。

　どちらにしろ、レインは心の中で叫んだ、「ふざけんな！」と。絶望的な逆境が、逆にレインの闘とう志しを滾たぎらせる。諦めるつもりなんて毛頭ない。今までの経験を総動員させ、レインが頭をフル稼か働どうさせる。何か、何かないのか。二つの物を分離する、その手段が！

「ぴぎ、ぴぎぴぎ。ぴぎ！」

「ペムペム……」

　悩なやむ主を励はげますように、ペムペムが声を上げ、その身体をレインの額に押しつける。ペムペムは難しいことを考えられない。その代わりに熱を持つレインの頭を少しでも冷やそうと、健けな気げにその身体を伸のばして、主の力になろうと努力する。

　その姿に、ガゼットとアリカが心を打たれ僅かに表情を崩す。ピックとレオンもそうだ。最弱の魔獣が諦めていないのに、自分たちが諦めるわけにはいかないのだ。そして、それはレインも同じだった。何か可能性はないかと、祈いのるような気持ちでポーチに手を突つっ込こむ。指先がベトッと何かを撫なでた。驚いて指を引き抜ぬくと、それは潰つぶれたブドウだった。どうやら、ペムペムが学園祭の準備中に食べていたものをこっそりと隠かくしていたらしい。

　その瞬しゆん間かん、どんなことにもひたむきに取り組んできたレインの脳のう裏りに天てん啓けいが弾はじけた。

「これだっ!!」

　思わず声を張り上げたレインに、他の面々がびくっと身体を跳はね上げる。だが、その驚きは一瞬にして、レインの顔に浮うかんだ並々ならない覇気に吹ふき飛ばされた。

「レイン。何か思いついたの!?」

「ああ、上う手まくいくかわかんねぇけど。ペムペムなら、何とか出来るかもしんねぇ！」

「ぴ、ぴぎ？」

　名前を呼ばれたペムペムが、不思議そうに首を傾げる。同時に、強きよう烈れつな熱気が吹き荒あれた。レインたちの隠れる茂みのすぐ側が、高熱の炎に舐められ燃えるまもなく蒸発する。

「白旗を揚あげてくれると、おじさんたちも喜んで帰れるんだけどな～」

　とぼけた声をかけるグレイスに、レインは訝いぶかしげに眉を顰めた。今の攻こう撃げきは、明らかに無意味だ。脅しなら一発目ので充じゆう分ぶんだし、そもそも、逃げられるなら早く逃げればいい。

　だが、微かすかに頭を持ち上げて盗ぬすみ見た光景に、レインの疑問は氷解した。グレイスの背後に立つ鬼が、腕うでに巻き付いた鎖に悪あく戦せん苦く闘とうしているのだ。どうやら、あの鎖が逃とう亡ぼうを邪魔しているらしい。必要以上にレインたちを脅すのも、変な気を起こさせないためだろう。

　だが、それは同時に、レインたちにあまり時間が残されていないことを意味していた。このままでは、エルニアが連れて行かれてしまう。

「行くぞ、ペムペム」

「ぴぎ！」

　レインが覚かく悟ごを決め、ペムペムが答える。その背に、ガゼットは不安を滲にじませて訊ねた。

「大だい丈じよう夫ぶなのかい？　レイン？」

「ああ。懐ふところにさえ入れば、たぶん上手くいく。それに、忘れたのかよ。俺とペムペムはドラゴン相手なら相あい性しよう抜ばつ群ぐんだってーの。まぁ、今回ばかりは、サポートも大だい歓かん迎げいだけどな」

　肩を竦めておどけるレインは、その視線を悲痛な表情を浮かべるアリカへと流し──

「アリカも、もし本気になったら。そんときは、頼むぞ！」

　微かな願いを込めた笑顔を残して、その答えを聞く間もなく戦場へと躍おどり出た。

「エルニアアァァァァアア！」

「特とつ攻こうですか。うむうむ、若い若い」

　気合いと共に駆かけだしたレインへ向けて、グレイスが左ひだり腕うでを突き出す。その袖そで口ぐちに巣くう繭が蠢うごめき、耳障りな鳴動で意識なきエルニアを操った。

「【フレアアロー】」

　エルニアの口が無機質な音を紡つむぐと、悔しげに口を歪ゆがめたキールが背中に宿す炎えん翼よくから鱗うろこが剝がれ、無数の炎の矢となってレインとペムペムへ向けて撃ち出される。

　レインは残り少ない体力を全力でスライムの紋章に叩たたき込んだ。

「行くぞ、ペムペム！」

「ぴぎぃっ！」

　ペムペムの危機察知能力をフル開放し、レインが炎の矢と対たい峙じする。熱気に怯ひるまず突っ込みながら身を屈かがめ、第一の矢をやり過ごす。地を這はう二本目の矢をペムペムの分ぶん裂れつ体たいをぶつけて搔かき消し、その陰かげに隠れて飛び出した三本目は大きく横手に飛び退のいて回かい避ひする。

　横よこ殴なぐりの熱風が肌はだを焼いたのはその時だった。

「ぴぎっ！」

　ペムペムの警告に耳を叩かれ、レインが慌あわてて身を屈める。頰ほおに伝う汗あせが、頭上を薙ないだ螺ら旋せんの炎を映し朱あかく染まる。

「ぴ、ぴぴぴぴ。ぴっぎぃ！」

　一際大きな警告を発しながら、ペムペムがレインの指示を待たず飛び出す。その小さな砲ほう弾だんは、レインへ詰つめ寄よってきたキールの額に激げき突とつし、そのまま空しくもはじき返された。ペムペムに一いち瞥べつもくれることなく、キールが爪つめをレインに向けて振り下ろす。反射的にレインが身を引いたが間に合わない。焼けた爪はレインの肩を薄うすく切り裂さき、霧きり状じように飛び散った血が熱を蒸発させ、紅くれないの蒸気を生み出した。

　裂かれ焼かれた激痛に、レインの右腕が痙けい攣れんする。その腕に、キールの身体からだがのしかかってきた。腕を組み敷しき、文字通り馬乗りになったキールが朱い口腔をレインへ向ける。

「くぅおっの！　ペムペム、【体当たり】！」

「ぴっぎぃいいいいいいいいいっ！」

　渾身の体当たりがキールの横顔面を捉え、灼しやく熱ねつの炎がレインのすぐ脇わきの地面に突き刺ささった。波打つような炎に炙あぶられながら、レインが渾身の力でキールの胸を蹴けりつける。靴くつ裏うらに伝わる硬い感かん触しよく。人間程度の蹴りでは、ドラゴンの身体はびくともしない。

「ピック、【ライジングサン】！」

　ガゼットの声が熱風に混じり、飛び出して来たピックがキールの目に小さな手を翳かざす。その手から迸ほとばしった眩まばゆい閃せん光こうがキールの視力を奪うばった。

「今だ、ペムペム！」

「ぴぎっ！」

　キールが怯んだ隙すきに、レインは肩かたを押さえるキールの前足の関節へ渾身の膝蹴りを打ち込んだ。僅かに揺ゆらいだキールに、ペムペムが追撃を仕し掛かける。今度こそ、レインを拘束する力が緩ゆるんだ。僅かに生じた間かん隙げきを見み逃のがさず、ペムペムが滑すべり込む。ペムペムの身体を潤じゆん滑かつ剤ざいにキールの足からすり抜けたレインは、傷ついた肩を押さえながら大きく飛び退く。

「【メガフレア】」

　炎ほのおの津つ波なみが、レインの視界を埋うめ尽つくした。駆け寄っていたガゼットが、襲おそいかかる熱気に愕がく然ぜんとする。周囲に逃にげ込む場所などありはしない。

「くそ！」

　ペムペムを肩に乗せたレインが低く呻うめく。

　その時、レインの傍かたわらを強力な冷気が駆け抜けた。
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「レイン君！」

　キールの爪がレインの肩を切り裂いた瞬間、アリカは思わず悲鳴を上げた。その傍らにいたガゼットが、脇わき目めも振ふらず跳とび出していく。

　だが、アリカの足はその場に縫ぬい留とどまった。

　アリカには、エルニアとキールの炎を無効にする手段があった。だが、それは過去にアリカが犯した最大の過あやまちだった。

　今自分が勇気を出せば、エルニアを助けられるかもしれない。だが、それ以上にエルニアを危険な状態に晒さらしてしまうかもしれない。それが、アリカには何よりも怖こわかった。

　胸が痛む。アリカは臆おく病びよう者で、レインやガゼットに甘える卑ひ怯きよう者だ。勇気を出すには、誰だれかの手を借りないと出来ない。一人になると良くないことばかりを考えて、動く前に諦めてしまう。

　そんなアリカの右腕に、突とつ如じよ鋭するどい痛みが走った。

「ぅ……。レ、オン」

　痛みに顔を顰しかめたアリカが、自分の腕に嚙かみつくレオンに愕然とする、ついに、レオンにすらアリカは見限られてしまった。当然だ、こんな情けない主あるじなんてレオンも迷めい惑わく──

「グァウッ！」

　鋭するどい鳴き声が、アリカの耳に響ひびいた。黒くろ真しん珠じゆのような固い決意を込めた瞳ひとみが、アリカのことを見つめている。その瞳は、アリカと同様に激しい葛かつ藤とうに揺れていた。

　そして、アリカは悟さとった。悩んでいるのは、レオンも同じなのだと。

　だが、レオンは立ち上がった。そして、身を翻ひるがえした。悩みを抱かかえながらも、その悩みと戦うために、一角が砕くだかれた氷の兜かぶとに茂しげみの向こうで揺らめく炎を映す。

　そんなレオンにつられて、アリカの視線が戦場へと滑る。

　キールの口から湧き上がる炎の津波。その津波に隠される直前、アリカの双そう眸ぼうは確かにエルニアを捉とらえた。その無機質な目から流れる涙なみだをアリカは確かに見た。

「エル、っちゃん！」

　アリカは立ち上がっていた。勇気を振り絞しぼるなんて考える前に、身体が動いていた。

　考える間もなく、アリカは本気になった。

　大切な友達を助けるために、アリカは過去を振り切った。
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　レインの傍らを駆け抜けた冷気は、襲いかかる津波の前で巨きよ大だいな氷柱つららへとその姿を変えた。炎の津波が氷柱と衝しよう突とつし、一瞬にして蒸発した水分が真っ白な水蒸気へと姿を変える。

　氷柱に分断された灼熱の間はざまで、レインは死の谷間に立ちながら心から笑って振り返った。

「アリカ！　レオン！」

　待ちに待ったウルフトレーナーとそのパートナーが、肌を焦こがす熱気を吹き飛ばすような冷気を身に纏まとって立っていた。レオンの身体に刻まれた狼おおかみの紋もん章しようが、透とう明めい感のある青い光に包まれ幻げん想そう的に輝かがやく。だが、レインはアリカの紋章の輝きを見ることが出来なかった。

　アリカはその腕の中に、大きな氷の玉を抱えていた。

「レイン君。ペムちゃん。ガッちゃん。ピッちゃん。私とレオンに時間をちょうだい！」

「おっしゃぁぁぁぁああっ！　まかせろぉぉぉおおっ！」

　レインと共にガゼットたちがすぐに頷うなずく。誰も、玉の意味を聞こうとはしなかった。

　アリカが本気になったのなら、全力で支えるまでだ。

「うんっ！　レオン、お願い！」

「グォウ！」

　嬉うれしそうに頷くアリカが氷の玉を傾かたむけ、レオンが口から強力な冷気を吐はき出す。玉の一部には穴が開いていて、レオンはそこから穴の中に冷気を吐き出し続けた。

「おやおや、何をする気かね？」

　そんなレインたちに、グレイスが興味深そうな視線を投げかける。

「はっ！　教えてやるもんかよっ！　ペムペム、【体当たり】」

「ぴぎぃぃいいいい！」

　グレイスの質問に鼻で笑い返しながら、レインが当初の予定を変へん更こうしペムペムの砲弾をキールへ向けて撃うち出す。そのペムペムを追い、ピックが雷かみなりの如ごとき身のこなしで距きよ離りを詰めた。押し寄せる仲間に向け、キールが切実な表情を浮かべながらその竜りゆう尾びを薙なぎ払はらう。直前で、ペムペムは大きく跳はねる……と見せかけて、急ブレーキを掛かけた。高熱を纏まとった尾おが目の前をすり抜ぬけ、渾こん身しんの体当たりをキールの土手っ腹に叩き込む。ダメージはない。重要なのは、その気を一瞬でも逸そらすこと。腹に突つき刺さったペムペムにキールとグレイスの視線が集中している間に、翼つばさの付け根に滑り込んだピックが強力な電でん撃げきを叩き込む。その電撃は僅わずかにキールの歯を食いしばらせた。

「ピック！　下がるんだ！」

　ガゼットが声を張り上げる。レインも同じくペムペムに退たい却きやくを指示した。二人の目の前でキールが大きく羽ばたき、剝はがれ落ちた緋ひ色の鱗うろこが辺りを朱あかく彩いろどる。そして、キールの尾から剝がれた一枚の鱗の矢が導火線となり、世界が轟ごう音おんと火か焰えんに包まれた。一いつ瞬しゆん早くパートナーを下がらせたレインとガゼットが大きく飛び退く。だが、火焰はその勢いを収めるどころか、内側から吹ふき上がった炎の津波にのみ込まれ、さらに勢いを増しながらレインたちへ襲いかかってきた。威い力りよくがデカすぎる。逃げ場がない！

「出来た！」

　その時、レインたちの耳をアリカの声が叩いた。ガゼットと共に振り返ると、アリカが手に持った玉を襲いかかる炎の津波に向けて投げ込んでいた。弱々しく投げられた氷の玉を、口から冷気を吐き出すレオンが後押しする。

　氷の尾を引く氷の玉の中は、何かの液体が揺れ動き、

「え、ちょっと。あれってまさか？」

　ガゼットがなにやら悲鳴に近い声を上げると同時に、氷の玉は炎の津波に吞のまれ、

「皆みんな、早く息吸って。伏ふせ──」

　爆ばく音おんと共に色を持たない衝しよう撃げきが吹き荒あれ、炎の津波が搔き消えた。




　　　　＊




　──なんて物作るんだよ、アリカ！

　衝撃に吹き飛ばされて大地を転がりながら、ガゼットは驚おどろきに言葉を失った。ガゼットはアリカの投げつけた氷の玉、その中で揺れていた液体の正体に気づいたのだ。

　氷の中で揺れていた液体。それは窒ちつ素そを沸ふつ点てんまで冷れい却きやくした、液体窒素だった。レオンは氷の玉に冷気を吹き出し続けることで、液体窒素を作り出したのだ。

　液体窒素は気体になれば、その体積はおよそ７００倍に膨ふくれ上がる。それが今の爆ばく発はつの正体だ。しかも、空気中の窒素濃のう度どが高まれば、酸素濃度の低下で炎は一気に消火できる。ついでに、酸素濃度の低下は生物の活動を著いちじるしく低下させる。その証しよう拠こに、火焰の中心にいたキールは、低酸素により蹲うずくまっていた。

　アリカはそこまで考えてあの攻こう撃げきを仕掛けたのだろうか。いや、それはない。ガゼットと一いつ緒しよに吹き飛んだアリカは、思った以上の効果に目を白黒させながら呆ぼう然ぜんとしていた。

　──効果も分からず作っちゃったの？

　ガゼットが思わず口元に笑みを浮うかべて身み震ぶるいする。無知の知とでも言うべきか、知らないということは、時に知識があることよりも恐おそろしい。

　だが、どちらにしろアリカは一言ガゼットに相談すべきだった。何の説明もなく起こった爆発にいきなり動ける者なんて、そうそういるものじゃない。これでは、みすみすチャンスを見逃すようなものだ。

　その心配は杞き憂ゆうに終わった。土つち煙けむりに汚よごれた眼鏡めがねに、キールの傍らを駆かけ抜ける影かげが映る。

　ガゼットの口元に浮かぶ笑みが濃こくなった。

　これだから、お馬ば鹿かな二人と付き合うのは止やめられない。

「行けぇぇ！　レイーンっ！」

　諦あきらめず迷わず疑わず前を向き走り出した背に向けて、ガゼットは渾身の力で叫さけんだ。
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　脇目も振らずレインは走り抜けた。何が起きたのかは全く理解していなかったが、これがアリカの作り出したチャンスであるという事実だけがレインを突き動かした。

「なっ！」

「おせぇよ！」

　爆発に体勢を崩くずしていたグレイスたちから、レインが素早くエルニアの身体を抱だきかかえ、奪い去る。耳を撫なでる虫の鳴動。腕うでの中のエルニアが突とつ然ぜん暴れだし、レインの胸にその腕を突っ張る。まだ充じゆう分ぶんに距離を取れていないが、しかたがない。肩かたに乗るペムペムに、レインは限界までスライムの紋章を輝かせながら叫んだ。

「ペムペム。【膨ぼう張ちよう】」

「ぴぎぃいいいいい！」

　レインの肩からエルニアの胸に飛び下りたペムペムが膨張し、有無を言わさずエルニアの身体からだを飲み込む。エルニアが完全にペムペムに包まれたのを確認したレインは、その手をペムペムに翳かざし、祈いのるように叫んだ。

「【分ぶん離り】！」

「ぴっぎぃいいいいい！」

　ペムペムが口を引き結び、力を込める。そして、身体の中でもがくエルニアの頰ほおに癒ゆ着ちやくした黒い蝶ちようを、全力で引き剝がしに掛かった。ペムペムが力を込める分だけ、黒い蝶がエルニアの頰を傷つけることなく引き剝がされる。

「よしっ！」

　紋章に残り全ての気力をねじ込みながら、レインはその口角を吊つり上げた。

　ポーチに入っていたブドウを見たとき、レインは学園祭の準備のことを思い出した。ペムペムは果くだ物ものを食べてその色素を抽ちゆう出しゆつして絵具を作っていた。それならば、同じ要領で黒い蝶もエルニアから引き剝がせるのではと考えたレインの賭かけは、幸運にも成功した。

「まずい！　ガリアさん、彼を止めてください」

「たく。──まぁ、しゃあないか」

　焦あせった声を漏もらすグレイスの頼たのみに、ガリアが気乗りしなさそうに悪あく魔まの紋章が刻まれた掌てのひらをレインへ突き付ける。いつの間にか鎖くさりを解いた鬼おにがペムペムに向かって飛び出し、その豪ごう腕わんを振ふりかぶった。ピックとレオンが防ぼう御ぎよに飛び出すが間に合わない。

「くっそおおおおお！　邪じや魔ますんなああああ！」

　レインが怒いかりの声を張り上げる。その声に応えるように、突とつ如じよ、ペムペムの身体から漆しつ黒こくの鎖を纏った腕が飛び出し、鬼の拳こぶしを受け止めた。わけも分からず、レインが目を見開く。まさか、土ど壇たん場ばでペムペムの新たな力が覚かく醒せいしたのか。

　もちろん、そんなわけはなかった。腕が飛び出したのは、ペムペムの表面すれすれに出現した、歪わい曲きよくした空間からだ。空間の歪ゆがみがさらにその大きさを増し、禍まが々まがしい漆黒の翼を携たずさえた悪魔が召しよう喚かんされ、力任せに鬼の身体を押し退ける。

「ジャンブルウ！」

　思わず叫んだレインに、ジャンブルウは一瞬だけ笑みを浮かべた横顔を見せると、底冷えのする声を鬼へ向けて叩たたきつけた。

「吾わが輩はいから逃にげ切れると思ったか。決着をつけようぞ、極東の悪魔よ」

「……笑止」

　極ごく悪あくきわまりない笑みを浮かべるジャンブルウを、鬼が憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうで睨み返す。そして二体の悪魔は同時に自由な腕を振りかぶり、互たがいの拳を打ち付けた。漆黒の波動が辺りに吹き荒れ、突とつ風ぷうの腕がレインとペムペムに摑つかみかかる。だが、レインとペムペムを攫さらおうとした突風は、唸うなりを上げて回転する八つの天てん輪りんが展開した壁かべに阻はばまれ霧む散さんした。レインたちを守るように、契けい約やくの仮面でその顔を覆おおった天てん騎き士しエルデミオールが降臨する。

「おいおい、レイン。これは何の祭りだい？　聞いてないぞ聞いてないぞ聞いてないぞ！　罰ばつとして、僕の引き立て役に任命しよう！」

「助すけ太だ刀ちに来たわよ。レイン君」

「ファルド!?　ミストリア!?」

　呆あつ気けにとられるレインの前に、学年最強の援えん軍ぐんが並び立った。

「説明は後だ。さっさとエルニア嬢じようを呪じゆ縛ばくから解放しろ！」

「ここは、私たちにまかせなさい」

　その言葉を残し、天使と悪魔が戦場で舞まい踊おどった。

「行くわよ、ジャンブルウ。【バロンチェーン】」

「再びその右みぎ腕うでをもらうぞ。極東の悪魔よ！」

　鬼と対たい峙じしていたジャンブルウがその右腕を縛しばる鎖を解き放つ。解放された鎖は空中で波打ち、鬼へと襲おそいかかった。迫せまり来る鎖にガリアが応戦する。無数の火の玉が鬼の周りで躍おどり、鎖に向けて解き放たれた。鎖と火の玉が衝しよう突とつし、空中に幾いくつもの火焰の花を咲さかせる。競せり勝ったのは漆黒の鎖だ。蛇へびのようにうねりながら、鎖が鬼の腕に絡からみつく。だが、鬼もただでは済まさなかった。締しめ付けられる前に鎖を握にぎり、その怪かい力りきにものをいわせて強引に鎖を引き寄せる。ジャンブルウが小さく笑い、全身の筋肉を撓たわませた。ガキンと鎖が悲鳴を上げ、悪魔と悪魔が己の矜きよう持じを賭かけてその牙きばを食いしばる。

　その応戦を横に見ながら、グレイスは左袖そでを叩いた。

「これは、出し惜おしみしている場合ではないですね。ベルドバル、【将しよう軍ぐん蟲ちゆう】」

「ＧＹＡＡＡＡＡＡＡ」

　不ふ明めい瞭りような鳴き声を上げ、袖の中の繭まゆが蠕ぜん動どうする。その中心が二つに割れたかと思うと、繭の何倍もあるカマキリのような魔虫が飛び出し、複眼がひしめく双そう眸ぼうをジャンブルウへと定めた。そのカマキリの頭部が、突然二つに割れ上下にズレる。その正中線を滑なめらかに通り過ぎた聖せい剣けんが、エルデミオールの鍔つば元もとで静せい謐ひつな音を響ひびかせた。

「淑しゆく女じよの戦いを邪魔するのは、ジェントルマンとしていかがかな？」

「いやはや、子供たちのケンカを収めるのが、紳しん士しの嗜たしなみでね」

　グレイスが次の召しよう喚かんのタイミングを計るように袖元へ指先を這はわせながら、言葉とは裏腹に容よう赦しやのない表情を浮かべるファルドと視線を交わす。

「すげぇなぁ」

　あまりにスケールの違ちがう戦いにレインの頰に思わず好戦的な笑みが浮かぶ。だが、今は戦いに焦こがれている場合ではなかった。レインが再び意識を【契約の絆きずな】に集中する。エルニアの頰に張り付いた黒蝶は、残り三分の一に迫っていた。

　だが、残り僅わずかとなった黒蝶は今まで以上にペムペムに抵てい抗こうし始めた。癒着をさらに強め、エルニアの肌はだから離はなれまいと粘ねばりを見せる。

「くっそ。コラ、いつまでそんなヤツに操られてんだ！　起きろ、エルニア！」

　悪態を吐つきながら、レインが思わず叫ぶ。その声に、今まで無機質だったエルニアの目が僅かに光を取り戻もどし、頰に癒着していた黒蝶が激しく悶もだえだした。

　レインが鋭するどく視線をグレイスへと走らせる、グレイスはファルドとの硬こう直ちよく状態を続けていた。今は、あの耳障ざわりな虫の鳴動も聞こえない。

　エルニアを救うには今しかない！

「アリカ！　手伝ってくれ！　一緒にエルニアを叩き起こすぞ！」

「う、うん！」

　レインの呼びかけに、アリカが慌あわてて走り出す。

　しかし、その身体が、突然現れた凶きよう刃じんに縫ぬい止められた。

「きゃあ！」

「スライムトレーナー。そこまでだ、大人しくしろ！」

「先せん輩ぱい。あんたはどこまで堕おちるつもりだよ！」

　アリカの首へナイフを押しつけるドルフに、レインが怒りに震ふるえる喉のどから声を吐はき出す。援えん護ごに回ろうとしていたガゼットまでもが、その動きを止められた。最後の頼みの綱つなであるレオンは、イーブルの折れた剣角にその脇わき腹ばらを押さえられている。すでに狂狼丸の効果は切れているが、折れてなおその剣角は鋭さを保っていた。

　アリカを人ひと質じちに取られ、レインたちの表情に苦く渋じゆうが滲にじむ。

　そんな絶望的な状じよう況きようの中、一筋の銀のベールが幻げん想そう的にレインの視界で揺ゆらめいた。

「ルル。【体当たり】」

「きゅっぴ！」

　桃もも色の砲ほう弾だんが飛び出し、狂きよう気きのナイフをアリカの首元から弾はじき落とす。

「ジナ！　ルル！」

　アリカを救った仲間に、レインが驚おどろきと喜びの声を張り上げる。

　その声に、ジナは一いつ瞬しゆん嬉うれしそうな表情を浮うかべたものの、次の瞬間には眠ねむたげな双眸を激しい怒りに細めて、何が起こったか分からず呆ぼう然ぜんとするドルフを睨にらみつけていた。

「大、嫌きらい！」

「うがっ!?」

　ジナの張り手がドルフの右頰を捉とらえる。だが、ジナの怒りは収まらなかった。右手を振り抜ぬいたジナが軽く飛び上がり、しなやかな回し蹴げりをドルフの横腹に叩き込む。それでもジナの怒りは収まらない。ジナの脚きやつ甲こうをルルの分ぶん裂れつ体たいが打うち抜き、ジナの身体が高速で回転する。その勢いを充分に乗せたつま先は、ドルフの身体を数メートル吹ふき飛ばした。

「ふぅ。満、足！」

　晴れ晴れとした表情を浮かべるジナに向け、銀影が煌きらめく。主を吹き飛ばされたことに憤ふん慨がいしたイーブルがその剣角を突つき出していた。ルルが咄とつ嗟さに飛び出すが、間に合わない。

　だが、無ぶ粋すいな切っ先はジナへ届かなかった。甲かん高だかい音を立て氷の兜かぶとが凶刃を受け止める。

「レオン！　【アイスプリズン】」

「ガァウ！」

　白はく刃じんを押し返したレオンが短く吠ほえ、鮮あざやかな氷の結けつ晶しようがイーブルを包み込む。それはさながら、美しき氷の檻おりだ。狂狼丸で力を使い果たしたイーブルに逃のがれる術すべはない。

「アリカ君、何な故ぜだ。君のことは、僕が、僕が一番幸せに出来るのに！」

　イーブルを捕とらわれたドルフが、悲痛な表情を浮かべながらアリカへと手を伸のばす。

　アリカは一瞬唇くちびるを嚙かみ締めると、それでも毅き然ぜんとした口調で答えた。

「ドルフ先輩。今まで、ありがとうございました。でも、──私の未来は私が決めます」

　レインの言葉を借り、アリカがドルフに決別の言葉を送り出す。ドルフに対する恩は充分に感じていたが、それ以上に大切な友達を傷つけたことは許せなかった。

「そんな……」

　付け入る隙すきのないアリカに、ドルフが完全に戦意を消失させる。

　アリカは最後にもう一度だけ頭を下げると、急いでレインの側へと駆かけ寄よった。

「レイン君。私は、何を──」

「何でもいい！　アリカの声なら、きっとこいつに届く！」

「うんっ！」

　レインの確信に満ちた横顔に、アリカは小さく頷うなずきペムペムにそっと手を当てる。

「エルちゃん。関係ないなんて言って、ゴメン！　相談しなくて、ゴメン。全部、全部謝るから。喧けん嘩かしたままなんて嫌いやだから。だから、だから戻ってきて！　エルちゃん！」

　アリカが思いつくままに訴える。謝り癖ぐせは変わらないが、意味が違う。アリカは前を向くために、強い心でエルニアに懸けん命めいに語りかけた。

　その思いは確かにエルニアに届いた。アリカが声をかけるたびに、エルニアの目に光が灯ともり、黒蝶が徐じよ々じよに徐々にエルニアの肌から剝はがれていく。

　その隣となりでは、ジナがその白い掌をペムペムに押し当てていた。

「朱あか髪がみ！」

　その隣では、ガゼットが。

「エルニアさん！」

　そして、ペムペムを取り囲むようにキールが、レオンが、ピックが必死にエルニアを取り戻そうと呼びかける。

　それぞれの熱い想いを受け、狼の紋もん章しようが、雷かみなりの紋章が、スライムの紋章が眩まばゆい光を放つ。

　その魂たましいの叫さけびは、確かに囚とらわれていたエルニアの魂に届いた。

　ドクンと、エルニアの身体からだが大きく震え、レインたちの【契約の絆】に共鳴するようにドラゴンの紋章が輝かがやき出す。それは、先ほどまでの空くう虚きよな輝きとはまるで違う、見るもの全ての心を焦がす魂の炎ほのお。残り僅かとなった黒蝶の癒ゆ着ちやく部分が一気に剝がれ始める。

　その光景に、ファルドと膠こう着ちやく状態にあったグレイスは思わず叫んだ。

「いかん！　ガリアさん、止めてください！」

「たくっ。こっちも手いっぱいだってぇーのに！　赤あか鬼おに、【分わけ身み】」

　ジャンブルウとの激戦を繰くり広げていた赤鬼の身体が、一瞬の隙を突いて微かすかにぶれる。次の瞬間、本体の赤鬼と全く同等の覇は気きを纏まとった分身がレインたちへ向けて疾しつ走そうしてきた。

　ファルドとミストリアが応おう援えんに向かう間もなく、赤鬼がその狂きよう爪そうを振ふり下ろす。

「【黒こく竜りゆうの息吹いぶき】」

　涼すずやかな声が戦場に響き、吹き荒あれた黒い息吹が赤鬼を遥はるか彼方かなたへと吹き飛ばした。

「大だい丈じよう夫ぶですか！　皆みなさん」

「「「「サラ先輩！」」」」

　レインたちが歓かん喜きの声を上げる。赤鬼の猛もう攻こうを退しりぞけたのはその腕うでに極東のドラゴン、黒竜ツキヨミを纏まとわせた、近きん隣りん学園屈くつ指しのドラゴントレーナー、サラだった。

　そして、彼女がここにいるということは……

「私の大切な妹を攫ったのは、あなたたちですね」

「や、やべえ。ペムペム。早くしろ！」

「ぴぎぎぎぎぎ！」

　尋じん常じようでない怒いかりをその黄金の双眸に込めて現れたアリエルに、レインがペムペムに発はつ破ぱを掛かける。全身に裂れつ傷しようと火傷やけどを刻んだペムペムが最後の力を振り絞しぼる。

「エルニア。いい加減に、目を覚ませぇええええええええええっ！」

　レインの咆ほう哮こうが、戦場と化した森を貫つらぬいた。
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　身体の裡うち。魂の奥底。人が『心』と呼ぶ場所でエルニアの意識が覚かく醒せいする。

　──みんなっ！

　耳を打つ残ざん響きように、エルニアは声にならない叫びを上げた。だが、身体が動かない。純白の糸が、繭まゆの如ごとく身体を縛り上げていた。それは寄生した宿主を眠りに誘さそう揺り籠かご。一度戻った意識が、再びまどろみの中へと引きずり込まれる。

　気け高だかき精神力はそれを良しとしなかった。

　──私の身体を返せっ！

　エルニアがその心を震わせる。それは並々ならない闘とう志しの炎。ドラゴンの紋章がその闘志を喰くらい、燃え滾たぎる灼しやく熱ねつで主の身体を包み込む。

　一度燃え上がった闘とう争そう心に、心の隙すき間まを拠より所どころとした繭は抵抗する術を持たなかった。エルニアの身体を包んでいた繭の端はし々ばしが焦げ始め、徐々にその範はん囲いを広げてゆく。

　しかし、繭も最後の抵抗を見せた。糸が一気に増ぞう殖しよくし、エルニアの身体を包み込む。今度は外の声が届かぬよう、頭の先からつま先までが白い繭で覆おおわれた。

　──くそ

　再びまどろむ意識に、エルニアの唇くちびるが歪ゆがむ。

　だが、エルニアの意識が、再び揺り籠に捕らわれかけた、その刹せつ那な。

「エルニア。いい加減に、目を覚ませぇええええええええええ！」

　魂を揺さぶるその声に、ドラゴンの紋章が火柱の如く燃えさかり、エルニアの身体を包み込む繭を一片残らず焼やき払はらった。




　　　　＊




　レインの咆哮は最後の引き金となった。

　癒着していた黒蝶が完全に剝がれ落ちる。その残ざん滓しを、ペムペムは小さな黒い塊かたまりにまとめ上げるや否いなや、エルニアと共に身体の外に吐き出した。

「よし！」

　拳こぶしを握にぎりしめるレインがエルニアの身体を抱だきかかえ、慌ててその場に蹲うずくまる。

　ほぼ同時に、アリエルはその傍かたわらに従えた戦せん姫き神しんワルキューレに最後の時を告げた。

「敵を一いつ掃そうしなさい。【シャイニング・ベール】」

　小さく頷いたワルキューレが鞘さやから白銀の剣けんを抜き去り、横一線に薙なぎ払う。その軌き跡せきの延長線上を白銀のオーラが埋うめ尽つくした。ペムペムが吐き出した黒蝶の塊が、白銀のオーロラに吞のまれて搔かき消える。

　実際、レインは蹲る必要はなかった。聖なる帯は味方を加護し、敵のみを一掃する。

　絶対的な神の威い光こうから逃れる術はない。

　同等の力を持つ神を除のぞいては。

「ふむ、惜おしいが。潮時じゃな」

　戦場には似つかわしくない幼い声が響ひびき、七色の光流がワルキューレの敵と定めた者たちを包み込んだ。光流はそのまま球体となりまるで幼子を守る母のような温かい輝きを放つ。それは、全ての攻こう撃げき意識を飲み込んだ。絶対殲せん滅めつを宿命づけられた白銀のオーロラが自ら七色の光流を避さけ、神秘的な光の光流が木々の隙間を突き抜ける。

　その時、レインは確かに見た。フェルの掌てのひらで輝く神の紋章を。

「フェル。お前、ゴッドトレーナーだったのかよ。つーか、そのワンコ。神なのか？」

「ワンコとは失礼じゃのお。このパラパは、まだ幼神ではあるが生命の誕生と加護を司つかさどる、れっきとした神様じゃ」

　胸を張るフェルの身体が、突とつ然ぜん蜃しん気き楼ろうのように揺ゆらぐ。おそらく、鬼おにが何らかの技を発動させたのだろう。咄嗟に、ファルド、ミストリア、サラ、アリエルが一いつ斉せいに攻撃を放ったが、その全ては空むなしく虚こ空くうを貫いた。

「さらばじゃ。レイン、ペムペム。おんしらが最強を目指すなら、いずれまた会おうぞ」

　楽しげな呟つぶやきだけを残し、フェルたちの姿はそれこそ蜃気楼の如く搔き消えた。気がつけば、ドルフもその姿を消している。静せい寂じやくが場を支配する中、レインは腕の中で寝ね息いきを立てるエルニアを見下ろし、静かに呟いた。

「はぁ。もう、デートはこりごりだ」
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　キールが爪つめをレインに向けて振り下ろす。反射的にレインが身を引いたが間に合わない。焼けた爪はレインの肩かたを薄うすく切り裂さき、霧きり状じように飛び散った血が熱を蒸発させ、紅くれないの蒸気を生み出し──

「ああああああああああああああっ！」

　血ち飛沫しぶきを上げるレインに、エルニアが喉のどを震ふるわせながら飛び起きた。

「ハァッ！　はぁはぁ……、こ、ここは？」

　荒あらい息を吐はきながら、エルニアが前まえ髪がみをかき上げる。腰こし元もとまで掛けられた白い布団に、薬品の香かおり。自分が保健室のベッドに寝ねかされているのだと自覚すると同時に、その声はエルニアの耳に飛び込んできた。

「エルニア、気が付いたのか！」

「ぴぎ、ぴぎぴっぎぴぎ。ぴぎぃー！」

　今まさに出て行こうとしていたのか、保健室の出入り口に立っていたレインがペムペムを肩に乗せ、慌あわててベッドに駆かけ寄よってくる。その瞬しゆん間かん、悪夢がフラッシュバックし──

「エ、エルニア!?」

　ベッドの上で膝ひざ立ちになったエルニアは、全ての思考を置き去りにしてレインの身体からだに抱だきついていた。震える自分の身体を何とか止めようと、抱きしめる腕に力を込める。

　レインの胸から伝わる熱い鼓こ動どうと脈打つ血潮に、エルニアが微かすかに安あん堵どの息を吐はく。だが、密着したレインの身体はその生命の証あかしと共に、ある現実をエルニアに突つきつけた。

　鼻を刺さす消毒液の匂においに、レインが制止する間もなくエルニアの手がレインの襟えり首くびに伸のび、首元をはだけさせる。鍛きたえられたその身体の右肩には、何重にも包帯が巻かれていた。

　ひとつひとつ蘇よみがえる記き憶おくに、エルニアが自分の血の気けが引いて行くのを感じながら顔を持ち上げ、すぐ傍そばにあるレインの双そう眸ぼうに問いかける。

「私が……やったんだな……」

　安堵と自責が同時に溢あふれ、エルニアが唇くちびるを歪ゆがめる。

「レイン・エルハルト。私は……」

「お前は悪くねぇーよ。エルニア」

　優しく首を横に振るレインに、エルニアは激しくその首を横に振った。

「何を言っているのだ。私はお前を傷つけたのだ。嫌きらわれて当然のことをしたのだぞ？」

「そりゃ……その……」

　言葉を濁にごすレインが、所在なさそうに自分の頰を搔かく。ああ、やはりか、とエルニアは思った。当然のことだ。レインは弱者を軽けい蔑べつするようなことはしないだろう。だが、好きと嫌いはまた別問題だろう。エルニアは強いからこそ、レインと対等でいられるのだ。弱いエルニアに、レインは……

「俺はよ、エルニア。お前のこと、これでもけっこう気に入ってんだぞ」

「え？」

　自分の耳を疑ったエルニアが素すっ頓とん狂きような声を上げて思わず顔を上げる。そこには、指先で頰を搔くレインが、照れくさそうに笑っていた。

「そりゃ、よ。毎日毎日キールの火か炎えん放射喰らったり、お前のわけのわかんねぇ勘かん違ちがいでえらい目には遭あってるけどよ。でも、お前は俺に本気で勝負を挑いどんでくれんだろ。俺とペムペムに本気でぶつかってきてくれんだろ。本気の本気で頑がん張ばってるお前のこと、俺はけっこう好きだぜ。だからよ、そんな顔すんなよ。調子崩くずれるだろ」

　困った表情を浮うかべるレインに、とくん、とエルニアの心臓が高鳴った。胸に満ちるむずがゆい温かさに、キュッと太ももに力を込め、暴れ出しそうになる両手を挟はさみつける。レインが発した「好き」という言葉が恋れん慕ぼなのか好意なのか、憐あわれみなのか同情なのか、エルニアには分からなかった。だが、初めてだった。レインの口から「好き」という言葉を聞いたのは。エルニアの心の奥底で何かが弾はじけ、マグマのような熱が顔に襲おそい掛かる。

「お、おい。どうしたエルニア。顔、真っ赤だぞ」

　驚おどろきながら伸のばされたその手を、エルニアは慌てて振り払った。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだ。触さわるな馬ば鹿か者！」

「お、お、お。それそれ、だいぶ調子が戻もどってきたみたいだな」

　払われた手の甲こうを撫なでるレインが、楽しげに顔をほころばせる。そして、再び声に力を込めながら、今度はそっとエルニアへ手を差さし伸べ──

「まぁ、今回の件に関しては、身体で償つぐなってもらうから気にすんな」

　突とつ然ぜん、とんでもないことを口走った。

「んなな!?」

　聞き間ま違ちがいかと思ったが、レインの目は本気だった。目を丸くしたエルニアがシーツに皺しわを寄せながらベッドの上を後ずさる。

　そんなエルニアの腕うでを、レインはしっかりと捕つかまえた。

「お、おいこら。あんま、暴れるな！」

「暴れるに決まっているだろう。キ、キール！」

　駄だ々だっ子のように腕を振ふり回しながら、エルニアがキールに助けを求める。だが、キールはエルニアの視線を含ふくみ笑いを零こぼしながら受け流すと、その双眸を興味深そうにレインたちのことを見守っているペムペムへと向けた。

（これ、スライムよ。主あるじたちは取り込み中のようだ。我と一いつ緒しよに、少し祭りを見てこようぞ）

「ぴぎ？　ぴーぎ、ぴぎぴぎっ！」

　祭りに行けば何かおいしい物が食べられるとでも思ったのか、ペムペムがキールの頭に飛び乗り、楽しげにその身体を弾はずませる。一方、頭にペムペムを乗せたキールはその口の端はしを吊つり上げると、気の利きいた笑みをエルニアに振り撒まいた。

（では、主よ。我らはこれで）

「待たんか貴様らーっ！」

　首を引っ込めるキールに、エルニアが大声を張り上げる。

　だが、キールたちを呼び止めたのはエルニアだけではなかった。

「おいこら、待て待て。お前ら一体どこに行く？」

（ぬ？）

「ぴぎ？」

　不思議そうな顔をしたキールとペムペムが、振り返る。

　レインは全員の顔を一度見み渡わたすと、エルニアの身体を引き上げながら叫さけんだ。

「さぁ、お前ら準備しろ。行くぞ、俺たちのお化け屋や敷しきに」

　レインの言葉に、エルニアたちが「あ……」と小さな声を上げる。

　そう、学園祭はまだ半分も終わってはいないのだ。
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「レイン・エルハルト。やはり、今はちょっと……」

「ごちゃごちゃ言ってねぇーで、さっさと着き替がえてこいっ！」

　レインに無理やり更こう衣い室に押し込まれたエルニアは、顔を持ち上げるなりその身体を強こわ張ばらせる。更衣室の中にはマミーの着替えを終えたジナが待ち構えるように立っていた。

「ジナ・レームライト。その、迷めい惑わくをかけ……んが!?」

　下げようとしたエルニアの額に、鈍にぶい衝しよう撃げきが突き刺さった。

「きゅぴ！」

「大命、中」

　軽快な鳴き声と共に戻ってきたルルを受け止めながら、ジナが満足したように胸を張る。その無表情な中にも得意げな表情を浮かべたジナに、エルニアが思わず頰を膨ふくらませる。

　だが、憎にくまれ口を叩たたくよりも早く、ジナはビシッとその指先をエルニアに突き付けると、抑よく揚ようのない声ではっきりと言い切った。

「元気なら、いい。さっさと着替えて、仕事に向かう！」

　有無を言わさない口調に、エルニアが思わず鼻白む。

　そんなエルニアに、ジナがふっと小さな笑みを浮かべた、その時。

「エルニア。大丈夫なのですか!?」

　突とつ然ぜん更衣室のドアが開き、血相を変えたアリエルが飛び込んできた。

　なぜか、エルニアのお化け役と同じ不思議猫の衣装に身を包みながら。

「姉上!?　いや、私は大丈夫ですが。どうしたのですか、その格かつ好こうは？」

「これは、その。あなたのご学友に、あなたの代役を頼たのまれまして。それに、あなたが起きてからも一緒にいれば護衛にもなるだろうと。服は、そちらの方が」

　エルニアに見られ羞しゆう恥ちに駆られたのか、普ふ段だんは絶対に動どう揺ようを見せないアリエルが噓うそのようにその顔を赤らめながらジナを指差す。

「会心の、出来」

　ジナが先ほどよりもさらに満足そうに胸を張る。しかし、そんなジナの姿はエルニアの眼に入っていなかった。アリエルの言葉が蘇る。学友、というには若じやつ干かん抵てい抗こうがあるが、アリエルを丸め込むほどの機転を利かせられる人物を、エルニアは一人しか知らなかった。

「ガゼット・ガールバレス。奴やつめ、姉上に何という格好を！」

　ついさきほどまではふがいない自分への怒いかりに燃えていたエルニアが、自分がこの世で最も尊敬する姉にとんでもない格好を強しいたガゼットに、業ごう火かの如ごとき怒りを滾たぎらせる。

　しかし、学友という言葉はエルニアの意識の奥底からもう一人、忘れてはならない親友の姿を引き上げた。

「そうだ、アリカは。アリカはどこなのだ？　ジナ・レームライト」

　恥はずかしそうに更衣室の隅すみへ引き下がったアリエルから目を外した──というよりはこれ以上直視できなかった──エルニアが、アリカの姿を探し更衣室内に視線を走らせる。

　その疑問の答えは、アリエルに続いて更衣室の扉とびらを潜くぐった悪あく魔まの口より明かされた。

「アリカさんなら少し席を外していますよ、エルニアさん」

「サラ教官!?」

　エルニアが思わず声を上げる。アリエルの後ろに佇たたずむサラは、なぜかアリカの配役であるバフォメットの格好に扮ふんしていた。その艶つややかな黒くろ髪かみはアリカよりも役に嵌はまっている。

「どうして、サラ教官まで？」

「私はアリカさんの代役です。まぁ、会長のお供ということもありますが」

　苦笑を漏もらすサラがアリエルに目を向ける。アリエルは毅き然ぜんとした口調で答えた。

「もう大丈夫ですよ。サラ。これからエルニアに近づく輩やからは、私がすべて灰にします」

「それがとても心配なので、私がここにいるんです」

　今にもヴァルキリーを召しよう喚かんしそうな剣けん幕まくで拳こぶしを握にぎるアリエルに、サラがやれやれと首を横に振る。二人がここにいる理由は納得したが、それでもエルニアの疑念は晴れなかった。

「それで、その。アリカはどこへ？」

「アリカさんなら、お母さんに会いに行ったようですよ。なんでも、どうしても今でないとダメだとかで」

　むしろ母親のような優しい眼まな差ざしで、サラがエルニアの疑問に答える。最近、アリカはよくサラに和食の料理を教わっていた。自分の店があるにも拘かかわらずサラが代役を務めるのは、その経けい緯いもあってのことだろう。

「アリカの母上の所へですか……」

　エルニアはサラの言葉を咀そ嚼しやくするように、視線を伏ふせながら呟つぶやいた。アリカが母親の所へ行く理由など、今はただ一つしかない。

「アリカ。私は、まだお前と一緒に学園生活を過ごしたい」

　エルニアは握った拳を胸に当てると、届かないと分かっていながら呟いた。
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「この部屋だね、レオン」

　某ぼうホテルの一室。その部屋の番号を確かめながら、アリカが傍かたわらのレオンに向けて呟く。

「ぐるぅ！」

　迷いのない黒眸を持ち上げ静かに喉のどを鳴らすレオンに、アリカは小さく頷うなずくとコンコンと静かに扉をノックした。少し時間をおいて、不思議そうな声が廊ろう下かに響ひびく。

「どちらさんですか？」

「パパ。私、アリカ」

「アリカだって！　待ってて、すぐに鍵かぎを開けてあげるから」

　嬉うれしそうな声が響き、カチャと軽い音を立てて部屋の鍵が外れる。その扉が開くや否や、アリカと同じ薄黄色の髪かみを揺ゆらす壮そう年ねんの男、ソエルが顔を綻ほころばせながら愛まな娘むすめを抱だきしめた。

「うわっ。パパ!?」

「はっはっは。どうしたんだいきなり。来るなら言ってくれればいいのに。今からじゃ、王様に出すぐらいの料理しか作れないよ」

「パパ。それ、充分すぎると思うんだけど」

　王様に対してとんでもなく失礼なことを口走る王宮料理師の父に、アリカは思わず苦笑いを零す。なんだか、そういう豪ごう快かいなところはどこかレインに似ている気がした。

　だが、今日は父との再会を楽しみに来たのではない。

「パパ。ママはいる？　ちょっと、話したいことがあるの」

「リーナなら奥にいるよ。おいで、アリカ」

　娘むすめの真しん剣けんな眼差しを感じ取ったのか、いつもならもっと心行ゆくまで抱きしめるソエルが、アリカを部屋の奥へと案内する。調度品が幾いくつも並ぶ豪ごう華かな廊下を抜ぬけると、驚くくらい広いリビングのソファーで、リーナが難しい顔をして書類を睨にらみつけていた。

「あら、アリカ。どうしたの？　今は、学園祭の最中でしょ？」

　アリカの来訪に気が付いたリーナが、書類から目を離はなして訊たずねる。娘に対する口調は、学園長室の時よりも砕くだけていた。不思議そうに小首を傾かしげるリーナに、アリカは小さく拳を握る。うまく話そうとは思わなかった。ただ、ただアリカは──

「ママ。私、転校しない。ベギオムに残りたい！」

　自分の本気を、まっすぐに母に向かって解き放った。

　娘の言葉に、リーナの双そう眸ぼうがスッと細まる。

「アリカ。あなた、魔獣食育師フードプランナーになりたいんでしょ。転校した方が、あなたの──」

「それとっ！」

　リーナの言葉を遮さえぎり、アリカが拳を震ふるわせる。

　そして、アリカは自分の弱さと真っ向から向きあった。

「ママ。ごめん……なざいっ！」

　胸を突つき破やぶるような痛みに声を震わせながら、アリカはリーナに謝った。

「怪け我がさせてごめんなさい。お仕事辞やめさせてごめんなさい。頭が悪い子でごめんなざい。わがままばっかり言ってごめんなざいっ。でも、でもわたじはここに残りだいですっ！」

　声を涙なみだで震わせ、アリカが全力でリーナに自分の思いを告げる。今まで何度も謝った。今さら謝って済む問題じゃないことは分かってる。

　だから、娘は本気で母に訴うつたえた。

「ママ、わたじ、魔獣食育師になるから。ママより凄すごい、魔獣食育師になるから。ママの分も頑がん張ばって魔獣食育師になるから。だから！」

　半分何を言っているか分からなくなりながら、アリカはもう一度顔を持ち上げ、そしてリーナに向けて訴える。

「だから、このまま。わだし、このまま──」

「アリカ、あなた勘かん違ちがいしてるわよ」

「え？」

　アリカの叫びが、母の静かな声によって遮られる。

　小さく溜ため息いきを落としたリーナは、その双眸を温かな眼差しで娘を見守るソエルに向けた。

「あなた。そこのリンゴとナイフを取ってくれる？」

「ああ、わかった」

　ソエルが軽く頷き、キッチンにあったリンゴとナイフをリーナに手て渡わたす。訳が分からず呆ぼう然ぜんとするアリカを残し、リーナは静かにリンゴにナイフを入れ始めた。

　アリカが奪うばったはずの右手を使って。

「あれ、うそ。なんで!?」

　淀よどみなく動く母の手に、アリカが夢でも見るかのように何度もその眼を擦こする。

　しかし、現実に右手での作業を終えたリーナは小さく微笑ほほえむと、リンゴをアリカに向けて投げ渡わたした。慌あわててリンゴを受け止めたアリカがその目を大きく見開く。

　リンゴの表面には、満開の笑みを浮うかべるアリカと凜り々りしい表情のレオンが並べて刻まれていた。それは高度な飾かざり彫ぼりだった。とても、怪我をしていてできる芸当ではない。

　アリカが信じられないものを見るように、その視線をリーナへ移す。

　リーナはクルクルと右手でナイフを弄もてあそびながら、呆あきれた顔で応こたえた。

「アリカ、あのね。私は、あのときの怪我が原因で王おう宮きゆうの仕事を辞めたわけじゃないのよ」

「ええええええええ!?　うそ、お母さん！　だって！」

「はぁ。本当にごめんなさい、アリカ。あなたに余計な心配かけちゃったみたいね。王宮の仕事を辞めたのは、ただ仕事場の人間関係が上う手まくいかなかっただけなのよ」

「え、ええ……。そんなぁ～」

　アリカが全身の力を抜いてへたりこむ。一体、これまでの葛かつ藤とうは何だったのだろうか。

「それならママ、そう言ってよ～」

「あのね、仕事場の不満を子供に言えると思う？　何でも抱かかえ込み過ぎよ、あなたは」

　苦笑を漏らしたリーナは、ベッドの傍そばに伏せていた炎えん狼ろうを連れてアリカに歩み寄ると、愛まな娘むすめの身体からだを抱き起こした。

「もっと甘え上手になりなさい。そんなんじゃ、男の子を捕つかまえられないでしょ」

「ママ！　何言ってるの!?」

「あら、マジメな話よ。あなただって、年とし頃ごろなんだから好きな子の一人くらいいるでしょ。それに、女が強くなる理由なんて相場が決まっているものよ」

　大人の微笑を浮かべるリーナに、アリカが慌てて首を横に振ふろうとして──止めた。

　素直になる。それがアリカが手にした、新しい力だから。

「うん。ママ。私ね、好きな人が出来た」

「そう……。どんな子？」

「すごく、すごく格好いいの。誰だれよりも、ずっとずっと」

「それはママよりも格好いいのかしら？」

　リーナの意地悪な質問に、アリカはそっと目を閉じて応えた。

「うん。ママよりも、パパよりも、ずっと格好いい」

　それは確信の言葉であり、アリカの親おや離ばなれの言葉だった。リーナの唇くちびるが綻ぶ。嬉しげであり寂さみしげな母の顔。微かすかな葛藤を胸に、リーナが娘の身体をより一層強く抱きしめる。

　その温かな抱ほう擁ように、アリカはまどろみ中の猫ねこのように身を委ねた。数年ぶりに本気で、アリカは母に甘えることが出来た。

　しばしの沈ちん黙もくを破り、リーナが優しくアリカの髪を撫なでながら静かに訊ねる。

「でも、本当にいいの？　魔獣食育師を目指すなら、転校を勧すすめるわよ」

　悪戯いたずらっぽい声で念を押す母に、アリカはもう迷いのない双眸で応えた。

「いいの。私、みんなと一いつ緒しよにいたいから。それでね、ママ。私、誰かを支えられるような食育師になりたいの。本気で頑張る人を支えられる、そんな魔獣食育師になりたいの」

「そう……」

　小さく頷いたリーナは娘の髪にしばしそっと顎あごを乗せると、ゆっくりとその身を離してアリカの胸をポンと押した。

「だったら、すぐに帰りなさい。まだ、学園祭の途と中ちゆうでしょ。確か、アリカのクラスはお化け屋や敷しきだったわね。あとでパパと見に行くから覚かく悟ごしておきなさい」

「それは、ちょっと恥ずかしいからダメ、かな」

「つべこべ言わずにさっさと行く！」

「は、はい！」

　リーナにお尻しりを叩たたかれたアリカが、慌てて玄げん関かんへ向かう。そして、その扉とびらを閉める途中で、アリカは最後にもう一度だけ両親に笑顔を振りまいた。

「ママ、パパ。私、頑張るから！」

　自信と本気に満ちた笑みを残し、アリカはパタンと扉を閉じて学園へと駆かけ出した。




　　　　＊




　娘を見送ったリーナは、そっとパートナーの熱い背中を撫でながら小さく苦笑した。

「数日前とは別人ね」

「恋こいする女は何より強し、か。知らない間に、大人になっちゃうんだね。子供って」

　リーナの肩かたにポンと手を置いたソエルが、冗じよう談だん交じりに呟く。その言葉に、今度こそリーナは大きな苦笑を零こぼした。

「それはないわ。まだまだおこちゃまよ。あの子は」

「おやおや、どうして分かるんだい？」

「女の勘かんよ」

　ずばりと言い切ったリーナに、今度はソエルが苦笑する。そして、妻を自分の胸に抱だきよせながら、その視線を火傷やけどの痕あとが残る右手へと流した。

「ずいぶん、動くようになったね。本当によく頑張ったよ、君は」

　これ以上ない温かな言葉に、リーナがそっと目を閉じて夫にその身を委ねる。人間関係などではない。仕事を辞めたのは右手の怪我が原因だった。痺しびれて動かない右手を飾り彫りが出来るまで回復させたのは、並々ならない情熱とリハビリがあったからこそ。

「当たり前よ。本気で好きなことを、諦あきらめられるわけないでしょ」

　口元に小さな笑みを浮かべ、リーナがそっと呟つぶやく。そんな妻に、ソエルは冗談交じりに拗すねた表情を浮かべた。

「はは、残念。僕は二番目ってことかな」

「ええ、そうよ」
















「否定しないんだね」

　即そく答とうされ、今度は本当に落らく胆たんしながらソエルが肩を落とす。

　その鼓こ膜まくを、リーナのからかうような声がくすぐった。

「だってそうでしょ。一番は、アリカなんだもの」

　妻のもっともな意見にソエルが「そりゃそうだ」と苦笑を零こぼす。

　そんな夫の胸に身体を預けながら、リーナはその視線を娘が消えていった扉へ流した。

「あの子が本気でやりたいって言うなら、私はただ応おう援えんするわ。──一緒に学校にきてくれないのは、ちょっと寂さびしいけれどね」

　微かに目を伏ふせながら、リーナが微び苦く笑しようを浮かべて肩を落とす。だが、次の瞬しゆん間かんには再び強い眼差しを取り戻もどし、夫の胸をポンと叩きながら微笑んだ。

「さ、あなた。準備して。アリカの勇姿を見に行くわよ」

「はいはい、どこでもお供致いたします」

　言うなり準備を始めたリーナに、ソエルが苦笑を零しながら鞄かばんをリビングに取りに行く。

　そして、二人はホテルを出た。

　本気で自分の道を歩み始めた娘の姿を確かめに行くために。




　余談ではあるが、その後、『ＧＨＯＳＴゴースト　ＬＡＢＹＲＩＮＴＨラビリンス』は超ちよう美人姉妹の猫ねこ娘むすめ姿が見られると話題を呼び、学園史に残る文化祭として語かたり継つがれることになるのだった。
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「ぅ終わったぁぁあぁっぁあああっ！」

「ぴぎぃ～っ」

　既すでに他のクラスメイトがいなくなった更こう衣い室で、胡座あぐらの上にペムペムを乗せたレインが腕うでを突き上げる。二日目の後半からの連続シフトは、さすがのレインも堪こたえていた。お客さんの悲鳴が耳にこびり付いて、無音で聞こえるはずのない悲鳴が聞こえてくる。

　その幻げん聴ちようの中に、控ひかえめに仕切り板をノックする音が混じった。

「レイン君、今ちょっといい？」

「アリカか？　いいぞ～」

　誰もいないことを確認し、レインが軽く返事をする。すると、静かにベニヤ板が横に滑すべり、レオンを伴ともなったアリカがコップを両手に持って現れた。

「えっと。オレンジジュース作ってきたんだけど、飲む？」

「飲む飲む飲む！　サンキュー、アリカ！」

　子供のようにはしゃぎながらオレンジジュースを受け取るレインの隣となりに、アリカがどこか緊きん張ちようした面おも持もちでストンと腰こしを下ろす。

「えっと、エルちゃんは先に後夜祭に行ってるって。お姉さんに呼ばれたらしくて。あと、ジナちゃんも、ダンス大会のエキシビジョンがあるとかで」

　所在なさげに視線を彷徨さまよわせたアリカが、早口で二人のことをレインに知らせる。だが、それはどこか自分が一人で来た言い訳のようにも聞こえた。

「へ～、そうか。ああ、ガゼットのヤツは幹事だから先に連れてかれたよ」

　半分残したジュースをペムペムに与あたえながら、レインが思い出したように呟く。

　途と切ぎれる会話。先を紡つむいだのは、アリカだった。

「その、レイン君。ありがとうね、助けてくれて」

「え？　ああ！　いいって、別に。気にすんなよ、仲間だろ」

「ううん。いいなんてこと、ないよ。レイン君のおかげで、私は本当に救われたんだよ」

「救われたって。アリカは大げさだな」

　目を伏せながら声に熱を込めるアリカに、レインが苦笑を零す。

　アリカは小さく首を横に振り、薄うす暗ぐらい更衣室でも分かるほど顔を赤らめて呟いた。

「違ちがう。レイン君に力をもらったから、私は今ここにいるんだよ。レイン君、本当に格好良かった。ううん、レイン君はずっとずっと格好いいよ。私、──知ってるんだよ」

「格好いい？　俺が？」

　想いの籠こもったアリカの独白に、レインが恥はずかしそうに頰ほおを搔かく。その反応に、アリカは大きく息を吸うと、ギュッとレオンの青い毛を握にぎりしめた。

「うん。だから、私もレイン君を見習って、頑がん張ばろうと思う。食育も、料理も、どっちも本気で頑張りたいの！」

「そりゃいいな。アリカの料理、うめぇもん！」

「ほんとに？　ほんとにそう思う？　そ、そう。じゃ、じゃあっ。レイン君は、私の料理なら毎日でも食べたいと思う？」

　頰を紅潮させたアリカが身を乗り出す。

　その距きよ離りに、レインは思わずどきっとしながら、確信を持って頷うなずいた。

「当たり前だろ。アリカの料理なら毎日でも食いてぇって。なぁ、ペムペム」

「ぴぎぴぎ！」

　レインの言葉に、オレンジジュースを飲み干したペムペムが小さな身体を揺ゆらして頷く。

　その言葉を聞いたアリカは、何か思い詰つめたように小さく頷くと、その大きな瞳ひとみを真っ直ぐにレインへ向けて、震ふるえる声で呟いた。

「そ、そっか。それならレイン君、私、私ね！　毎日でも作るよ、レイン君と、あの……ペムちゃんのご飯っ！」

　声を詰まらせながら、アリカが熱の籠もった声で主張する。

　その申し出に、レインは一いつ瞬しゆんキョトンとすると、アリカの肩をがっしりと摑つかんだ。

「本当か!?　本当に作ってくれるのか！」

「う、うん。レイン君さえよければ、だけど」

　興奮するレインに、アリカが圧あつ倒とうされたように目を瞬しばたたかせる。一方、アリカの肩から手を離したレインは、満面の笑みを浮うかべると膝ひざの上にいたペムペムをぽーんと放り投げた。

「よっしゃー、良かったなペムペム。これからはアリカが食育管理してくれるってよ！」

「ぴぎぃー！」

　レインの手の中に戻ってきたペムペムが、喜びの声を張り上げる。

　そんな二人の会話に、アリカは慌あわてて声を上げた。

「え、ちょっとレイン君？　食育管理って？」

「何言ってんだよ、アリカが言ったんじゃねぇか。ペムペムのご飯を作ってくれるって」

「そ、それも言ったけど！　えっと、私が言いたいのは、その、あの……」

「まっ、ペムペムの飯については今度ゆっくり話し合うとして。そろそろ、俺たちも行こうぜ。後夜祭」

　アリカの悩なやみなど露つゆ知らず、勢いよく立ち上がったレインが無む邪じや気きな笑顔でその手を差し出す。その手を、アリカは小さな溜ため息いきと共にしっかりと握り返した。

「もうぅ～、レイン君の馬ば鹿かぁ～」

「え!?　なんで？」

　理り不ふ尽じんな馬鹿発言にレインが顔を曇くもらせる。

　結局、アリカの不ふ機き嫌げんという謎なぞを残し、レインの波乱の学園祭は終結したのだった。




　　　　＊




「ふむ、もうすぐじゃの」

　七色の水すい溶よう液えきがゆっくりと対流する巨きよ大だいなガラス管を見上げ、フェルは静かに呟いた。

「さぁ、パラパ。今回の戦利品じゃ、たのむぞ」

　無邪気な笑みを浮かべるフェルが、その手に持ったものを傍かたわらで額の宝ほう玉ぎよくを輝かがやかせるパラパに視線で示す。そして、パラパが小さく頷くのを確認すると、その手に持ったものを巨大なガラス管から伸のびる配管で繫つながれた巨大な炉ろに落とし込んだ。

　緋ひ色の鱗うろこに、漆しつ黒こくの鎖くさりの欠片かけら。砕くだけた氷の兜かぶとに、へし折られた剣けん狼ろう。黒こく竜りゆうの息吹いぶきの残ざん滓しが付いた木の皮と、本体から離はなれてなお瑞みず々みずしいスライムの欠片。微かすかに稲いな光びかりを瞬かせる雷かみなりの花弁に、オーロラのような輝きを放つ極小の粒りゆう子し。それら全てがフェルの手から滑すべり落ち、何百というモンスターの力を溶とかした炉の中で混ざり合う。

　幻げん想そう的な虹にじ色の炉をしばし見つめていたフェルは、ふと思い出したように背後で別の作業をしていたグレイスへ視線を流した。

「そっちは、どうじゃ？」

「こちらも順調ですよ、フェル博士」

　グレイスが孫に向けるような笑みを浮かべながら、目の前に置かれたフラスコに左手を翳かざす。その左腕うでが蠕ぜん動どうし、袖そで口ぐちから伸びた糸を伝って数滴てきの血液が零こぼれ落ちた。

　フラスコの中に溜ためられた血と、新たに零された鮮せん血けつが混ざり合い不思議な燐りん光こうを放つ。その輝きは【契けい約やくの絆きずな】が発動したときに放たれる燐光にとてもよく似ていた。

「いよいよですね」

「いよいよじゃな」

　グレイスとフェルが小さく頷き合い、熱の籠もった吐と息いきを零す。

　その日の夜。

　誰だれも知らない魔ま獣じゆうが、小さな産うぶ声ごえを上げた。







　　　あとがき




『本気で本気になる！』

　これは、作者が大学時代に所属していたゼミのテーマであり、教授がよく言っていた言葉です。小説を書いていると、よくこの言葉を思い出します。

　さて、本気で本気になったアリカちゃんの活かつ躍やくはいかがでしたでしょうか？

『できそこないの魔獣錬磨師モンスタートレーナー３』でした！




　三巻は学園祭回でしたね。ちなみに、作者は高校生の時の学園祭で『縁えん日にちコーナー』を開いていました。水ヨーヨーや射的を自作したり、半はつ被ぴを人数分準備したり、大変だったけど本当にいい思い出です。

　本編の方は、今までは一歩引いていたアリカが大だい奮ふん闘とうでしたね。さらに、いつもはみんなをからかっていたガゼットがレインと共に大激げき闘とう。暑い夏を吹ふき飛とばせとばかりに気合いを入れて書いていたら、作者以上の気合いでキャラクターたちが大暴れしました。ジナは相変わらずのマイペース。エルニアは女の子らしくなってきて。どんどん活き活きしてくるキャラに、作者は振ふり回されてばかりです。

　今回も新キャラが増えましたね～。いや、増やした本人が言うのも何ですが。新キャラ全てのキャラデザを書き上げてくださった狐こ印いん様には感謝以外の言葉がないです。

　また、ついにペムペムが【分ぶん離り】という新技を覚えました！　ちなみに、この新技は先せん輩ぱい作家さんの「スライムが町の下水を浄じよう化かして綺き麗れいにしている、とかだったら面白いよね」というアイデアが元になっています。このアイデアがなければ、エルニアを助けられませんでしたね。ここでも感謝感謝です。

　良い流れなので、このまま謝辞に入らせていただきます。女性陣じんの可愛さを引き立たせる数々の助言をくださった担当Ｓ様。誤字脱だつ字じから本文の矛む盾じゆんに至るまで丁てい寧ねいに修正してくださった校正様。執しつ筆ぴつに癒いやしをくれるＳ雪様。笑いながら鋭するどい指し摘てきをしてくるＮ川氏。

　そして、一巻二巻に引き続き三巻を読んでくださった読者の皆みなさん。

　本気の本気で申し上げます。

　皆さん、今回もありがとうございました！

　引き続き、レインたちをよろしくお願い致いたします!!


二〇一五年九月　見み波なみタクミ　　
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